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巻
頭
言

　

ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
中
国
武
漢
を
中
心
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
微
博
（W

eibo

）
か
ら
は
連
日
、
増
加
す
る
感
染
者

数
、
封
鎖
さ
れ
街
か
ら
人
が
消
え
た
映
像
が
、
更
新
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
恐
々
と
し
た
思
い
で
こ
の
情
報
を

受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
人
類
の
歴
史
上
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
幾
度
と
な
く
起
こ
り
、
多
数
の
人
命
を
奪
っ

て
き
ま
し
た
。
感
染
症
の
他
に
も
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
火
事
な
ど
自
然
に
よ
る
天
災
は
多
く
の
人
命
を
奪
い
ま
し
た
。
天
災
の
記
録

は
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
に
い
く
つ
か
記
録
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
八
六
三
年
江
戸
城
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
、
本
丸
と
二
の
丸
、
大
奥
ま
で
も
が
消
失
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
大
奥
に
い
た
の
が
前

年
、
皇
室
か
ら
降
嫁
し
て
き
た
和
宮
で
し
た
。
彼
女
は
そ
の
時
の
様
子
を
戯
画
を
添
え
た
手
紙
に
し
て
、
親
戚
に
送
っ
て
い
ま
す
。

あ
た
ふ
た
す
る
奥
女
中
た
ち
の
様
子
を
観
察
し
描
い
た
の
が
「
火
事
の
説
の
絵
図
│
お
笑
い
種
│
」
と
言
わ
れ
る
戯
画
﹇
図
1
﹈
で
す
。

自
ら
を
戯
画
に
登
場
さ
せ
俯
瞰
的
に
そ
の
様
子
を
描
き
、
奥
女
中
た
ち
の
一
言
一
言
が
お
も
し
ろ
お
か
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
風

呂
敷
を
背
負
っ
た
奥
女
中
は
「
重
た
い
、
重
た
い
」
と
言
っ
て
お
り
、
そ
の
下
の
下
女
は
「
何
を
し
て
も
男
子
が
手
伝
っ
て
く
れ
な
い

か
ら
じ
れ
っ
た
い
わ
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戯
画
は
親
戚
に
自
ら
の
無
事
を
伝
え
安
心
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
、
和
宮
な
ら

で
は
の
気
遣
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
城
大
火
事
の
大
惨
事
を
こ
の
よ
う
な
戯
画
に
す
る
と
は
、
和
宮
の
お
お
ら
か
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
実
は
こ
の
時
、
江
戸
の
街
で
は
「
コ
レ
ラ
」
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
経
由
で
長
崎
に
入
っ
た
ア
メ
リ

カ
兵
か
ら
感
染
が
拡
が
っ
た
「
コ
レ
ラ
」
は
一
八
六
〇
年
代
初
頭
に
江
戸
で
流
行
し
、「
三
日
コ
ロ
リ
」「
コ
ロ
リ
」
と
も
言
わ
れ
、
猛

威
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
電
子
顕
微
鏡
な
ど
な
く
「
感
染
症
」「
病
原
菌
」
と
い
う
概
念
を
持
た
な
い
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
恐
怖
そ

の
も
の
で
し
た
。
そ
の
恐
怖
心
は
、
虎
の
頭
部
に
狼
の
胴
体
、
狸
の
巨
大
な
睾
丸
を
持
つ
、
奇
怪
な
動
物
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

が「
狐
狼
狸
」と「
虎
狼
痢
」が
混
ざ
っ
た
、
妖
怪「
虎コ

ロ

リ
狼
狸
」で
す﹇
図
2
﹈。

　

ど
ち
ら
も
、
人
々
が
天
災
に
翻
弄
さ
れ
る
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
和
宮
の
戯
画
は
現
代
な
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
ス
タ
ン
プ
や
画
像
添
付
メ
ー
ル
と
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
妖
怪
「
虎コ

ロ

リ
狼
狸
」
も
現
代
な
ら
、
我
々
が
よ
く
目
に
す
る
「
新
型
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コ
ロ
ナC

O
V

ID
-19

」
電
子
顕
微
鏡
の
画
像
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
科
学
技
術
が
進
歩
し
た
現
代
に
お
い
て
な
ら
、
情
報
を
早
く
正
確

に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
記
録
」と
し
て
も
正
確
な
情
報
を「
記
録
」と
し
て
残
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
正
確
な「
記
録
」に
は
、

和
宮
の
戯
画
や
妖
怪「
虎コ

ロ

リ
狼
狸
」が
有
し
て
い
る
、
何
か
大
事
な
部
分
が
抜
け
落
ち
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

人
は
「
体
験
」「
経
験
」
を
通
し
た
「
身
体
性
」
を
有
し
た
形
で
、
出
来
事
を
「
記
憶
」
と
し
て
脳
内
に
蓄
積
さ
せ
ま
す
。
一
方
で
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た「
記
録
」は
正
確
で
す
が
、「
記
憶
」が
有
す
る「
身
体
性
」と
い
っ
た
部
分
ま
で
は
蓄
積
で
き
ま
せ
ん
。
和

宮
の
戯
画
や
妖
怪「
虎コ

ロ

リ
狼
狸
」に
は「
身
体
性
」を
有
し
た「
記
憶
」が
、
そ
の
ま
ま
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
今
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
身
体
を
物
理
的
拘
束

か
ら
解
放
し
、デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
た
情
報
伝
達
で
は
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
こ
で
も「
記
憶
」と「
記
録
」

に
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
言
葉
と
映
像
だ
け
の
「
記
録
」
の
情
報
と
、「
身
体
性
」
を
有
し
た
「
記
憶
」
と
し
て
の

情
報
で
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が「
身
体
性
」を
伴
う
実
技
教
育
に
お
い
て
、「
体
験
」「
臨

場
感
」を
伴
う「
身
体
性
」は
そ
の
教
育
の
根
幹
を
な
す
部
分
と
な
り
ま
す
。

　

芸
資
研
の
大
き
な
役
割
は
芸
術
資
源
の
創
造
的
ア
ー
カ
イ
ブ
に
あ
り
ま
す
。
私
見
で
す
が
、
こ
の
「
創
造
的
」
と
は
、
通
常
で
は
漏

れ
落
ち
る「
身
体
性
」を
有
し
た「
記
憶
」を
、
出
来
る
だ
け
忠
実
に「
記
録
」に
変
換
し
、
後
世
の
芸
術
創
造
に
有
用
な「
記
憶
」と
し

て
蓄
積
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
『C

O
M

PO
ST

』
も
第
二
巻
目
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
桐
月
沙
樹
さ
ん
に
制
作
し
て
頂
い
た
表
紙
の
板
木
に
新
た
な

痕
跡
が
刻
ま
れ
ま
す
。
木
の
板
が
彫
ら
れ
痕
跡
と
な
り
、
紙
に
そ
の
痕
跡
を
写
し
取
る
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
板
木
の
痕
跡
は
ま
さ
に

前
人
が
残
し
た「
身
体
性
」の「
記
憶
」で
す
。
一
つ
の
板
木
を
使
い
続
け
、身
体
行
為
を
重
ね
て
い
く
こ
の
作
業
は
、ま
さ
に「
記
憶
」

の
蓄
積
で
あ
り
、『C

O
M

PO
ST

』
の
表
紙
は
創
造
的
ア
ー
カ
イ
ブ
の
象
徴
だ
と
言
え
ま
す
。
十
年
前
に
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
準
備
委
員
会
」
に

参
加
し
て
い
た
時
に
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、ま
た
一
つ
見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

が
単
な
る「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
」に
留
ま
る
こ
と
な
く「
記
憶
機
関
」で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

森
野
彰
人　

［図1］ 和宮　戯画（久能山東照宮博物館所蔵）
出典：福井市立郷土歴史博物館『徳川将軍家の名宝』展図録

［図2］ 妖怪「虎狼狸（コロリ）」
出典：東京都公文書館所蔵『虎列刺退治』

https://dasasp03.i-repository.net/il/meta_pub/G0000002tokyoarchv17_0003730130001



9

表紙について

9 8

vol .  02COMPOST2021

COMPOST vol.02の表紙について

桐月沙樹

『COMPOST』の表紙は手刷りの木版画です。この装丁はvol.01~vol.10までの10年間、
一枚の版木を年度ごとに彫り足し、装丁の図柄を更新していく予定です。

アーカイブは、記録や記憶の重なり、人との繋がりの中で創造されます。『COMPOST』
の表紙もひとつのアーカイブです。過去の痕跡（彫り跡）を「地」として許容しながら継

承し、その上に新たなイメージを彫り重ねることはできるのか。『COMPOST』の表紙は、
そのような実践的な試みです。vol.01は幸運なことに私が担当し、vol.02は作曲家で、
芸資研の特別招聘研究員である塩見允枝子先生にご協力いただきました。塩見先生が

1964年にニューヨークで初演された、《二重窓》*1のスコアを表紙に彫ることをご相談し

たところ、快諾いただき、さらには『COMPOST』用に下記の展開を提案くださいました。

　　例えば表紙の表側に　《二重窓》の2.のスコアー

　　　現実の窓の前で　

　　　架空の窓を開く

　　を斜めに　＞　の形に彫り、

　　（ただし「で」と「く」はくっ付けないで上下左右共ずらせて）

　　後ろ側の表紙に

　　　一冊の本の中で

　　　未知の頁を開く

　　を逆に　＜　の形に彫ると、

　　（これも出だしの「一」と「未」の出発点をずらせ離して）

　　両方の表紙を開いて1枚の面にしたとき、背表紙によって中断されたＸ形の言葉は

　　　現実の窓の前で　未知の頁を開く　（左上から右下へ）

　　　架空の窓を開く　一冊の本の中で　（左下から右上へ）

とも読めます。そう読めるようにX型の傾き角度は揃え、表の言葉の最後の文字か
ら裏の言葉の最初の文字へは、細い点線か破線でさり気なく繋いでもいいかもしれ

ません。

　　一種の言葉遊びです。

　　そして、文字の背後には、開いた形の窓を細い直線で描くという手もあります。

　　（2020年8月、塩見先生からのメールより）

上記のご提案を受けて、レイアウトについての相談を重ねた結果、今回の表紙が完成し

ました。《二重窓》は、1964年にニューヨークのワシントン・スクェアー画廊で、建物
の窓の前に小さな台を置き、その上で行われたパフォーマンスです。1964年のニュー
ヨークの窓から『COMPOST』vol.02の表紙に、時間と空間を超えて言葉が舞い込んでき
たような、そんな想像をしながら制作を進めました。彫りは私が担当し、刷り作業は佐

藤知久先生をはじめ芸資研事務局スタッフ、学生など、多くの方々に協力いただきなが

ら千種万様な650枚を刷ることができました。お手元に届いた表紙はその中の一枚です。
今後も表紙の制作は、美術だけでなく、音楽、伝統音楽、アーカイブなど、様々な分野

の方々に関わっていただきたいと考えています。10年後にどのような表紙が立ち現れる
のか、そのような期待と共にこの一冊を開いていただけると幸いです。 

*1 オリジナル・スコアは以下の通り。

  《二重窓》  A Double Window, 1964

  1.　現実の窓の前に　もう一つの窓を作る
  2.　現実の窓の前で　架空の窓を開く

 「パフォーマンスとしては、1964年10月30日ニューヨークのワシントン・スクェアー画廊で行った
『パーペチュアル・フルックス・フェスト』で、建物の窓の前でトランプ・カードを使って初演。オブ

ジェクトとしては、モナ・リザの顔を窓状に切り開いた『ロベール・フィリユーへの窓』がある。」（塩

見允枝子（2017）『塩見允枝子パフォーマンス作品集─フルクサスをめぐる50年』より）



11 10

COMPOST2021 vol .  02目 次

 

　
　
　
　

巻
頭
言   

5

 

　
　
　
　
森
野
彰
人

 

　
　
　
　

C
O

M
PO

ST
 vol.02

の
表
紙
に
つ
い
て   

9

 

　
　
　
　
桐
月
沙
樹

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
14 

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
〈
記
憶
機
関
〉

 
 

│
芸
術
／
大
学
に
お
け
る
図
書
館
・
美
術
館
・
ア
ー
カ
イ
ブ

 
 

桂 
英
史
・
佐
々
木
美
緒
・
松
山
ひ
と
み
・
森
野
彰
人

研
究
ノ
ー
ト 

38 

記
憶
機
関
の
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー

 
 

│
芸
術
大
学
に
お
け
る
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ

 
 

佐
藤
知
久

 

63 

﹇
開
催
報
告
﹈

 
 

「
南
宗
憧
憬
」展　

開
催
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

古
画
の
水
墨
表
現
を
体
感
す
る

 
 

│
コ
ロ
ナ
下
で
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

 
 

竹
浪 

遠
・
宇
野
茂
男
・
川
嶋 

渉
・
高
林
弘
実
・
林 

靜
佳
・
黄 

治
宇
・
大
里
真
瑛
子

 

77 

「
時
の
川
辺
《
学
舎
よ
り
》
│
伝
統
と
創
造
の
奥
」
定
点
観
測

 
 

│
東
ア
ジ
ア
日
本
京
都
西
京
大
枝
沓
掛
よ
り

 
 

中
村
典
子

 

89 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
と
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
2
0
2
0

 
 

石
谷
治
寛

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー 

106 

京
焼
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

 
 

│
清
水
卯
一
が
語
っ
た
五
条
坂
の
記
憶

 
 

前
﨑
信
也
・
清
水
愛
子
・
猪
飼
祐
一

記
録 

136 

﹇
解
題
﹈

 
 

「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン redux

」
展
関
連
イ
ベ
ン
ト  

ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
採
録
に
あ
た
っ
て

 
 

高
嶋 

慈

 

139 

﹇
ト
ー
ク
①
﹈
椹
木
野
衣
×
遠
藤
水
城

 

153 

﹇
ト
ー
ク
②
﹈「
水
中
エ
ン
ジ
ン
再
制
作
の
技
術
に
つ
い
て
」

 
 

　
　
　
　
　
話
し
手
：
白
石
晃
一
・
松
本 

章　
聞
き
手
：
高
嶋 

慈
・
は
が
み
ち
こ

 

166 

﹇
ト
ー
ク
③
﹈
浅
田 

彰
×
遠
藤
水
城

 

180 

﹇
ト
ー
ク
④
﹈「
遠
藤
水
城
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
を
語
る
」

 

　
　
　
　
編
集
・
投
稿
規
程   

187　
学
術
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
執
筆
要
項   

188　

 

執
筆
者
略
歴   

190　

 

編
集
後
記   

194

 

　
　
　
　
資
料
編   

001



COMPOST

vol . 02

Archival Research Center, Kyoto City University of Arts

2021



シ  

ン  

ポ    

ジ     

ウ        

ム



15

COMPOSTシンポジウム vol .  02202 1

桂 英史・佐々木美緒・松山ひとみ・森野彰人

佐
藤
知
久
　
今
年
度
、
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究

会
で
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
佐
々
木
美
緒
さ
ん
、
松
山
ひ
と

み
さ
ん
、
桂
英
史
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ

お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
延
長
線

上
に
あ
り
ま
す
﹇
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会

に
つ
い
て
は
、
本
誌
資
料
編
三
四
〜
三
八

頁
を
参
照
﹈。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
記

憶
機
関m

em
ory institution

」、
具

体
的
に
は
図
書
館
、
美
術
館
（
京
都

市
立
芸
大
の
場
合
は
芸
術
資
料
館
）、

ア
ー
カ
イ
ブ
機
関
な
ど
の
、
過
去
の

出
来
事
や
記
憶
を
継
承
し
、
次
世
代

の
創
造
活
動
を
支
え
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
制
度
や
機
関
が
、
特
に
デ
ジ

タ
ル
時
代
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
を
企
画
の

趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
佐
々
木
さ
ん
、
松
山
さ

ん
、
桂
さ
ん
の
三
人
に
、
改
め
て
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
芸
術
／
大
学

に
と
っ
て
の
記
憶
機
関
に
つ
い
て
話

題
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
芸

術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
森
野

彰
人
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
記
憶
機
関

の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、
こ
ん
な
も
の
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
も
含
め
て
、
考

え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆
佐
々
木
美
緒  

「（
続
）プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
」

　

前
回
の
研
究
会
で
は
、
大
学
図
書

館
の
機
能
や
役
割
を
中
心
に
話
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
そ
れ
を
前
提
に
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
図
書

館
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
何
が
起

こ
る
の
か
を
補
足
的
に
話
し
ま
す
。

私
自
身
、
大
学
に
所
属
し
、
か
つ
図

書
館
学
が
専
門
の
者
と
し
て
、
課
題

や
壁
を
感
じ
て
い
る
部
分
を
最
後
に

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
の
復
習
に
な
り
ま
す
が
、
記

憶
機
関
と
し
て
の
図
書
館
に
つ
い

て
、
日
本
図
書
館
情
報
学
会
の
『
図

書
館
情
報
学
用
語
辞
典
』
の
最
新
版

で
あ
る
第
五
版
の
「
図
書
館
」
の
用

語
解
説
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
定

義
を
ご
紹
介
し
ま
す

1
❖

。
図
書
館
と
い

う
施
設
の
役
割
や
機
能
を
根
源
的
な

部
分
も
含
め
て
き
ち
ん
と
提
示
し
て

い
る
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
定
義

で
す
。

　

ま
ず
図
書
館
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、

・
人
間
の
知
的
生
産
物
で
あ
る
記
録

さ
れ
た
知
識
や
情
報
を
収
集
、
組

織
、
保
存
し
、
人
々
の
要
求
に
応

じ
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
社
会
的
機
関
。

　
　

図
書
館
は
通
時
的
に
み
る
な
ら

ば
、
記
録
資
料
の
保
存
、
累
積
に

よ
っ
て
世
代
間
を
通
し
て
の
文

化
の
継
承
、
発
展
に
寄
与
す
る
社

会
的
記
憶
装
置
で
あ
り
、
共
時
的

に
は
社
会
に
お
け
る
知
識
や
情

報
の
伝
播
を
円
滑
に
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
介
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
。

・
今
日
図
書
館
は
、
歴
史
的
、
社
会

的
、
制
度
的
な
文
脈
に
お
い
て
、

形
成
さ
れ
て
き
た
固
有
の
使
命

に
基
づ
い
て
、
公
共
図
書
館
、
学

校
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門

図
書
館
、
国
立
図
書
館
な
ど
の
各

種
図
書
館
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

社
会
的
機
関
で
あ
り
、
前
回
は
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

デ
ジ
タ
ル
時
代
の〈
記
憶
機
関
〉

│
芸
術
／
大
学
に
お
け
る
図
書
館
・
美
術
館
・
ア
ー
カ
イ
ブ

登
壇
者
：
桂

 

英
史
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
／
メ
デ
ィ
ア
研
究
・
図
書
館
情
報
学
）

　
　
　
　

佐
々
木
美
緒
（
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
／
図
書
館
情
報
学
・
図
書
館
員
養
成
）

　
　
　
　

松
山
ひ
と
み
（
大
阪
中
之
島
美
術
館
／
学
芸
員
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）

　
　
　
　

森
野
彰
人
（
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
）

司　

会
：
佐
藤
知
久
（
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
文
化
人
類
学
）

二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
八
日　

十
四
〜
十
七
時　

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

14
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桂 英史・佐々木美緒・松山ひとみ・森野彰人

図
書
館
に
つ
い
て
、
固
有
の
使
命
や

役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
関
連

す
る
法
律
や
議
論
な
ど
を
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
共
時
的
」
な
役
割
を
「
静

止
的
な
時
」
と
捉
え
る
の
で
あ
れ

ば
、「
通
時
的
」
は
「
過
去
か
ら
未
来

へ
時
間
が
流
れ
て
い
る
」
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で
図
書
館
の

役
割
に
は
記
憶
資
料
を
保
存
し
、
継

承
す
る
機
能
が
あ
る
と
理
解
で
き
ま

す
。
こ
の
点
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
記
憶
機
関
」
と
し
て
の
図
書

館
の
最
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。「
世
代
間
を
通
し
て
」

つ
ま
り
今
生
き
て
い
る
人
間
だ
け
で

は
な
い
ん
で
す
ね
。
過
去
か
ら
誰
か

が
保
存
し
て
き
た
も
の
を
今
私
た
ち

が
受
け
と
め
て
、
そ
れ
を
会
う
こ
と

の
な
い
未
来
の
人
に
渡
し
て
い
く
。

非
常
に
長
い
時
間
軸
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
る
。

　

大
学
図
書
館
の
場
合
、
学
術
情
報

基
盤
と
し
て
、
各
専
門
分
野
の
研
究

や
教
育
課
程
に
必
要
な
資
料
を
収

集
、
保
存
、
継
承
し
て
い
く
機
能
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
と
え
十
年
以
上
全
く
利
用
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
か
ま
わ
な
い
と
す
る

考
え
方
で
す
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
今

使
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
、

将
来
の
た
め
に
知
識
や
情
報
を
収

集
・
保
存
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

で
も
残
念
な
が
ら
、
将
来
の
た
め

に
知
識
や
情
報
を
収
集
・
保
存
す
る

と
い
う
機
能
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い

て
、
情
報
へ
の
（
共
時
的
な
）
ア
ク

セ
ス
機
能
の
方
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん

図
書
館
は
こ
の
両
輪
で
回
っ
て
い

く
も
の
で
す
が
、
や
は
り
（
通
時
的

な
）
保
存
や
蓄
積
こ
そ
が
大
学
図
書

館
を
記
憶
機
関
に
さ
せ
る
基
本
的
な

機
能
で
す
。
そ
し
て
、
保
存
・
蓄
積

さ
れ
る
情
報
や
知
識
を
き
ち
ん
と
ラ

ベ
リ
ン
グ
す
る
の
が
人
と
い
う
資
源

で
す
。
そ
う
し
た
人
的
資
源
を
持
っ

て
、
大
学
の
文
化
芸
術
資
源
を
集
約

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

役
割
を
図
書
館
が
担
う
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
。
こ
こ
ま
で
が
前
回
の

振
り
返
り
で
す
。

　

で
は
、
種
々
雑
多
な
も
の
が
一
つ

の
受
け
皿
に
入
っ
て
ア
ク
セ
ス
可

能
に
な
る
こ
と
で
、
何
が
大
学
に
起

こ
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
踏
み

込
ん
で
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
簡

潔
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
録
や
情
報
や
知
識
を
大
学
の

特
色
あ
る
資
源
と
し
て
蓄
積
し
、
発

信
・
公
開
に
よ
っ
て
社
会
的
関
心
を

喚
起
し
、
教
育
・
学
術
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
京
都
精
華
大
学
の
関
連
機
関
で

あ
る
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
研
究
事
業
を
事
例
に
お
話
し

ま
し
ょ
う
。

　

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

受
け
入
れ
て
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
「
一
次
資
料
」
と
関
係
者

か
ら
呼
ば
れ
る
書
籍
や
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
量
も
書
籍
で

段
ボ
ー
ル
約
三
百
二
十
箱
、
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
も
約
十
箱
あ
る
な
ど
、

膨
大
で
領
域
横
断
的
な
資
料
群
で

す
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け

入
れ
る
際
に
、
収
集
し
た
意
図
や
、

そ
れ
ら
の
資
料
が
ど
う
い
う
体
系
性

や
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
け
が
目
的

で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
て
、
そ
れ
を
整

理
し
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し

て
紐
付
け
て
、
関
心
を
持
つ
人
に
資

料
と
し
て
の
意
義
を
伝
達
可
能
な
形

で
提
示
す
る
た
め
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化

す
る
こ
と
を
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
使

命
と
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

し
、
育
成
す
る
の
か
も
課
題
で
す
。

図
書
館
や
美
術
館
、
博
物
館
の
関
係

者
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
資
源
を
非

常
に
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
見
て
く

れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
同
じ
大
学

の
な
か
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
は
思
わ

な
い
人
が
い
る
の
も
実
情
で
す
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
や
活
用
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

人
的
資
源
や
組
織
を
ど
う
育
て
て
維

持
す
る
の
か
は
、
大
学
の
図
書
館
員

や
学
芸
員
だ
け
で
は
や
は
り
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
大
学
全
体
を
巻

き
込
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。

　

こ
こ
で
、
最
近
の
ネ
ッ
ト
上
の
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
十

一
月
二
十
日
に
、
匿
名
で
書
き
込
め

る
掲
示
板
に
、「
県
立
美
術
館
潰
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
書

き
込
ま
れ2

❖

、「
そ
の
通
り
、
税
金
の

無
駄
遣
い
だ
」「
国
立
美
術
館
は
有

名
な
作
品
が
あ
っ
て
う
ら
や
ま
し

い
」
と
い
っ
た
同
調
的
な
反
応
コ
メ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
ん
で

す
。
と
て
も
残
念
な
こ
と
だ
と
言
い

た
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
こ
れ
は
今

の
社
会
を
映
す
一
つ
の
側
面
だ
と
思

う
ん
で
す
。
大
学
に
つ
い
て
も
同
じ

で
、
私
自
身
、
す
ご
く
壁
を
感
じ
て

い
る
部
分
で
す
。
大
学
の
図
書
館
や

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
「
金
く

い
虫
」と
か「
大
学
の
お
荷
物
」と
言

う
意
見
を
よ
く
聞
き
ま
す
│
学
術

情
報
基
盤
と
し
て
、
大
学
か
ら
そ
れ

ら
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を

考
え
た
こ
と
は
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
教
育
機
関
と
し
て
長
期
的
な

視
点
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
も
の

を
、
経
営
や
効
率
化
に
落
と
し
込
ん

で
、
そ
こ
に
価
値
を
見
出
せ
な
い
こ

と
は
す
ご
く
残
念
に
感
じ
ま
す
。
私

自
身
、
結
局
、
綺
麗
ご
と
を
言
っ
て

る
の
で
は
と
い
う
ム
ズ
ム
ズ
す
る
気

持
ち
も
あ
る
の
で
す
が
、
教
育
機
関

と
し
て
文
化
資
源
を
長
期
的
に
保
存

佐々木美緒 氏

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
収
集
し
た
資
料

を
、
今
後
、
大
学
な
い
し
大
学
図
書

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
議
論
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
研
究
者
に

対
し
て
、
研
究
を
促
進
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
発
信
・
公
開
し
て
い
く

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
大
学
機
関
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
教
学
に
落

と
し
込
ん
で
い
く
活
用
方
法
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
ト
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
形
で
、
授
業
の
中
で
学
生
に
展
示

テ
ー
マ
を
考
え
て
も
ら
う
。
膨
大
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
の
切
り
口
が
考
え
ら
れ

ま
す
。「
こ
の
大
学
に
は
こ
の
よ
う

な
特
色
あ
る
文
化
資
源
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
考
え
て

提
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
提
案
に
は
、

本
学
の
よ
う
な
地
方
の
私
立
の
小
・

中
規
模
の
芸
術
大
学
の
場
合
、
広
報

的
な
側
面
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、（
前
回
も
課
題
と
し

て
示
し
ま
し
た
が
）
そ
う
し
た
文
化

資
源
、
膨
大
な
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
価
値
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
明
確

化
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
ら
を
保
管
し
、
展
示
し
、

ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

や
は
り
人
の
手
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
ど
う
確
保



19 18

COMPOSTシンポジウム vol .  02202 1

桂 英史・佐々木美緒・松山ひとみ・森野彰人

し
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
話
せ
る
機
会
を

い
た
だ
け
た
の
は
す
ご
く
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。「
重
要
で
は
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
私
た

ち
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
こ
と
を
投
げ
か
け
て
終
了
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
学
図
書
館
が
果
た
す
機
能
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
資
料
群
を
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
受
け
入
れ
て
い
る
事
例
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
が
収
集
し
た

も
の
な
の
で
、
自
分
が
い
い
と
思
う

も
の
を
媒
体
も
関
係
な
く
、
領
域
横

断
的
に
集
め
て
い
て
、
そ
れ
が
一
つ

の
塊
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
面
白
さ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
に
こ
そ

あ
る
意
味
で
雑
多
な
、
ア
ー
カ
イ
ブ

的
な
資
料
の
面
白
さ
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
し
て
収
集
し
て
い
っ

が
設
立
の
目
的
で
し
た
。

　
一
方
、ア
ー
カ
イ
ブ
の
語
源
と
し
て

よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語

の
「
ア
ル
ケ
イ
オ
ン
（A

rkheion

）」

で
す
。
こ
れ
は
、「
ア
ル
コ
ン
（A

r-

chon

：
権
力
者
・
統
治
者
・
最
高
官

職
）
の
住
ま
い
」
と
い
う
意
味
で
、

「
権
力
の
拠
点
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ

ブ
」
と
い
う
説
明
が
よ
く
な
さ
れ
ま

す
。
他
に
よ
く
参
照
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が『
ア
ー

カ
イ
ヴ
の
病
』の
な
か
で「
人
は
ア
ー

カ
イ
ブ
を
自
分
の
内
側
に
持
つ
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
ア
ー
カ
イ
ブ

で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
訳

し
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
外
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

4
❖

。

ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
多
く

の
著
作
を
持
つ
テ
リ
ー
・
ク
ッ
ク
の

「
記
憶
す
る
に
値
す
る
も
の
を
保
存

す
る
」「
集
合
的
記
憶
を
保
護
す
る

場
所
」
と
い
う
言
葉
や
、
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
文
書
館
の
館
長
だ
っ
た
エ

リ
ッ
ク
・
ケ
テ
ラ
ー
ル
の
「
人
の
活

動
と
経
験
の
真
正
な
証
拠
を
、
時
を

超
え
て
伝
達
す
る
こ
と
」
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
。

　

お
見
せ
し
て
い
る
の
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
Ｍｏ
Ｍ
Ａ
）の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
で
き
る
ア
ー

カ
イ
ブ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
初
代

館
長
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
・
ジ
ュ

ニ
ア
に
関
す
る
資
料
、「
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
バ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
」

で
す5

❖

。
個
人
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
か

ら
、
美
術
館
に
関
わ
る
作
品
収
集
や

ス
タ
ッ
フ
と
の
や
り
取
り
、
当
時
の

美
術
作
家
と
の
交
流
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
資
料
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
う
い
う

も
の
が
美
術
館
の
権
威
を
表
出
す
る

た
め
に
残
さ
れ
、
さ
ら
に
私
た
ち
が

今
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
真
正
性

　

次
に
、
作
品
の
真
正
性
、
オ
ー
セ

ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
ど
う
や
っ
て
保
証
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
例
と
し
て
、G

oogle

画
像

検
索
で
「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
検
索
し
た

結
果
を
お
見
せ
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な

モ
ナ
リ
ザ
の
画
像
が
出
て
き
て
、
ど

れ
が
本
物
だ
ろ
う
と
い
う
疑
惑
が
わ

い
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ウ
ェ
ブ
上
で
表
示
さ
れ

る
画
像
の
真
正
性
に
つ
い
て
問
題
視

す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
進

め
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の

が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館

（R
ijksm

useum

）
で
す
。
二
〇
一

一
年
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ナ
（
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
の
図
書
館
や
博
物
館
の
所
蔵
資
料

を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
電
子
図
書
館
）

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
ホ
ワ

イ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ド
メ
イ
ン
に
あ
た
る
所
蔵
作
品
約
十

五
万
点
を
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

無
料
公
開
す
る
に
至
っ
た
理
由
が
引

用
さ
れ
て
い
ま
す6

❖

。
ウ
ェ
ブ
上
に
溢

れ
て
い
る
質
の
悪
い
画
像
に
代
わ
っ

て
、
自
分
た
ち
が
責
任
を
も
っ
て

「
正
し
い
画
像
」
を
み
ん
な
が
使
え

る
よ
う
に
提
供
し
ま
す
と
。
こ
れ
に

倣
っ
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

な
ど
大
き
な
美
術
館
が
続
々
と
、
所

蔵
作
品
画
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開

し
始
め
ま
し
た
。
か
つ
て
の
美
術
館

は
カ
タ
ロ
グ
の
掲
載
画
像
の
色
校
正

に
心
を
砕
い
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

現
物
で
は
な
い
複
製
物
を
目
に
し
た

と
き
に
、
何
を
正
し
い
情
報
と
し
て

信
じ
た
り
引
用
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
判
断
や
リ
テ
ラ
シ
ー
が
、
ま
す

ま
す
問
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
別
の
例
を
紹
介
し
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
のB

eeld en G
eluid

と
い
う
公
立
の
テ
レ
ビ
ア
ー
カ
イ
ブ

で
す

7
❖

。
所
蔵
し
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
、

た
資
料
の
面
白
さ
や
価
値
を
ど
う
理

解
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
課
題
を

示
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
と

い
う
学
問
を
提
唱
し
た
レ
ジ
ス
・
ド

ブ
レ
が
、「
あ
る
文
化
ま
た
は
社
会

的
伝
統
は
、
結
局
そ
れ
ら
を
支
え
る

記
憶
装
置
と
命
運
を
と
も
に
す
る
」3

❖

と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
文
化
あ
る

い
は
社
会
で
生
じ
た
出
来
事
を
伝
え

て
い
く
記
憶
装
置
が
ど
う
機
能
す
る

か
に
よ
っ
て
、
文
化
的
・
社
会
的
伝

統
が
滅
び
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
も
っ

と
面
白
い
も
の
に
な
っ
た
り
す
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
ら
は
こ

う
し
た
こ
と
を
、
日
々
起
き
て
い
る

大
学
の
経
営
や
ら
効
用
と
い
っ
た
こ

と
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
、
忘
れ
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
の

活
動
を
継
承

0

0

す
る
こ
と
よ
り
大
学
の

継
続

0

0

ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
う
。
学

生
数
の
維
持
が
自
己
目
的
化
し
て
し

ま
う
。
美
術
館
で
も
同
じ
で
す
。
こ

う
な
る
と
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
大
学
な
ら
大
学
の
組
織

と
し
て
の
あ
り
か
た
を
考
え
な
お
す

場
所
と
し
て
も
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
部
局
を
持
つ
こ
と
は
経
営
の

観
点
か
ら
見
て
も
重
要
で
あ
る
し
、

ど
う
い
う
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い

の
か
と
い
う
そ
の
組
織
の
本
質
に

も
改
め
て
関
係
す
る
、
と
い
う
お
話

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
松
山
ひ
と
み

「
美
術
館
の
情
報
資
源
と

真
正
性
の
保
証
」

　

前
回
の
研
究
会
で
は
、
ど
の
よ
う

に
ア
ー
カ
イ
ブ
を
処
理
す
る
の
か
を

メ
イ
ン
に
お
話
し
た
の
で
、
言
い
足

り
な
い
部
分
、
美
術
館
の
権
威
的
な

部
分
や
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
も
補
足
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

管
理
機
関
の
権
力

　

ま
ず
、
西
欧
の
美
術
館
の
起
源
か

ら
始
め
ま
す
。
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
キ
ュ
リ
オ
シ

テ
ィ
ー
ズ
、
つ
ま
り
十
五
世
紀
以
降

の
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ

た
、
珍
品
を
収
集
し
て
陳
列
す
る
場

所
で
す
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
所
産
と
し
て
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

が
王
室
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し

て
い
き
ま
す
。
一
方
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
が
顕
著
で
す
が
、
戦
争
で
各
国

か
ら
略
奪
し
た
戦
利
品
を
並
べ
る
場

所
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
財
力
と
権

力
が
集
中
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は

否
定
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
場
合
、
初
め
て
で
き
た
公
立
美
術

館
は
、
一
九
二
六
年
に
開
館
し
た
東

京
府
美
術
館（
現
・
東
京
都
美
術
館
）

で
す
。
当
時
の
帝
国
美
術
院
を
頂
点

と
す
る
美
術
家
の
作
品
を
そ
こ
で
見

せ
る
こ
と
で
、
権
威
を
高
め
る
こ
と
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テ
レ
ビ
の
フ
ッ
テ
ー
ジ
、
関
連
す
る

写
真
な
ど
を
再
利
用
可
能
な
画
像
や

音
声
と
し
て
公
開
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
さ
ら

に
ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
モ
ン
ズ
に

登
録
し
て
い
ま
す
。
出
自
や
目
的
が

明
ら
か
で
、
誰
が
い
つ
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
の
か
が
は
っ
き
り
し
た
画
像
や

動
画
を
人
々
が
使
う
こ
と
で
、
知
識

の
リ
ソ
ー
ス
が
正
し
い
も
の
に
入
れ

替
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
促
す
こ
と
が

企
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
正
性
の
継
承
と
再
資
源
化

　

そ
こ
で
、
資
料
や
情
報
の
再
利
用

を
可
能
に
す
る
た
め
の
「
保
証
」
が
、

や
は
り
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
美
術

作
品
で
あ
れ
ば
来
歴
を
調
査
し
て

「
本
物
」
で
あ
る
こ
と
の
証
明
、
文
書

で
あ
れ
ば
作
成
・
出
所
記
録
。
公
文

書
の
改
ざ
ん
問
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
文
書
が
ど
こ
で
作
成
さ
れ

た
の
か
、
改
ざ
ん
が
な
い
こ
と
が
き

ち
ん
と
保
証
さ
れ
て
い
る
か
。
所
有

者
は
誰
で
、
ど
ん
な
手
段
で
、
い
つ
、

ど
ん
な
技
術
で
複
製
を
つ
く
り
、
そ

の
複
製
物
に
介
入
を
し
て
い
な
い
こ

と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
。
真
正

性
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
が
、
現
物

を
管
理
す
る
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
、
そ
の
情
報
を
使
う
側
に
も

リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
す
。
特
に
デ

ジ
タ
ル
化
が
普
及
し
て
以
降
、
簡
単

に
デ
ー
タ
を
加
工
で
き
る
よ
う
に
な

対
す
る
知
識
も
消
え
て
し
ま
っ
た

ら
、
歴
史
の
歪
曲
化
に
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
の
で
、

素
材
を
使
う
側
に
は
自
由
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
（
歴
史
的
記
録
を
使
っ

て
新
た
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
）

を
残
す
側
が
ど
ん
な
メ
タ
デ
ー
タ
を

与
え
る
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
と
め

　

佐
藤
先
生
か
ら
の
問
い
に
関
し

て
、
芸
術
資
源
を
継
承
す
る
美
術
館

と
し
て
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

時
代
の
な
か
で
何
を
考
え
な
い
と
い

け
な
い
か
。
さ
ら
に
、
何
の
た
め
に

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
の
か
。
佐
々
木

さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
「
美
術
館
は

な
く
て
い
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
」
に

対
し
て
、
集
合
的
な
も
の
と
し
て
の

記
憶
を
残
す
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と

力
を
行
使
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
美
術
館
は

公
開
／
非
公
開
を
決
め
る
場
所
で
も

あ
る
の
で
、
所
有
物
の
真
正
性
を
き

ち
ん
と
担
保
し
た
う
え
で
、
歴
史
に

対
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
た
だ
現

物
を
ひ
た
す
ら
抱
え
て
い
て
も
だ
め

な
の
で
、
必
要
と
す
る
人
に
読
み
解

い
て
も
ら
っ
て
、
き
ち
ん
と
利
用
に

供
せ
る
能
力
を
育
ん
で
い
く
環
境
も

一
緒
に
育
て
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
前
回
は
現
場
の
作
業
と
い
う

か
、
実
際
に
日
々
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ

く
っ
て
お
ら
れ
る
現
場
の
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
今
日
は
あ

ら
た
め
て
ア
ル
コ
ン
の
話
に
は
じ

ま
っ
て
、
美
術
館
の
権
力
性
に
つ
い

て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
美
術

館
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
立
場
か

ら
す
る
と
、
美
術
館
の
権
力
性
に
つ

い
て
話
す
こ
と
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ

う
に
自
分
に
返
っ
て
く
る
話
な
の

で
、
な
か
な
か
語
り
に
く
い
ト
ピ
ッ

ク
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
は
い
く

つ
も
大
事
な
点
を
提
示
し
て
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、「
権
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
側
に
は
、

そ
の
権
力
を
き
ち
ん
と
行
使
す
る
責

任
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
単
に

経
済
原
理
だ
け
で
動
い
て
は
い
な
い

公
共
機
関
と
し
て
の
大
学
に
い
る
僕

ら
に
と
っ
て
も
、
当
事
者
性
が
高
い

指
摘
と
し
て
受
け
と
め
ま
し
た
。
運

営
交
付
金
な
り
税
金
を
投
下
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
種
の
信
託
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
そ
の
信
託
に
応
え
る
た
め
の
責

任
を
ち
ゃ
ん
と
果
た
す
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
桂 

英
史

　

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
て
、
も

う
少
し
抽
象
度
の
高
い
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
芸
術

大
学
に
お
け
る
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ

の
意
味
や
意
義
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
諸
相

　

ま
ず
、
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
に

つ
い
て
、
資
料
体
を
構
成
す
る
「
資

料
」、
著
作
物
性
、
作
家
性
と
い
っ
た

観
点
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
ア
ー
カ

イ
ブ
は
「
資
料
の
集
合
体
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
で
は
そ
の
集
合
体
を
構

成
す
る
資
料
が
ど
う
い
う
も
の
か

は
、
特
に
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
場

合
、
世
界
的
に
曖
昧
で
す
。

　

前
回
は
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
を

参
照
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
ど
う
い

う
能
力
が
あ
り
え
る
の
か
に
つ
い

て
提
示
し
ま
し
た
。「
ア
ー
カ
イ
ブ

は
人
間
の
幸
福
を
追
求
で
き
る
か
」

と
い
う
の
は
、
図
書
館
や
美
術
館
と

松山ひとみ 氏

り
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や

無
防
備
な
リ
ツ
イ
ー
ト
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
の
は
、
情
報
の
発
生
源
に

つ
い
て
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
と

て
も
危
な
い
こ
と
で
、
過
去
を
見
誤

る
と
い
う
か
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の

部
分
を
教
育
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と

過
去
は
「
素
材
」
に
な
ら
な
い
か
と

い
う
と
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
素
材

に
は
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
が
、

歴
史
を
編
む
と
い
う
意
味
で
は
、
き

ち
ん
と
そ
の
背
景
を
理
解
し
、
正
し

く
位
置
付
け
る
こ
と
が
や
は
り
必
要

で
す
。
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
映
画

を
紹
介
し
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『T
hey Shall N

ot G
row

 O
ld

（
邦

題
：
彼
ら
は
生
き
て
い
た
）』（
二
〇

一
八
）
で
す
。
こ
の
映
画
に
使
わ
れ

た
映
像
素
材
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国

戦
争
博
物
館
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ

が
所
蔵
す
る
（
第
一
次
世
界
大
戦
の

西
部
戦
線
の
）
フ
ッ
テ
ー
ジ
で
す
。

そ
の
な
か
か
ら
監
督
が
約
百
時
間
を

選
ん
で
編
集
し
ま
し
た
。
重
要
な
の

は
、「
着
色
」
と
「
立
体
化
」
と
い
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ッ
テ
ー
ジ
に
は
な

い
要
素
を
付
け
加
え
た
点
で
す
。
歴

史
と
現
在
の
橋
渡
し
を
目
指
す
と
い

う
目
的
が
表
明
さ
れ
て
い
て
、
確
か

に
こ
の
作
品
を
見
る
と
、「
後
付
け

の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の
お
か
げ
で
、
も

の
す
ご
く
感
情
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
実

際
に
こ
の
現
場
で
生
き
て
い
た
人
た

ち
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
フ
ッ
テ
ー
ジ
の
見
せ
方
と
し
て

は
す
ご
く
成
功
し
て
い
る
一
方
、
私

た
ち
が
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
の

は
、
こ
の
映
画
を
つ
く
る
に
あ
た
っ

て
付
与
さ
れ
た
新
し
い
情
報
に
つ
い

て
の
メ
タ
デ
ー
タ
が
、
も
し
百
年
後

に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
さ
ら

に
撮
影
当
時
の
白
黒
フ
ッ
テ
ー
ジ
に
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い
っ
た
近
代
以
降
の
公
共
施
設
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
最
大
多
数
の
最

大
幸
福
を
追
求
し
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
近
代
以
前
の
ヴ

ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー
は
、
好
事
家
が
自

分
の
趣
味
で
埋
め
尽
く
し
た
部
屋
を

開
陳
す
る
（
個
人
的
な
）
欲
望
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
代
的
な
図
書
館
や
美
術
館
、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
い
う
「
記

憶
機
関
」
は
、
蔵
書
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
財
産
化
し
、
公
開
す
る
こ

と
で
、
人
々
の
幸
福
に
供
す
る
こ
と

が
大
原
則
で
す
。
当
然
そ
こ
で
は
、

公
共
性
や
公
益
性
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
誰
に
対
し
て
ア
ク
セ
シ

ブ
ル
な
状
態
に
す
る
の
か
も
、「
自

由
」
と
の
関
係
で
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
「
納

本
制
度
」
が
あ
り
、
著
作
権
の
保
護

と
引
き
換
え
に
人
々
へ
の
リ
タ
ー

ン
を
保
証
す
る
、
権
利
の
調
整
機
関

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
美
術
館
の

場
合
、
そ
う
し
た
権
利
の
調
整
は
、

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
財
産
化
す
る
こ
と
で
、
一
般
公
開

と
い
う
リ
タ
ー
ン
を
担
保
し
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
著
作
物
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
著
作

権
法
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
こ
れ

は
基
本
的
に
著
作
権
を
保
護
す
る
た

め
の
法
律
で
、
利
用
す
る
立
場
か
ら

定
め
た
法
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
著

作
権
法
は
ア
ー
カ
イ
ブ
の
話
題
で
よ

く
持
ち
だ
さ
れ
ま
す
が
、「
ど
う
保

護
す
る
か
」
と
い
う
議
論
に
し
か
な

ら
な
く
て
、
僕
は
い
つ
も
不
毛
だ
な

と
思
っ
て
き
ま
し
た
。「
守
る
」
と

い
う
話
で
は
な
く
て
、
ど
う
や
っ
て

そ
れ
を
リ
タ
ー
ン
で
き
る
か
と
い
う

点
か
ら
著
作
物
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
僕
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ

を
「
財
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
経
済

学
の
議
論
も
含
め
て
問
い
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
に

お
い
て
重
要
な
点
、
行
政
文
書
や
学

術
機
関
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
大
き
く
異

な
る
点
は
、
や
は
り
作
家
性
で
す
。

作
家
性
を
決
め
る
三
つ
の
要
因
と
し

て
、「
歴
史
性
」「
市
場
性
」「
社
会
性
」

が
あ
り
ま
す
。「
歴
史
性
」
は
芸
術

史
と
し
て
歴
史
化
さ
れ
る
可
能
性
、

「
市
場
性
」
は
作
品
の
流
通
可
能
性
、

「
社
会
性
」
は
啓
蒙
性
や
教
育
で
す
。

作
家
性
は
、
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
に

お
い
て
自
然
と
重
視
さ
れ
ま
す
。
た

い
て
い
の
場
合
、
作
家
と
作
品
は
一

体
化
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
そ
こ
か
ら

掘
り
起
こ
さ
れ
た
歴
史
性
、
資
料

性
、
社
会
性
が
、
資
料
収
集
の
根
拠

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
死

後
に
発
見
さ
れ
る
作
家
も
当
然
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ

ル
ク
は
、
当
時
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
仕
事
を
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
の
中
か
ら
「
発
見
」
し
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
美
術
史
を
書
き
直
し

た
わ
け
で
す
。
今
の
大
学
で
は
、
そ

の
再
構
築
さ
れ
た
美
術
史
の
教
育
を

受
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
の

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
を
め
ぐ
る
資
料
に

は
社
会
性
や
啓
蒙
性
が
あ
る
と
言
え

ま
す
。

資
料
体
と
し
て
の
必
要
条
件
＝

利
用
従
属
性

　

こ
こ
で
、「
利
用
従
属
性
」
と
い

う
見
慣
れ
な
い
言
葉
を
あ
え
て
提
案

し
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
議
論
に
お

い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
側
か
ら

の
話
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、「
利
用

さ
れ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
ア
ー
カ

イ
ブ
を
考
え
る
こ
と
が
欠
け
て
い
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　

利
用
従
属
性
と
は
、（
1
）利
用
者

か
ら
利
用
さ
れ
、
資
料
の
利
用
に
対

し
て
報
酬
が
期
待
さ
れ
る
か
。
こ
こ

で
言
う
「
報
酬
」
に
は
、
さ
き
ほ
ど

言
っ
た
、
作
家
が
「
発
見
さ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。（
2
）

利
用
さ
れ
て
「
報
酬
」
が
支
払
わ
れ

得
る
か
。
お
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
教
育
的
な
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
か
、
再
制
作
や
保
存
修
復

の
た
め
に
使
わ
れ
る
か
と
か
、
そ
う

い
う
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
状
態
に
な

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、（
3
）利
用
の
権
利
性
が
法
的
に

社
会
性
を
も
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る

か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
著

作
権
法
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

残
念
な
が
ら
あ
ま
り
議
論
さ
れ
ま
せ

ん
。「
集
め
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
公
開
す
る
と
き
に
、
著
作
権
の

問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
」
と
い
っ
た

話
ば
か
り
で
、
利
用
者
の
側
か
ら
ど

う
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
に
す
る
の
か
と
い

う
法
律
を
つ
く
る
話
に
は
な
ら
な

い
。
生
産
す
る
側
の
利
害
ば
か
り
が

議
論
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
す
ら
残
念
な

が
ら
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
進
め
ば
進

む
ほ
ど
、
利
用
の
制
約
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
資
料
の
利
用
従
属
性
」
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
す
。

・
利
用
者
か
ら
利
用
さ
れ
得
る
こ

と
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
よ
う
で

す
が
、
集
め
た
結
果
、
デ
ッ
ド
ス

ト
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
国
策
と
し
て

制
作
さ
れ
た
ア
ー
ト
・
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
利
用
に
際
し
て
目
的
が
あ
る
こ

と
。「
目
的
」と
は
、
も
ち
ろ
ん
研

究
や
制
作
の
た
め
で
す
が
、
売
り

買
い
す
る
こ
と
で
、
よ
り
利
用
を

促
す
か
も
し
れ
な
い
。

・
代
替
不
能
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
他
に
た
く
さ
ん
あ

る
の
な
ら
、
そ
れ
を
ア
ー
カ
イ
ブ

と
本
当
に
言
う
の
か
。
特
に
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
場
合
、
ア
ク
セ
ス
す

る
資
料
体
が
そ
こ
に
し
か
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
の
か
ど

う
か
は
、
利
用
従
属
性
に
と
っ
て

非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。

　

代
替
不
能
で
あ
る
こ
と
の
例
を
、

ひ
と
つ
挙
げ
ま
す
。
岩
波
映
画
製
作

所
と
い
う
、
教
育
の
た
め
の
科
学
映

画
を
制
作
す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

か
つ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
黒

木
和
雄
（
一
九
三
〇
〜
二
〇
〇
六
）

さ
ん
や
羽
仁
進
（
一
九
二
八
〜
）
さ

ん
が
出
て
き
た
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
今
見
て
も
、
撮
影
技
術
も
編

集
も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
多
く
て
、

製
鉄
所
の
溶
鉱
炉
を
撮
影
し
た
も
の

と
か
す
ご
い
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
岩
波
映
画
製
作
所
が
倒
産
し
た
と

き
に
、
中
谷
宇
吉
郎
（
一
九
〇
〇
〜

一
九
六
二
）
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
あ
る

中
谷
芙
二
子
（
一
九
三
三
〜
）
さ
ん

か
ら
、
散
逸
し
な
い
で
ま
と
ま
っ
た

か
た
ち
で
ア
ー
カ
イ
ブ
で
き
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
と
、
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
問
題
に
な
っ
た
の

が
、
ネ
ガ
の
話
な
ん
で
す
。
と
い
う

の
も
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
の
は

複
製
物
で
す
か
ら
、
い
く
ら
で
も
あ

り
え
ま
す
。
で
も
ネ
ガ
と
い
う
の
は

ひ
と
つ
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、
ネ
ガ

を
ま
と
ま
っ
た
形
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 桂英史 氏
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ブ
組
織
が
ア
ー
カ
イ
ブ
す
べ
き
資
料

が
、
実
際
に
市
場
で
取
引
さ
れ
、
流

通
し
て
い
る
の
で
す
。
一
次
資
料

は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
二
次
資
料
は

ア
ー
カ
イ
ブ
の
資
料
体
と
い
う
よ
う

な
切
り
分
け
は
、
芸
術
分
野
で
は
な

か
な
か
難
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
、啓
蒙
性
の
問
題
で
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
を
、
た
と
え
ば
教
育
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う

必
要
条
件
が
あ
る
の
か
。
先
ほ
ど
も

言
っ
た
よ
う
に
、既
に
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
さ
れ
た
作
家
だ
け
で
は
な
く

て
、
ア
ノ
ニ
マ
ス
な
作
家
を
発
見
で

き
る
よ
う
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
、
も

し
ア
ー
カ
イ
ブ
が
持
つ
の
だ
と
し
た

ら
、
ど
う
い
う
条
件
で
ア
ー
カ
イ
ブ

は
、
そ
の
よ
う
な
能
力
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
つ
く

ら
れ
て
い
る
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の

多
く
は
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
さ
れ

た
作
家
の
資
料
を
集
め
る
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
無
名
な
作
家

や
評
論
家
の
資
料
を
探
そ
う
と
し
た

未
来
の
人
が
、
資
料
が
な
い
と
思
う

の
か
、
そ
れ
と
も
何
か
を
発
見
で
き

る
の
か
。
そ
う
い
う
余
地
を
、
芸
術

大
学
は
ど
う
や
っ
て
担
保
し
て
い
く

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
が
図
書
館

と
違
う
点
で
す
。
図
書
館
は
基
本
的

に
刊
行
物
で
す
か
ら
、
資
料
の
出
自

や
出
版
事
項
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
あ
ま
り
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
か
ら
非
│
図
書
資
料
、
論
文
と
か

マ
テ
リ
ア
ル
と
か
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
、
図
書
館
を

ベ
ー
ス
に
ア
ー
カ
イ
ブ
を
拡
張
し
て

い
く
こ
と
に
は
、
僕
は
賛
成
で
す
。

た
だ
、
そ
の
と
き
に
も
、
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
作
家
を
ベ
ー
ス

に
す
る
の
か
。
作
家
性
や
著
作
物
性

を
ど
う
捉
え
る
の
か
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
芸
術
大
学
で
の
教

育
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
に
つ
い

て
、
再
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
図
書
館
の
な

い
芸
術
大
学
を
想
像
し
て
み
る
。
僕

は
図
書
館
長
で
す
が
、
実
技
系
の
教

員
の
な
か
に
は
、
図
書
館
は
美
術
史

や
音
楽
史
の
人
た
ち
が
使
う
も
の

だ
と
思
っ
て
い
て
、
図
書
館
の
役
割

を
理
解
し
な
い
人
も
い
ま
す
。
じ
ゃ

あ
、
本
当
に
図
書
館
を
な
く
し
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
日
本
全

国
に
ひ
と
つ
だ
け
残
し
て
、
Ａ
Ｒ
や

Ｖ
Ｒ
で
中
身
を
見
た
り
、
現
物
を
相

互
に
送
っ
て
利
用
し
た
り
す
れ
ば

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
極
論
で

す
。
で
も
極
論
を
想
像
し
な
が
ら
、

佐
藤
さ
ん
が
想
定
し
た
問
題
、
つ
ま

り
芸
術
大
学
に
と
っ
て
の
記
憶
機
関

の
役
割
を
も
う
一
回
考
え
直
す
の

は
ど
う
か
。
前
半
は
抽
象
的
で
し
た

が
、
最
後
は
極
論
を
提
議
し
て
終
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
桂
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
前
回
と
は
違
っ
た
意
味
で

抽
象
的
な
部
分
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
す

ご
く
現
実
的
な
こ
と
を
提
起
し
て

く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

最
後
の
方
で
「
芸
術
大
学
か
ら
図
書

館
を
な
く
し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
の

か
」と「
極
論
」を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
学
生
・
教
職
員
を

問
わ
ず
、
芸
術
系
大
学
に
は
そ
も
そ

も
図
書
館
を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い

人
が
い
る
と
か
、
図
書
館
に
ほ
と
ん

ど
関
心
が
な
い
と
い
う
声
を
確
か
に

聞
き
ま
す
。
そ
れ
を
単
に
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
図
書
館
に
ど
の
よ
う

な
意
義
が
あ
る
の
か
を
あ
ら
た
め
て

問
う
思
考
実
験
が
必
要
な
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

ま
た
前
半
で
、
資
料
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
「
財
」
と
し
て
経
済
学
的

に
ど
う
評
価
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
経
済

学
者
の
宇
沢
弘
文
が
か
つ
て
提
唱
し

た
「
社
会
的
共
通
資
本
」
と
い
う
考

え
方
を
思
い
出
し
ま
す
。
社
会
的
共

通
資
本
は
、
森
と
か
水
と
か
鉄
道
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
物
理
的
な
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
、
資
本
と

い
う
経
済
学
的
な
観
点
か
ら
と
ら
え

な
お
す
議
論
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

を
ヒ
ン
ト
に
「
文
化
的
共
通
資
本
」

と
い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。「
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
コ
モ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」、
つ
ま

り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
が
豊

か
な
文
化
的
生
活
を
営
め
な
い
も

の
、
文
化
的
な
生
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
を
「
文
化
的
共
通
資
本
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
水
道
や
大

気
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
を

議
論
で
き
る
の
と
同
様
に
、
芸
術
や

文
化
的
資
源
を
継
承
し
た
り
維
持
し

た
り
す
る
た
め
の
装
置
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
議
論
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
桂
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
図
書
館
や
ア
ー
カ
イ
ブ

を
つ
く
る
こ
と
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
の
で
、「
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の

か
」
と
い
う
問
題
に
た
く
さ
ん
直
面

し
て
こ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
こ
の
公

共
施
設
が
な
ぜ
こ
の
場
所
に
必
要
な

の
か
を
問
わ
れ
る
現
場
に
立
っ
て
こ

ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
文
化
的

な
言
語
で
は
な
く
経
済
学
的
な
、
あ

る
い
は
法
律
的
な
用
語
で
語
る
と
い

う
視
点
も
提
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

◆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

芸
術
大
学
に
図
書
館
は
必
要
か

情
報
学
の
人
材
育
成
の
必
要
性

佐
藤
　
そ
れ
で
は
後
半
は
、
芸
資
研

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
ん
で
す
。
結
果
的
に
は
、

債
権
者
か
ら
日
立
が
買
い
取
っ
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
製
作
し
て
販
売
し
た
り
し

た
。
で
す
が
、
会
社
に
と
っ
て
も
お

荷
物
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
東

京
藝
大
と
東
大
が
日
立
か
ら
寄
贈
を

受
け
て
、
最
終
的
に
は
、
東
京
国
立

近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に

寄
託
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ネ
ガ
な
ん
で
す
。
そ
の
ネ
ガ
を

ポ
ジ
に
焼
け
ば
上
映
で
き
る
の
で
、

報
酬
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で

も
、
ネ
ガ
は
ネ
ガ
の
ま
ま
、
資
料
体

と
し
て
収
蔵
庫
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
例
は
実
は
め
ず
ら
し

い
。
こ
れ
と
は
違
う
、
辛
い
散
逸
の

例
も
僕
は
た
く
さ
ん
見
て
き
て
い
る

の
で
、
資
料
の
利
用
従
属
性
を
き
ち

ん
と
議
論
し
て
、
散
逸
を
阻
止
し
つ

つ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
原

則
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、保

護
で
は
な
く
利
用
の
観
点
か
ら
著
作

物
性
を
考
え
な
け
れ
ば
、
利
用
従
属

性
は
保
証
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

芸
術
大
学
に
お
け
る
著
作
物
性

　

最
後
に
、
資
料
体
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
著
作
物
性
を
考
え
る
時
に
難

し
い
の
は
、
美
術
の
場
合
、
メ
デ
ィ

ウ
ム
の
横
断
が
進
み
、
作
品
と
資
料

の
関
係
が
ど
ん
ど
ん
曖
昧
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
一
次
資
料
が
何
か
と
い
う
こ
と

が
明
確
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
大
き

な
問
題
で
す
。
で
は
こ
の
と
き
に
、

美
術
館
は
何
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る

の
か
。
ア
ー
カ
イ
ブ
は
何
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
す
る
の
か
。

　

例
え
ば
、
美
術
館
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
や
ア
ー
ト

デ
ィ
ー
ラ
ー
も
、
資
料
を
市
場
で
取

引
し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

や
エ
ス
キ
ス
と
い
っ
た
、
ア
ー
カ
イ
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所
長
の
森
野
彰
人
先
生
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
、
議
論
を
す
す
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
桂

さ
ん
が
、「
芸
術
大
学
に
図
書
館
は

必
要
か
」
と
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
話
を
は
じ
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

佐
々
木
　「
図
書
館
の
な
い
芸
術
大

学
を
想
像
す
る
」
と
い
う
の
は
、

時
々
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
京

都
精
華
大
学
に
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
学
科
が
あ
り
ま

す
が
、
短
期
間
で
即
戦
力
の
あ
る
ア

ニ
メ
ー
タ
ー
を
育
て
る
点
で
は
、
専

門
学
校
の
方
が
設
備
が
充
実
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
で
も
学
術

機
関
と
し
て
の
大
学
に
は
、
図
書
館

が
あ
り
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料

が
あ
る
。
そ
こ
に
き
ち
ん
と
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
お
く
こ

と
、
そ
う
や
っ
て
専
門
学
校
と
差
別

化
し
て
お
く
こ
と
が
、
専
門
学
校
と

の
違
い
で
あ
る
と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
た
い
人
に
は
「
図
書

館
が
な
く
て
も
特
に
問
題
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
は
事
実

で
し
ょ
う
。

松
山
　
図
書
館
が
な
い
芸
術
大
学
と

い
う
の
は
、
図
書
館
の
可
能
性
を
別

の
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
く
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
立
国
会
図

書
館
に
は
納
本
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
本
来
は
日
本
で
出
版
さ
れ
る
す

べ
て
の
書
籍
を
き
ち
ん
と
保
管
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ

を
佐
藤
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
た

H
athiT

rust

の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
誰
で
も
ア

ク
セ
ス
で
き
る
も
の
に
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

図
書
は
本
来
複
製
物
な
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
図
書
館
が
持
っ
て
い
る
蔵
書

を
集
約
さ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
と
し
て
の
利
便
性
も
向
上
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
し

て
そ
れ
を
国
立
国
会
図
書
館
の
よ
う

な
、
日
本
で
出
版
さ
れ
る
す
べ
て
の

書
物
を
保
管
し
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も

の
と
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い
け
る

機
関
が
担
う
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
に

と
っ
て
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
図
書
館
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
る
必

要
は
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
そ
れ
は

美
術
館
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

か
ら
蔵
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
と

き
に
、
書
き
込
み
が
あ
れ
ば
違
い
ま

す
が
、
そ
れ
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
本
が
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な

か
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
は
記

録
す
る
け
れ
ど
も
、
物
理
的
に
は
重

複
し
た
も
の
を
保
管
し
な
い
こ
と
に

似
て
い
ま
す
。
資
料
が
集
中
し
て
い

く
こ
と
は
あ
る
意
味
で
便
利
で
す
。

そ
う
な
っ
て
誰
も
が
利
用
で
き
る
も

の
に
な
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
ひ
と
つ

の
未
来
像
か
な
と
思
い
ま
す
。
図
書

館
で
は
現
物
が
唯
一
性
の
あ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
。

　

た
だ
、
図
書
館
情
報
学
に
お
い

て
、
図
書
館
の
情
報
技
術
に
関
わ
る

テ
ク
ニ
カ
ル
な
部
分
を
誰
が
ど
う
教

え
て
い
て
、
ど
ん
な
学
生
が
育
っ
て

い
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。
そ
う

し
た
教
育
が
、
実
際
の
図
書
館
業
界

に
は
あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
人

た
ち
を
育
て
る
場
が
あ
ま
り
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
と
か
、
な
か
な
か
就

職
に
結
び
つ
か
な
い
と
か
、
学
ん
で

も
研
究
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
大
き
く
育
っ
て

い
る
状
況
を
見
る
と
、
図
書
館
情
報

学
コ
ー
ス
で
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
を
学
ん

だ
人
た
ち
の
中
か
ら
、「
メ
タ
デ
ー

タ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
」
と
言
わ
れ

る
人
が
育
っ
て
い
っ
た
り
、
シ
ス
テ

ム
開
発
を
し
は
じ
め
る
人
が
出
て
き

た
り
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
情
報

学
に
向
け
て
い
ろ
ん
な
ツ
ー
ル
を

開
発
し
た
り
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

身
に
つ
け
る
人
た
ち
が
出
て
き
て
い

る
。
時
代
の
流
れ
か
ら
い
っ
た
ら
当

た
り
前
で
す
が
。

　

で
も
、
そ
う
い
う
流
れ
が
日
本
で

は
全
然
見
え
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
と
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ

で
の
資
格
と
、
日
本
で
発
行
さ
れ
て

い
る
資
格
は
明
ら
か
に
や
っ
て
い
る

こ
と
が
違
い
ま
す

8
❖

。「
デ
ジ
タ
ル
・

プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン9

❖

の
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
ま
す
か
」
と
か
、「
デ
ジ

タ
ル
・
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
に
関
わ
る

処
理
を
ど
う
し
て
い
ま
す
か
」
と
い

う
話
っ
て
、
本
当
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

や
ア
ー
カ
イ
ブ
で
こ
そ
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
誰
も
し
て
こ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

佐
々
木
　
補
足
す
る
と
、
私
は
二
〇

〇
〇
年
代
後
半
に
海
外
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
そ
の
当
時
か
ら
す
で
に
、
大

学
院
で
は
情
報
学
と
図
書
館
部
門
の

ど
ち
ら
に
進
む
か
を
選
択
し
な
い
と

い
け
な
く
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
る

授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
図
書

館
の
Ｉ
Ｔ
部
門
が
確
立
し
て
い
る

の
で
、
そ
こ
で
情
報
学
系
を
選
ん
だ

人
で
も
、
就
職
先
に
は
き
ち
ん
と
図

書
館
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
私

は
ア
メ
リ
カ
の
公
共
図
書
館
で
働
い

て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
も
Ｉ
Ｔ

部
門
が
き
ち
ん
と
あ
り
ま
し
た
。
で

も
日
本
だ
と
、
図
書
館
に
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門

が
あ
る
と
こ
ろ
が
す
ご
く
少
な
い
。

だ
か
ら
、「
図
書
館
情
報
学
が
専
門

で
す
」
と
言
う
と
、「
な
ぜ
図
書
館

に
情
報
学
が
く
っ
つ
い
て
い
る
ん
だ

ろ
う
」
と
疑
問
視
さ
れ
る
ん
で
す
よ

ね
。
逆
に
日
本
で
は
、
大
学
院
レ
ベ

ル
で
情
報
学
を
学
ん
だ
人
が
、
図
書

館
業
界
に
進
ん
で
く
る
こ
と
が
少
な

い
と
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
た
し
か
に
そ
う
で
す
ね
。
芸

術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
も
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
作
品
や
資
料
な
ど

を
選
ん
で
研
究
対
象
に
し
て
い
る
の

で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
群
を
最

終
的
に
ど
の
よ
う
に
公
開
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
か
、
個
々
の
資
料
群

の
特
性
や
中
身
に
ま
で
踏
み
込
ん

で
、
専
門
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
設
計
で
き
る
人

材
が
、
現
在
は
組
織
の
な
か
に
制
度

上
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
人
を
探
そ

う
と
し
た
と
き
に
も
、
ど
の
よ
う
に

人
材
を
探
す
の
か
が
難
し
い
。
資
料

を
提
示
す
る
方
法
に
つ
い
て
専
門
に

研
究
し
て
い
る
情
報
系
の
人
は
、
ど

こ
に
い
る
の
か
。「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
と
い
う

肩
書
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
図
書
館
や

ア
ー
カ
イ
ブ
に
そ
っ
た
形
で
情
報
系

の
人
を
育
て
る
と
い
う
視
点
は
、
抜

け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
で
す
ら
、

二
〇
〇
八
年
に
は
じ
め
て
専
門
的
な

大
学
院
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で

き
た
く
ら
い
な
の
で
、
大
学
に
限
ら

ず
、
記
憶
系
の
機
関
に
対
す
る
社
会

的
な
認
知
や
要
求
度
は
、
極
端
に
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
限
界
は
今

す
ご
く
出
て
き
て
い
る
。

芸
術
大
学
の
図
書
館
の
可
能
性

森
野
　
根
本
的
に
、
芸
術
大
学
の
図

書
館
の
あ
り
方
は
、
す
ご
く
難
し
い

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
京
都
市
立
芸

大
は
移
転
を
控
え
て
い
る
の
で
、「
移

転
先
で
ど
の
よ
う
な
図
書
館
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
議
論
も

繰
り
返
し
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。
教

員
が
描
く
理
想
の
図
書
館
像
と
、
非

常
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
タ
イ
プ
の

司
書
が
考
え
る
「
図
書
を
管
理
す
る

方
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
図
書
館
運

営
」
と
が
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
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し
ま
い
ま
す
。
閉
架
を
な
く
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で

は
何
も
隠
さ
ず
に
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を

見
せ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
丸
見
え
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

あ
る
も
の
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
さ
ら
に
そ
こ

で
展
示
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
プ
ロ
セ

ス
が
あ
る
と
、
資
料
や
芸
術
資
源
を

使
っ
て
再
生
産
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
丸

ご
と
見
え
て
く
る
感
じ
が
し
て
、
す

ご
く
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

桂
　
そ
う
で
す
ね
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
時
に
は
、
図
書
館
の
ツ
ア
ー
の
趣

向
と
し
て
、
書
架
の
あ
い
だ
に
演
奏

家
が
い
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
的
に

演
奏
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
ま
し
た11

❖

。

図
書
館
と
い
う
の
は
、
単
に
資
料
を

閲
覧
す
る
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は

な
く
て
、
何
か
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
る
、
表
現
の
き
っ
か
け
を
与
え

て
く
れ
る
場
所
と
し
て
機
能
す
る
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
を
学
内
外
に
告
知

し
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
そ
う
し
た
こ
と
が

ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
が
。

　

大
学
の
図
書
館
、
特
に
芸
術
大
学

の
図
書
館
の
可
能
性
は
、
資
料
を
閲

覧
す
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な
く

て
、
そ
こ
が
表
現
の
現
場
に
も
な
り

え
る
、
発
表
の
現
場
に
も
な
り
え
る

ん
だ
と
示
す
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
資
料
に
対
す

る
偏
見
や
無
理
解
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
実
技
系
の
先
生
た

ち
の
な
か
に
は
、
図
書
館
は
本
を
読

ん
で
お
勉
強
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
っ

て
い
る
節
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
で
も
ど
ん
な
芸
術
分
野
で
も
、

資
料
を
参
考
に
し
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
演
奏
家
っ
て
ほ
ぼ
い
な
い
。
先

人
た
ち
の
二
次
創
作
物
や
エ
ス
キ
ス

は
必
ず
参
考
に
な
り
ま
す
。
楽
譜
に

も
い
ろ
ん
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る

し
、
楽
器
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
付
随

し
ま
す
。
図
書
館
は
い
ろ
ん
な
表
現

の
き
っ
か
け
に
な
る
場
だ
し
、
そ
う

な
っ
て
い
る
場
で
あ
る
は
ず
な
ん
で

す
。
そ
の
こ
と
が
通
じ
て
い
な
い
だ

け
だ
と
思
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
乱
暴

で
も
い
い
か
ら
、
図
書
館
の
書
架
の

あ
い
だ
や
周
り
で
、
表
現
の
場
に
な

り
う
る
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
資
料
の
意
味
に
つ
い
て
も
気
づ

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、
い
さ

さ
か
手
前
味
噌
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

森
野
　
資
料
で
は
な
く
て
目
の
前
に

あ
る
も
の
を
感
じ
る
こ
と
を
重
視
す

る
ん
だ
、
自
然
を
う
つ
し
と
る
ん
だ

と
い
う
指
向
性
が
、
日
本
の
近
代
美

術
教
育
の
な
か
で
明
治
以
後
、
培
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
強
く
残
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、「
図
書
館
に
あ
る
図
録
を
参
考

に
し
て
描
き
ま
し
た
」
と
学
生
が
言

う
と
、
先
生
は
嫌
が
り
ま
す
。
最
近

新
し
い
道
筋
を
与
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
、
リ
ア
ル
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
。
大
変
な
思
い
を
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

な
ん
と
か
新
し
い
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
を
ま
す
ま
す
柔
軟
に
使
え

れ
ば
、
ま
た
違
う
展
開
が
あ
り
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
今
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
面

白
い
と
思
っ
た
の
は
、
資
料
が
あ
る

場
所
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
何
か
を
す

る
場
所
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
京
都
芸
大
で
も
、
芸
術
資

料
館
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

K
C

U
A

が

協
働
し
て
、「
芸
術
資
料
館
収
蔵
品

活
用
展
」
と
い
う
展
示
を
毎
年
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の

場
所
は
と
て
も
離
れ
て
い
る
の
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
見
る
人
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
が
芸
術
資
料
館
か
ら
来
た

と
い
う
こ
と
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

も
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
向

く
の
が
難
し
い
。
図
書
館
以
外
の
と

こ
ろ
に
お
金
を
か
け
よ
う
と
い
う
意

見
も
あ
る
し
、
本
学
の
図
書
館
は
蔵

書
数
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
せ
い
で

利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

図
書
と
情
報
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

る
以
前
の
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
一

方
で
は
芸
資
研
が
研
究
ベ
ー
ス
で
蓄

積
し
て
い
る
情
報
を
ど
う
す
る
か

が
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
む
け
れ
ど

も
、
デ
ー
タ
を
た
め
こ
ん
で
い
く
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
以
前
、
東
京
藝
術
大
学
の
図

書
館
に
も
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
。
ど
の
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
て
、
い
ま
ど
う
新
し
く
運
営

さ
れ
て
い
る
の
か
、
桂
先
生
に
お
う

か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

桂
　
東
京
藝
大
の
図
書
館
は
二
〇
一

八
年
に
、
東
京
藝
術
大
学
国
際
藝
術

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
）

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た10

❖

。「
約
二
十
億
円
か
か
る
」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
結
局
そ
の

半
分
く
ら
い
で
な
ん
と
か
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
そ
の
解

決
策
の
ひ
と
つ
が
、「
閉
架
書
庫
を

で
き
る
だ
け
な
く
す
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
閉
架
を
つ
く
る
と
、
管
理
費

用
も
人
的
な
リ
ソ
ー
ス
も
か
か
る
の

で
、
閉
架
書
庫
と
開
架
書
庫
の
区
別

を
設
け
ず
に
、
全
部
見
せ
ち
ゃ
え
と

い
う
考
え
方
で
す
。
他
の
大
学
図
書

館
で
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
ら
な
い

書
架
の
並
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
普
通
に
開
架
書
庫
に
並
ん
で

い
る
と
い
う
、
さ
ば
け
た
考
え
方
の

図
書
館
に
な
っ
た
こ
と
が
い
ち
ば

ん
大
き
い
変
化
で
す
。
こ
れ
は
結
果

的
に
、
良
い
効
果
を
生
ん
だ
と
僕
は

評
価
し
て
い
ま
す
。
理
論
系
や
歴
史

系
で
は
な
い
学
生
た
ち
も
、
雑
誌
が

見
ら
れ
る
こ
と
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

を
感
じ
て
、
制
作
の
参
考
に
過
去
の

雑
誌
を
見
る
機
会
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
た
と
え
ば
建
築
の
学
生
は

『
新
建
築
』
を
よ
く
読
ん
で
勉
強
し

ま
す
が
、
他
の
学
生
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
書
架
と

閲
覧
室
以
外
に
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
を
つ
く
っ
た
り
、
マ
ー
ジ
ン
を

広
げ
た
こ
と
で
す
。
図
書
館
の
な
か

に
、
余
白
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
学
外

者
も
含
め
た
公
開
講
座
を
や
っ
た

り
、
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

で
あ
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
図
書
館
で

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
ん
で
す
。
前
の
図

書
館
で
は
こ
う
い
う
発
想
は
あ
り

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
が
図
書
館
長

に
な
っ
て
か
ら
は
、「
オ
ブ
ジ
ェ
と

し
て
の
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
の
展
示

も
し
ま
し
た
。
い
ま
映
像
研
究
科
で

は
、
文
化
庁
の
「
大
学
に
お
け
る
文

化
芸
術
推
進
事
業
」
と
し
てR

A
M

 

A
ssociation

と
い
う
ノ
ン
・
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
受
講
者
に
本
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
募
っ
て
展
示

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

資
料
の
使
い
方
や
場
所
の
使
い
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
資
料
に

森野彰人 氏
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る
か
を
目
視
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
閉
架
書
庫
を
ど
れ
だ
け
確
保
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
て

い
た
の
で
す
が
、
本
全
体
を
「
見
え

る
化
」
し
て
、
そ
の
本
を
見
て
は
じ

め
て
、
そ
こ
で
何
が
で
き
る
か
を
学

生
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
芸

術
系
の
学
生
は
、
も
の
ご
と
を
い
ろ

ん
な
視
点
か
ら
と
ら
え
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
を
見
て
考
え
る
。
学
生
が

製
本
さ
れ
た
雑
誌
に
触
れ
て
、
考
え

る
。
そ
う
し
た
機
会
を
提
示
す
る
こ

と
で
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
、
反
省
と
と
も
に
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
う
い
う
新
し
い
こ
と
を

や
り
た
い
と
教
員
が
言
っ
て
も
、
図

書
館
員
が
ど
こ
ま
で
一
緒
に
考
え
ら

れ
る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
図

書
館
員
と
し
て
は
、
通
常
の
業
務
以

上
の
こ
と
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
業
務
委
託
が
入
っ
て
い
る
大
学

も
あ
る
の
で
、「
そ
の
部
分
の
業
務

が
増
え
る
の
な
ら
、
業
務
契
約
書
に

き
ち
ん
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
。
図
書
館
員
の
方
々
の
業
務
に
対

す
る
想
像
性
と
、
図
書
館
の
創
造
性

に
つ
い
て
、
新
し
い
意
識
付
け
を
し

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

佐
藤
　
先
ほ
ど
松
山
さ
ん
が
、
国
立

国
会
図
書
館
が
す
べ
て
の
本
を
網
羅

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
貸
し
出

す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
他
の
図
書
館

は
要
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
今
の

趨
勢
で
い
け
ば
、
個
々
の
図
書
館
で

モ
ノ
を
持
っ
て
い
る
の
も
大
変
だ
か

ら
、
そ
う
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
に

な
る
気
が
し
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
と

き
に
、
そ
れ
で
も
小
さ
い
図
書
館
に

意
味
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
そ
の
図
書
館
が
あ
る
現
場
に
即
し

た
何
か
、
実
際
に
そ
こ
で
図
書
館
を

利
用
す
る
人
た
ち
が
見
て
「
う
わ
、

面
白
い
」
っ
て
思
え
る
モ
ノ
が
、
そ

こ
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

学
術
で
も
芸
術
で
も
、
生
産
し
た

り
創
造
し
た
り
す
る
と
き
に
、
必
ず

手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
も
の
っ

て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
研
究
者

に
と
っ
て
は
辞
典
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

ブ
ッ
ク
と
か
、「
こ
ん
な
に
知
識
が

詰
ま
っ
て
い
て
一
万
五
千
円
っ
て
安

す
ぎ
る
！
」
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
の
量
が
多
す
ぎ

て
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
だ

け
で
埋
も
れ
て
い
る
状
況
は
、
あ
ま

り
に
も
っ
た
い
な
い
。「
本
」
と
い

う
こ
と
ば
が
悪
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
リ
ソ
ー
ス
と
か
、
マ
テ
リ
ア
ル

と
か
、
言
い
換
え
る
と
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

た
だ
、
本
が
持
っ
て
い
る
負
の
イ

メ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
学
術
系
研
究

者
た
ち
の
責
任
も
あ
る
と
、
自
戒
を

込
め
て
思
い
ま
す
。
研
究
者
は
す
ぐ

に
、「
こ
れ
も
読
ん
で
い
な
い
ん
で

す
か
？　

ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
く
だ

さ
い
」
と
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
に
い
く

ん
で
す
ね
。
学
術
界
に
あ
る
ハ
イ
ア

ラ
ー
キ
ー
が
、
書
物
に
対
す
る
接
し

方
を
規
定
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
解
説
書
で
は
な
く
て
原

典
を
読
む
と
き
に
は
、
思
考
が
そ
こ

で
生
成
し
て
い
る
現
場
に
立
つ
よ
う

な
感
覚
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
り

す
る
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
る
モ
ノ
や
書
物
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
現
場
、
た
と
え
ば

陶
芸
な
ら
陶
芸
の
ス
タ
ジ
オ
と
い
う

現
場
ご
と
に
選
ん
で
置
い
て
み
た
り

す
る
。
そ
の
小
さ
な
本
棚
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
も
、
図
書
館
と
呼
ん
で
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
大
学
図
書
館
に
は
伝
統
的

に
、
図
書
館
と
い
う
場
を
図
書
館
員

が
聖
域
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
私
が
学
生

の
頃
は
、
図
書
館
の
人
た
ち
が
す
ご

く
怖
く
て
、「
使
わ
せ
て
あ
げ
ま
す

よ
」
み
た
い
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

た
。

佐
藤
　
今
ま
で
の
話
を
振
り
返
る

と
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
デ
ジ

タ
ル
情
報
学
を
専
門
的
に
扱
う
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
価
値

あ
る
財
と
し
て
の
資
料
の
活
用
の
可

能
性
が
急
に
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
を
活
用

で
き
な
い
ま
ま
、
今
ま
で
の
図
書
館

的
な
作
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

そ
れ
は
い
ず
れ
変
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
し
、
そ
の
変
化
の
方
向
性
を

考
え
る
こ
と
が
、
図
書
館
の
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

専
門
性
の
高
い

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
つ
く
る

松
山
　
芸
術
大
学
の
図
書
館
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
つ
く
り
か
た
、
収
集
の
仕
方
を

も
っ
て
い
て
、
世
界
全
体
と
は
言
わ

な
く
て
も
国
内
で
は
あ
そ
こ
に
行
け

ば
こ
の
本
が
揃
っ
て
い
る
、
こ
こ
に

し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
強
み
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
も
美
術
大
学
の

図
書
館
で
は
、
一
般
の
大
学
図
書
館

で
は
買
え
な
い
よ
う
な
全
集
と
か
、

頻
繁
に
は
参
照
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も

い
つ
か
誰
か
の
役
に
立
つ
時
が
来
る

よ
う
な
資
料
を
、
積
極
的
に
収
集
で

き
て
い
た
時
代
が
き
っ
と
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

そ
、
専
門
性
の
高
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
で

す
。

　

た
だ
、
収
集
方
針
が
一
般
化
し
て

し
ま
う
と
、
図
書
館
の
存
在
価
値
を

意
義
付
け
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

で
も
最
低
限
、
大
き
な
本
を
目
の
前

で
広
げ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
学
生
は
図
書
館
に
行
か
ず
に
、
ス

マ
ホ
で
画
像
を
検
索
し
ま
す
が
。
桂

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
図
書

館
を
情
報
源
と
し
て
だ
け
見
る
の
で

は
な
く
、
図
書
館
と
い
う
場
所
自
体

に
も
っ
と
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
ね
。発
表
の
場
所
で
も
い
い
し
、

他
に
も
芸
術
大
学
的
な
使
い
方
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
可
能
性
を

示
し
て
い
く
こ
と
で
、
芸
術
大
学
の

図
書
館
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
出
来

上
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
図
書
館
が
同
じ
も
の
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
区
の
、
市
の
、

府
の
図
書
館
、
そ
し
て
国
立
国
会
図

書
館
な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が

あ
り
ま
す
。
芸
術
大
学
の
図
書
館

の
役
割
を
、
僕
た
ち
は
も
っ
と
真
剣

に
議
論
す
べ
き
だ
っ
た
。
図
書
館
と

言
え
ば
本
が
あ
る
場
所
で
、
あ
っ
て

当
た
り
前
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
出
て

い
な
い
。
同
じ
芸
術
大
学
で
も
、
う

ち
の
図
書
館
と
、
東
京
藝
術
大
学
や

京
都
精
華
大
学
の
図
書
館
で
は
、
学

生
や
教
育
の
内
容
が
違
う
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に

も
っ
と
個
性
的
な
も
の
を
つ
く
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　
そ
う
で
す
ね
。
た
し
か
に

図
書
館
は
、
発
表
や
表
現
の
き
っ
か

け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は

そ
う
し
た
場
所
に
な
る
た
め
に
、
図

書
館
が
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
ど
う
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
、
お
話
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
自
分
の
大
学
の

図
書
館
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し

た
。
発
表
や
表
現
の
場
所
に
す
る
に

し
て
も
、
実
際
に
図
書
館
を
使
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
。

　

先
ほ
ど
の
全
部
開
架
に
し
た
と
い

う
お
話
は
、
な
る
ほ
ど
「
そ
う
い
う

考
え
方
も
あ
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し

た
。
閉
架
書
庫
に
よ
っ
て
、
確
か
に

本
は
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
本
が
常
に
見
え
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
本
が
あ
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を
学
生
に
提
示
す
る
こ
と
に
は
意
味

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
中
世
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
テ
ッ
ド
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
（
装
飾
写
本
）
を
同
じ
サ
イ
ズ
で

複
製
し
た
、
ず
っ
し
り
と
し
た
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
や

は
り
体
験
と
し
て
違
う
と
思
う
の

で
、
専
門
性
の
高
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
つ
く
り
方
や
収
集
方
針
が
明
確

に
な
っ
て
い
け
ば
、
存
在
価
値
は
上

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

森
野
　
も
ち
ろ
ん
、
本
学
の
図
書
館

も
一
般
的
な
大
学
図
書
館
に
比
べ
れ

ば
専
門
性
は
高
い
ん
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
学
術
全
体
を
押
さ
え
ね
ば
い

け
な
い
と
い
う
発
想
か
ら
脱
却
で
き

な
く
て
、
桂
先
生
の
い
う
「
世
界
劇

場
」
的
な
図
書
館
に
、
ま
ず
は
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
先
を

ど
う
す
る
か
、
そ
の
先
に
進
め
な
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

松
山
　
精
華
大
学
の
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
す
ご
く
良
い
例
だ
と
思
い

ま
す
。
精
華
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
広

島
市
ま
ん
が
図
書
館
と
一
緒
で
は
な

い
し
、
実
際
に
手
に
取
っ
て
見
ら
れ

る
本
の
量
や
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
マ

ン
ガ
の
タ
イ
ト
ル
も
違
っ
て
く
る
わ

け
で
す
よ
ね
。
異
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
各
地
に
残
っ
て
い
て
、
そ
の
こ

と
が
互
い
に
シ
ェ
ア
さ
れ
て
い
る
。

異
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ

て
い
く
こ
と
も
、
各
地
に
図
書
館
が

あ
る
こ
と
の
意
味
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

森
野
　
そ
れ
は
、
マ
ン
ガ
と
い
う
新

し
い
ジ
ャ
ン
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き

た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
美
術

の
よ
う
に
、
す
で
に
体
系
化
さ
れ
た

も
の
を
収
集
し
て
い
く
と
い
う
場

合
、「
こ
こ
は
必
ず
押
さ
え
て
お
か

な
い
と
だ
め
で
す
よ
」「
こ
の
本
が

な
い
芸
術
大
学
な
ん
て
あ
り
え
ま
せ

ん
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
が
あ
る
。
で

も
マ
ン
ガ
は
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
な
の

で
、
そ
れ
が
な
か
な
か
言
え
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
も

の
が
で
き
て
い
る
。
哲
学
も
そ
う
で

す
け
れ
ど
、
一
度
体
系
化
さ
れ
た
も

の
を
、
あ
ら
た
め
て
自
由
に
収
集
す

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
　
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
っ
て
、
利
用
者
か
ら
見
る
と
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
名
称
は

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ん
で
す
よ
ね
。

展
示
を
し
て
い
た
り
、
研
究
機
関
で

あ
る
と
い
っ
た
部
分
も
、
ユ
ニ
ー
ク

さ
を
維
持
で
き
て
い
る
理
由
と
し
て

大
き
い
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
そ
う
で
す
ね
、
開
架
さ
れ

て
い
て
利
用
者
が
自
由
に
読
め
る
も

の
は
、マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
と
っ

て
は
実
は
補
足
的
な
役
割
で
、
そ
の

下
に
あ
る
閉
架
資
料
の
方
が
重
要

で
、
本
来
は
そ
ち
ら
の
利
用
を
メ
イ

ン
に
す
る
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能

を
目
指
し
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
先

ほ
ど
の
松
山
さ
ん
の
お
話
に
付
け
加

え
る
と
、
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
明
治
大
学
の
東
京
国
際
マ
ン

ガ
図
書
館
、（
残
念
な
が
ら
台
風
で

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
、

全
国
の
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
分

担
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。
京
都
国

際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
近
世

の
マ
ン
ガ
資
料
を
中
心
に
集
め
る
こ

と
を
役
割
と
し
て
い
て
、
研
究
閲
覧

室
も
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
し

た
資
料
を
き
ち
ん
と
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
海

外
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
多
い
で

す
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
展
示
の
二
つ

の
役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。

メ
タ
デ
ー
タ
に
対
す
る
信
頼
性

桂
　
僕
は
文
化
庁
の
事
業
で
「
メ

デ
ィ
ア
芸
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
基

礎
的
な
設
計
を
や
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
と
き
に
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
三
十
三
万
件
ほ
ど
の

デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
大
抵
の
も
の
は

ひ
っ
か
か
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
話
し
た
資
料
に
対
す
る

偏
見
に
加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
啓
蒙

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
メ
タ

デ
ー
タ
に
対
す
る
信
頼
性
で
す
。
と

こ
ろ
が
な
ぜ
か
多
く
の
方
々
が
そ
れ

を
と
て
も
疑
問
視
し
ま
す
。「
メ
タ

デ
ー
タ
だ
け
集
め
て
、
何
が
分
か
る

ん
で
す
か
」
み
た
い
な
こ
と
も
言
わ

れ
る
。「
マ
ン
ガ
が
見
ら
れ
な
い
の

に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
ど

う
す
る
ん
で
す
か
」
っ
て
。「
い
や
、

ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
を
き
ち
ん
と

把
握
し
て
、
そ
れ
か
ら
一
次
資
料
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
ょ
う
」
と
主
張

し
て
も
、
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
メ
タ
デ
ー
タ
に
対
す
る

信
頼
を
ど
う
つ
く
る
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
今
の
図
書
館
情
報
学
を
背
景

の
サ
ン
プ
ル
に
し
た
り
、
い
ち
ば
ん

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
だ
と
思
う

の
で
す
け
ど
ね
。

　

た
と
え
ば
、
美
術
大
学
の
な
か
で

漆
の
「
手
板
」
で
あ
っ
た
り
、
彫
刻

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
原
型
と
い
っ
た
も

の
を
、
ど
う
や
っ
て
メ
タ
デ
ー
タ
化

す
る
の
か
と
い
う
の
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。
そ
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ
た

メ
タ
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
世
界
的
に

集
積
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
重
要
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
な
る
。
分
野
が
も

の
す
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
原
型
に
関
す
る

世
界
中
の
デ
ー
タ
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
こ
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
て
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
が

わ
か
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

メ
タ
デ
ー
タ
は
言
わ
ば
「
モ
ノ
」
の

住
所
録
に
も
な
る
。
色
々
な
使
い
方

が
あ
る
メ
タ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
関

心
も
、
高
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

佐
藤
　
今
の
お
話
は
、
松
山
さ
ん
の

発
表
に
あ
っ
た
、
真
正
性
や
責
任
の

話
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。
資
料
の

価
値
や
信
頼
性
を
き
ち
ん
と
成
立
さ

せ
る
た
め
に
も
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
価

値
を
高
め
て
い
く
、
記
述
に
対
す
る

信
頼
性
を
重
視
し
て
つ
く
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
山
　
そ
れ
に
つ
い
て
ひ
と
つ
追
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

日
本
語
で
使
え
る
、
芸
術
に
関
す
る

用
語
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル
に
な
る
も
の

が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

芸
術
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル
と
い
え
ば
、

ゲ
ッ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
ー
ト
が
つ
く
っ
て
い
る
も
の12

❖

が

や
は
り
中
心
に
な
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
西
欧
の
、
そ
れ
も
北
米
を
中
心

と
し
た
語
彙
集
な
ん
で
す
。
た
だ
彼

ら
も
そ
こ
で
留
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
数
年
前
に
は
台
湾
の

機
関
と
協
力
し
て
、
た
と
え
ば
漆
な

ど
、
ア
ジ
ア
圏
に
お
い
て
特
殊
な
技

法
の
用
語
を
き
ち
ん
と
定
義
し
、
そ

れ
を
英
語
で
も
原
語
で
も
表
示
で
き

る
も
の
と
し
て
語
彙
集
を
整
備
し
て

い
ま
す13

❖

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本
で

あ
れ
ば
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
や

る
べ
き
仕
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
で

す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
も
、

メ
タ
デ
ー
タ
と
い
う
か
、
ど
こ
に
ど

う
や
っ
て
信
頼
性
を
与
え
て
い
く
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
議
論
が
き

ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
美
術
館
ど
う
し

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
つ
な
が
っ
て
い

な
い
し
、
そ
も
そ
も
美
術
館
で
扱
っ

て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
メ
タ
デ
ー

タ
項
目
が
共
通
か
と
言
う
と
、
違
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
の

な
か
で
、
何
に
基
礎
を
求
め
る
か
が
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す
ご
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
ま
ず
は

そ
こ
か
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
日
本
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学

会
も
ま
だ
標
準
的
な
記
述
方
法
を
つ

く
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
メ
タ
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
や
典
拠
と
な
る
語
彙
が
な
い

状
態
で
、
で
も
、
そ
の
状
態
で
ア
ー

カ
イ
ブ
を
つ
く
る
の
だ
と
し
た
ら
、

ま
だ
揺
ら
い
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
個
々
の
学
芸
員
や
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
が
自
分
た
ち
の
地
盤
で
、
各
々

本
気
で
記
述
し
て
い
く
し
か
な
い

の
が
現
状
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
し
た
個
々
の
作
業
と
標
準

化
の
動
き
が
、
同
時
に
進
ん
で
い
く

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

松
山
　
も
ち
ろ
ん
、
各
館
で
作
家
情

報
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に

作
品
情
報
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
は
で

き
ま
す
。
で
も
、
専
門
分
野
が
同
じ

学
芸
員
が
各
地
の
美
術
館
に
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
同
じ
シ
ソ
ー
ラ
ス
を
使

え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。
何
重
の

仕
事
を
し
て
る
ん
だ
と
い
う
話
に
な

る
の
で
。
た
だ
、
こ
の
点
に
関
す
る

共
通
認
識
が
な
い
の
で
、
み
ん
な
自

分
の
書
い
た
も
の
が
い
ち
ば
ん
正
し

い
と
い
う
意
識
や
姿
勢
で
臨
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
典
拠
デ
ー
タ
は

別
の
と
こ
ろ
に
、
別
の
権
威
と
し
て

存
在
し
て
い
る
方
が
い
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

佐
藤
　
人
類
学
者
で
も
、
ど
う
記
述

す
る
か
は
各
自
の
名
人
芸
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、

こ
う
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
調
査
し

よ
う
と
い
う
標
準
化
の
動
き
も
あ
り

ま
し
た（
Ｇ
・
Ｐ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
ら
に

よ
る「
文
化
項
目
分
類（O

utline of 

C
ultural M

aterials

）」
の
試
み
）。

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
ご
と
に
、

物
質
の
何
を
、
ど
ん
な
特
徴
と
し
て

切
り
取
る
か
が
全
く
違
う
の
で
、
あ

ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
標
準

的
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
が
つ
く
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
も
そ
の
試

み
は
続
い
て
い
て14

❖

、
す
べ
て
を
個
別

主
義
に
還
元
す
る
の
で
は
な
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
リ
ズ
ム
が
、
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
を
求
め
る
立

場
と
、
ロ
ー
カ
ル
に
今
こ
の
部
分
が

す
ご
く
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
立
ち

上
が
っ
て
く
る
、
そ
の
こ
と
を
新
し

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
引
き
受
け
る

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
の
立
場
が
同
時
に
大

事
だ
と
、
人
類
学
者
と
し
て
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
予
定
し
て
い
る

時
間
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
最
後

に
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
前
所

長
の
石
原
先
生
に
、
閉
会
の
言
葉
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
原
友
明
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
多
く
の
問
題
提
起
を
含
む
と

て
も
意
義
深
い
議
論
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
記
憶
機
関
の
現
場
に
お
け

る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
公
開
可
能
な
か
た
ち
に
し
た

り
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
て

い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の

真
摯
な
お
話
と
同
時
に
、
今
後
の
記

憶
機
関
の
あ
り
方
に
関
わ
る
理
論
的

な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

問
題
提
起
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
最
初
に
佐
藤
さ
ん
が
「
記

憶
機
関
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
さ

れ
た
と
き
か
ら
、
非
常
に
面
白
い
言

葉
の
使
い
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
い
う
の
は
、「
記
憶
」と
い
う

も
の
は
非
常
に
個
人
的
で
ロ
ー
カ
ル

な
も
の
を
想
起
さ
せ
る
の
で
す
が
、

そ
の
一
方
で
「
機
関
」
と
い
う
言
葉

は
、
シ
ス
テ
ム
的
あ
る
い
は
体
系
的

な
も
の
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
矛
盾
す
る
も
の
を
く
っ
つ
け

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
、
と
て
も
面
白
い

と
感
じ
た
の
で
す
。

　

私
自
身
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ア
ン
チ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
的
な
指
向
が

強
く
て
、
い
わ
ゆ
る
美
術
史
に
支
え

ら
れ
る
美
術
館
や
体
系
的
な
図
書
館

の
分
類
法
と
は
違
う
方
法
で
、
そ
こ

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
も
の
を

ど
う
や
っ
て
記
述
し
て
い
く
か
を

考
え
る
た
め
の
場
所
に
（
芸
術
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
を
）
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
今
日
の
議
論
か

ら
、
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。

　

た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
や
は

り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
な
歴
史
に
対
峙
す

る
も
の
と
し
て
の
個
人
的
な
記
憶
も

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
か
た
ち

で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
も
の
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
こ
こ
、
芸
術
大
学
は
、

図
書
館
と
も
美
術
館
と
も
違
っ
て
、

日
々
多
く
の
個
人
の
創
造
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
そ
し
て

創
造
の
一
番
小
さ
な
単
位
は
、
一
人

の
個
人
の
経
験
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
記
憶
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
ま
た
、
活

用
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
こ
と
を
、

こ
の
場
所
で
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
佐
々

木
さ
ん
、
松
山
さ
ん
、
桂
さ
ん
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ro

.

european
a.eu/post/dem

ocratisin
g-

the-rijksm
useum

❖
7 

https://w
iki.beelden

geluid.n
l/

index.php/H
oofdpagina

❖
8 

ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会

（Society of A
m

erican A
rchivist

）

の
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
者
が
備
え

る
能
力
と
し
て
以
下
の
七
つ
を
あ
げ
て

い
る
。
①
電
子
的
記
録
の
特
性
に
関
す

る
理
解
。
②
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

関
わ
る
協
力
者
や
聴
衆
と
の
意
思
疎
通

と
互
い
の
役
割
の
確
定
。
③
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
評
価
・
記
述
・
管
理
・

整
理
・
保
管
に
関
す
る
戦
略
と
戦
術
の

形
成
お
よ
び
、
④
そ
れ
ら
に
関
す
る
技

術
・
ツ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
メ

デ
ィ
ア
の
統
合
。
⑤
将
来
出
現
す
る
新

た
な
技
術
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
メ
デ
ィ

ア
と
の
、
統
合
な
い
し
連
続
的
な
継
承

に
つ
い
て
の
計
画
。
⑥
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
タ
ー
の
管
理
・
保
管
・
読
み
取
り
と
、

複
製
へ
の
ア
ク
セ
ス
。
⑦
さ
ま
ざ
ま
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
信
頼
で
き
る
組
織
と
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
（https://w

w
w

2.

archivists.org/prof-education
/das-

curriculum
-structure

）。
一
方
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格
認
定
機
構
は
、「
デ

ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は
、
文
化
・

産
業
資
源
等
の
対
象
を
理
解
し
、
著
作

権
・
肖
像
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
権
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利
処
理
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
知
識

と
技
能
を
持
ち
、
収
集
・
管
理
・
保

護
・
活
用
・
創
造
を
担
当
で
き
る
人
材

の
こ
と
を
言
い
ま
す
」
と
し
て
い
る

（https://jdaa.jp/digital-archivist

）。

❖
9 

デ
ジ
タ
ル
・
プ
リ
ザ
ー
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
そ
の
も
の
に

恒
久
的
な
価
値
を
認
め
、
そ
れ
を
図
書

館
学
あ
る
い
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
対

象
と
し
て
、
長
期
的
に
保
存
し
よ
う
と

す
る
と
り
く
み
の
こ
と
。
デ
ジ
タ
ル
・

フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
は
、
犯
罪
科
学
の
一

種
で
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
な
か
に
残
さ

れ
た
記
録
や
情
報
を
通
じ
て
、
法
的
証

拠
や
犯
罪
に
関
す
る
捜
査
を
行
う
学
問
。

デ
ジ
タ
ル
記
録
の
真
正
性
に
関
わ
る
技

術
的
議
論
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
重
要
で

あ
る
。

❖
10 

『
新
建
築
』
二
〇
一
八
年
十
二
月
号
、

一
三
六
│
一
四
五
頁
。

❖
11 

そ
の
様
子
の
一
部
は
、
下
記
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。「
藝
大
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
・

附
属
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
」（https://w

w
w

.youtube.

com
/w

atch?v=
Y

C
-lqbpE

1T
E

）。

❖
12 

ゲ
ッ
テ
ィ
・
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
ズ

の
こ
と
（ https://w

w
w

.getty.edu/

research/tools/vocabularies/

）。

❖
13 

二
〇
一
八
年
の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
で
、
そ
の
様
子

が
報
告
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.

jad
s.org/n

ew
s/2

01
8

/2
01

8
0

61
6 

sym
po.htm

l

）。
以
下
を
参
照
。
佐
藤

琴
（
二
〇
一
八
）「
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
メ
タ
資
料
学
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際

研
究
集
会 

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
学
会
二
〇
一
八
年
度
年
次
大
会

関
連
企
画 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ー

ト
・
歴
史
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
標

準
語
彙
（
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
）
の
活
用
：

G
etty Vocabulary Program

の
活
動

と
日
本
」
参
加
報
告
」『
ア
ー
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
』（
百
十

八
号
）
四
│
六
頁
。

❖
14 

https://hraf.yale.edu/resources/ 

referen
ce/outlin

e-of-cultural-m
ate 

rials/
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記
憶
機
関
の
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー 

佐
藤
知
久　
　

│
芸
術
大
学
に
お
け
る
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ

あ
る
文
化
ま
た
は
社
会
的
伝
統
は
、
結
局
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
記
憶
装
置

と
命
運
を
と
も
に
す
る
。

 

レ
ジ
ス
・
ド
ブ
レ1
❖

こ
れ
か
ら
の
芸
術
大
学
に
と
っ
て
、
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
の
機
関
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
の
ぞ
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
「
記
憶
機
関
」
と

「
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
概
念
を
も
ち
い
な
が
ら
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

〈
記
憶
機
関 m

em
ory institution

〉
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
記

録 docum
ents 

を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
お
よ
び
過

去
に
関
す
る
人
び
と
の
記
憶
を
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
な
い
し
制
度
の
こ
と
で
あ
る2

❖

。

具
体
的
に
は
、
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
美
術
館
／
博
物

館
）・
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
の
諸
機
関
を
さ
す
が
、
既
存
の
施
設
に

か
ぎ
ら
ず
「
記
憶
を
社
会
的
に
継
承
す
る
」
と
い
う
役
割
を
そ
な

え
て
い
る
の
な
ら
、
こ
れ
か
ら
出
現
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
制
度

や
機
関
も
、
そ
こ
に
ふ
く
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
理

念
的
で
、
包
括
的
な
概
念
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
機
関
の
あ
い
だ
に
は
、
無
視
で
き
な
い
差
異

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
論
じ
る
の
に
は
当
然
無

佐藤知久

理
が
あ
る
。
し
か
し
あ
え
て
〈
記
憶
機
関
〉
と
い
う
こ
と
ば
を
つ

か
う
の
は
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
技
術
が
、
記
憶
と
記
録
を
め

ぐ
る
環
境
の
全
体
を
、
根
本
か
ら
変
化
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
お

お
よ
そ
こ
の
三
十
年
の
あ
い
だ
に
起
き
た
技
術
的
・
社
会
的
変
化

は
、
既
存
の
記
憶
機
関
全
体
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
お
り
、
そ
の

変
化
に
応
じ
て
、
各
機
関
も
変
容
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
個
別
機
関

論
と
し
て
で
な
く
、
記
憶
機
関
論
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
理
由
は

こ
こ
に
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
考
え
か
た
に
関
連
す
る
。

〈
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー m

édiologie

〉
と
は
、
レ
ジ
ス
・
ド
ブ
レ

（
一
九
四
〇
―
）
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
後
提
唱
す
る
学
問
（
あ

る
い
は
彼
自
身
の
表
現
で
い
え
ば
「
場3

❖

」）
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
は
、
記
録
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
用
い
ら
れ
る
物
理
的
・
技
術
的
な
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
媒
体
）
を
、

単
な
る
技
術
と
し
て
で
は
な
く
、
文
化
・
社
会
・
経
済
活
動
と
切

り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
ま
た
作
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
思
想

家
の
活
動
を
、
か
れ
ら
が
活
動
を
展
開
す
る
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
そ
の

メ
デ
ィ
ウ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
諸
機
構
と
不
可
分
な
も
の
と

し
て
考
え
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
論
と
く
ら
べ
て
、

特
に
目
新
し
い
視
点
だ
と
は
言
え
な
い
。
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
の
す

ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
論
に
お
い
て
は
し
ば

し
ば
曖
昧
だ
っ
た
技
術
と
文
化
の
関
係
を
、
よ
り
明
確
に
し
よ
う

と
試
み
て
い
る
点
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん

だ
っ
た
「
書
簡
文
学
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
書
簡

（
誰
か
に
あ
て
た
手
紙
）
の
形
式
を
と
っ
た
、
あ
る
い
は
書
簡
そ

の
も
の
が
文
学
的
価
値
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
文
学
で
あ
る
。

ド
ブ
レ
は
こ
の
書
簡
文
学
を
、
作
家
の
才
能
だ
け
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
以
下
の
よ
う
な
諸
制
度
と
と
も
に
考
察
す
べ
き
だ
と
主
張

す
る
。ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル
や
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
の
書
簡
を
読
む
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
貨
物
輸
送
体
制
の

こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、（
1
）道
路
網

や
駅
馬
車
用
の
替
え
馬
、（
2
）常
勤
の
賃
金
労
働
者
の
集
団

な
ど
を
管
理
で
き
る
強
大
な
中
央
の
権
力
、（
3
）乗
用
の
動

物
、
よ
っ
て
牧
場
や
、
ひ
い
て
は
軍
の
所
有
す
る
馬
な
ど
で
あ

る
。
牧
歌
的
か
つ
穏
や
か
で
、
散
漫
な
印
象
を
与
え
る
そ
う
し

た
文
学
に
は
、
軍
隊
と
中
央
集
権
国
家
と
が
必
要
だ
っ
た
の
だ4

❖

。
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ド
ブ
レ
は
、
芸
術
作
品
が
「
作
品
」
と
し
て
成
立
し
評
価
さ
れ

る
た
め
に
必
要
な
、
メ
デ
ィ
ウ
ム
自
体
の
存
在
と
流
通
を
可
能
に

す
る
、
技
術
的
・
文
化
的
・
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
体
制
に

つ
い
て
も
考
察
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

「『
ど
の
よ
う
な
機
械
が
そ
こ
で
動
い
て
い
る
の
か
』
と
い
う
技

術
的
な
問
題
と
、『
ど
の
よ
う
な
言
説
が
理
解
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
の
か
』
と
い
う
意
味
論
的
な
問
題
、
そ
し
て
『
ど
の
よ
う
な

権
力
が
、
い
か
に
、
誰
に
対
し
て
行
使
さ
れ
て
い
る
の
か
』
と
い

う
政
治
的
な
問
題5

❖

」
を
分
離
さ
せ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
書
簡
文

学
の
例
で
い
え
ば
、
手
紙
が
「
文
学
作
品
」
と
し
て
成
立
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
、「
記
号
の
産
出
と
出
来
事
の
産
出
の
間
に
現

れ
る
中
間
的
な
手
続
き
」、
す
な
わ
ち
「
同
時
に
技
術
的
、
文
化

的
、
社
会
的
で
も
あ
る
媒
介
作
用 m

ediation
」
に
着
目
す
る
こ

と6
❖

。
つ
ま
り
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
技
術
、
そ
の
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
思
想
や
記
憶
の
内
容
、
そ
れ
ら
の

技
術
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
通
を
支
え
る
政
治
経
済
的
な
し
く
み
の

三
つ
を
、
本
質
的
に
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
立
場
を
い

う
。芸

術
の
領
域
で
い
え
ば
、
技
術
の
進
展
―
チ
ュ
ー
ブ
入
り
絵
具

が
屋
外
で
直
接
風
景
を
見
な
が
ら
絵
を
描
く
こ
と
を
可
能
に
し
、

小
型
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
が
路
上
の
人
々
の
ス
ナ
ッ
プ
撮
影
を
可
能

に
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
―
に
加
え
て
、
そ
の
よ
う

な
新
た
な
表
現
を
「
芸
術
」
と
し
て
認
知
し
評
価
す
る
人
び
と
の

つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
そ
の
技
術
を
成
立
さ
せ
て
い
る
政
治

的
・
経
済
的
な
条
件
に
つ
い
て
も
重
視
す
る
立
場
が
メ
デ
ィ
オ
ロ

ジ
ー
的
な
視
点
だ
と
い
え
る
。

記
憶
媒
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ア
ー
カ
イ
ブ
を
成
立
さ
せ
て
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
的
・
社
会

的
・
文
化
的
・
政
治
的
・
経
済
的
な
諸
条
件
を
巻
き
込
ん
だ
変
化

を
不
可
避
的
に
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
記
憶
機
関

は
、
記
憶
媒
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
ひ
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
、
変
化

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
し
、
す
で
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
記
憶
機
関
が
、
芸
術
大
学
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
芸
術
的
創
造
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
―
あ
る
い
は
せ
ば

め
る
―
の
か
を
考
え
る
こ
と
。
以
下
は
、
こ
の
問
い
を
め
ぐ
る
断

片
的
な
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

1
．
芸
術
的
創
造
物
の
廃
棄
に
つ
い
て

京
都
市
立
芸
術
大
学
に
転
職
し
て
数
ヶ
月
経
っ
た
と
き
、
あ
る

現
代
美
術
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
か
ら
、
展
示
が
終
わ
っ
た
作
品
の
少

な
か
ら
ぬ
も
の
が
廃
棄
さ
れ
ま
す
と
聞
い
て
、
私
は
驚
愕
し
た
。

と
り
わ
け
大
き
な
作
品
や
、
そ
の
場
に
あ
わ
せ
て
設
営
さ
れ
た
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
多
く
は
、
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う7

❖

。
美

術
館
や
コ
レ
ク
タ
ー
に
購
入
さ
れ
た
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
作
家
が

保
管
す
る
こ
と
で
存
在
し
つ
づ
け
る
作
品
は
、
公
に
発
表
さ
れ
た

作
品
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
作
家
た
ち
が
全
力
で
制
作
し
た

美
術
作
品
が
、
展
示
期
間
が
終
わ
る
と
ゴ
ミ
に
な
る
。
こ
の
現
状

が
、
私
に
と
っ
て
、
芸
術
の
記
憶
に
関
す
る
問
い
の
出
発
点
に
あ

る
。も

ち
ろ
ん
こ
こ
に
は
理
由
が
あ
る
。
恒
久
的
な
物
質
的
安
定
性

を
持
た
な
い
素
材
や
媒
体
を
つ
か
っ
て
い
る
作
品
が
あ
る
こ
と
。

作
品
の
な
か
に
は
、
―
移
動
可
能
な
絵
画
や
彫
刻
の
よ
う
に
―
物

質
的
に
自
律
す
る
の
で
は
な
く
、
展
示
空
間
の
物
質
的
特
性
や
そ

の
場
の
歴
史
的
特
異
性
、
来
場
す
る
鑑
賞
者
の
も
つ
多
様
な
背
景

や
人
び
と
と
の
相
互
行
為
な
ど
、
一
般
的
に
い
え
ば
作
品
の
「
外

部
」
に
あ
る
諸
要
素
と
不
可
分
な
関
係
の
上
に
成
立
す
る
も
の
が

あ
る
こ
と8

❖

。
美
術
館
に
せ
よ
大
学
の
資
料
館
に
せ
よ
、
収
蔵
庫
の

能
力
に
は
物
理
的
限
界
が
あ
る
し
、
作
家
自
身
が
保
管
倉
庫
を
維

持
す
る
能
力
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

だ
が
私
は
、
こ
の
現
状
を
「
仕
方
が
な
い
」
も
の
だ
と
放
置
し

て
よ
い
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
と
も
芸
術
と
は
そ
も
そ
も
一
回
的

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
で
経
験
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
作
品
の
「
廃
棄
」
を
続
け
て
も
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

2
．
学
術
的
創
造
物
の
保
管
と
共
有

こ
の
こ
と
の
不
思
議
さ
―
と
い
う
か
「
異
常
さ
」
―
は
、
芸
術

の
世
界
を
学
術
の
世
界
と
く
ら
べ
る
と
は
っ
き
り
す
る
と
思
う
。

学
術
も
芸
術
も
、
創
造
性
が
重
視
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
が
、
両
者

に
お
け
る
記
録
の
扱
い
方
に
は
、
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

学
術
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
そ
の
創
造

性
は
主
に
、
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
や
、
著
作
と
し
て
刊

行
さ
れ
る
書
物
と
い
う
媒メ

デ
ィ
ウ
ム体

に
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
作

品9
❖

」
は
、
図
書
館
と
い
う
記
憶
機
関
に
よ
っ
て
収
集
・
保
管
さ
れ

て
き
た
。
学
術
雑
誌
・
書
物
・
図
書
館
と
い
う
、
モ
ノ
と
機
関
が

つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
た
と
え
無
名
の
大
学
院
生

の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
価
値
あ
る
も
の
だ
と
評
価
さ
れ
れ

ば
、
ほ
ぼ
恒
久
的
に
保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

佐藤知久
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少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。
学
術
雑
誌
が
も
つ
社
会
的
機
能
は

四
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
①
登
録
（
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
）、
②
認
証
（
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
③
ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
（
意
識
の
高
ま
り
）、
④
保
管
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
あ
る10

❖

。

学
術
論
文
が
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず

学
術
的
創
造
の
成
果
が
、
特
定
の
日
時
と
著
者
名
の
も
と
に
固
定

さ
れ
、
原
稿
と
し
て
雑
誌
へ
と
投
稿
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

時
点
で
、
研
究
成
果
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
基
本
的
に
変

更
不
可
能
に
な
る
。
こ
れ
が
「
登
録
」
だ
。

次
に
、
類
似
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
に
よ
る
「
査

読
」
と
呼
ば
れ
る
質
的
評
価
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
論
文
が
一
定
の

質
を
備
え
た
仕
事
か
ど
う
か
、
研
究
者
同
士
の
立
場
か
ら
「
認

証
」
さ
れ
る
の
だ
。
市
場
に
お
け
る
有
用
性
や
、
別
の
職
業
的
立

場
か
ら
で
は
な
く
、
同
業
者
に
よ
る
学
術
的
立
場
か
ら
「
認
証
」

が
な
さ
れ
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

査
読
を
ク
リ
ア
し
た
論
文
は
、
物
質
的
な
耐
久
性
を
も
つ
紙
媒

体
に
記
録
さ
れ
―
あ
る
い
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
れ
―
、
印
刷
／
複
製
の

の
ち
、
公
共
空
間
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
各
種
の
記
憶
機
関
に
分

散
的
に
「
保
管
」
さ
れ
る
。
分
散
の
ル
ー
ト
は
、
販
売
・
寄
贈
の

両
方
を
と
り
、
大
量
の
コ
ピ
ー
が
、
個
々
の
読
者
だ
け
で
は
な
く
、

各
地
の
大
学
図
書
館
・
公
共
図
書
館
、
そ
し
て
国
会
図
書
館
や
ア

メ
リ
カ
議
会
図
書
館
の
よ
う
な
中
核
的
記
憶
機
関
に
、
物
理
的
に

保
管
さ
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
研
究
の
成
果
は
共
有
さ
れ
、
人
び
と
の
「
意
識
」
に

の
ぼ
る
よ
う
に
な
る
。
近
年
で
は
、
こ
れ
ら
学
術
論
文
の
多
く

が
、C

iN
ii

やJST
O

R

な
ど
の
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
雑
誌
論
文
検

索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
電
子
的
に
格
納
さ
れ
て
お
り
、
検
索
と
同
時

に
雑
誌
論
文
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
に
は
膨
大
な
数
の
「
作
品
」
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え

ばC
iN

ii A
rticles

で
は
二
〇
二
〇
年
末
現
在
、
二
千
二
百
万
本

の
論
文
や
記
事
を
検
索
で
き
る
。

結
果
と
し
て
学
術
的
作
品
の
場
合
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
「
作
品
」

は
最
初
か
ら
複
製
物
と
し
て
出
現
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
複

製
物
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
、
学
術
的
知
識
の
創
造
性
は
、

大
量
の
複
製
物
を
通
じ
て
分
散
保
管
さ
れ
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
永
久

に
継
承
さ
れ
る
。
コ
ピ
ー
を
ひ
と
つ
で
も
保
管
す
る
記
憶
機
関
が

あ
る
か
ぎ
り
、
知
識
は
さ
ら
に
複
製
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

世
界
各
地
に
分
散
す
る
図
書
館
の
総
体
が
ひ
と
つ
の
記
憶
機
関
で

あ
る
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
複
製
が
基
本

的
に
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
、
多
く
の
芸
術
作
品
と
は
異
な
っ

て
い
る
。3

．
検
索
と
引
用
に
よ
る
創
造
物
の
組
織
的
継
承

実
際
の
図
書
館
や
、
デ
ジ
タ
ル
な
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
の
記
憶
機
関
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
た
学
術
論
文
は
、
た
だ

そ
れ
ら
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
検
索
手

段
」
と
「
引
用
」
と
い
う
し
く
み
を
通
じ
て
活
用
さ
れ
る
。

膨
大
な
学
術
情
報
の
海
か
ら
、
目
的
に
則
し
た
学
術
情
報
を
発

見
す
る
た
め
の
検
索
手
段 finding aid 

の
歴
史
は
、
論
文
の
タ

イ
ト
ル
や
概
要
だ
け
を
ま
と
め
た
、
十
九
世
紀
に
は
じ
ま
る
紙
媒

体
の
カ
タ
ロ
グ
（「
索
引
誌
」
や
「
抄
録
誌
」
と
呼
ば
れ
る
）
に

端
を
発
す
る11

❖

。
索
引
誌
や
抄
録
誌
に
集
積
さ
れ
た
情
報
は
、
一
次

資
料
で
あ
る
論
文
本
体
を
検
索
す
る
た
め
の
一
種
の
メ
タ
デ
ー
タ

で
あ
り
、「
著
者
名
」
や
「
出
版
年
」
な
ど
の
統
一
的
な
項
目
ご

と
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
情
報
カ
ー
ド
の
時
代
を
経
て
、

二
十
世
紀
の
後
半
以
後
、
こ
れ
ら
の
検
索
手
段
と
メ
タ
デ
ー
タ
の

内
容
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
現
在
で
は
、
検

索
手
段
と
論
文
そ
の
も
の
の
デ
ー
タ
が
一
体
化
し
た
、
前
述
の
よ

う
な
巨
大
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
出
現
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
の
は
、
学
術
資
源
の
デ
ジ

タ
ル
媒
体
へ
の
移
行
が
、
自
動
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
個
々
の
大
学
図
書
館
の
蔵
書
カ
タ
ロ
グ
（
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
）
で
あ
れ
、
巨
大
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
れ
、
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る
個
々
の
情
報
は
、
も
と
も
と

は
国
立
国
会
図
書
館
や
民
間
の
組
織
な
ど
に
よ
っ
て
人
的
に
入
力

さ
れ
た
も
の
―
機
械
可
読
目
録
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）―
だ
。
学
術
雑
誌

の
編
集
者
、
そ
れ
ら
を
印
刷
し
流
通
さ
せ
る
業
者
、
書
誌
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
入
力
し
そ
れ
を
共
通
管
理
す
る
組
織
と
シ
ス
テ

ム
、
そ
し
て
巨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
維
持
す
る
予
算
な
ど
の
総

体
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
成
立
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
芸
術
の
領
域
で

つ
く
る
に
し
て
も
、
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
膨
大
な
メ
タ
デ
ー

タ
や
本
体
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
作
成
し
、

と
り
ま
と
め
、
分
類
整
理
し
て
い
く
の
か
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
オ
ロ

ジ
ー
的
に
言
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
権
力
が
そ
こ
で
働
く
こ
と
に

よ
っ
て
デ
ー
タ
の
入
力
が
可
能
に
な
る
／
促
さ
れ
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

一
般
的
な
回
答
は
、
そ
れ
を
仕
事
や
業
務
に
す
る
と
い
う
も
の

佐藤知久
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だ
ろ
う
。
だ
が
デ
ー
タ
数
は
膨
大
で
あ
る
。
誰
が
、
ど
こ
か
ら
手

を
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
。

こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、「PhilPapers

12
❖

」
と
い
う
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
哲
学
に
関
す
る
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
し
て
世
界
最
大
と
い
わ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る
と
同
時
に
、
哲
学
研
究
者
が
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ

イ
ト
で
も
あ
る
。
一
般
に
、
巨
大
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
術
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
サ
イ
ト
は
、
国
立
機
関
（C

iN
ii

の
場
合
）
や
、
財
団
に

支
援
さ
れ
た
非
営
利
組
織
（JST

O
R

の
場
合
）
の
よ
う
に
、
公

共
的
で
持
続
性
が
高
い
第
三
者
的
機
関
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
一
方PhilPapers

は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ャ
ー
マ
ー

ズ
（
一
九
六
六
―
）
と
い
う
一
人
の
哲
学
者
が
、
ま
だ
学
生
だ
っ

た
一
九
九
〇
年
代
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め
た
活
動
が
も
と
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
は
カ
ナ
ダ
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学

に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
哲
学
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
い
る
。

PhilPapers

は
、
ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
し
た
ユ
ー
ザ
ー
（
そ
の
多
く
は
プ
ロ
の
哲
学
者

や
哲
学
研
究
者
だ
）
は
、
自
分
で
論
文
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
入
力
す

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
他
者
の
登
録
さ
れ
て
い
な
い
書
誌
情
報
を

入
力
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
一
般
的
な
例
は
、
自
分
自

身
が
書
い
た
論
文
を
登
録
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
論
文
本
体
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

一
般
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
レ
ク

ト
リ
型
検
索13

❖

が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
﹇
図
1
﹈。
デ
ィ

レ
ク
ト
リ
型
検
索
で
は
、
個
々
の
論
文
を
、
人
間
が
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
哲
学
全
体
に
つ

い
て
の
知
識
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
学
術
領
域
の
構
造
を
熟
知
し

た
当
事
者
に
よ
っ
て
し
か
分
類
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作

業
は
約
七
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し
て
い
る
ほ
か
、
登
録

ユ
ー
ザ
ー
が
論
文
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
際
に
、
分
類
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
指
定
し
た
り
、
登
録
後
に
そ
れ
を
再
編
集
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

分
類
す
べ
き
対
象
の
数
が
膨
大
に
な
る
と
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
維

持
は
困
難
に
な
る
（
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
に
関
わ

る
著
名
な
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
型
検
索
サ
ー
ビ
ス
は
、
二
〇
一
〇
年
代

末
に
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
）。
し
か
し
、
学
問
の
動
向
や
自
分
自
身

の
関
心
領
域
を
熟
知
し
た
検
索
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
分
類
方
法

はG
oogle

的
な
―
「
数
理
的
に
算
出
可
能
な14

❖

」
―
検
索
方
法
よ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
優
れ
て
い
る
。PhilPapers

自
身
も
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
化
を
み
ず
か
ら
の
主
要
な
特
徴
だ
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

佐藤知久

［図1］ PhilPapers（出典：https://philpapers.org/）
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定
を
つ
け
た
う
え
で17

❖

―
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
．
芸
術
的
創
造
物
の
記
録
に
つ
い
て

私
の
基
本
的
な
ア
イ
デ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
学
術
的

な
記
憶
機
関
に
相
当
す
る
も
の
が
、
芸
術
に
お
い
て
も
必
要
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

学
生
の
発
表
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
な

ら
、
そ
の
作
品
や
演
奏
活
動
に
関
す
る
記
憶
を
継
承
す
る
よ
う
な
、

社
会
的
・
文
化
的
機
関
。
そ
の
よ
う
な
作
品
に
つ
い
て
の
記
憶
を
、

制
作
者
の
固
有
名
や
発
表
さ
れ
た
時
間
と
と
も
に
記
録
し
、
半
永

久
的
に
継
承
す
る
よ
う
な
機
関
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
は

な
い
か
、
と
思
う
の
だ
。

美
術
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
ひ
と
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
作
品
を
発
表
し
た
の
か
を
記
録
す
る
記

憶
機
関
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
の
足
跡
を
、
学
術

的
研
究
と
同
じ
よ
う
に
、
線
的
に
―
あ
る
い
は
作
品
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
展
示
履
歴
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
レ
ビ
ュ
ー
と
関
連
さ

せ
つ
つ
―
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
記
憶
機
関
は
、
管
見
の

か
ぎ
り
存
在
し
な
い
。

美
術
で
あ
れ
音
楽
で
あ
れ
、
芸
術
は
時
空
間
と
不
可
分
な
一
回

的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
身
体
全
体
で
感
受
す
る
も
の
な
の
だ

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
装
置
は
不
要
だ
し
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
本
稿
は
こ
こ
ま
で
、
学
術
の
記

憶
機
関
が
、
知
識
の
本
質
を
記
録
し
保
管
す
る
こ
と
に
完
全
に
成

功
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
議
論
を
す
す
め
て
き
た
。
だ
が
、
真
の

意
味
で
「
知
る
」
と
は
何
か
、
あ
る
い
は
、「
知
識
」
は
そ
も
そ

も
記
録
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

以
来
現
在
で
も
論
争
が
つ
づ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
筆
者
も
ま

た
単
純
に
、
記
録
が
「
す
べ
て
」
を
継
承
す
る
と
は
考
え
て
い

な
い
（
最
大
の
問
題
点
は
、
学
術
的
な
記
憶
機
関
が
、
一
定
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
も
の
し
か
そ
の
内
部
に
保
管
し
な
い
た
め
、

「
普
通
の
人
び
と
の
知
」
が
そ
こ
に
は
継
承
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ

る
）。し

か
し
な
が
ら
、
次
の
芸
術
的
創
造
を
行
う
人
材
を
育
て
る
芸

術
大
学
と
い
う
場
に
視
点
を
置
い
て
み
る
と
（
か
つ
そ
こ
で
は
た

ら
く
人
文
社
会
系
の
研
究
者
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
）、
学

術
系
で
は
充
実
し
た
記
憶
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
芸
術
系
に
は
そ
れ
す
ら
が
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
払
拭

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
全
だ
と
は
思
わ

分
類
法
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
独
自
に
開
発
を

続
け
て
い
る15

❖

。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
研
究
の
ト
レ

ン
ド
や
求
人
情
報
を
表
示
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
哲
学
者
に
よ
る
哲

学
者
の
た
め
の
哲
学
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。次

に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
集
積
さ
れ
た
学
術
的
創
造
物
の
再
利

用
を
可
能
に
す
る
の
が
、「
引
用
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

引
用
と
は
出
典
を
明
記
す
る
な
ど
一
定
の
条
件
の
も
と
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
論
文
で
あ
っ
て
も
、
無
償
か
つ
無
許
可
で
、
誰

で
も
そ
の
一
部
を
自
分
の
学
術
論
文
の
一
部
と
し
て
利
用
で
き
る

と
い
う
「
社
会
的
合
意
」
で
あ
る
。
こ
の
合
意
は
、
ほ
ぼ
世
界
的

に
確
立
し
て
い
る
一
種
の
倫
理
的
な
制
度
で
あ
る
。
他
者
の
論
文

を
引
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
論
文
も
自
由
に
引
用
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
論
文
に
対
す
る

評
価
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
は
一
種
の
相
互
贈
与

的
な
互
酬
性
が
成
立
し
て
い
る
。
資
本
主
義
社
会
で
あ
っ
て
も
連

綿
と
つ
づ
く
、
こ
の
驚
く
べ
き
し
く
み
を
も
と
に
、
学
術
的
記
憶

機
関
の
利
用
者
は
、
膨
大
な
学
術
論
文
を
独
自
の
視
点
で
再
組
織

化
し
、
解
体
し
、
自
ら
の
作
品
を
構
成
す
る
生
き
た
素
材
と
し
て

再
活
用
で
き
る
。
長
年
の
、
手
作
業
を
通
じ
て
整
備
さ
れ
た
検
索

手
段
の
力
を
も
ち
い
て
、
膨
大
な
論
文
を
前
に
情
報
爆
発
す
る
こ

と
も
な
く
、
研
究
者
は
自
分
の
関
心
に
そ
っ
た
論
文
を
発
見
し
、

そ
れ
を
引
用
―
自
分
の
創
造
的
活
動
に
必
要
な
素
材
へ
と
分
解
―

し
な
が
ら
活
用
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
た
結
果
を
、
自
分

が
管
理
す
る
個
人
的
な
文
献
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
出
力
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
個

人
ペ
ー
ジ
が
生
成
さ
れ
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
た
論
文
の
リ
ス
ト
や

推
薦
す
る
論
文
の
リ
ス
ト
を
自
動
的
に
表
示
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ

ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
能
力
を
備
え
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
学
術
の
世
界
で
は
、
創
造
物
は
つ
ぎ
の
創
造
の

た
め
の
共
有
資
源
と
し
て
、
日
常
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
学
術

論
文
に
は
じ
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
と
至
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
成
す
る
〈
記
憶
機
関
〉
は
、
学
術
的
知
識
の

創
造
↓
保
管
↓
再
利
用
↓
新
た
な
創
造
…
と
い
う
循
環
を
可
能
に

す
る
生
態
学
的
な
土
壌
と
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
研
究
者
が
構

想
し
た
ア
イ
デ
ア
と
思
考
を
、
つ
ぎ
の
創
造
の
た
め
に
継
承
す
る

装
置
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
石
原
友
明
が
い
う
「〈
素
材
〉

化
さ
れ
た
記
憶
の
豊
か
な
土
壌16

❖

」
を
、
―
い
く
つ
か
の
強
力
な
限

佐藤知久
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は
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
サ
ロ
ン
の
な
か

に
、
個
々
人
は
閉
ざ
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
好
ま
し
い
状
況
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
ド
ブ

レ
が
い
う
よ
う
に
、「
あ
る
文
化
ま
た
は
社
会
的
伝
統
は
、
結
局
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
記
憶
装
置
と
命
運
を
と
も
に24

❖

」
す
る
の
だ
と
す

れ
ば
、
経
験
や
知
識
を
同
時
代
の
他
者
や
次
の
世
代
へ
と
共
有
す

る
こ
と
に
失
敗
す
る
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
（
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
意
味
に
お
い
て
で
あ
れ
）
退
化
へ
と
運
命
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
だ
。

か
つ
て
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
一
九
二
六
―
一
九
八
四
）
は
、

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
第
一
に
、
言
わ
れ
う
る
こ
と
の
法
で
あ

り
、
単
独
な
出
来
事
と
し
て
の
言
表
の
出
現
を
支
配
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
は
ま
た
、
次
の
こ
と
を
も

も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
言
わ
れ
た
事
物
は
、

無
定
形
な
多
数
の
う
ち
に
無
際
限
に
集
積
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

し
、
切
断
な
き
直
線
性
の
な
か
に
記
入
さ
れ
る
こ
と
も
、
外
的

偶
然
事
の
た
だ
赴
く
が
ま
ま
に
消
え
去
る
こ
と
も
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
、
明
確
な
形
象
の
う
ち
に
集
ま
り
合
い
、
多
様

な
関
係
に
し
た
が
っ
て
相
互
に
組
み
立
て
ら
れ
、
特
殊
的
な
規

則
性
に
応
じ
て
、
互
い
に
維
持
し
合
い
、
ぼ
か
し
合
う
。（
中

略
）
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
言
表
＝
出
来
事
の
同
一
の
根
元
で
、

ま
た
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
コ
ー
パ
ス
の
う
ち
で
、
そ
の
〈
言
表

可
能
性
の
シ
ス
テ
ム
〉
を
最
初
か
ら
規
定
す
る
も
の
で
あ
る25

❖

。

 

こ
こ
で
フ
ー
コ
ー
が
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、具
体
的
な
個
々

の
ア
ー
カ
イ
ブ
や
ア
ー
カ
イ
ブ
機
関
を
指
す
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
一
種
の
抽
象
的
で
潜
在
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ウ

ム
の
な
か
に
出
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
記
録
と
し
て
残
す
べ
き
と

そ
も
そ
も
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
―
い
わ
ば

「
忘
却
の
穴26

❖

」
に
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
も
の
―
と
を
峻
別
す
る
「
法

的
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
そ
も
そ
も

何
が
見
え
て
／
聞
こ
え
て
い
る
の
か
」
を
選
別
し
て
い
る
潜
在
的

な
シ
ス
テ
ム
、
言
わ
ば
「
負
の
記
憶
機
関
」
で
あ
る
。
現
代
の
世

界
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
作
動
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
学
術

デ
ー
タ
の
捏
造
、
巨
大
な
情
報
企
業
に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク

な
情
報
の
フ
ィ
リ
タ
リ
ン
グ
と
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
し
て
、
負
の
記
憶
機
関
は
情
報
の

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
す
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、
芸
術
に
関
連
す
る
主
要
な
論
文
や
情
報
を
ま
と
め

た
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
学
術
的
創
造
物
一
般
と
同
様
に
、
数

多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
美
術
館
が
収
蔵
す
る
作
品
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
た
と
え
ば
国
立
美
術
館
の
所
蔵
作
品
総
合
目
録
）
も
あ

る
。
よ
り
広
く
博
物
館
・
図
書
館
・
ア
ー
カ
イ
ブ
機
関
な
ど
を
ふ

く
む
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
横
断
的
な
検
索
を
可
能
に
す

る
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ18

❖

」
も
、
二
〇
二
〇
年
に
正
式
公
開
さ
れ
た
。

美
術
館
が
連
携
し
て
、
所
蔵
作
品
・
図
書
・
資
料
を
横
断
的
に
検

索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
あ
る19

❖

。
手
稿
譜
の
所
在
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス20

❖

や
、
楽
譜
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス21

❖

、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
さ
ま

ざ
ま
な
演
奏
を
記
録
し
た
音
源
や
映
像
と
一
体
化
し
た
配
信
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。

け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
芸
術
的
な
創
造
活
動

に
直
接
た
ず
さ
わ
る
作
者
と
い
う
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

芸
術
の
研
究
者
や
、
美
術
館
な
ど
で
働
く
国
内
外
の
人
び
と
、
そ

し
て
広
く
鑑
賞
者
な
ど
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

た
と
え
ば
美
術
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
個
々
の
機
関
が
一
定

の
プ
ロ
セ
ス
の
も
と
に
評
価
し
選
別
し
所
蔵
が
決
ま
っ
た
「
作

品
」、
つ
ま
り
所
蔵
作
品
＝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
り
、
す
べ
て
の
価
値
あ
る
作
品
や
そ
の
記
録
の
保
管
を
求
め
ら

れ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
、
近
年
の
美
術
館
は
「
何
が
美
で
あ

る
の
か
」
と
か
「
わ
れ
わ
れ
と
は
誰
の
こ
と
な
の
か
」
と
い
っ

た
、
感
性
的
あ
る
い
は
公
共
的
な
問
い
を
め
ぐ
る
思
索
や
議
論
の

場
と
し
て
の
機
能
を
重
視
し
つ
つ
あ
る
。
美
術
館
は
「
こ
れ
が
美

で
あ
る
」
と
い
っ
た
判
断
の
提
示
で
は
な
く
、
よ
り
論
争
的
・
対

話
的
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
な
役
割
を
担
い
は
じ
め
て
お
り22

❖

、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
も
た
な
い
美
術
館
も
少
な
く
な
い
。

視
点
を
広
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
人
間
の
文
化
は
、
そ
も
そ
も

〈
逆
戻
り
し
な
い
ラ
チ
ェ
ッ
ト
式
の
文
化
進
化
〉
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る23

❖

。
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
れ
バ
ッ

ド
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
れ
、
成
功
で
あ
れ
失
敗
で
あ
れ
、
経
験
や
知
識

は
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
を
越
え
て
伝
播
し
、
社
会
性
動
物
と
し
て
の

人
間
は
そ
れ
を
共
有
し
て
き
た
。
学
術
論
文
に
お
け
る
引
用
シ
ス

テ
ム
が
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
も
つ
づ
い
て
い
る
の
は
、
そ
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
だ
が
現
代
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
個
人
間
の

や
り
と
り
を
ふ
く
め
て
知
識
や
情
報
が
商
品
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
世
界
に
向
け
て
発
信
」
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
際
に

佐藤知久
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出
現
可
能
性
を
最
初
か
ら
規
定
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
的
創
造
物
を
保
管
す
る
こ
と
は
不

可
能
だ
し
、
フ
ー
コ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
同
時

代
的
に
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
不
可
視
の
選
別
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
芸

術
の
記
憶
機
関
が
逃
れ
る
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
で
き
な
い
だ
ろ
う27

❖

。

た
だ
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
私
た
ち
が
、
芸
術
的
創
造
物
の
記
録

を
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。

5
．
来
る
べ
き
記
憶
機
関

あ
ら
た
め
て
基
本
的
な
出
発
点
を
確
認
し
た
い
。

本
稿
は
、
こ
れ
か
ら
の
芸
術
大
学
に
と
っ
て
の
、
記
憶
機
関
の

あ
り
う
る
姿
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

芸
術
大
学
の
記
憶
機
関
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
は
、
芸
術
大

学
の
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
記
憶
機
関
の
構
想
に
あ

た
っ
て
も
、
ま
ず
は
実
際
に
学
生
や
教
職
員
の
意
見
を
調
査
し
な

が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
す
る

調
査
研
究
を
、
筆
者
は
ま
だ
十
分
に
行
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば

ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
大
学
美
術
学
部

図
書
館
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
、
研
究
者
で
も
あ
る
ク
ロ
ッ
ケ
ン

デ
イ
ル
は
、
美
術
系
大
学
生
と
図
書
館
と
の
関
係
に
関
す
る
先

行
研
究
と
、
自
ら
の
質
問
紙
調
査
（n=

362

）
と
の
結
果
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
論
点
を
指
摘
し
て
い
る28

❖

。
来
る
べ
き
記
憶
機
関
の
構

想
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査
の
結
果29

❖

に
も
と
づ
く
学
生

や
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
想
と
計
画
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
）。

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
場
合
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
え
て
み

よ
う
。
一
八
八
〇
年
の
京
都
府
画
学
校
創
設
以
来
、
本
学
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
機
関
が
設
立
さ
れ
て
き
た30

❖

﹇
図
2
﹈。
図
書
、
粉

本
や
模
本
、
博
物
標
本
、
楽
譜
、
レ
コ
ー
ド
、
作
品
、
各
種
美
術

資
料
、
各
種
音
楽
資
料
、
視
聴
覚
資
料
、
楽
器
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
な
ど
、
記
録
の
種
類
や
、
そ
の
記
録
が
要
求
す
る
保
管
や
利
用

形
態
の
変
化
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
―
あ
る
い
は
研
究
―

機
関
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
京
都
芸
大
の

記
憶
機
関
は
、
比
較
的
短
い
年
月
の
う
ち
に
、
衣
替
え
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
記
憶
機
関
も
不
変
で
は
な
い
の
だ
。

二
〇
二
三
年
の
崇
仁
地
区
へ
の
移
転
に
際
し
て
は
、
既
存
の
諸

機
関
（
図
書
館
、
芸
術
資
料
館
、
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、

［図2］ 京都市立芸術大学における記憶機関の変遷

（京都市立芸術大学百年史編纂委員会（1981）をもとに、筆者作図）
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が
「
担

う
機
能
・
役
割
を
再
考
し
、
様
々
な
芸
術
資
源
や
教
育
研
究
成
果

等
を
基
軸
と
す
る
新
た
な
機
構
」
と
し
て
の
「
創
造
連
環
機
構
」

が
構
想
さ
れ
て
い
る31

❖

。
学
内
に
あ
る
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
横

断
的
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
実
装
や
、
現
在
の
沓
掛
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
資
源
の
目
録
化
な
ど
具
体
的
な
こ

と
が
ら
を
す
す
め
つ
つ
、
新
た
な
機
構
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
そ
の
機
構
―
あ
る
い
は
来
る
べ
き
記
憶
機

関
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
的
な
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
記
録
技
術
を
用
い
た
活
動
に
つ
い
て
考

察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

①
記
録
媒
体
の
物
理
的
・
技
術
的
レ
イ
ヤ
ー

② 

記
録
さ
れ
た
内
容
の
意
味
や
評
価
に
関
す
る
人
文
・
社
会
学

的
レ
イ
ヤ
ー

③
記
録
媒
体
を
保
管
し
流
通
さ
せ
る
政
治
・
経
済
的
レ
イ
ヤ
ー

と
い
う
三
つ
の
層
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
記

録
媒
体
が
ど
れ
ほ
ど
技
術
的
に
す
ぐ
れ
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
を
保

管
す
る
組
織
や
機
関
が
な
け
れ
ば
記
録
は
失
わ
れ
る
。
技
術
と
組

織
が
あ
っ
て
も
、
記
録
に
価
値
を
見
出
し
て
活
用
し
つ
づ
け
る
人

た
ち
、
さ
ら
な
る
記
録
を
そ
こ
に
投
入
し
て
そ
の
場
を
生
き
生
き

と
し
た
も
の
に
す
る
人
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
、
組
織
は
う
ま
く
動

か
な
い
。「
レ
コ
ー
ド
は
カ
ル
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い32

❖

」
の
で
あ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
来
る
べ
き
記
憶
機
関
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
に
は
、
こ
の
三
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
＝
専
門
性
の
ど
れ
に
も
決

定
論
的
な
立
場
を
与
え
る
こ
と
な
く
（
技
術
決
定
論
に
も
、
経
済

決
定
論
に
も
、
権
威
主
義
に
も
お
ち
い
ら
ず
に
）
構
想
を
練
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
記
録
に
は
、
き
わ
め

て
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
な
記
録
媒
体
は
圧
倒
的
に

広
大
な
保
管
空
間
を
も
ち
、「
記
録
の
方
法
」
に
つ
い
て
も
新
し

い
可
能
性
を
ひ
ら
い
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
や
Ｍ
Ｒ
（
混

合
現
実
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ｘ
Ｒ
（
ク
ロ
ス
リ
ア
リ
テ
ィ
）
技

術
を
用
い
る
こ
と
で
、
新
た
な
作
品
の
記
録
方
法
を
開
発
す
る
こ

と
が
で
き
る33

❖

。
活
動
の
記
録
と
し
て
の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
自
身
が
「
作
品
」
化
す
る
現
状
に
お
い
て
は
、
芸
術

的
活
動
に
関
す
る
新
た
な
記
録
方
法
の
開
発
自
体
が
、
芸
術
的
な

課
題
で
あ
る
と
も
い
え
る34

❖

。
広
大
な
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
、
作
品
や

展
示
の
記
録
を
豊
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
く
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
可
能
性
が
し
ば
し
ば
煌
び
や
か
に
語
ら

れ
る
一
方
で
、
作
成
さ
れ
た
記
録
の
「
そ
の
後
」
に
つ
い
て
の
議

論
は
、
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
①
誰
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
評
価
選
別
す
る
の
か
、
②
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
作
品
や

資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
記
述
し
入
力
す
る
の
か
、

③
メ
タ
デ
ー
タ
の
統
一
性
に
関
す
る
合
意
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す

る
の
か
、
そ
し
て
④
保
管
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
長
期
的
な
管
理
を
誰

が
―
あ
る
い
は
何
が
―
担
当
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
学
術
界
に
お

け
る
「
登
録
―
認
証
―
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
―
保
管
」
に
相
当
す
る
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
問
題
が
、
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
記
憶
機

関
に
つ
い
て
構
想
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
無
視
し
て

記
録
の
方
法
論
だ
け
を
論
じ
て
も
仕
方
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
課
題
す
べ
て
に
つ
い
て
、
充

分
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
く
つ
か
の
見
通
し
の
み
を
、

私
見
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。＊

ま
ず
は
課
題
①
②
に
関
し
て
で
あ
る
。
来
る
べ
き
記
憶
機
関
は
、

美
術
館
の
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
収
蔵
さ
れ
た
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
や
活
動
だ
け
で
な
く
、
一

定
程
度
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
備
え
て
い
る
と
「
誰
か
」
が
考
え
る
、

「
す
べ
て
」
の
作
品
や
活
動
の
記
録
を
保
管
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
誰
か
は
「
作
者
」
で
も
よ
い
し
「
鑑
賞
者
」
で
も
か
ま

わ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
私
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

こ
こ
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
学
術
雑
誌

に
お
け
る
査
読
の
よ
う
に
、
一
定
程
度
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
展
示
・
表
現
空
間
（
学
内
外
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
美
術
展
で
の
発
表
、
公
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
演
奏
、

さ
ら
に
、
広
い
意
味
で
の
公
共
空
間
で
の
作
品
の
公
開
な
ど
）
に

発
表
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
、
記
録
・
保
管
す
る
と
い
う
の
は
ひ

と
つ
の
合
理
的
な
選
択
肢
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
記
録
の
芸
術

的
価
値
が
、
一
定
程
度
「
認
証
」
さ
れ
る
し
、
保
管
の
コ
ス
ト
も

下
が
る
か
ら
だ
。

だ
が
そ
う
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
芸
術
」
の
制
度
外
に
あ
る
空

間
や
場
所
や
文
脈
で
発
表
さ
れ
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う35

❖

。
こ
こ
で
問
題
は
、
何
が
ど
こ
ま

で
芸
術
で
あ
り
、
そ
れ
を
誰
が
線
引
き
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に

佐藤知久
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接
近
し
て
い
く
。

こ
の
問
い
に
こ
こ
で
答
え
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
狭
く
線
引
き
す
べ
き
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

歴
史
が
ど
う
記
憶
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
フ
ー
コ
ー
的
な
視
点

と
、
芸
術
と
は
何
か
と
い
う
視
点
の
両
方
か
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り

（
フ
ー
コ
ー
の
い
う
）〈
ア
ー
カ
イ
ブ
〉
の
間
口
を
広
げ
て
お
く
べ

き
だ
ろ
う
。

こ
の
点
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ト
な
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
、

つ
ま
り
自
分
た
ち
自
身
の
な
か
か
ら
自
生
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
考
え
方
は
、
芸
術
の

記
憶
機
関
に
お
い
て
も
や
は
り
示
唆
的
だ
と
思
わ
れ
る36

❖

。
た
と
え

ば
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
と
い
う
大
学
に
関
係
す
る
人
び
と
の
―

在
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
退
職
者
を
ふ
く
め
た

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
、
こ
の
学
校
の
関
係
者

が
自
ら
記
録
を
残
し
て
い
く
、
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
自
分
の

活
動
を
記
録
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
納
品
す
る
こ
と
を
、
大
学

に
お
け
る
教
育
の
一
部
に
明
確
に
組
み
こ
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

長
期
的
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
短
期

的
に
話
題
に
な
る
こ
と
や
、
市
場
的
価
値
、
同
時
代
的
な
有
用
性

な
ど
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
自
分
の
活
動
を
見
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
活
動
を
ど
う
記
録
す
れ
ば
他
の

利
用
者
に
届
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
作
品
制
作
や
演
奏
活
動

の
あ
り
か
た
を
再
考
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ど
の
よ

う
な
形
態
で
自
分
の
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
は
、

教
育
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
無
益
で
は
な
い
。
③
の
メ
タ
デ
ー
タ

の
統
一
性
に
関
し
て
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
参
加
者
が
入
力
に
つ

い
て
試
行
錯
誤
す
る
な
か
で
、
つ
く
り
な
が
ら
合
意
を
形
成
し
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
大
学
ご
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ

ブ
的
な
記
憶
機
関
が
、
横
断
的
な
検
索
手
段
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ

れ
ば
、
よ
り
包
括
的
な
―
学
術
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
匹
敵
す
る

―
記
憶
機
関
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
学
が
、
み
ず
か
ら
記
憶

機
関
を
つ
く
る
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
。

＊

ふ
た
つ
め
は
④
の
長
期
保
管
に
関
す
る
こ
と
だ
。

デ
ジ
タ
ル
な
記
録
媒
体
に
は
、
膨
大
な
容
量
と
完
全
な
複
製
可

能
性
と
い
う
利
点
の
一
方
で
、
長
期
保
存
性
が
低
い
と
い
う
致
命

的
な
難
点
が
あ
る
。
Ｌ
Ｔ
Ｏ
テ
ー
プ
やA

rchival D
isc

で
す
ら

数
十
年
か
ら
百
年
程
度
の
保
存
性
し
か
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
長
期
保
管
は
、
決
定
的
に
脆
い
地
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

現
状
で
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
数
年
ご
と
に
異
な
る
媒
体
に
保
存
し

な
お
す
必
要
が
あ
る
。
長
期
耐
久
性
を
う
た
う
民
間
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
（A

W
S G

lacier

やG
oogle C

loud A
rchive

な
ど
）

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
デ
ー
タ
を
外
部
に
保
管
す
る
リ

ス
ク
や
万
が
一
の
損
失
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
い
つ
か
解
決
策
が
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
込
み
の
ま
ま
、
貴

重
な
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
媒
体
だ
け

0

0

に
保
管
す
る
こ
と
は
、
廃
棄

物
の
処
理
方
法
を
欠
い
た
ま
ま
、
核
開
発
や
原
子
力
発
電
所
が
見

切
り
発
車
し
た
こ
と
に
ど
こ
か
似
た
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

だ
が
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
不
安
定
性
は
技
術
的
に
は
解
消
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
近
の
こ
と
だ
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
民
間

企
業
ピ
ッ
ク
ル
Ｐ
ｉ
ｑ
ｌ
社
は
、
ポ
リ
エ
ス
タ
ー
ベ
ー
ス
の
フ
ィ

ル
ム
（
そ
れ
は
映
画
の
光
学
フ
ィ
ル
ム
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ

る
）
に
、
人
間
が
可
読
可
能
な
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
そ

の
も
の
を
「
プ
リ
ン
ト
」
し
て
長
期
保
管
す
る
方
法
―piqlfilm

―
を
開
発
し
た
﹇
図
3
﹈。
ポ
リ
エ
ス
タ
ー
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
は
、

最
適
な
条
件
下
で
あ
れ
ば
五
百
年
以
上
の
保
存
性
が
あ
る
と
さ
れ
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
長
期
保
管
用
の
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
媒
体

佐藤知久

［図3］  piqlfilm（出典：https://vimeo.com/186385895）
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と
し
て
、
す
で
に
確
か
な
実
績
を
も
っ
て
い
る37

❖

。
ピ
ッ
ク
ル
社
の

ア
イ
デ
ア
は
、
こ
の
ロ
バ
ス
ト
な
メ
デ
ィ
ウ
ム
に
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
改
変
不
可
能
な
か
た
ち
で
記
録
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
・
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
間
隔
を
、
数
百

年
規
模
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
（
ち
な
み
に

社
名
の
「
ピ
ッ
ク
ル
」
は
、
野
菜
を
「
ピ
ク
ル
ス
に
し
て
保
存
す

る
」
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
）。

具
体
的
な
原
理
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る38

❖

。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
各
コ
マ
に
、
き
わ
め
て
高
精
細
な
「
ピ
ク
セ

ル
」
と
し
て
「
プ
リ
ン
ト
」
さ
れ
る
。
フ
ィ
ル
ム
一
コ
マ
に
は

八
八
〇
万
ピ
ク
セ
ル
を
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ピ

ク
セ
ル
群
は
い
わ
ば
「
巨
大
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
で
あ
る
と
考
え
れ

ば
よ
い
。
そ
れ
は
光
学
的
に
「
見
る
」
こ
と
が
可
能
な
形
に
印
刷

さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し

て
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の
画
像
を
、piqlfilm
の
冒
頭

部
分
に
視
覚
的
に
可
読
可
能
な
文
字
デ
ー
タ
と
し
て
書
き
込
ま
れ

て
い
る
、
実
行
可
能
な
コ
ー
ド
に
読
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨

大
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
復
元
さ
れ
る
。
こ
う

し
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
そ
の
も
の
が
、
光
学
フ
ィ
ル
ム
の
な
か
か

ら
完
全
に
再
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
の
読
み
取
り
に
必
要
な
道
具
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け
だ
。piqlfilm

の
解
読
方
法
は
す
べ
て
、

個
々
の
フ
ィ
ル
ム
の
冒
頭
に
目
に
見
え
る
文
字
で
書
き
込
ま
れ
て

い
る
の
で
、
た
と
え
遠
い
将
来
に
ピ
ッ
ク
ル
社
が
存
在
し
な
く

な
っ
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
Ｏ
Ｓ
が
完
全
に
入
れ
替
わ
っ
た
と

し
て
も
、piqlfilm

だ
け
か
ら
デ
ー
タ
を
復
元
で
き
る
と
い
う
。

同
社
は
、piqlfilm

へ
の
デ
ー
タ
記
録
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

北
極
圏
の
ス
ヴ
ァ
ー
ル
ヴ
ァ
ル
諸
島
の
地
下
に
あ
る
永
久
凍
土
層

内
にpiqlfilm

を
保
管
す
る
「A

rctic W
orld A

rchive

」
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
も
は
じ
め
て
い
る
。
こ
こ
に
は
世
界
各
国
の
貴
重
な

文
書
だ
け
で
な
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
美
術
館
か
ら
も
デ
ー

タ
が
保
管
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
はG

itH
ub

社

が
、
そ
の
す
べ
て
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
コ
ー

ド
（
二
十
一
テ
ラ
バ
イ
ト
）
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
た
こ
と
で
も
話
題

に
な
っ
た
。

piqlfilm

の
可
能
性
は
ま
だ
未
知
だ
と
も
言
え
る
が
、
物
理
的

に
ロ
バ
ス
ト
な
メ
デ
ィ
ウ
ム
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
転
写
す
る
と

い
う
ア
イ
デ
ア
は
画
期
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
も
し
「
紙
」

（
数
百
年
の
長
期
保
存
性
を
も
つ
も
う
一
つ
の
確
実
な
媒
体
）
に
、

超
精
密
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
「
印
刷
」
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
チ
ッ
プ
に
超
高
密
度
な
集
積
回
路
を
つ
く
る

技
術
を
用
い
れ
ば
、
紙
の
上
に
（
あ
る
い
は
本
の
よ
う
に
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
長
期
保
存
性
が
高
い
メ
デ
ィ
ウ
ム
で
あ
れ
ば
な
ん
で

も
）
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
「
印
刷
」
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
は
ず
だ
。
と
す
れ
ば
そ
の
と
き
、
図
書
館
は
今
の
か
た
ち
そ
の

ま
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
の
両
方
を
記
し

た
「
本
」
を
保
管
す
る
、
未
来
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
へ
　

最
後
に
ふ
た
た
び
フ
ー
コ
ー
の
こ
と
ば
を
引
用
し
た
い
。

以
下
の
引
用
は
、
一
九
七
六
年
一
月
の
講
義
か
ら
の
も
の
だ
。

こ
の
当
時
フ
ー
コ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
〈
ア
ー
カ
イ
ブ
〉
に
つ
い

て
の
調
査
に
も
と
づ
く
研
究
、
つ
ま
り
何
が
記
録
さ
れ
・
何
が
語

ら
れ
な
い
よ
う
に
封
印
さ
れ
て
き
た
の
か
を
個
別
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
仕
事
に
ひ
と
段
落
つ
け
た
あ
と
、
よ
り
現
実
的
で
実
践

的
な
課
題
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
、
あ
る
種
の
転
換
点
に
位
置
し

て
い
た
。
自
分
は
こ
れ
か
ら
あ
ら
た
め
て
、「
権
力
」̶

社
会
の

様
々
に
異
な
る
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
か
く
も
多
様
な
拡
が
り
を
も
っ
て

作
動
し
て
い
る
、
諸
々
の
権
力
装
置39

❖̶

の
分
析
に
向
か
う
の
だ
と
、

フ
ー
コ
ー
は
述
べ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
単
な
る
学
術
的
分
析
に
終

わ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
「
知
」
を
作
動
さ
せ
る

こ
と
、
私
た
ち
の
文
脈
で
い
え
ば
記
憶
機
関
を
現
実
的
に
活
動
さ

せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。

彼
は
言
う
。
自
分
の
仕
事
も
ま
た
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

行
わ
れ
て
き
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
活
動
と
同
様
に
、
あ
る
共
通

の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
歴
史
的
な
諸
内
容
を
、
緻
密
な
研
究
を
通
じ
て

明
る
み
に
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
こ
う
し
た
研
究
に

も
と
づ
い
て
為
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
こ
と
が
ら
に
つ
い
て

の
批
判
が
、
序
列
的
に
下
位
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
「
普
通

の
人
び
と
の
知
」
の
出
現
と
と
も
に
、
つ
ま
り
は
「
諸
々
の
『
従

属
化
さ
れ
て
い
た
知
』
の
蜂
起
」
と
と
も
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
な
の
だ
、
と
。

学
識
研
究
が
明
る
み
に
出
し
た
埋
も
れ
た
知
と
、
知
識
及
び

科
学
の
序
列
に
よ
っ
て
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
知
と
の
あ
い
だ
に

対
を
つ
く
り
結
び
つ
け
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、こ
の
十
五
年
来
諸
々

の
言
説
に
対
す
る
批
判
に
主
要
な
力
を
与
え
て
き
た
も
の
が
あ

佐藤知久
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る
の
で
す
。
…
…
科
学
に
固
有
な
権
力
の
序
列
の
な
か
に
諸
々

の
知
を
記
入
し
よ
う
と
い
う
計
画
に
対
し
て
、
系
譜
学
と
い
う

の
は
、
歴
史
的
な
諸
々
の
知
を
、
脱
―
従
属
化
し
自
由
に
す
る
企

て
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
統
一
的
、
形
式
的
、
科
学
的
な
理
論
言

説
の
強
制
に
反
対
し
戦
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
企
て
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
知
識
の
科
学
的
な
序
列

化
お
よ
び
そ
れ
に
内
在
す
る
権
力
作
用
に
抗
し
て
、諸
々
の
ロ
ー

カ
ル
な
―
ド
ゥ
ル
ー
ズ
で
あ
れ
ば
「
マ
イ
ナ
ー
な
」
と
お
そ
ら

く
言
う
で
し
ょ
う
―
知
を
活
性
化
す
る
こ
と
。
無
秩
序
で
バ
ラ

バ
ラ
な
そ
う
し
た
諸
々
の
系
譜
学
の
企
て
と
は
そ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
で
す
。
二
言
で
言
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
考
古

学
と
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
言
説
態
の
分
析
に
固
有
の
方
法
で
あ
り
、

系
譜
学
と
は
、
そ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
言
説
態

を
も
と
に
、
そ
こ
か
ら
解
き
放
た
れ
る
脱
―
従
属
化
し
た
諸
々

の
知
を
働
か
せ
る
戦
術
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
、
全
体
の

企
図
は
整
理
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す40

❖

。

フ
ー
コ
ー
が
「
系
譜
学
」
と
呼
ぶ
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、「
学
」

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
科
学
的
な
序
列
化
や
権
力
作
用
に
抵
抗
す
る
。

系
譜
学
は
、
諸
々
の
ロ
ー
カ
ル
で
マ
イ
ナ
ー
な
知
を
活
性
化
す
る

謝
辞　

本
稿
に
記
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
は
、
本
誌
に
収
録
さ

れ
て
い
る
佐
々
木
美
緒
氏
、
松
山
ひ
と
み
氏
、
桂
英
史
氏
、
森
野
彰

人
氏
と
の
議
論
に
、
そ
し
て
石
原
友
明
氏
と
の
日
々
の
議
論
に
き
わ

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
を
説
明
し
た
り
、
出
来
事
を
全
体

の
一
部
に
回
収
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
中
心
化
の
動
き
や

語
り
方
と
は
ま
っ
た
く
別
に
、
個
別
的
な
知
、
ロ
ー
カ
ル
で
領
域

的
な
知41

❖

、
全
員
一
致
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
差
異
的
な
知
を

出
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
。

ロ
ー
カ
ル
で
マ
イ
ナ
ー
な
知
の
蜂
起
？　

そ
の
先
に
は
何
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
問
い
の
立
て
方
自
体
が
ま

ち
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
今

も
続
い
て
い
る
こ
の
状
況
、「
結
局
の
と
こ
ろ
私
た
ち
は
、
真
理

の
諸
言
説
、
そ
れ
ら
は
特
有
の
権
力
効
果
を
も
た
ら
す
わ
け
で
す

が
、
そ
う
し
た
言
説
に
応
じ
て
審
判
を
下
さ
れ
、
判
決
を
言
い
渡

さ
れ
、
格
付
け
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
任
務
を
強
い
ら
れ
る
、
一
定

の
生
き
方
だ
と
か
一
定
の
死
に
方
を
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

る42
❖

」
と
い
う
状
況
か
ら
、
遠
ざ
か
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

未
来
の
記
憶
機
関
は
、「
脱
―
従
属
化
し
た
諸
々
の
知
を
働
か

せ
る
」
系
譜
学
的
活
動
の
場
で
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
来
る

べ
き
記
憶
機
関
に
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
な
く
「
コ
ン
ポ
ス

ト
」
と
い
う
名
前
が
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

め
て
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
ま
す
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。
た
だ

し
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
の
責
任
は
す
べ
て
、
筆
者
の
も
と
に
あ
り

ま
す
。

　
　

注

❖
1 

ド
ブ
レ
（
一
九
九
九
）
三
六
頁
。
引
用
に
あ

た
っ
て
語
尾
の
一
部
を
変
更
し
た
。

❖
2 

H
jerppe (1994 ).

❖
3 

ド
ブ
レ
（
二
〇
〇
〇
）
一
五
一
頁
。

❖
4 

ド
ブ
レ
（
一
九
九
九
）
四
〇
頁
。

❖
5 

同
書
、
二
二
頁
。

❖
6 

注
5
と
同
じ
。

❖
7 

同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ア
ビ
ン
グ
（
二
〇 

〇
七
）
も
紹
介
し
て
い
る
。
第
三
章
「「
経
済
的
価

値
」
対
「
美
的
価
値
」」
を
参
照
。

❖
8 

そ
の
意
味
で
現
代
美
術
の
作
品
は
、
作
者
自
身

が
制
作
し
た
部
分
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
を
ふ
く
む
諸

要
素
が
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
成
立
す
る
、

と
言
え
る
。

❖
9 

論
文
や
書
物
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
い

う
意
味
で
す
ぐ
れ
て
「
作
品
」
的
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン

ト
は
人
間
の
「w

ork

（
仕
事
・
制
作
物
・
作
品
）」
に

よ
っ
て
こ
そ
、
世
界
が
持
続
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
。

人
間
が
制
作
す
る
「
対
象
物
の
耐
久
性
に
よ
り
、
人
間

の
形
成
物
で
あ
る
世
界
に
持
続
性
と
永
続
性
が
さ
ず
け

ら
れ
る
。
こ
の
持
続
性
と
永
続
性
な
く
し
て
は
、
人
間

と
い
う
き
ま
ぐ
れ
で
死
す
べ
き
存
在
者
は
、
地
上
に
み

ず
か
ら
の
住
ま
い
を
し
つ
ら
え
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い

だ
ろ
う
」。
ア
ー
レ
ン
ト
（
二
〇
一
五
）
一
六
一
頁
。

❖
10 

上
田
・
倉
田
（
二
〇
一
七
）
一
〇
一
頁
、

R
oosendaal et al.

（2001

）。

❖
11 

上
田
・
倉
田
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

❖
12 

https://philpapers.org

（
二
〇
二
一
年
二
月

閲
覧
。
以
下
本
稿
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
閲
覧
日
は
全
て
同
じ
）。

❖
13 

philpapers

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
哲
学
の

諸
分
野
を
ツ
リ
ー
構
造
上
に
示
し
た
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
に
ふ
く
ま
れ
る
論
文
数
が

示
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
は
さ
ら
に
サ
ブ
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
ク
リ
ッ
ク
を
続
け
る

こ
と
で
階
層
を
下
が
り
、
テ
ー
マ
ご
と
に
論
文
を
さ
が

す
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
数
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
読
む
べ
き
対
象
の
数
、
す
な
わ
ち
こ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
全
体
像
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
無
数
の
情
報
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う

重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
。

❖
14 

東
（
二
〇
一
一
）
四
四
頁
。

❖
15 

https://philpapers.org/help/categorization.
htm

l

❖
16 

石
原
（
二
〇
二
〇
）
一
六
六
頁
。

❖
17 

学
術
の
世
界
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
、
た
と
え

ば
不
均
衡
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
や
、
一
定
の
地
位

を
築
い
た
研
究
者
が
新
参
者
を
選
別
し
て
い
く
と
い
う

権
力
構
造
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ

う
し
た
権
力
構
造
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
研
究
と
し

て
成
長
す
る
の
か
に
つ
い
て
無
関
与
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
学
術
的
知
識
は
一
般
に
、
誰
に
で
も
無
償
で
提

供
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
機
関
に
所

属
し
て
い
な
い
研
究
者
や
、
所
属
大
学
が
雑
誌
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
利
用
閲
覧
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
な

ど
に
は
、
論
文
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
は
制
限
さ
れ
る
。
論

佐藤知久



61 60

COMPOST研究ノート vol .  022021

文
一
本
が
数
十
ド
ル
単
位
で
実
質
的
に
商
品
化
さ
れ
て

い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
し
、
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
家
や
国
家
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

の
抗
争
も
現
実
に
は
生
じ
て
い
る
。
加
藤（
二
〇
〇
六
）、

有
田
（
二
〇
一
五
）、
尾
城
（
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
学
術
界
に
お
い
て
は
、
創
造
的

活
動
を
生
態
学
的
に
ア
フ
ォ
ー
ド
す
る
仕
組
み
が
社
会

的
に
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
一
定
程
度
機
能
し
て
い
る

点
は
、
評
価
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

❖
18 

https://jpsearch.go.ja

❖
19 

国
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（「
所
蔵
作
品
総
合
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」https://

search.artm
useum

s.go.ja

）
や
、
美
術
館
な
ど
が
所

蔵
す
る
資
料
を
横
断
的
に
検
索
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（「
国
立
新
美
術
館
＋
東
京
国
立
近
代
美
術
館+
国
立

映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
合
同
資
料
検
索
」http://libopac.

m
om

at.go.jp/m
ylim

edio/search/search-in
put.

do?m
ode=

sim
p&

lang=
jp

）、
国
内
の
美
術
図
書

館
が
所
蔵
す
る
図
書
・
カ
タ
ロ
グ
・
雑
誌
等
を
横
断
的

に
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（「
美
術
図
書
館
横
断
検

索
」https://alc.opac.jp/search/all/

）
な
ど
。

❖
20 

R
ISM

 Series A
/II: M

u
sic M

an
u

scripts 
after 1600

（https://w
w

w
.ebsco.com

/products/
research

-d
atabases/rism

-series-aii-m
u

sic-
m

anuscripts-after-1600

）

❖
21 

M
usic O

n
lin

e: C
lassical Scores L

ibrary

（https://alexan
derstreet.com

/products/m
usic-

online-classical-scores-library

）

❖
22 

吉
岡
（
一
九
九
八
）、
村
田
（
二
〇
一
四
）。

記
念
碑
的
業
績
で
あ
る
。

❖
36 

佐
藤
・
甲
斐
・
北
野
（
二
〇
一
八
）、B

astian 
and Flinn （2020

）。

❖
23 

ト
マ
セ
ロ
（
二
〇
〇
六
）、
大
村
（
二
〇
一
四
）。

❖
24 

注
1
と
同
じ
。

❖
25 

フ
ー
コ
ー
（
一
九
八
一
ａ
）
一
九
九
頁
。
引
用

に
あ
た
っ
て
訳
文
の
一
部
を
変
更
し
た
。

❖
26 

ア
ー
レ
ン
ト
（
一
九
七
四
）
二
二
四
頁
。

❖
27 

フ
ー
コ
ー
は
、「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
ア
ー
カ
イ

ブ
を
記
述
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
諸
規

則
の
内
部
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
う
え

で
、「
未
開
の
外
部
空
間
に
お
い
て
真
理
を
言
う
こ
と

は
常
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
が
真
な
る
も
の

の
内
に
あ
る
の
は
、
個
々
の
言
説
に
お
い
て
活
性
化
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
言
説
の
「
警
察
」
の
規
則
に
し
た

が
っ
て
い
る
と
き
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
言
明

は
や
や
消
極
的
で
あ
る
。
確
か
に
私
た
ち
は
不
可
避
的

に
、
こ
れ
は
芸
術
で
は
な
い
と
か
、
こ
れ
が
芸
術
で
あ

る
と
い
う
判
断
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
言
明
が
真
で
あ

る
の
か
ど
う
か
は
、「
言
説
の
警
察
」
の
規
則
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
何
が
境
界
の
外

部
空
間
に
あ
る
の
か
を
問
題
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
境
界
線
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
る
は
ず
だ
し
、
本
稿

の
最
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
ロ
ー
カ
ル
で

あ
る
こ
と
を
言
明
し
た
知
の
あ
り
方
を
構
想
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。
実
際
フ
ー
コ
ー
以
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
基
本
的
戦
略

は
、
そ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
芸
術

に
お
け
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
の
位
置
を
め
ぐ

る
複
雑
な
問
い
や
、
そ
も
そ
も
芸
術
と
は
思
え
な
い
領

野
で
の
活
動
を
と
り
あ
げ
つ
づ
け
る
都
築
響
一
の
一
連

❖
37 

水
嶋
・
谷
口
・
逸
村
（
二
〇
一
六
）
九
二
頁
。

❖
38 

https://w
w

w
.piql.com

/piql-services/

❖
39 

フ
ー
コ
ー
（
二
〇
〇
七
）
一
六
頁
。

の
仕
事
な
ど
を
想
起
し
た
い
。
な
お
右
記
の
引
用
は
、

Foucault

（1971: 37

）
よ
り
。
訳
文
は
、
フ
ー
コ
ー

（
一
九
八
一
ｂ
）
お
よ
び
相
澤
（
二
〇
〇
五
）
を
参
照

し
つ
つ
作
成
し
た
。

❖
28 

C
rookendale (2020 ).

❖
29 

ま
ず
、
美
術
学
部
の
学
生
た
ち
は
、
図
書
館
と

い
う
場
所
と
ア
ト
リ
エ
で
の
制
作
活
動
の
あ
い
だ
に
、

論
理
的
な
つ
な
が
り
を
し
ば
し
ば
見
出
せ
て
い
な
い
こ

と
。
学
生
た
ち
に
は
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
学
術
的
リ

サ
ー
チ
よ
り
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
閲
覧
や
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
技
術
的
な
知
識
を
得

る
た
め
の
場
所
と
し
て
、
一
種
の
「
居
場
所
」
と
し

て
、
ま
た
何
よ
り
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
た

め
の
場
所
と
し
て
、
図
書
館
を
「
重
要
で
あ
る
」
と
考

え
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
。
そ
し
て
、
映
像
お
よ
び

音
響
用
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
施
設
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
道
具
を
備
え
た
共
用
工
房

に
つ
い
て
の
評
価
が
も
の
づ
く
り
系
の
学
生
の
あ
い
だ

で
高
く
、
リ
ハ
ー
サ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
同

時
に
用
い
た
作
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
拡
充
す
る
よ
う
求

め
る
声
も
多
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。

❖
30 

京
都
市
立
芸
術
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会

（
一
九
八
一
）。

❖
31 

京
都
市
立
芸
術
大
学
（
二
〇
一
八
）
八
頁
。

❖
32 

ケ
テ
ラ
ー
ル
（
二
〇
一
二
）
一
七
頁
。

❖
33 

佐
藤
・
石
谷
・
砂
山
・
村
上
・
小
松
・
桐
月

（
二
〇
一
九
）。

❖
34 

グ
ロ
イ
ス
（
二
〇
一
七
）。

❖
35 

黒
ダ
（
二
〇
一
〇
）
は
、
そ
の
困
難
に
挑
ん
だ

❖
40 

同
書
、
十
一
、十
三
‐
十
四
頁
。

❖
41 

同
書
、
十
一
頁
。

❖
42 

同
書
、
二
七
頁
。 
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尾
城
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一
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二
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〇
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〇
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京
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史
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史　

京
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立
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。
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〇
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2
期
中
期
計
画
」。http://w

w
w

.kcua.ac.jp/w
p-content/

uploads/a2bfee9c33a32cc29d57d01992347b13.pdf

グ
ロ
イ
ス
、
ボ
リ
ス
（
二
〇
一
七
）「
生
政
治
時
代
の
芸
術
―
芸
術
作
品

か
ら
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
」
石
田
圭
子
・
齋
木
克

弘
・
三
本
松
倫
代
・
角
尾
宣
信
訳
、
ボ
リ
ス
・
グ
ロ
イ
ス
『
ア
ー
ト

パ
ワ
ー
』
現
代
企
画
室
、
九
一‒

一
一
〇
頁
。

黒
ダ
ラ
イ
児
（
二
〇
一
〇
）『
肉
体
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
―
1 
9 
6 

0
年
代
・

日
本
美
術
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
地
下
水
脈
』gram

books

。

ケ
テ
ラ
ー
ル
、
エ
リ
ッ
ク
（
二
〇
一
二
）「
記
録
の
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

パ
ワ
ー
」
森
本
祥
子
訳
、『G

CA
S report =

 

学
習
院
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
研
究
年
報
』（
一
号
）
六‒

二
十
頁
。

佐
藤
知
久
・
石
谷
治
寛
・
砂
山
太
一
・
村
上
花
織
（neco

）・
小
松
千

倫
・
桐
月
沙
樹
（
二
〇
一
九
）「
再
演
／
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ

ブ
―
3
Ｄ
／
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に

よ
る
ダ
ム
タ
イ
プ
《pH

》」『
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

B
ooklet

』（
二
七
号
）
六
一‒

七
六
頁
。

佐
藤
知
久
・
甲
斐
賢
治
・
北
野
央
（
二
〇
一
八
）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー

カ
イ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
「
3
が
つ
11

に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
」
奮
闘
記
』
晶
文
社
。

ド
ブ
レ
、
レ
ジ
ス
（
一
九
九
九
）『
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
宣
言
』
嶋
崎
正
樹
訳
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社
。

―
（
二
〇
〇
〇
）『
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
入
門
―
「
伝
達
作
用
」
の
諸
相
』

嶋
崎
正
樹
訳
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社
。

ト
マ
セ
ロ
、
マ
イ
ケ
ル(

二
〇
〇
六)

『
心
と
こ
と
ば
の
起
源
を
探
る
』
大

堀
嘉
夫
他
訳
、
勁
草
書
房
。

フ
ー
コ
ー
、
ミ
シ
ェ
ル
（
一
九
八
一
ａ
）『
知
の
考
古
学
』
中
村
雄
二
郎
訳
、

河
出
書
房
新
社
。

―
（
一
九
八
一
ｂ
）『
言
語
表
現
の
秩
序
』
中
村
雄
二
郎
訳
、
河
出
書
房

新
社
。

―
（
二
〇
〇
七
）『
社
会
は
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

一
九
七
五
―
七
六
年
度
』
石
田
英
敬
・
小
野

正
嗣
訳
、
筑
摩
書
房
。

水
嶋
英
治
・
谷
口
知
司
・
逸
村
裕
編
（
二
〇
一
六
）『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
資
料
基
盤
と
開
発
技
法
―
記
録
遺
産
学
へ
の
視
点
』
晃
洋
書
房
。

村
田
麻
里
子
（
二
〇
一
四
）『
思
想
と
し
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
―
も
の
と
空

間
の
メ
デ
ィ
ア
論
』
人
文
書
院
。

吉
岡
洋
（
一
九
九
八
）「
美
学
」
並
木
誠
士
・
吉
中
充
代
・
米
屋
優
編
『
現

代
美
術
館
学
』
昭
和
堂
、
二
二
八‒

二
三
七
頁
。

「
南
宗
憧
憬
」
展　

開
催
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

古
画
の
水
墨
表
現
を
体
感
す
る

│
コ
ロ
ナ
下
で
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

　
　
　

芸
術
学
・
保
存
修
復
専
攻
准
教
授
）
が
、
各
ブ
ー
ス
の
実
施
内
容

と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
分
担
執
筆
す
る
。

1-

1
．
開
催
に
至
る
ま
で

「
南
宗
憧
憬
」
展
は
、
二
〇
二
〇
年
が
、
本
学
の
濫ら

ん
し
ょ
う觴で

あ
る
京

都
府
画
学
校
の
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
開
校
か
ら
一
四
〇
周

年
の
節
目
で
あ
る
の
を
受
け
て
竹
浪
が
企
画
・
構
成
を
行
い
、
初

代
摂
理
（
校
長
）
の
田
能
村
直
入
（
一
八
一
四
―
一
九
〇
七
）
が

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
画
学
校
に
寄
贈
し
た
明
清
画
お
よ

び
そ
の
後
に
収
蔵
さ
れ
た
中
国
絵
画
総
計
三
〇
点
余
り
を
展
示
し

1
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
秋
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
南
宗
憧
憬
―
京
都
芸
大
の
中
国
絵
画  

田
能
村
直
入
寄
贈
品
を
中
心
に
―
」（
以
下
「
南
宗
憧
憬
」
展
と

略
記
す
る
）
会
期
中
に
行
わ
れ
た
開
催
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
古
画
の
水
墨
表
現
を
体
感
す
る
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
実
行
メ

ン
バ
ー
が
直
面
し
た
課
題
と
そ
の
対
応
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

な
お
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、「
は
じ
め
に
」「
総
括
」
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
当
し
た
竹
浪
（
総
合

竹
浪 

遠　

宇
野
茂
男　

川
嶋 

渉　

高
林
弘
実　

林 

靜
佳　

黄 

治
宇　

大
里
真
瑛
子

﹇
開
催
報
告
﹈

竹浪 遠　宇野茂男　川嶋 渉　高林弘実　林 靜佳　黄 治宇　大里真瑛子
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明
す
る
と
、
来
観
者
は
ま
ず
大
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
入
り
口
に
設
け
た

受
付
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨
説
明
を
受
け
、
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
氏
名
と
連
絡
先
を
登
録
す
る
。
そ
し
て
各
ブ
ー
ス
の
間

を
通
っ
て
先
に
展
覧
会
を
観
覧
し
、
そ
の
後
に
関
心
の
あ
る
ブ
ー

ス
を
随
意
に
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
﹇
図
2
﹈。

た
（
九
月
十
五
日
〜
十
月
十
八
日
）。
企
画
当
初
よ
り
会
期
中
に

関
連
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
構
想
で
あ
っ
た
が
、
折

か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
一
つ
前
に
予
定

さ
れ
て
い
た
他
の
展
覧
会
は
中
止
と
な
り
、
ま
た
大
学
の
方
針
に

よ
り
、
九
月
ま
で
は
学
外
か
ら
の
参
加
者
を
対
象
と
す
る
講
演
会

等
の
催
し
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
夏
ま
で
は
開
催
が
で
き

る
か
ど
う
か
も
不
透
明
な
状
況
に
あ
っ
た
。

幸
い
に
も
流
行
が
一
時
縮
小
に
向
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
南
宗

憧
憬
」
展
は
予
定
通
り
開
催
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
十
月
に
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
レ
ベ
ル
も
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
実
施
可
能
と
な
っ
た
。

1-

2
．
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨
と
実
施

通
常
の
博
物
館
の
古
画
の
展
覧
会
で
は
、
作
者
の
伝
記
や
作
品

の
主
題
、
様
式
に
解
説
の
主
眼
が
置
か
れ
る
一
方
で
、
ど
う
い
っ

た
素
材
や
道
具
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明

は
簡
単
に
済
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
中
国
絵
画
の
代
表
的
な
形
式
で
あ
る
水

墨
画
の
画
材
と
用
具
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
本
学
で
は

日
本
画
専
攻
、
保
存
修
復
専
攻
の
教
員
、
院
生
に
よ
っ
て
、
日
頃

か
ら
実
制
作
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
両
専
攻
の
協
力

の
も
と
、
東
洋
絵
画
の
最
も
基
本
的
な
画
材
・
道
具
で
あ
る
「
硯
、

墨
＋
水
、
筆
、
紙
」
を
テ
ー
マ
に
、
道
具
や
素
材
の
違
い
に
よ
っ

て
絵
画
表
現
も
変
化
す
る
こ
と
を
体
験
で
き
る
、
参
加
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
。

体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
に
当
た
っ
て
最
大
の
懸
案
で

あ
っ
た
の
は
、
参
加
者
の
事
前
予
約
が
難
し
か
っ
た
点
で
あ
る
。

開
催
が
認
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

状
況
に
よ
っ
て
は
再
び
中
止
と
な
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
参
加
者
の
事
前
募
集
と
連
絡
対
応
を
、
少
な
い
ス

タ
ッ
フ
で
行
う
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
開

催
が
可
能
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
の
が
九
月
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
広
報
物
を
作
成
し
事
前
に
配
付
す
る
こ
と
も
既
に
困
難
な

時
期
で
あ
っ
た
。
広
報
を
す
る
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
上
、
密
を
避
け
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、

大
人
数
を
一
度
に
集
め
て
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
広

報
の
適
切
な
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

結
果
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
行
メ
ン
バ
ー
の
一
人
川
嶋

渉
の
提
案
に
よ
る
、
展
覧
会
の
来
観
者
に
直
接
参
加
を
募
る
と
い

う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
、
事
前
予
約
に
対

応
す
る
必
要
も
な
い
た
め
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
の
実
施
が
可

能
で
あ
っ
た
。

ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
が
密
集
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
の
工
夫
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
と
し
て
使

用
し
た
大
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
本
学
中
央
棟
一
階
）
は
、
芸
術
資
料
館

の
展
示
室
へ
と
至
る
通
路
も
兼
ね
た
細
長
い
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
構
造
を
利
用
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
硯
、
墨
＋
水
、
筆
、
紙
」
に
関
す
る
五
つ
の
ブ
ー
ス
を
散
在

さ
せ
れ
ば
密
も
避
け
ら
れ
る
と
判
断
し
、
竹
浪
が
作
成
し
た
の
が

配
置
図
﹇
図
1
﹈
で
あ
る
。
寺
社
の
参
道
に
縁
日
の
露
店
が
並
ぶ

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
作
図
し
た
。

配
置
図
に
も
と
づ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
の
流
れ
を
説

［図1］ 会場配置図（準備用に作成したものを開催時の状況にあわせ修整）

竹浪 遠　宇野茂男　川嶋 渉　高林弘実　林 靜佳　黄 治宇　大里真瑛子
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2
．
各
ブ
ー
ス
の
実
施
内
容
と
所
見

こ
こ
か
ら
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
古
画
の
水
墨
表
現
を
体
感

す
る
」
に
お
い
て
各
ブ
ー
ス
の
実
施
結
果
を
、
概
要
、
準
備
品
、

内
容
と
結
果
の
三
項
目
に
よ
っ
て
具
体
的
に
報
告
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ー
ス
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
は
、
水
墨
表
現
に
関
す
る
素
材

と
道
具
に
つ
い
て
、
各
担
当
者
が
日
頃
の
研
究
テ
ー
マ
や
問
題
意

識
か
ら
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
者
に
は
企
画
の
趣
旨
を
簡

単
に
説
明
し
た
上
で
、
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
順
序
で

実
施
し
た
。

2-

1
． 

体
験
し
て
み
よ
う
！
観
察
し
て
み
よ
う
！
硯
の
使
い
心
地

は
表
現
に
影
響
す
る
の
？

墨
の
す
り
口
で
何
が
わ
か
る
の
？

 

企
画
・
担
当
：
川
嶋
渉
（
日
本
画
専
攻
教
授
）

概
要

水
墨
表
現
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
硯
と
、
墨
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
、
素
材
と
し
て
の
見
極
め
方
や
、
ま
た
そ
の
両

者
の
関
係
性
が
い
か
に
水
墨
表
現
に
影
響
す
る
の
か
を
、
実
際
に

手
に
取
り
、
観
察
し
、
磨
り
具
合
や
紙
に
広
が
る
発
墨
の
効
果
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
墨
画
の
制
作
や
表
現
へ
の
理
解
を

深
め
る
機
会
と
す
る
﹇
図
3
﹈。

準
備
品

・
硯
二
種
（
石
質
の
細
か
い
も
の
、
粗
い
も
の
）

・
墨
二
種
（
墨
質
の
細
か
い
も
の
、
粗
い
も
の
）

・ 

紙
二
種
（
宣
紙
、
麻
紙
）　

・
筆　

・
筆
洗　

・
絵
皿

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
準
備
期
間
を
可
能

な
限
り
確
保
す
る
た
め
に
、
展
覧
会
の
後
期
展
示
期
間
の
週
末
に

設
定
し
た
。
開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
十
時
〜
十
六
時
で
あ
る
。
各

開
催
日
と
参
加
人
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回　

十
月
十
日
（
土
）　　

五
名

第
二
回　

十
月
十
一
日
（
日
）　

一
二
名

第
三
回　

十
月
十
七
日
（
土
）　

三
三
名

第
四
回　

十
月
十
八
日
（
日
）　

三
九
名

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
会
期
の
後
期
（
十
月
六
日
〜
十
八

日
）
に
設
定
し
た
た
め
、
実
施
の
広
報
、
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
展

覧
会
の
前
期
（
九
月
十
五
日
〜
十
月
四
日
）
の
う
ち
に
開
催
告
知

を
展
示
室
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
関
心
の
あ
る
来
観
者
へ
周
知
し
、

さ
ら
に
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
催
し
案
内
に
も
掲
載
し
た
。

結
果
的
に
は
、
密
を
避
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
も
適

切
な
方
式
だ
っ
た
と
考
え
る
。
参
加
者
が
第
三
回
、
第
四
回
に
極

端
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
展
覧
会
の
会
期
末
で
来
館
者
自
体

が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
人
数
を
分
散
さ
せ
た
い
場
合
に
は
、

今
後
留
意
の
必
要
な
点
で
あ
る
。

［図3］ 硯と墨　会場パネル

［図2］ 会場風景（入り口付近）

竹浪 遠　宇野茂男　川嶋 渉　高林弘実　林 靜佳　黄 治宇　大里真瑛子



69 68

COMPOST研究ノート vol .  022021

2-

2
．
醍
醐
水
と
墨

 

企
画
・
担
当
：
宇
野
茂
男
（
保
存
修
復
専
攻
教
授
）

大
里
真
瑛
子
（
保
存
修
復
Ｍ
1
）

概
要

水
は
墨
で
絵
を
描
く
際
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
素
材
で
あ

る
。
京
都
の
醍
醐
山
の
湧
水
「
醍
醐
水
」
は
、
軟
水
域
の
日
本
の

中
で
も
超
軟
水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
硬
度
の
違
う
水

と
比
較
す
る
こ
と
で
、
水
が
墨
の
滲
み
や
色
に
及
ぼ
す
影
響
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
本
レ
ク
チ
ャ
ー
は
本
学
の
講
義
「
保

存
科
学
入
門
／
博
物
館
資
料
保
存
論
／
保
存
科
学
概
論
」
の
地
域

文
化
財
を
紹
介
す
る
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
大
里
が
提
出
し
た

「
醍
醐
水
の
あ
れ
こ
れ
」
を
も
と
に
企
画
し
た
﹇
図
7
﹈。

準
備
品

・
醍
醐
水
（
硬
度
一
四
・
八m

g/L

）

・evian （
硬
度
三
〇
四m

g/L

）

・C
ontrex  （

硬
度
一
四
六
八m

g/L

）

・
筆　

・
硯　

・
画
仙
紙　

・
墨　

・
文
鎮　

・
絵
皿

硬
度
の
違
う
水
三
種
類
を
準
備
し
た
。
醍
醐
水
（
超
軟
水
） ・

evian

（
硬
水
） ・C

ontrex

（
超
硬
水
） 

で
あ
る
。
日
本
の
水
は

軟
水
で
あ
る
た
め
、
醍
醐
水
以
外
は
フ
ラ
ン
ス
産
の
水
を
用
意
し

た
。
硬
度
の
違
い
に
よ
っ
て
同
じ
墨
で
あ
っ
て
も
滲
み
方
の
度
合

い
や
墨
色
に
は
差
が
あ
り
、
水
墨
画
の
表
現
の
可
能
性
を
よ
り
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
と
結
果

硬
度
が
異
な
る
三
種
類
の
水
で
磨
っ
た
墨
で
、
画
仙
紙
に
点
や

内
容
と
結
果

ま
ず
、
石
質
の
細
か
い
硯
と
粗
い
硯
と
の
手
触
り
の
違
い
、
ま

た
、
墨
の
磨
り
口
の
見
た
目
の
粗
密
の
違
い
を
参
加
者
に
確
認
し

て
も
ら
っ
た
上
で
、
実
際
に
硯
と
墨
の
組
み
合
わ
せ
を
換
え
な
が

ら
磨
り
下
ろ
し
、
煤
の
粒
子
に
ど
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
か
、
そ

し
て
そ
れ
ら
が
実
際
に
紙
に
の
せ
た
際
の
水
墨
表
現
に
ど
う
影
響

し
て
い
る
の
か
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

硯
や
墨
の
選
択
、
使
い
方
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は

磨
る
際
の
力
の
入
れ
具
合
に
よ
っ
て
、
煤
の
粒
子
を
自
在
に
操
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
粒
子
の
違
い
に
よ
っ
て
水
墨
表
現
に
多
様
な

変
化
が
生
み
出
せ
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
後
に
は
、
展
示
作
品
を
一
緒
に
観
覧
し
、
発
墨
の
出

方
の
よ
い
作
品
と
そ
う
で
な
い
作
品
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
実

際
の
古
画
鑑
賞
の
際
に
も
有
意
義
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

﹇
図
4 

・ 

5 

・ 

6
﹈。

［図6］ 硯と墨の違いを比較

左：［図4］ ブースの様子／右：［図5］ ブースのしつらえ

［図7］ 醍醐水と墨　会場パネル
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［図10］ 硬度の異なる3種類の水を用意

左：［図8］  体験の様子／右：［図9］ ブースのしつらえ

2-

3
．
筆
の
毛
い
ろ
い
ろ

 

企
画
・
担
当
：
林 

靜
佳
（
保
存
修
復
Ｄ
1
）

概
要

東
洋
絵
画
の
中
で
も
文
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
「
南
宗
画
」

は
、
紙
や
絹
に
筆
を
使
用
し
て
描
か
れ
、
筆
痕
、
筆
勢
を
重
視
し

た
絵
画
で
あ
る
。
そ
の
筆
に
焦
点
を
あ
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
筆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
獣
の
毛
を
一
〇
種
類
一
五
束

展
示
し
、
視
覚
的
に
観
察
し
た
。
ま
た
、
獣
毛
の
特
徴
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
、
顕
微
鏡
写
真
な
ど
も
添
え
た
。

準
備
品

・
筆
に
使
用
す
る
獣
毛
一
〇
種
類
一
五
束　

・
獣
毛
を
入
れ
る
ケ
ー
ス

・
筆
の
毛
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
な
ど
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル

内
容
と
結
果

筆
の
毛
の
種
類
ご
と
の
特
徴
や
違
い
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
筆

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
、
今
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。
特
に
、
獣
毛
は
国
際
的
に
も
規
制
が
か
か

る
も
の
が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
っ
た
。
現
在
で
は
命
毛
（
筆
先
の
尖
っ
た
部
分
の
毛
）
に
ナ

イ
ロ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
伝
え
た
。
筆
の

毛
に
使
用
さ
れ
て
い
る
獣
毛
を
初
め
て
見
る
参
加
者
が
多
く
、
観

察
し
、
ど
の
部
位
だ
ろ
う
か
、
固
い
か
柔
ら
か
い
か
な
ど
、
各
自

で
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
﹇
図
11
・
12
﹈。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

線
、
簡
単
な
絵
を
描
き
、
硬
度
の
違
い
が
墨
の
滲
み
や
色
に
ど
の

様
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

超
軟
水
・
硬
水
・
超
硬
水
の
三
種
類
の
水
の
違
い
が
墨
の
滲
み

方
な
ど
で
顕
著
に
現
れ
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て

い
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
の
提
案
で
棒
絵
具
で
も
試
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
よ
り
硬
度
の
違
い
が
明
確
に
現
れ
た
。
体
験
し
た

参
加
者
の
言
葉
や
描
い
た
線
か
ら
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
る
事
も

あ
り
、
回
数
を
重
ね
る
度
に
充
実
感
と
学
び
が
増
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
意
図
的
に
水
を
使
い
分
け
て

い
る
作
例
や
、
水
質
が
作
品
の
保
存
に
及
ぼ
す
影
響
を
尋
ね
ら
れ

る
機
会
が
あ
り
、
事
前
の
準
備
・
調
査
不
足
を
反
省
す
る
と
共
に
、

新
た
な
研
究
の
テ
ー
マ
を
得
た
意
義
深
い
指
摘
だ
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
用
し
た
醍
醐
水
は
実
際
に
醍
醐
山
ま
で

汲
み
に
行
き
、
そ
の
記
録
写
真
と
共
に
水
の
地
域
性
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
た
。
使
用
し
た
三
種
類
の
水
は
小
さ
な
容
器
に
入
れ
て
、

参
加
者
へ
の
記
念
品
と
し
た
。
今
後
は
Ph
の
違
い
に
よ
る
墨
の
滲

み
や
色
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
﹇
図
8 

・ 

9 

・ 

10
﹈。

上：［図11］ 筆の毛いろいろ　展示の様子
下：［図12］ 様々な種類の毛を展示
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響
に
よ
り
、
筆
の
毛
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

実
際
に
触
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
更
に
理
解
が
深
ま
る
と
思
わ
れ

る
。
次
の
機
会
に
は
、
個
々
の
毛
の
顕
微
鏡
観
察
を
行
い
、
毛
の

水
含
み
の
違
い
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
獣
毛
の
相
違
が
視
覚
的

に
よ
り
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

2-

4
．
南
宗
の
教
育
、
南
宗
画
の
模
写

 
企
画
・
担
当
：
林 

靜
佳
（
同
前
）

概
要

「
南
宗
画
」
の
基
礎
の
学
び
で
あ
る
蘭
と
岩
の
描
き
方
の
実
演
動

画
を
見
な
が
ら
、
水
筆
に
よ
る
描
写
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
南
宗

画
の
描
法
へ
の
理
解
を
深
め
る
。
中
国
と
日
本
の
筆
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
も
体
験
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、「
南
宗
憧
憬
」
展

出
陳
作
品
の
張
鏐
《
山
水
図
》
の
模
写
、 張
洽
《
江
山
無
尽
図
巻
》

の
部
分
模
写
を
展
示
し
、
実
際
の
描
き
方
を
解
説
す
る
﹇
図
13
﹈。

準
備
品

・
京
都
府
画
学
校
で
使
用
さ
れ
た
南
宗
の
運
筆
絵
手
本
（
池
田
雲

樵
）
の
蘭
四
種
類
、
岩
一
種
類
の
模
写
（
担
当
者
作
）

・
蘭
の
描
き
方
四
種
類
と
岩
の
描
き
方
一
種
類
の
動
画
（
担
当
者

作
）

・
パ
ソ
コ
ン　

・
モ
ニ
タ
ー

・
中
国
の
筆
「
蘭
竹
」　

・
日
本
の
筆
「
長
流
」

・
水
筆
用
マ
ッ
ト
（
水
で
黒
く
変
色
す
る
書
道
練
習
用
）

・
絵
皿　

・
水

・「
南
宗
の
教
育
」
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル　

・ 
張
鏐
《
山
水
図
》
模
写
（
担
当
者
作
）

・
張
洽
《
江
山
無
尽
図
巻
》
の
部
分
模
写
（
担
当
者
作
）　

二
種
の
模
写
の
う
ち
、
張
鏐
《
山
水
図
》
は
制
作
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
を
動
画
と
し
て
記
録
し
、
完
成
品
を
模
写
作
品
と
し
て
展

示
し
、
使
用
し
た
筆
や
描
き
方
の
特
徴
を
解
説
し
た
。
張
洽
《
江

山
無
尽
図
巻
》
の
部
分
模
写
は
、
緻
密
に
描
か
れ
た
皴
法
や
描
い

た
順
序
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
模
写
作
品
に
し
、
使
用
し
た
筆
、

有
機
顔
料
、
描
き
方
の
特
徴
を
解
説
し
た
﹇
図
14
・
15
﹈。

今
回
の
運
筆
体
験
で
は
墨
を
使
用
せ
ず
、
水
筆
で
筆
の
動
き
と

水
筆
マ
ッ
ト
に
残
る
筆
痕
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
参
加
者
は
積

極
的
に
筆
を
動
か
し
て
、
気
付
き
の
多
い
体
験
と
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
一
方
で
、
描
く
の
に
拒
否
反
応
を
示
す
参
加
者
も
お
り
、

今
後
、
多
く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
更
な
る
工
夫
が

必
要
と
考
え
る
。
中
国
、
日
本
の
筆
の
違
い
は
理
解
し
や
す
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
は
水
筆
で
の
体
験
に
な
っ
た
が
、
本
格
的
に
墨
、
筆
、
紙

で
の
体
験
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
更
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え

る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
模
写
作
品
に
感
動
を
覚
え
た
と
い
う

参
加
者
も
お
り
、
南
宗
画
の
作
品
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
つ

の
手
段
で
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
模
写
を
す

る
こ
と
で
経
験
を
積
み
、人
々
に
伝
え
て
い
く
機
会
を
増
や
し
た
い
。

内
容
と
結
果

南
宗
画
の
基
礎
で
あ
る
四
君
子
の
蘭
や
岩
の
描
き
方
を
、
動
画

を
見
な
が
ら
水
筆
を
用
い
て
写
す
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。
描
く

上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
筆
の
持
ち
方
、
腕
の
動
か
し
方
、

描
く
順
序
な
ど
は
、
担
当
者
が
説
明
し
た
。
ブ
ー
ス
で
展
示
し
た ［図13］  南宗の教育　会場パネル上：［図14］  体験の様子　下：［図15］  ブースのしつらえ
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内
容
と
結
果

中
国
の
紙
の
特
徴
と
製
紙
法
の
歴
史
を
、
文
献
資
料
、
出
土
品

及
び
先
行
研
究
を
も
と
に
整
理
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
し

た
。
時
代
と
材
質
が
異
な
る
書
画
作
品
を
例
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表

現
の
特
徴
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
紙
を
使
用
す
る
直
前
の
加
工
に

よ
っ
て
異
な
る
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
自
作
の
サ
ン
プ
ル
を
用

い
て
紹
介
し
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
実
物
で
観
察
し
て
も
ら
っ

た
﹇
図
17
・
18
﹈。

紙
の
素
材
や
加
工
の
違
い
が
表
現
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
。
特
に
か
つ
て
日
本
、
中
国

2-

5
．
中
国
の
紙

企
画
・
担
当
：
黄
治
宇
（
保
存
修
復
M 

2
）

指
導
：
高
林
弘
実
（
保
存
修
復
専
攻
准
教
授
）

概
要

中
国
で
製
紙
技
術
が
発
明
さ
れ
て
以
来
、
紙
は
人
類
の
文
化
、

歴
史
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
古
代
か
ら
書
、
絵
画
の
基
底

材
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
紙
に
は
、
材
料
と
製
法
に
様
々
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
絵
画
表
現
に
も
異
な
る
効
果
が
得
ら
れ
る
。

過
去
の
書
画
家
た
ち
は
、「
筆
墨
紙
硯
」
に
精
通
し
、
吟
味
を
重

ね
る
こ
と
で
、
自
ら
の
表
現
を
拓
い
て
い
っ
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
で

は
、
古
代
の
資
料
と
記
録
に
基
づ
い
て
、
紙
の
歴
史
変
遷
及
び
、

そ
の
素
材
や
加
工
に
よ
る
書
画
表
現
の
違
い
を
解
説
し
た
﹇
図
16
﹈。

準
備
品

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト　

・
紙
の
サ
ン
プ
ル
（
楮
打
紙
、
素
紙
な
ど
）

・
観
察
用
ル
ー
ペ
と
ペ
ン
ラ
イ
ト

と
も
に
行
な
わ
れ
て
い
た
打う

ち
が
み紙

加
工
﹇
図
19
﹈
に
は
、
そ
の
効
果

や
行
う
理
由
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
は
こ

ち
ら
か
ら
説
明
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
だ
っ
た
が
、
加
工
体
験
や
、

効
果
を
自
分
自
身
で
描
い
て
試
し
て
み
た
い
と
い
う
希
望
も
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
次
に
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
点
も
取
り
入
れ
、
来

館
者
と
の
双
方
向
性
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
み
た
い
。

3
．
総
括

最
後
に
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
実
行
に
つ
い
て
の
総

括
を
し
て
お
き
た
い
。

十
月
十
日
に
行
わ
れ
た
初
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各

ブ
ー
ス
の
し
つ
ら
え
に
予
定
よ
り
も
時
間
を
要
し
た
も
の
の
、
参

加
者
が
五
名
と
少
な
か
っ
た
た
め
、
実
行
メ
ン
バ
ー
が
相
互
に
他

の
ブ
ー
ス
を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
、
リ
ハ
ー
サ
ル
に
も
な
っ
た
。

会
場
設
置
や
受
付
、
参
加
者
へ
の
対
応
の
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
各
回
二
、三
名
の
大
学
院
生
・
研
究
留
学
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
ど
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
各
ブ
ー
ス
の
趣
旨
を
説

明
し
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
え
ば
、
わ

か
り
や
す
く
的
確
に
内
容
を
伝
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
、
回
を
重

左：［図17］  パワーポイントで中国の紙の歴史を解説 ／右：［図18］  打紙の説明

 ［図19］  打紙の加工の有無と効果を
ルーペで比較

［図16］  中国の紙　会場パネル

竹浪 遠　宇野茂男　川嶋 渉　高林弘実　林 靜佳　黄 治宇　大里真瑛子
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ね
る
ご
と
に
改
良
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
今
後
の
研

究
や
制
作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
向
け
て
の
糧
と
な
る
と
感
じ

て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
、
作
品
展
示
だ
け
で
は
体
験
で

き
な
い
東
洋
絵
画
の
素
材
や
用
具
が
も
た
ら
す
多
彩
な
表
現
の
変

化
に
新
鮮
な
驚
き
を
示
し
て
い
た
。
中
国
絵
画
の
熱
心
な
愛
好
家
、

水
墨
表
現
に
興
味
を
持
つ
作
家
、
他
の
大
学
や
博
物
館
・
美
術
館

で
中
国
や
日
本
の
書
画
を
専
門
と
し
て
い
る
研
究
者
の
姿
も
多
く
、

長
時
間
に
わ
た
っ
て
体
験
さ
れ
る
方
や
複
数
回
参
加
さ
れ
る
方
も

お
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
私
自
身
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
、
古
来
、
画
家
た
ち
が
墨
を
め
ぐ
る
素
材
や
道
具
へ

の
体
験
、
知
識
の
蓄
積
の
上
に
制
作
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
実

感
で
き
、
展
示
作
品
と
今
ま
で
以
上
に
親
し
く
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
各
部
ブ
ー
ス
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
論

点
は
、
毛
筆
が
主
流
で
あ
っ
た
近
代
以
前
で
あ
れ
ば
日
常
に
存
在

し
て
い
た
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
今
後
も
普
及
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
研
究
と
し
て
は
、
さ
ら
に
実
験
や
分
析
を
重

ね
て
行
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
展
示
を
見
に
集

ま
っ
た
来
観
者
が
、
同
じ
空
間
で
素
材
や
技
法
を
体
験
し
、
新
鮮

な
問
題
意
識
を
共
有
で
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
最
大
の
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

短
期
間
の
準
備
に
も
関
わ
ら
ず
、
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
た

の
は
、
各
メ
ン
バ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
の
故
で
あ
り
、

異
例
の
事
態
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
下
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
は
、

結
果
的
に
日
々
の
研
鑽
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

末
尾
な
が
ら
、
移
動
に
も
気
を
遣
う
中
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

来
場
者
の
方
々
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
し
て

結
び
と
す
る
。

※
本
報
告
は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

特
別
研
究
助
成　

研
究
課
題
名
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館

の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
研
究
―
田
能
村
直
入

寄
贈
資
料
を
中
心
に
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
、
広
報
、
準
備
に
あ
た
っ
て
は
芸
術
資
料
館
の
松

尾
芳
樹
氏
、
松
井
菜
摘
氏
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
共
に
始
ま
っ

た
。
前
年
十
一
月
末
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
付
近
で
発
生
が
確
認

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
年
が
明
け
る
と
世
界
各
地
に

瞬
く
間
に
広
が
り
、
日
本
で
も
す
ぐ
に
演
奏
会
の
延
期
や
中
止
、

各
々
学
校
は
入
学
試
験
対
応
に
追
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
二
月

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
名
称
がC

O
V

ID
‒ 19

と
名
付

け
ら
れ
、
日
本
で
は
人
口
が
集
中
す
る
都
市
部
で
の
感
染
の
拡
大

が
続
き
、
つ
い
に
は
四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

「
時
の
川
辺
《
学
舎
よ
り
》
│
伝
統
と
創
造
の
奥
」
定
点
観
測　

 
中
村
典
子　
　

│
東
ア
ジ
ア
日
本
京
都
西
京
大
枝
沓
掛
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
対

面
で
行
っ
て
き
た
講
義
・
演
習
・
実
習
は
、
新
学
期
開
始
と
同
時

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
芸
術
領
域
の
教
育
活
動

は
、
対
面
に
よ
る
豊
富
な
コ
ン
タ
ク
ト
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
が
、
四
月
七
日
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ど
の
よ
う
に
代
替
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
う
し
た
状
況
か
ら
ど
の
よ
う

に
新
し
い
局
面
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

試
行
錯
誤
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

筆
者
は
例
年
、
前
期
・
後
期
に
複
数
回
の
演
奏
会
を
行
い
、
そ

の
中
で
学
生
の
作
品
や
演
奏
を
発
表
す
る
機
会
を
作
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

中村典子
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・
大
枝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
催
し
を
前
期
・
後
期
に
行
っ
て
き
た
が
、

二
〇
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
催
し
に
変
更

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
催
し
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
を
ベ
ー
ス
に
実
施
し
た
。

【
前
期
開
催
】

・
六
時
間
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
二
〇
二
〇
年
五
月

十
四
日
開
催)

・
創
造
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
サ
ー
チ
１
（
二
〇
二
〇
年
五
月

二
十
一
日
開
催
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
う
た
が
き
こ
え
る
―
時
の
川

辺
》（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
三
日
〜
二
十
七
日
、YouT

ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
に
よ
る
開
催
）

【
後
期
開
催
】

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

時
の
川
辺
《
学
舎
》
よ
り
―

伝
統
と
創
造
の
奥
Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
二

日
、
十
二
月
二
十
六
日
、
二
〇
二
一
年
一
月
四
日
〜
八
日
、

YouT
ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
に
よ
る
開
催
）

・ 

イ
タ
リ
ア
日
本
音
楽
文
化
週
間
《
十
二
月
の
京
都
》（
二
〇
二
〇

年
十
二
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日
、
無
観
客
に
よ
る
収
録
、

二
〇
二
一
年
一
月
四
日
〜
八
日
、「
時
の
川
辺
」
伝
統
と
創
造

の
奥 

Ⅲ
と
し
て
、YouT

ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
）

2
．
密
を
さ
け
て

つ
ぎ
に
二
〇
二
〇
年
度
の
前
期
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
っ
た
催

し
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
実
施
に
向
け
て
、
筆
者
の
担
当
ク
ラ
ス
が
四
月
以
降
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
時
系
列
に
沿
っ
て
、

補
足
的
に
記
す
。

四
月
七
日
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
す
ぐ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

授
業
を
行
う
必
要
が
出
て
き
た
が
、
担
当
す
る
全
て
の
ク
ラ
ス
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
使
用
す
る
ツ
ー
ル
を

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
作
曲
を
専
門
と
す
る
筆
者
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
遠
隔
地
で
新
作
を
初
演
す
る
際
や
演
奏
家
が
筆

者
の
作
品
を
演
奏
す
る
場
合
の
練
習
に
は
、Skype

、Z
oom

と

い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
た
が
、
今
回
は
新
た

中村典子

に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
形
式
で
の
実
施
を
目
指
す

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
終
的
に
収
録
配
信
と
い
う
形
で
実

施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
作
品
上
演
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
学
生
が
世
界
と
直
接
つ
な

が
る
場
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
構
想
し
た
。
と
り
わ
け

二
〇
二
〇
年
十
一
月
か
ら
二
〇
二
一
年
一
月
に
か
け
て
断
続
的
に

開
催
し
た
「
時
の
川
辺
《
学
舎
よ
り
》」（
以
下
、
文
中
で
は
「
時

の
川
辺
」
と
略
記
す
る
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
危
機
を
克
服
し

て
未
来
へ
と
繋
げ
る
と
い
う
筆
者
自
身
の
構
想
が
形
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
筆
者
が
二
〇
二
〇
年
度
中
に
行
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
営
為
を
、
と
く
に
「
時
の
川
辺
」
に
収
斂
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
を
軸
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
学
音
楽
学
部
研
究
紀
要
『
ハ
ル
モ
ニ
ア
』（
五
一

号
）
に
寄
稿
の
「
地
の
地
平
―
道
程
百
五
十
年
」
は
、
本
稿
と
互

い
に
地
点
と
し
て
の
機
能
を
相
補
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ

て
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1
．
補
遺
の
た
め
に

前
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
例
年
、
前
期
・
後
期
に
複
数
回
の
催

し
を
行
い
、
担
当
す
る
各
種
ク
ラ
ス
の
教
育
と
も
結
び
つ
け
て
い

る
。
こ
う
し
た
催
し
を
行
う
の
は
、「
個
と
し
て
の
深
化
」
を
求

め
る
と
い
う
筆
者
自
身
の
教
育
研
究
方
針
で
は
、
実
践
と
発
表
を

重
視
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す

る
「
補
遺
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ

こ
で
、
筆
者
が
例
年
ど
の
よ
う
な
催
し
を
行
い
、
そ
れ
ら
が
今
年

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

例
年
は
、
前
期
・
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回
催
し
を
行
っ
て
お
り
、

前
期
に
開
催
し
て
い
る
「
創
造
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、「
母
国
語
の
歌
・
日
本
語
の
歌
」
と
い
う

歌
曲
を
テ
ー
マ
に
し
た
催
し
が
、
後
期
に
行
っ
て
い
る
「
大
枝
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、

「series

邂
逅
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
含
ま
れ
る
。

【
前
期
開
催
】

・
創
造
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
国
際
現
代
音
楽
祭
《
ア
ジ
ア
の
管
絃
の
現
在
》

【
後
期
開
催
】

・
現
代
奏
法
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 
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る
本
学
の
講
堂
を
借
り
、
さ
ら
に
舞
台
上
で
の
奏
者
間
の
接
触
を

避
け
る
た
め
に
、
奏
者
は
一
人
ず
つ
録
音
を
行
っ
た
あ
と
、
個
別

に
収
録
し
た
録
音
デ
ー
タ
を
編
集
合
成
し
、
一
つ
の
作
品
と
し
て

ま
と
め
た3

❖

。
3
．
コ
ロ
ナ
克
服
を
め
ざ
し
て

後
期
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
二
五
〇
周
年
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
の
創
立
一
四
〇
周
年
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
へ
の
希
求
と
い
う
三

つ
の
テ
ー
マ
を
重
ね
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
形
で
開
催
し
た
。
二
〇
二
〇
年
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

生
誕
二
五
〇
周
年
と
日
本
最
古
の
芸
術
大
学
で
あ
る
京
都
市
立
芸

術
大
学
創
立
一
四
〇
周
年
が
重
な
る
年
で
あ
る
た
め
、
当
初
よ
り
、

こ
の
二
つ
を
関
連
づ
け
た
催
し
の
構
想
が
あ
っ
た
が
、
年
初
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
を
受
け
、
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
克
服
へ

の
試
行
を
組
み
込
ん
だ
形
で
企
画
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
後
期
は
「
現
代
奏
法
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
「
大
枝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
は
、
先
ほ
ど
の
三
つ
の

テ
ー
マ
を
軸
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
て
き
た
二
つ
の

催
し
の
性
格
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
「
大
枝
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
含
ま
れ
る
形

で
行
っ
て
い
る
「series 

邂
逅
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
包
括
的
に

含
む
、
よ
り
大
規
模
な
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
の
川
辺
《
学
舎
》
よ
り
―
伝
統
と
創
造
の
奥
」
と
、
そ
こ
に
包

含
さ
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
日
本
音
楽
文
化
週
間
《
十
二
月
の
京
都
》」

（
以
下
、
文
中
で
は
「
十
二
月
の
京
都
」
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。

「
時
の
川
辺
」
は
、
十
一
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
伝
統
と

創
造
の
奥
Ⅰ
）、
十
二
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
伝
統
と
創
造
の
奥

Ⅱ
）、
そ
し
て
年
明
け
一
月
の
メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
伝
統
と
創
造
の
奥
Ⅲ
）
の
三
つ
の
段
階
か
ら
な
り
、
前

期
に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
比
べ
て
規
模
を

大
幅
に
拡
大
し
て
行
っ
た
。「
時
の
川
辺
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
筆

者
が
本
学
で
催
し
た
各
種
音
楽
祭
・
作
品
上
演
会
の
委
嘱
作
品
、

四
ヶ
国
語
で
記
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
配
布
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

と
学
生
・
大
学
院
生
に
よ
る
作
品
の
上
演
収
録
で
構
成
さ
れ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
品
す
る
学
生
・
大
学
院
生
に
は
、
舞
台
上
演
収
録
研
究
と
い
う

位
置
づ
け
を
与
え
、
作
品
を
ど
の
よ
う
に
収
録
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

にG
oogle

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
比
較
し
た
上
で
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
面
か
らG

oogle C
lassroom

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
構
築
を
始
め
た1

❖

。

本
来
の
予
定
よ
り
二
週
間
遅
れ
て
前
期
の
授
業
が
開
始
さ
れ

た
が
、
筆
者
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
点
で
、G

oogle C
lassroom

を
用
い
た
最
初
の
模
擬
授
業
を
行
い
、
そ
れ
は
結
果
的
に
音
楽
学

部
で
最
も
早
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
模
擬
授
業
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

開
始
直
後
か
ら
全
て
の
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
個
別
に
電
話

で
対
応
し
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
の
作
業
を
手
伝
い
、
全
員

が
接
続
で
き
る
状
態
に
至
る
ま
で
に
は
試
行
錯
誤
が
続
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
五
月
に
行
っ
た
の
が
、「
六
時
間

オ
ン
ラ
イ
ン
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
と
「
創
造
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
リ
サ
ー
チ
1
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
作
曲
・
指
揮
専
攻
学
生
の

楽
曲
分
析
ク
ラ
ス
で
例
年
開
催
し
て
い
る
「
創
造
の
た
め
の
リ

サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
実
施
し

た
催
し
で
あ
り
、
受
講
生
に
課
し
て
い
る
楽
曲
分
析
の
研
究
発
表

を
、
本
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
創
造

の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
サ
ー
チ
1
」
で
は
、
ホ
ル
ン
独
奏
の
た

め
の
新
作
を
書
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
現
代
奏
法
に
関

す
る
研
究
と
試
演
を
行
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
催
し
は
ど
ち
ら
も
作

曲
・
指
揮
専
攻
と
演
奏
で
参
加
し
た
演
奏
専
攻
の
学
生
、
そ
し
て

関
係
教
員
の
み
を
対
象
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
「
ク
ロ
ー
ズ

ド
」
な
催
し
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
あ
と
、
筆
者
が
担
当
す
る
ク
ラ

ス
合
同
の
研
究
発
表
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
公
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
う
た
が
き
こ
え
る
―
時
の
川

辺
》
は
、
二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
二
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

国
際
現
代
音
楽
祭
《
ア
ジ
ア
の
管
絃
の
現
在
》
が
延
期
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
音
楽
祭
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
あ
る2

❖

。
例
年
行
っ
て
い
る
音
楽
祭
を
七
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
あ
と
、
作
曲
・
指
揮
専
攻
の
学

生
た
ち
と
そ
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
の
時
点
で
は
、
無
観
客
に
よ
る
ラ
イ
ヴ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の

作
品
上
演
会
、
す
な
わ
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
音
源
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
く
に

多
く
の
演
奏
者
が
参
加
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
の
音
源
作
り
で

は
、
大
勢
が
一
つ
の
場
所
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
接
触
を
防
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
約
五
百
名
を
収
容
で
き

中村典子
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が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
学
院
音
楽
研
究
科
の
創
設
最
初
期
の
十

年
間
で
は
、
中
国
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
留
学
生
が
課
程
を
修
了

し
、
筆
者
も
直
接
指
導
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年

度
現
在
の
交
流
校
は
、
欧
州
圏
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
四
ヶ
国
五
校
、
東
ア
ジ
ア
圏
は
韓
国
、

台
湾
の
二
カ
国
二
校
の
計
七
校
が
対
象
と
な
っ
て
い
る10

❖

。
近
年
は

両
親
の
一
方
が
欧
米
圏
・
東
ア
ジ
ア
圏
の
出
身
者
で
あ
る
学
生
が

学
部
か
ら
多
数
入
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

学
生
が
入
学
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
多
言
語
に
よ
る
展

開
を
推
し
進
め
る
上
で
の
強
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

5
．
世
界
と
つ
な
ぐ
〜
結
び

つ
ぎ
に
二
〇
二
〇
年
度
に
筆
者
が
開
催
し
た
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
視
聴
状
況
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、「
十
二
月
の
京
都
」
は
「
時
の
川
辺
」
の
メ
イ

ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時
開
催
と
な
っ
た
た
め
、

メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
再
生
数
に
は
、「
十
二

月
の
京
都
」
の
収
録
動
画
の
再
生
数
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、
左
記

の
動
画
再
生
回
数
は
、
す
べ
て
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
二
一
年
一

月
九
日
）
の
も
の
で
あ
る
。

【
前
期
開
催
】

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
う
た
が
き
こ
え
る
―
時
の
川

辺
》（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
三
日
〜
二
十
七
日
、YouT

ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
に
よ
る
開
催
）YouT

ube

再
生
数

六
九
六
回

【
後
期
開
催
】

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

時
の
川
辺
《
学
舎
よ
り
》
―

伝
統
と
創
造
の
奥 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
二
日
、

十
二
月
二
十
六
日
、
二
〇
二
一
年
一
月
四
日
〜
八
日
、You 

T
ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
に
よ
る
開
催
）YouT

ube

再
生

数
二
四
一
四
回

　

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：YouT

ube

再
生
数
一
三
五
回11

❖

　

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：YouT

ube

再
生
数
五
八
二
回
﹇
累
積
再
生

数
七
五
七
回12

❖

﹈

　

 

メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
：YouT

ube

再
生
数

一
六
九
七
回
﹇
累
積
再
生
数
二
二
七
九
回13

❖

﹈

　

 

イ
タ
リ
ア
日
本
音
楽
文
化
週
間
《
十
二
月
の
京
都
》（
二
〇
二
〇

上
に
提
示
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
十
一
月
二
十
二
日
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
十
二
月
二
十
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
期
間
限
定
で
配
信
し
、
メ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
二
〇
二
一
年
一
月
四
日
か
ら
八

日
に
か
け
て
同
様
に
期
間
限
定
配
信
を
行
っ
た
。

ま
た
「
時
の
川
辺
」
と
同
時
期
に
行
っ
た
の
が
、「
十
二
月
の

京
都
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
に
来
日
を
予
定

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
パ
ド
ヴ
ァ
音
楽
院
の
教
授
陣
が
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
に
よ
っ
て
渡
航
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
延
期
さ
れ
て

し
ま
っ
た
催
し
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
先

述
の
よ
う
に
、
こ
の
催
し
は
「
時
の
川
辺
」
に
包
含
さ
れ
る
形
で

開
か
れ
、
ま
ず
十
二
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間
に
渡
っ

て
無
観
客
で
演
奏
会
を
行
い
、
そ
の
模
様
を
映
像
収
録
し
た
上
で
、

「
時
の
川
辺
」
の
メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
期
間
限

定
配
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
た4

❖

。

「
時
の
川
辺
」の
メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と「
十
二

月
の
京
都
」
は
、
ど
ち
ら
も
事
前
収
録
し
た
映
像
・
音
源
を
公
開

す
る
だ
け
で
な
く
、
時
間
帯
を
限
定
し
た
短
時
間
の
配
信
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
擬
似
的
に
再
現
す
る
試
み
で

あ
り
、
ラ
イ
ヴ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
は
な
い
が
、
そ
の
手
法
を
参

考
に
し
た
も
の
で
あ
る5

❖

。

4
．
多
言
語
に
よ
る
展
開

「
時
の
川
辺
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
特
に
重
視
し
た
の
は
日

本
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
、
英
語
の
四
ヶ
国
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
展
開
で
あ
る6

❖

。「
時
の
川
辺
」
で
の
日
韓
中
英
四
ヶ
国
語
に
よ

る
展
開
で
は
、
本
学
の
関
係
者
か
ら
の
大
学
創
立
一
四
〇
周
年
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
収
録
と
い
う
形
で
参
加
し
た
学
生
・
院
生
ま
で
対
象
を
広
げ

て
公
開
し
た7

❖

。
ま
た
「
時
の
川
辺
」
の
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

劈
頭
に
は
、
本
学
の
教
員
、
大
学
院
生
、
大
学
院
本
科
留
学
生
、

交
流
校
留
学
生
計
六
名
の
作
品
を
並
べ
た8

❖

。
こ
う
し
た
試
み
は
、

様
々
な
年
代
と
地
域
か
ら
の
声
を
世
界
に
向
け
て
伝
え
る
と
い
う

目
的
と
、
筆
者
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
様
々
な
催
し
、
そ
し
て
今

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
展
開
と
を
有
機
的
に
交
差
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
あ
る9

❖

。

こ
の
よ
う
な
多
言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
の
原
点
は
、
こ

れ
ま
で
に
本
学
に
在
籍
し
た
学
生
た
ち
に
あ
る
。
本
学
で
は
音
楽

学
部
・
大
学
院
音
楽
研
究
科
に
交
流
校
と
の
大
学
派
遣
留
学
制
度

中村典子
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ル
で
優
勝
し
て
い
る
。
今
回
、
札
幌
か
ら
教
え
子
と
二
人
の
ご
子

息
を
連
れ
て
来
演
し
、
改
作
さ
れ
た
協
奏
曲
の
世
界
初
演
を
担
っ

て
く
れ
た
。
著
者
の
作
品
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
重
ね

て
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

担
当
す
る
各
ク
ラ
ス
の
学
生
諸
氏
は
、
演
奏
、
テ
ー
プ
音
楽
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
編
作
曲
な
ど
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
上
演
に
参
加
協
力
し
て
く
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
彼
ら
の
絶
え
間
な
い
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
学
生
諸

氏
に
も
感
謝
を
伝
え
た
い
。
作
曲
専
攻
の
同
僚
岡
田
加
津
子
教

授
、
酒
井
健
治
講
師
は
、「
時
の
川
辺
」
の
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
作
品
を
快
く
提
供

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め
の
映
像
の
収
録
に
は
大

学
院
構
想
設
計
専
攻
の
中
井
友
路
氏
の
尽
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

中
井
氏
は
舞
台
収
録
だ
け
で
な
く
、「
時
の
川
辺
」
の
期
間
を
限

定
し
て
配
信
さ
れ
た
映
像
の
編
集
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
映
像
制
作
、
岡
田
加
津
子
教
授
の
箏
と
打
楽
器
の
た
め
の

《O
pen the G

ate

》
の
た
め
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
制
作
、
こ

の
ほ
ど
京
都
市
芸
術
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
た
琴
古
流
尺
八
大
師
範

の
寄
田
真
見
乃
氏
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
の
収
録
後
構
成
編
集
な
ど
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
す
べ
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
中
井

氏
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
活
動
と
本
年
度
の
長
期
に
渡
る
収
録
時
間

を
支
え
て
く
れ
た
の
が
、
今
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
で
教
鞭
を
執
る

clum
usica

15
❖

の
教
え
子
達
と
作
曲
・
指
揮
専
攻
の
四
名
の
学
生
た

ち
で
あ
る
。
彼
ら
に
も
謝
意
を
伝
え
た
い
。
十
数
年
前
に
身
体
的

状
況
が
激
変
し
、
以
来
線
維
筋
痛
症
を
患
う
筆
者
に
寄
り
添
っ
て
、

研
究
発
表
活
動
を
一
緒
に
始
め
て
く
れ
た
の
がclum

usica

の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
が
大
学
に
入
学
し
た
時
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
教
員
と
し
て
出
会
っ
た
先
輩
作
曲
家
の
教
え
子
が
一
昨
年
度
、

指
揮
専
攻
学
生
と
し
て
入
学
し
、
ほ
か
の
三
名
の
学
生
と
と
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
施
に
あ
た
っ
て
強
力
に
働
き

か
け
、
四
十
年
近
い
時
空
を
も
つ
な
い
で
く
れ
た
。

二
〇
二
〇
年
度
に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
聴

取
者
は
、
概
算
で
も
筆
者
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
様
々
な
作

品
上
演
会
の
二
倍
か
ら
十
倍
に
の
ぼ
り
、
日
時
や
場
所
と
い
う
制

約
か
ら
離
れ
、
常
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状
態
に
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
強
み
を
実
感
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
今
後
は
対
面
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
と
い
う
二
者
択
一
で
は
な

く
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
可
能
性
を
探
ら
な
く
て
は
な
ら

年
十
二
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日
収
録
、
二
〇
二
一
年
一
月
四

日
〜
八
日YouT

ube

上
で
の
期
間
限
定
配
信
）

前
期
に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
う
た
が
き

こ
え
る
―
時
の
川
辺
》
で
のYouT

ube

再
生
数
が
六
九
六
回
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
期
に
行
っ
た
「
時
の
川
辺
」
は
、
累
積

で
の
再
生
回
数
が
二
四
一
四
回
に
達
し
た
。
結
果
的
に
大
き
な
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
収
容
人
数
に
匹
敵
す
る
あ
る
い
は
そ
れ
を
超

え
る
再
生
回
数
に
達
し
た
理
由
と
し
て
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多
様
な
広
が
り
を
持
た
せ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
度
の
前
期
後
期
に
行
っ
た
年

間
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
再
生
回
数
は
、
期
間
限
定

公
開
で
は
あ
っ
た
が
、
累
積
で
三
一
一
〇
回
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
わ
っ
た
方
々

に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
本
学
で
マ
リ
ン
バ
を
教
え
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
世
界
的
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
名
倉
誠
人

氏
、
そ
し
て
本
学
の
打
楽
器
研
究
室
の
山
本
毅
教
授
、
本
学
学

生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
も
あ
る
上
中
朝
美
氏
を

は
じ
め
打
楽
器
研
究
室
の
歴
代
そ
し
て
現
在
の
メ
ン
バ
ー
に
と
く

に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
筆
者
は
二
〇
一
四
年
に
、
名
倉

氏
の
五
十
歳
の
記
念
と
し
て
、
北
村
政
子
氏
と
向
嶋
郁
子
氏
の
共

同
委
嘱
に
よ
り
、
マ
リ
ン
バ
の
た
め
の
独
奏
曲
を
作
曲
し
た
。
こ

の
作
品
は
そ
の
後
、
マ
リ
ン
バ
と
打
楽
器
群
の
た
め
の
協
奏
曲
に

発
展
し
、
映
像
や
電
子
音
響
を
組
み
合
わ
せ
た
初
演
を
二
〇
一
五

年
に
本
学
で
行
っ
た
。
名
倉
氏
は
こ
の
協
奏
曲
を
二
〇
一
六
年

に
イ
タ
リ
ア
パ
ド
ヴ
ァ
音
楽
院
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
演
し
た
あ

と
、
二
〇
一
七
年
春
に
は
中
央
フ
ロ
リ
ダ
大
学
祝
祭
週
間
の
Dr
．フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
で
行
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
初
演
を
し
て
く
れ
た14

❖

。
そ
し
て
名
倉

氏
が
そ
の
年
の
秋
に
故
郷
の
神
戸
で
こ
の
協
奏
曲
を
上
演
の
際
に

は
、
山
本
教
授
以
下
打
楽
器
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
演
奏

さ
れ
る
と
い
う
光
栄
に
も
浴
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て
大
変
思
い
出

深
い
こ
の
曲
を
、
今
回
の
「
時
の
川
辺
」
で
は
マ
リ
ン
バ
と
打
楽

器
群
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
協
奏
曲
と
し
て
再
度
改
作
し
、

初
演
し
た
が
、
山
本
教
授
が
名
倉
氏
を
本
学
に
招
聘
す
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
今
回
の
協
奏
曲
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま

た
、
今
回
改
作
初
演
さ
れ
た
マ
リ
ン
バ
と
打
楽
器
群
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
協
奏
曲
を
初
演
し
て
く
れ
た
沓
野
勢
津
子
氏
に
つ

い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
沓
野
氏
は
本
学
音
楽
学
部
を
卒
業
後
、

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
音
楽
院
の
大
学
院
で
学
ん
だ
あ
と
、
筆
者

に
と
っ
て
も
縁
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
フ
ェ
ル
モ
の
国
際
コ
ン
ク
ー

中村典子
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な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

世
界
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

は
、
よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
教
員
と
学
生
・
大
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個
と
し

て
の
深
化
」
を
一
層
極
め
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、

本
稿
の
結
び
と
す
る
。

ハ
ン
ヌ
ヴ
ォ
ル
ト
（
交
流
校
留
学
生
）《
七
青
山
隠
映
》。

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
は
、
こ
の

六
つ
の
作
品
を
「
シ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
枠
組
み
に
位
置
付
け
た
。

❖
9 

「
時
の
川
辺
」
に
寄
せ
ら
れ
た
本
学
関
係
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。https://nakam

ura-lab96.hatenablog.
com

/entry/2020/11/21/161241

　

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
催
し
の
記
録
と
併
せ
て
、以
下
に
公
開
し
て
あ
る
。

https://nakam
ura89.exblog.jp/29384888/

https://nakam
ura89.exblog.jp/29379622/

https://nakam
ura89.exblog.jp/29385299/

❖
10 

音
楽
学
部
・
大
学
院
音
楽
研
究
科
の
国
際
交
流

校
は
次
の
七
校
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ブ
レ
ー
メ
ン

芸
術
大
学
の
み
が
、
大
学
院
音
楽
研
究
科
の
派
遣
先
で

あ
る
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音
楽
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
ウ
ィ
ー

ン
国
立
音
楽
大
学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
英
国
王
立
音
楽

大
学
ロ
ン
ド
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）、
檀
国
大
学
校
音
楽
大
学

（
韓
国
）、
国
立
台
北
芸
術
大
学
音
楽
学
院
（
台
湾
）、
ベ

ル
ゲ
ン
大
学
グ
リ
ー
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
音
楽
学
部
（
ノ

ル
ウ
ェ
ー
）、
ブ
レ
ー
メ
ン
芸
術
大
学
（
ド
イ
ツ
）。

　

ち
な
み
に
美
術
学
部
・
大
学
院
美
術
研
究
科
の
国

際
交
流
校
は
音
楽
学
部
・
大
学
院
音
楽
研
究
科
よ
り

も
多
く
、
欧
米
圏
で
九
校
、
東
ア
ジ
ア
圏
の
二
校
の
計

十
一
校
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
（
イ
タ
リ

ア
）、
国
立
高
等
美
術
学
校
・
国
立
高
等
装
飾
美
術
学

校
（
フ
ラ
ン
ス
）、
ベ
ル
ゲ
ン
大
学
美
術
・
音
楽
・
デ

ザ
イ
ン
学
部
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
ナ
ス
カ
ド
大
学
（
カ

ナ
ダ
）、
韓
国
芸
術
総
合
学
校
（
韓
国
）、
中
央
美
術
学

院
（
中
国
）、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー

ト
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ア
ー
ル
ト
大
学
芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
・

建
築
学
部
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
ポ
ズ
ナ
ニ
芸
術
大
学

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
シ
ド
ニ
ー
大
学
美
術
学
部
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）。
大
学
院
美
術
研
究
科
の
派
遣
先
は
音
楽

研
究
科
よ
り
多
く
、
十
一
校
の
う
ち
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
、
ア
ー
ル
ト
大
学
、
ポ
ズ
ナ

ニ
芸
術
大
学
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
美
術
学
部
の
四
校
が
対

象
で
あ
る
。

❖
11 

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
二
〇
二
〇
年
十
一
月

二
十
二
日
の
み
の
期
間
限
定
配
信
と
し
て
、YouT

ube

上
に
公
開
し
た
が
、
そ
の
翌
日
か
ら
五
日
間
（
二
十
三

日
〜
二
十
七
日
）
の
間
は
筆
者
の
担
当
す
る
各
ク
ラ
ス

メ
ン
バ
ー
お
よ
び
研
究
留
学
生
に
向
け
て
の
配
信
を

行
っ
た
。
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
再
生
回
数
に
は
そ
の

期
間
の
再
生
数
も
含
ま
れ
て
い
る
。

❖
12 

累
積
と
し
た
の
は
、
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
再

生
数
が
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

注

❖
1 

こ
の
時
点
で
は
、
全
学
でG

oogle C
lassroom

を
使
用
す
る
決
定
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

❖
2 

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
う
た
が
き
こ
え
る

―
時
の
川
辺
》
の
上
演
記
録
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
上
に

ア
ー
カ
イ
ヴ
化
し
た
。https://w

w
w

.dropbox.com
/

s/2io6g9cn
sl58xog/O

n
lin

e%
20Festival%

20
2020%

20Spring-Sum
m

er.pdf?dl=
0

❖
3 

一
人
の
奏
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
収
録
時
間

は
十
五
分
で
あ
る
。

❖
4 

イ
タ
リ
ア
日
本
音
楽
文
化
週
間
《
十
二
月
の
京

都
》
の
上
演
記
録
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
ア
ー

カ
イ
ヴ
化
し
た
。https://w

w
w

.dropbox.com
/s/

n
m

qoq65klgv45tb/Italian
%

20Japan
aese%

20
M

usic%
20W

eek%
20Program

.pdf?dl=
0

❖
5 

収
録
舞
台
映
像
に
よ
る
短
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
は
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
に
三
回
行
わ

れ
た
。
配
信
さ
れ
た
時
間
帯
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
六

日
十
八
時
〜
二
十
一
時
、
七
日
・
八
日
十
二
時
〜
十
三

時
で
あ
る
。
最
初
の
配
信
は
、
通
常
演
奏
会
が
開
か
れ

る
時
間
帯
に
行
っ
た
。
ま
た
翌
日
と
翌
々
日
の
配
信
は
、

昼
休
み
に
当
た
る
時
間
に
行
っ
た
。
こ
の
方
法
で
配
信

す
る
と
、
い
ず
れ
か
の
時
間
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
、
ア

メ
リ
カ
圏
で
は
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
時
間
帯
に
相
当
す

る
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
擬
似
的
に
再
現
す
る
と
い
う

目
的
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

❖
6 
四
ヶ
国
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
事
業
は
、

二
〇
一
九
年
度
、
二
〇
年
度
と
二
年
連
続
で
本
学
特
別

研
究
助
成
制
度
の
採
択
事
業
と
な
っ
た
。

❖
7 

「
時
の
川
辺
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下

の
本
学
関
係
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

白
石
孝
子
（
京
都
市
交
響
楽
団
元
首
席
フ
ル
ー
ト
奏
者
、

元
本
学
教
員
、
び
わ
湖
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
・

京
都
芸
術
祭
音
楽
部
門
実
行
委
員
長
）、
朴
実
（
本
学

研
究
機
関
音
楽
教
育
研
究
会
「
京
都
子
ど
も
の
音
楽
教

室
」
運
営
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
、
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
・
ケ

ナ
リ
代
表
、
民
族
・
民
衆
文
化
碑
ハ
ン
マ
ダ
ン
・
東
九

条
マ
ダ
ン
元
実
行
委
員
長
・
東
九
条
音
楽
祭
実
行
委
員

長
）、
石
丸
美
佳
（
京
都
市
交
響
楽
団
副
首
席
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
奏
者
）、
大
嶋
義
実
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
副

学
長
・
プ
ラ
ハ
放
送
交
響
楽
団
元
首
席
フ
ル
ー
ト
奏

者
・
群
馬
交
響
楽
団
元
第
一
フ
ル
ー
ト
奏
者
）、
潮
江

宏
三
（
美
術
史
家
、
本
学
名
誉
教
授
、
本
学
元
学
長
、

京
都
市
美
術
館
前
館
長
）、
出
原
司
（
版
画
家
、
本
学

名
誉
教
授
、
京
都
リ
ト
グ
ラ
フ
工
房
主
宰
）、
野
儀
伊

代
（
陶
磁
器
、
本
学
美
術
学
部
学
生
、
帝
塚
山
学
園
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
﹇
顧
問
：
小
林
奈
央
子
先

生
﹈
Ｏ
Ｇ
）、
井
上
明
彦
（
造
形
計
画
、
本
学
美
術
学

部
教
授
）、
赤
松
玉
女
（
油
画
、
本
学
学
長
）。

❖
8 

取
り
上
げ
た
の
は
次
の
六
名
の
作
品
で
あ
る
。

岡
田
加
津
子
（
本
学
教
員
）《O

pen the G
ate

》、
酒

井
健
治
（
本
学
教
員
）《
ウ
ェ
バ
リ
ン
グ
》、
朴
実
（
本

学
研
究
機
関
音
楽
教
育
研
究
会
「
京
都
子
ど
も
の
音
楽

教
室
」
運
営
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）《H

anp'uri

》、
金

ス
ヒ
ョ
ン
（
本
学
本
科
留
学
生
）《
秋
香
》、
伊
藤
慶
佑

（
本
学
大
学
院
生
）《internodes

》、
ア
ン
ヌ
シ
ュ
・

❖
13 

メ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
累
積

再
生
数
に
は
、
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

再
生
数
、
時
間
帯
を
限
定
し
た
短
時
間
配
信
時
の
再
生

数
が
含
ま
れ
る
。

❖
14 

ア
メ
リ
カ
初
演
時
の
ホ
ー
ル
の
収
容
人
数
が

二
千
七
百
名
で
あ
り
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
累
積
の
再
生
回
数
が
そ
の
収
容
人
数

を
少
し
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
個
人
的
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

❖
15 

clum
usica

と
は
、clum

sy

﹇
不
器
用
﹈
と

m
usica

﹇
音
楽
﹈
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
二
○

○
八
年
に
当
時
修
士
課
程
と
博
士
課
程
の
大
学
院
生
で

あ
っ
た
増
田
真
結
、
清
水
慶
彦
と
筆
者
の
三
人
で
始
め

た
研
究
と
創
造
の
た
め
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
名
称
で
あ

る
。
二
○
○
七
年
の
設
立
準
備
以
来
、
筆
者
の
研
究
室

を
拠
点
に
、
地
と
真
に
結
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
表
現
の
核

に
据
え
、
西
日
本
圏
の
活
発
な
現
代
の
音
楽
創
造
の
基

点
た
ら
ん
と
い
う
意
志
と
、
す
べ
て
の
世
代
、
す
べ
て

の
地
域
の
作
曲
家
と
演
奏
家
の
協
創
を
指
針
に
活
動
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
三
十
二
回
の
公
演
を
行
い
、
今
回

の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
活
動
を
加
え

る
と
三
十
六
回
の
協
働
と
な
る
。clum

usica

に
つ
い

て
は
、
下
記
の
リ
ン
ク
を
参
照
さ
れ
た
い
。https://

w
w

w
.nakam

uranoriko.com
/str

中村典子
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
と
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る 
石
谷
治
寛　
　

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
2
0
2
0

著
者
は
二
〇
二
〇
年
二
月
末
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
、
オ
ラ

ン
ダ
の
首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
滞
在
し
て
、
こ
の
都
市
が
芸
術

資
源
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
に
関
す
る
実

地
調
査
を
行
っ
た
。
く
し
く
もC

O
V

ID
-19

の
感
染
が
欧
州
で

も
注
視
さ
れ
は
じ
め
る
時
期
の
調
査
と
な
っ
た
が
、
帰
国
は
オ
ラ

ン
ダ
で
の
感
染
者
数
の
増
加
直
前
だ
っ
た
。
滞
在
中
、
街
の
施
設

は
ま
だ
通
常
運
用
さ
れ
て
い
て
、
マ
ス
ク
着
用
な
し
に
調
査
を
す

す
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

著
者
に
と
っ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
訪
問
は
、
市
立
美
術
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
こ
け
ら
落
と
し
に
な
っ
た
故
マ
イ
ク
・
ケ

リ
ー
展
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
十
二
月
以
来
の
八
年
ぶ
り
で

あ
る
。
二
〇
一
二
年
四
月
に
は
、
中
央
駅
の
海
を
挟
ん
だ
北
岸
に

位
置
す
るE

Y
E

 Film
 Institute

が
開
館
し
た
ば
か
り
で
も
あ
っ

た
。
翌
年
四
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
が
十
年
に

お
よ
ぶ
大
規
模
改
修
を
終
え
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
二
〇
〇
七
年
に
は
、
中
央
図
書
館

（
Ｏ
Ｂ
Ａ
）
が
駅
東
側
に
移
転
し
て
お
り
、
同
年
に
は
市
の
ア
ー

カ
イ
ブ
が
街
の
中
央
に
位
置
す
る
改
装
さ
れ
た
歴
史
建
造
物
に
移

転
し
た
こ
と
も
あ
わ
せ
れ
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
お
お
む

ね
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
主
要
な
芸
術
関
連
施
設
や
図
書
館
、

市
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
再
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美
術
館
は
前
回
の
訪
問
か
ら
の
変
化
が

石谷治寛
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あ
る
。
か
つ
て
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
旧
館
に
展
示

さ
れ
、
企
画
展
は
新
館
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
は
新
館
に
移
さ
れ
、
広
い
空
間
の
な
か
に
、

緩
や
か
に
芸
術
運
動
を
区
画
す
る
壁
が
設
置
さ
れ
た
ス
テ
デ
リ
ッ

ク
・
ベ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
常
設
展
示
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

展
開
し
て
い
た
。
室
内
を
反
時
計
回
り
に
ま
わ
る
と
時
代
毎
に
作

品
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
ア
ー
ト
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
毎
に

区
画
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
変
化
や
影
響
関
係
、
デ
ザ
イ
ン
と
の
関

連
な
ど
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
展
示
に
な
っ
て
い
る
。
二
階
に
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
ス
の
作
品
の
展
示
ブ
ー
ス
や
ビ
デ
オ
作

品
を
投
影
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
も
常
設
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
立
体
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
﹇
図
1
‐
2
﹈。

今
回
の
滞
在
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
渡
部
睦
子
夫
妻
の
案
内
も

あ
り
、
こ
う
し
た
展
示
の
背
後
に
あ
る
、
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ

デ
ィ
ア
の
修
復
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る
共
同
運
用
の
ス
タ
ジ

オ
訪
問
な
ど
、
芸
術
家
に
よ
る
都
市
資
源
の
再
活
用
の
現
場
の
一

端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
タ
イ
ム
ベ
ー
ス

ト
・
メ
デ
ィ
ア
や
芸
術
作
品
・
資
料
の
保
存
と
利
活
用
と
い
う
課

題
が
、
都
市
の
再
編
や
新
し
い
空
間
活
用
の
提
案
と
密
接
に
連
動

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
た
の
が
、
本
調
査
の
成
果
と

い
え
る
。
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
と

ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
断
章
を
通
し
て
考
察
す
る
。

映
像
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
と
再
演

砂
埃
が
舞
う
荒
れ
地
の
な
か
、
少
年
た
ち
が
鉄
の
輪
っ
か
を
木

の
枝
に
引
っ
掛
け
て
追
い
か
け
て
画
面
を
駆
け
抜
け
る
。
そ
の

輪
っ
か
か
ら
は
、
黒
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
帯
が
引
き
伸
ば
さ
れ
て

い
る
。
ど
う
や
ら
少
年
た
ち
は
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ー
ル
を
転
が
す
遊

び
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
映
像
はE

Y
E

 Film
 Institute

で

行
わ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
出
身
で
メ
キ
シ
コ
在
住
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア

リ
ス
の
個
展
「
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
」
の
展
示
作
品
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
ア
リ
ス
は
紛
争
中
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ク
ル
ド
紛
争
が

激
化
し
た
イ
ラ
ク
も
含
め
、
一
九
九
九
年
か
ら
世
界
中
を
旅
し

て
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
短
い
映
像
に
収
め
て
《C

hildren

’s 
G

am
es

》
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
一
連
の
映
像
が
、

本
展
で
は
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
て
美
し
い
展
覧
会
と

し
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
派
生
し
た
が
、
よ
り

長
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
冒
頭
の
《R

eel-U
nreel

》(

二
〇
一
一

年)
は
、
コ
ン
セ
プ
チ
ャ
ル
な
二
十
分
程
の
映
像
作
品
で
あ
る1

❖

。

［図1］ ステデリック・ベースの平面図。建築オフィスAMOが設計した。
［図2］ デ・ステイルの展示ルームの2階から全体を俯瞰できる。
［図3］ フランシス・アリス「子どもたちの遊び」展。
［図4］フランシス・アリス《Reel -Unreel》の一場面。フィルムリールによって地面に線が引かれる。
［図5］ LIMAのテープメディア再生機材。
［図6］ LIMAのマスター収蔵庫。
［図7］展示ドキュメントのアーカイブ。下部にイマーゴの設営資料がある。 

［図8］ LIMAの旧式機材の保管庫。

1.

3.

5.

7.

2.

4.

6.

8.
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こ
の
映
像
は
カ
ブ
ー
ル
の
都
市
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
タ
リ
バ

ン
に
よ
っ
て
二
〇
〇
一
年
九
月
五
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
映
画

ア
ー
カ
イ
ブ
の
数
千
の
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ピ
ー
が
十
五
日
か
け
て
燃

や
さ
れ
た
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
﹇
図
3
‐
4
﹈。

こ
の
映
像
は
、
保
管
さ
れ
て
い
た
記
録
や
イ
メ
ー
ジ
が
破
壊
さ

れ
台
無
し
に
さ
れ
る
こ
と
と
、
日
常
的
な
遊
び
や
身
振
り
が
都
市

の
空
間
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
に
継
承
さ
れ
再
演
さ
れ
る
こ
と
の

両
義
性
が
意
識
さ
れ
る
も
の
で
、
本
調
査
に
と
っ
て
も
象
徴
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
感
じ
ら
れ
た
。
資
料
や
記
憶
を
残
す
に
は
膨
大
な
時

間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
一
方
、
そ
れ
ら
に
ど
れ
だ
け
の
人
が
ア
ク

セ
ス
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
過
去
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
も
同

時
に
、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
で
現
在
進
行
形
の
新
た
な
や
り
と

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
ア
ー

カ
イ
ブ
の
創
造
的
活
用
の
可
能
性
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
営
み
か
ら
垣
間
見
て
い
き
た
い
。

フ
ィ
ル
ム
や
映
像
の
保
存
と
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
整
理
し
て
お
こ
う
。
展
示
が
行
わ
れ
たE

Y
E

 Film
 Institute

は
、
複
数
の
映
画
ス
ク
リ
ー
ン
と
展
示
室
や
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

を
備
え
た
機
関
で
、
フ
ィ
ル
ム
関
連
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
や
資
料

を
保
管
し
て
い
る
。
上
映
展
示
施
設
か
ら
徒
歩
で
二
十
分
ほ
ど
離

ビ
デ
オ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
活
動
を
続
け
、
マ
リ
ー

ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ビ
ッ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
ビ
デ
オ
作
品
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
同
年
に
は
別
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
組
織
「
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
ア
ー
ト
」
が
設
立
さ

れ
て
並
行
し
て
活
動
も
行
わ
れ
た
。
一
九
九
三
年
に
両
者
が
融

合
し
て
設
立
さ
れ
た
の
がN

etherlands M
edia A

rt Institute

（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
ｋ
）
で
あ
り
、
一
九
九
四
年
と
一
九
九
七
年
の
移
転
を

経
て
、
二
千
以
上
の
ビ
デ
オ
作
品
を
収
蔵
し
、
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト

を
展
示
・
保
存
・
調
査
す
る
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
っ
た3

❖

。
レ
ネ
イ
・
コ
エ
ル
ヨ
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
オ

ラ
ン
ダ
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
の
国
際
的
な
巡
回
展
を
企
画
し
、

一
九
九
〇
年
に
は
「
イ
マ
ー
ゴ
：
世
紀
末
の
オ
ラ
ン
ダ
・
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
」
展
（
日
本
で
は
一
九
九
三
年
に
ハ
ラ 

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム 

ア
ー
ク
）、
一
九
九
八
年
に
は
「
ザ
・
セ
カ
ン
ド
：
オ
ラ
ン

ダ
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
」
展
（
日
本
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
タ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
ｋ

は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト

の
保
存
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
調
査
す
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

れ
た
場
所
に
は
、
Ｅ
ｙ
ｅ
資
料
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
所

蔵
フ
ィ
ル
ム
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
事
前
予
約
で
誰
で
も
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ムE

ye Film
 Player

が
二
〇
二
一
年

か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
、
記
録
映
像
や
映
画
作
品
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
無
料
・
有
料
レ
ン
タ
ル
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
（
す

で
に
ベ
ー
タ
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（player.eyefilm

.nl

）。

タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
保
存

国
立
の
映
画
博
物
館
が
映
像
文
化
の
保
存
修
復
・
公
開
を
大

規
模
に
整
備
す
る
一
方
で
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
実
験
的
な

ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
の
保
存
や
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

二
〇
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
歴
史
は
、
一
九
七
八

年
に
設
立
さ
れ
た
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
に
遡
る2

❖

。
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ

は
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
レ
ネ
イ
・
コ
エ
ル
ヨ
に
よ
っ
て
、

自
分
の
ス
タ
ジ
オ
を
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
ア
ー
ト
作

品
の
展
示
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
機
材
や
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
八
三
年
に

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
北
部
に
移
転
し
、
オ
ラ
ン
ダ
と
国
際
的
な

Ｎ
Ｉ
Ｍ
ｋ
は
二
〇
一
二
年
に
政
府
の
文
化
予
算
削
減
に
よ
っ
て
閉

鎖
さ
れ
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
設
備
を
引
き
継
い

で
新
し
く
設
立
さ
れ
た
の
が
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
で
あ
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
湿
度
管
理
さ
れ
て
保
管
さ
れ

る
マ
ス
タ
ー
（
Ｕ－ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
や
Ｖ
Ｈ
Ｓ
な
ど
様
々
な
テ
ー
プ

メ
デ
ィ
ア
と
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
か
ら
な
る
）
と
、
閲
覧
室
に
配

架
さ
れ
る
プ
レ
ビ
ュ
ー
用
の
コ
ピ
ー
の
ビ
デ
オ
が
あ
り
、
情
報

端
末
を
通
し
て
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

m
ediakunst.net

は
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
を
は
じ
め
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

立
美
術
館
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
館
の
所
蔵
す
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
を
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
のR

esourceSpace

を
ベ
ー
ス

に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
作

業
は
完
了
し
、
国
内
の
美
術
館
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
国
外
の
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
の
保
存
と
調
査
を
進
め

て
い
る
。
そ
れ
ら
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
は
デ
ー
タ
保
存
用

磁
気
テ
ー
プ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
で
保
管
さ
れ
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
テ
ー
プ
メ
デ
ィ
ア
保
存
修
復
設
備
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
業
務
用
テ
ー
プ
編
集
機
材
や
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ソ
ニ
ー

の
ト
リ
ニ
ト
ロ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
（
キ
ュ
ー
ブ
状
の
形
態

石谷治寛
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に
よ
っ
て
ス
タ
ッ
ク
が
容
易
で
、
ビ
デ
オ
展
示
の
標
準
と
な
っ

た
）
な
ど
旧
式
の
メ
デ
ィ
ア
機
材
が
、
半
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

半
ば
必
要
に
応
じ
て
使
用
で
き
る
機
材
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
っ
た
。
旧
式
の
メ
デ
ィ
ア
機
材
が
、
故
障
し
た
際
に

は
、
機
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
な
が
ら
保
存
修
復
の
作
業
が

進
め
ら
れ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
越
し
に
映
像

作
品
を
走
査
し
鑑
賞
す
る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

要
件
は
均
一
な
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
と
還
元
さ
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
旧
式
メ
デ
ィ
ア
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
そ
の
痛

み
や
劣
化
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
材
の
質
感
と
、
そ
れ
を
扱
う

技
術
者
の
記
憶
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
の
厚
み
も
包
含
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
。
む
し
ろ
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
は
そ
の
空
間
と
経

験
を
継
承
す
る
場
で
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
さ
れ
た

﹇
図
5
‐
8
﹈。

ス
ク
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
共
同
ア
ト
リ
エ
へ

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
創
造
活
動
の
背
後
に
、
古
い
倉
庫

を
改
装
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
共
同
利
用
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ジ
オ

の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
は
ビ
デ
オ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
自
律

的
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
市
民
参
加
と
い
う
理
念
と
地
続
き
で
あ

る
。
た
と
え
ば
ヘ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
ー
ム
（veem

.nl

）
は
、
一
九
世

紀
末
に
建
造
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
か
ら
運
ば
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
、
タ
バ
コ
、
コ
コ
ア
の
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

一
九
八
〇
年
ま
で
に
、
そ
の
倉
庫
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
た
が
、
低
価
格
で
利
用
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
求
め

た
人
々
に
よ
っ
て
ス
ク
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
空
き
家
占
拠
）
さ
れ
た

と
い
う
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九
七
年
に
か
け
て
七
〇

ほ
ど
の
部
屋
が
徐
々
に
改
装
さ
れ
な
が
ら
、
利
用
者
が
属
す
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
協
議
会
の
も
と
運
営
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

複
合
施
設
に
は
、
木
工
職
人
や
陶
芸
家
、
印
刷
業
者
、
小
道
具
や

照
明
器
具
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
小
規
模
の
企
業
か
ら
、
映
画
製
作

者
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
、
そ
し
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
個
人
ス
タ
ジ
オ
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
製
作
者
が

集
ま
っ
て
お
り
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
劇
場
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

も
備
え
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
環

境
の
特
徴
と
し
て
、
ス
ク
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
比
較

的
低
賃
料
の
ス
タ
ジ
オ
を
整
備
す
る
運
動
が
根
付
い
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
中
央
駅
の
北
側
埠
頭
に
は
、
八
十
年
代
に
使
わ
れ
な
く

な
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
元
造
船
所
の
空
間
を
再
利
用
す
る
た
め

［図9］Het Veemの共有スペース。
［図10］改装の様子の記録写真がその歴史を伝える。
［図11］NDSM外側に描かれた様々なグラフィティ。
［図12］倉庫の内側にある様々なスタジオの集合施設。
［図13］市アーカイブでの都市の歴史資料の展示。
［図14］古地図だけでなくProvo関連資料も展示される。

9. 10.

11. 12.

13. 14.
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も
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
主
催
の

Suzanne O
xenaar

は
十
代
の
頃
の
日
本
で
の
滞
在
経
験
の
な

か
で
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
い
う
存
在
へ
の
驚
き
か
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
親
密
な
経
験
の
場
と
し
て
の
ホ
テ
ル
に
着
目
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
彼
女
は
日
本
で
ラ
ブ
ホ
テ
ル
を
主
題
に
し

た
展
示
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
ホ
テ
ル
を
創
造
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
捉
え
直
す
発
想
は
、
彼
女
の
携
わ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

SW
E

E
T

S hotel

に
宿
泊
し
て
、
内
側
か
ら
外
を
覗
く
と
、
大

き
な
ガ
ラ
ス
窓
が
壁
面
を
覆
っ
て
い
る
た
め
に
、
想
像
以
上
に
川

と
橋
を
通
る
人
々
の
姿
が
見
渡
せ
る
の
に
対
し
て
、
二
階
ほ
ど
の

位
置
に
部
屋
が
あ
る
の
で
、
下
か
ら
は
中
の
様
子
は
そ
れ
ほ
ど
気

に
な
ら
な
い
。
被
監
視
者
に
観
ら
れ
ず
に
す
っ
か
り
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
一
望
監
視
装
置
（
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
）
の
特
徴

を
備
え
た
施
設
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
監
視
技
術
は
交

通
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
の
管
理
と
い
う
市
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
所
が
現
在
、
都
市
居
住
者
と
は
異
な

る
旅
行
者
が
寝
泊
ま
り
す
る
場
所
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
都

市
に
お
け
る
眼
差
し
の
政
治
学
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る

か
？　

新
奇
な
ホ
テ
ル
の
建
造
は
、
一
方
で
観
光
資
源
を
中
心
と

り
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
二
〇
一
二

年
か
ら
都
市
再
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
進
め
ら
れ
、
今
後
も
さ
ら
な
る
建
物
の
改
装
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
十
七
世
紀
に
遡
る
が
、
お
お
む
ね
百

年
間
の
異
な
る
時
期
に
建
造
さ
れ
た
建
築
物
が
再
利
用
さ
れ
て
い

る
。
建
て
ら
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
、
そ
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
類
型

化
さ
れ
る
。
建
物
の
機
能
（
そ
ば
に
雑
貨
販
売
の
キ
オ
ス
ク
が
設

置
さ
れ
た
）、
都
市
の
美
観
と
の
関
連
、
建
築
意
匠
、
交
通
量
の

変
化
、
制
御
卓
の
大
き
さ
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
要
件
な
ど
、

時
代
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
が
、
こ
の
小
さ

な
建
造
物
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
るSpace&

M
atter

は
、
こ
れ
ま

でLloyd H
otel

の
運
営
も
行
っ
て
き
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
元
々
、

東
埠
頭
か
ら
南
米
に
旅
立
つ
移
民
の
宿
泊
施
設
と
し
て
建
造
さ

れ
、
検
疫
所
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
ド
イ
ツ
占
領
期
に

は
非
行
少
年
所
、
戦
後
は
監
獄
と
し
て
様
々
に
使
わ
れ
て
き
た
建

物
だ
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
そ
の
役
割
を
終
え
る
と
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
住
居
や
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
二
〇
〇
四
年
に
ホ
テ
ル
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
り
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
機
能

石谷治寛

に
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｍ
と
い
う
組
織
が
一
九
九
九
年
に
設
立
さ
れ
、
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ア
ト
リ
エ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
を
通
し

た
地
域
の
再
生
が
図
ら
れ
て
き
た4

❖

。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
一
九
六
〇
年
代
に
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
の
運
動
Ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｏ
が
広
く
支
持
を
集
め
、
市
議
会
で
議

席
を
獲
得
し
、
都
市
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
白
い
自

転
車
を
シ
ェ
ア
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
・
バ
イ
シ
ク
ル
・
プ
ラ
ン
」
な

ど
、
都
市
環
境
の
改
善
を
提
言
す
る
政
策
立
案
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
た
空

き
地
の
創
造
的
活
用
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
運
動
は
、
経
済
危

機
に
直
面
し
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
活
発
化
し
た5

❖

。
こ
の
運
動

に
は
多
様
な
側
面
が
あ
っ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
生
活
環
境
改
善
を
要
求
す
る
一

方
、
警
察
と
の
衝
突
も
辞
さ
ず
政
治
的
な
直
接
行
動
に
訴
え
る
運

動
の
広
が
り
で
あ
る
。
市
民
参
加
を
促
す
「
解
放
さ
れ
た
市
民
」

の
芽
生
え
も
批
判
的
な
市
民
社
会
の
形
成
を
盛
り
上
げ
た
と
い
う
。

「
ス
ク
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
空
き
家
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の
は
、
住

居
不
足
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
管
理
の
官
僚
主
義
的
な
構
造
を
逃
れ
、

生
活
の
新
し
い
形
態
を
創
り
出
す
た
め
だ
っ
た
」6

❖

。
海
賊
放
送
、
テ

レ
ビ
や
印
刷
媒
体
の
活
用
は
、
よ
り
自
由
で
自
律
的
な
方
法
を
模

索
す
る
動
き
を
生
み
出
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
ス
ク
ォ
ッ

テ
ィ
ン
グ
は
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
収
束
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
先
に
み
た
よ
う
に
そ
の
エ
ー
ト
ス
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ス
タ
ジ
オ
の
運
用
の
な
か
に
も
連
綿
と
脈
づ
い

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
﹇
図
9 

‐
14
﹈。

市
民
を
見
守
る
運
河
沿
い
の
小
さ
な
ホ
テ
ル

SW
E

E
T

S hotel

（sw
eetshotel.am

sterdam

）
は
、
都
市

資
源
の
再
活
用
の
試
み
と
し
て
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
例
で
あ
る
。

こ
れ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
運
河
を
交
通
す
る
船
の
た
め
の
橋
の

開
閉
を
管
理
す
る
職
員
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
建
物
を
、（
カ
ッ

プ
ル
向
け
の
）
ホ
テ
ル
と
し
て
貸
し
出
す
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
現
在
二
十
八
の
橋
が
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
に
は
フ
ロ
ン
ト
は
な
く
、
電
子
決
済
を
通
し
て
鍵
は
ネ
ッ

ト
上
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
い

わ
ば
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
区
域
全
体
が
巨
大
な
ホ
テ
ル
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
複
数
の
個
性
的
な
客
室
が
運
河
沿
い
に
点
在
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
の
だ
。
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
橋
の
開
閉
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
な
り
、
こ
の
小
さ
な
宿
舎
に
職
員
が
寝
泊
ま
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［図16］ SWEETS hotel 301。中央奥にはEYE Film Instituteが見える。
［図17］ SWEETS hotel 204。
［図18］ SWEETS hotelのタイポロジー。
［図19］ SWEETS hotelから見た夜景のパノラマ写真。浴室・トイレは一階に設置されている。

石谷治寛

し
た
都
市
再
開
発
の
大
き
な
牽
引
力
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
地
価
の

高
騰
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
居
住
者
の
生
活
基
盤
を
切
り

崩
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
他
方
で
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
高

層
の
大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
型
ホ
テ
ル
と
違
っ
て
、
道
行
く
都
市
居
住

者
の
姿
が
旅
行
者
の
目
に
も
か
な
り
身
近
に
映
し
出
さ
れ
る
装
置

に
も
な
っ
て
い
る
。
無
用
の
施
設
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
る
の
で
も

な
く
、
歴
史
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
だ
け
保
存
さ
れ
る
の
で

も
な
く
、
旅
行
者
と
市
民
と
の
眼
差
し
の
関
係
を
新
し
く
結
び
直

す
装
置
と
し
て
現
在
進
行
形
で
使
用
さ
れ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ア
ー
カ
イ
ブ
の
創
造
的
活
用
の
事
例
で
あ
り
、
き
わ
め
て
特
記

す
べ
き
都
市
資
源
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
と
い
え
る
。
水
平
的

な
市
民
監
視
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
閉
ざ
さ
れ
た
相
互
監
視
や
密
告

社
会
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
権
力
や
資
本
の
濫
用
に
対
す
る

批
判
的
な
市
民
参
加
に
開
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
﹇
図
15 

‐

19
﹈。

［図15］ ●美術館・博物館、▲アーティスト・スタジオや大学、■アーカイブ：アムステルダム国立美術館、市
立美術館を中心に美術館エリアなど展示施設があり、街の外縁には アーティスト・スタジオが位置する。北側
にはアーカイブのストレージが建設されている （SWEETS hotelのウェブサイトの地図に印とロゴを重ねた）。

16.

18.

19.

17.
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
の
模
索

現
在
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
で
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

の
《
夜
警
》
の
修
復
作
業
が
透
明
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
行
わ
れ
て
い

る
。
展
示
室
で
の
修
復
作
業
の
公
開
は
、
ヘ
ン
ト
美
術
館
で
の
ヤ

ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
《
ヘ
ン
ト
の
祭
壇
画
》
の
修
復
（
二
〇 

一
二‒

二
〇
年
）
や
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館
で
の
ク
ー
ル
ベ
の
《
画

家
の
ア
ト
リ
エ
》
の
修
復
（
二
〇
一
四‒

一
五
年
）
な
ど
で
す
で

に
お
馴
染
み
の
や
り
方
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
物
崇
拝
よ
り
も
、

修
復
・
保
存
を
観
客
が
と
も
に
見
守
り
な
が
ら
、
文
化
の
歴
史
を

生
き
生
き
と
振
り
返
る
場
所
が
現
代
の
美
術
館
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の
常
設
展
示
室
の
特

徴
は
、
著
名
な
画
家
や
彫
刻
の
作
品
を
中
心
に
展
示
す
る
よ
う
な

傑
作
主
義
で
は
な
く
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
古
典
的
な
ジ
ャ
ン
ル

以
外
の
作
品
も
展
示
し
て
周
縁
の
視
覚
文
化
も
包
括
す
る
、
よ
り

博
物
館
に
近
い
展
示
ス
タ
イ
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
の
黄
金
時
代
を
象
徴
す
る
展
示
室
に
は
、

展
示
壁
の
海
景
画
に
加
え
て
、
船
の
模
型
や
当
時
の
地
球
儀
が
設

置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
、
立
体
的
な
ジ
オ
ラ
マ
が
い
く
つ
も

設
置
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
港
や
日
本
の
長
崎
の
出
島
な
ど
オ
ラ
ン

ダ
が
交
易
で
進
出
し
た
港
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
植
民

地
主
義
色
の
強
い
絵
画
が
壁
面
に
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
砲

が
床
に
置
か
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
代
表
者

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
ル
パ
ー
ス
は
『
描
写
の
芸
術
』
で
、
十
七

世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
の
正
確
な
描
写
の
ス
タ
イ
ル
が
、
当
時

の
地
図
作
成
術
や
書
字
の
技
法
に
相
同
す
る
土
地
の
支
配
や
所
有
、

領
域
化
、
植
民
地
主
義
的
な
欲
望
に
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
に
は
、
同
時

代
の
家
具
調
度
品
や
武
器
だ
け
で
な
く
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
よ
う

な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
も
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
時
代
の
表
現
の
ス
タ
イ
ル
が
、
そ
れ
が
制
作
さ
れ
た
当
時
の

支
配
や
権
力
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
的
確
に
描
き
出
さ
れ

る
。
近
現
代
の
展
示
室
で
も
こ
う
し
た
異
な
る
メ
デ
ィ
ウ
ム
や
芸

術
ジ
ャ
ン
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
展
示
は
一
貫
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
航
空
機
の
ま
わ
り
に
は
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
と
と
も
に
、
キ
ュ
ビ

ス
ム
の
抽
象
画
や
ヨ
リ
ス
・
イ
ヴ
ェ
ン
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

な
ど
が
展
示
さ
れ
（
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
映
像
に
はE

Y
E

 Film
 

Institute

の
ロ
ゴ
が
つ
く
）、
同
時
代
の
流
線
型
の
工
業
デ
ザ
イ

ン
の
抽
象
的
な
美
を
ま
と
め
て
い
る
。

こ
こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
展
示
室
と
し
て
、
オ
ラ
ニ
エ
公

［図20］修復中のレンブラント《夜景》。
［図21］オランダ黄金時代の海景画の展示室。
［図22］右手前の長崎出島の模型をはじめとして、地理的な広がりが展望される。
［図23］カリブのジオラマ。
［図24］近代の展示室。工業化時代の事物やデザイン・映像が効果的に配置される。
［図25］ウィリアム3世とメアリー2世の王宮コレクション。
［図26］家具のコレクションの中には鏡や燭台などオランダ静物画のエンブレムが効果的に配置される。
［図27］王宮の外では狩猟が行われた。鏡にはルイ14世のオランダ侵攻を表す歴史画が映る。

20.

22.

24.

26.

21.

23.

25.

27.

石谷治寛
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ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
メ
ア
リ
ー
二
世
の
王
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

再
配
置
し
た
展
示
室
が
挙
げ
ら
れ
る
。
展
示
室
の
中
央
手
前
に

は
、
白
地
に
青
の
中
国
風
の
絵
付
け
が
施
さ
れ
た
デ
ル
フ
ト
焼
き

が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
ま
れ
、
奥
に
は
寝
台
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
の
ま
わ
り
に
は
、
大
き
な
サ
イ
ズ
の
狩
猟
画
や
動
物
画
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
王
と
王
妃
の
不
在
の
中
、
白
鳥
の
絵
の
隣
に

は
、
白
い
肖
像
彫
刻
が
並
べ
ら
れ
、
あ
た
か
も
動
物
画
は
貴
族
社

会
を
風
刺
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
さ
ら
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
侵
攻
を
描
い
た
戦
争
画
も
家
具
調
度
品
の
上
に
架
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
暴
力
に
よ
る
富
の
支
配
と
そ
の
崩
壊
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

鏡
や
燭
台
や
壊
れ
た
時
計
は
、
当
時
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
で
解
釈
す
れ

ば
、
虚
栄
や
死
を
も
暗
示
す
る
だ
ろ
う
。
美
術
館
の
観
客
は
、
王

宮
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
過
去
の
亡
霊
の
気
配
を
通
し
て
振
り
返
り

な
が
ら
、
そ
の
鏡
に
映
る
自
ら
の
姿
を
「
死
を
思
え
」
と
い
う
当

時
の
美
学
と
と
も
に
反
省
す
る
よ
う
促
さ
れ
る
﹇
図
20 

‐
27
﹈。

結
語

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
都
市
全
体
が
博
物
館
の
よ
う
で
あ
り
、
世

界
交
易
の
中
心
地
と
し
て
の
十
七
世
紀
の
都
市
の
発
展
と
運
河
網

の
整
備
を
土
台
に
、
現
在
の
歴
史
的
景
観
を
形
作
る
十
九
世
紀
末

か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
建
造
さ
れ
た
建
物
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ

れ
て
、
文
化
施
設
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
基
盤
の
う

え
に
ナ
チ
ス
に
よ
る
占
領
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
経
験
を
経
て
、
戦

後
の
復
興
に
よ
る
都
市
の
交
通
基
盤
の
拡
張
と
市
民
参
加
に
よ
っ

て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
許
容
す
る
柔
軟
な

都
市
文
化
が
創
り
あ
げ
ら
れ
た
。
空
き
地
の
占
拠
と
そ
の
創
造
的

再
活
用
、
芸
術
資
源
の
保
存
・
修
復
と
展
示
の
循
環
的
な
サ
イ
ク

ル
は
、
都
市
全
体
の
創
造
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
二
〇
二
一
年
秋
に
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
、
公
開
の
収
蔵
庫

「
デ
ポ
・
ボ
イ
マ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
」
の
開
館
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
方
都
市
も
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
芸
術
資
源
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
そ
の
公
開
と
い
う
分
野
に
お

い
て
、
実
験
的
で
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
い
ち
早
く
行
っ
て
い
る

の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術
文
化
で
あ
る
﹇
図
28 

‐
33
﹈。

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
調
査
の
一
端
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
保
存
と
都
市
資
源
の
再
活
用
、
博
物
館
で
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断

的
な
展
示
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
あ
て
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
培
わ
れ

て
き
た
市
民
参
加
の
街
づ
く
り
の
精
神
が
、
今
後
の
日
本
の
地
方

都
市
の
芸
術
文
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

［図28］ハイス・マルセイユ写真美術館の展示。Arja HopとPeter Svensonはアムステルダムの植
生を調査して、様々な植物から色を作り出し、白黒の風景写真スライドとともに展示。自然環境
のアーカイブとなっている。
［図29］動物園の隣にある微生物博物館は、粘菌やHIVウイルスなど微生物やウイルス、発酵現象
や、ナノテクを使った新素材の生活資材への応用などを展示。
［図30］ロッテルダムで建設中のデポ・ボイマンス・ファン・ベーニンゲン。
［図31］Witte de Withアートセンターでのロッテルダムのアートプロジェクトの資料展示。1985

年に自律した空間として創造されたKaus Australis（kausaustralis.org）の歴史に焦点をあてている。
［図32］ロッテルダム市博物館。改装中のボイマンス・ファン・ベーニンゲン美術館のコレクショ
ンは市内各所で展示された。
［図33］ロッテルダム市博物館。古いアトリエ画や自画像のコレクションと対比的に、市内で活動す
るアーティストのアトリエの映像がダンボールの中にディスプレイされる。

28.

30.

32.

29.

31.

33.

石谷治寛
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一
九
九
四
年
、
京
焼
の
若
手
有
志
が
集
ま
り
、
京
焼
産
地
と
し

て
の
五
条
坂
の
過
去
を
知
る
人
々
に
話
を
聞
く
「
京
都
の
登
り
窯

時
代
の
話
を
聞
く
会
」
が
数
度
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
こ
の
会

の
録
音
テ
ー
プ
が
メ
ン
バ
ー
の
手
元
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
五
条
坂
で
生
ま
れ
育
ち
、
二
十
世
紀
の
陶
芸
界
を
支

え
た
人
々
が
京
焼
に
つ
い
て
語
っ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
た
め
、

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
「
京
都
工
芸
ア
ー
カ
イ
ブ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
語
り
手
の
関
係
者
か
ら
複
製
の
許
可
を
得
た
音
源
を

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
に
変
換
し
翻
刻
作
業
を
進
め
て
き
た
。
成
果

の
発
信
と
し
て
、
公
開
可
能
な
内
容
を
抽
出
し
再
編
集
し
て
、
関

係
者
か
ら
出
版
の
許
可
を
得
た
内
容
を
公
開
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。

京
焼
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー 

前
﨑
信
也  

清
水
愛
子  

猪
飼
祐
一　
　

│
清
水
卯
一
が
語
っ
た
五
条
坂
の
記
憶

「
京
都
の
登
り
窯
時
代
の
話
を
聞
く
会
」
は
猪
飼
祐
一
、
市
川
博

一
、
今
井
眞
正
、
木
村
展
之
、
黒
田
佳
雄
、
高
坂
嘉
津
幸
、
藤
平

寧
、
吉
川
充
（
五
十
音
順
）
が
結
成
し
た
。
回
ご
と
に
参
加
メ
ン

バ
ー
は
異
な
り
、
上
記
メ
ン
バ
ー
以
外
の
参
加
者
が
い
た
こ
と
も

あ
る
。
か
つ
て
京
都
の
焼
き
も
の
は
共
同
窯
と
い
う
形
態
で
あ
り
、

多
く
の
作
り
手
が
寄
り
合
い
一
つ
の
窯
か
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
製

品
を
焼
き
上
げ
て
い
た
。「
大
家
」
と
呼
ば
れ
る
作
家
か
ら
若
手

の
陶
工
ま
で
が
窯
詰
め
に
集
ま
り
、
窯
出
し
の
際
に
は
問
屋
の
商

人
達
と
と
も
に
一
喜
一
憂
す
る
。
登
り
窯
と
は
情
報
の
収
集
場
で

あ
り
、
京
焼
伝
統
の
技
術
や
技
法
だ
け
で
な
く
、
誇
り
ま
で
も
が

引
き
継
が
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
市
街
地
の
大
気
汚
染

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
登
り
窯
が
批
判
の
的
と
な
り
、
一
九
八
二

年
以
降
、
五
条
坂
周
辺
の
登
り
窯
に
火
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
。
登
り
窯
の
廃
止
を
受
け
て
、
小
型
の
電
気
窯
や
ガ
ス

窯
が
個
人
工
房
に
普
及
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
皆
が
寄
り
合
う
場

所
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た1

❖

。

会
の
メ
ン
バ
ー
は
子
供
時
代
の
登
り
窯
の
煙
が
か
す
か
に
記
憶

に
残
っ
て
い
る
世
代
で
あ
っ
た
。
当
時
を
知
る
方
々
か
ら
お
話
を

聞
き
、
京
都
の
陶
工
と
し
て
後
世
に
伝
え
繋
げ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
い
で
集
ま
っ
た
。
結
果
と
し

て
、
登
り
窯
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
京
焼
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
逸

話
も
含
め
、
貴
重
な
記
録
を
含
む
内
容
と
な
っ
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
同
会
が
一
九
九
四
年
九
月
に
行
っ
た
清

水
卯
一
氏
（
一
九
二
六
〜
二
〇
〇
四
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ

る2
❖

。
清
水
は
五
条
坂
の
京
焼
陶
磁
器
卸
問
屋
を
営
む
家
に
生
ま
れ

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
登
場
す
る
が
、
近
所
に
住
む
「
泥
鉄
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
た
永
楽
善
五
郎
家
の
轆
轤
師
で
あ
る
宮
本
鉄
太
郎

か
ら
轆
轤
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
。
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
立
命
館

商
業
学
校
に
入
学
。
し
か
し
中
退
し
、
十
四
歳
の
時
に
京
都
洛
北

の
八
瀬
で
作
陶
を
行
っ
て
い
た
石
黒
宗
麿
に
短
期
間
で
は
あ
る
が

師
事
し
、
陶
芸
の
道
を
志
し
た
。
そ
の
後
、
国
立
京
都
陶
磁
器
試

験
所
で
学
び
、
京
都
市
立
工
業
研
究
所
窯
業
部
に
勤
務
。
終
戦
を

機
に
五
条
坂
で
独
立
し
た
。
一
九
四
七
年
に
宇
野
三
吾
を
主
宰
と

し
て
結
成
さ
れ
た
「
四
耕
会
」
に
参
加
し
た
。
二
年
後
に
制
作
へ

の
考
え
方
の
相
違
に
よ
り
脱
退
し
、
谷
口
良
三
、
木
村
盛
和
と
と

も
に
「
緑
陶
会
」
を
結
成
。
同
じ
年
に
六
代
清
水
六
兵
衛
を
主
宰

と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
京
都
陶
芸
家
ク
ラ
ブ
」
の
結
成
に
も
参
加

し
て
い
る
。

一
九
五
一
年
、
二
十
五
歳
で
第
七
回
日
展
に
初
入
選
し
て
以

降
、
京
都
工
芸
美
術
展
、
現
代
陶
芸
展
、
京
展
な
ど
で
相
次
い

で
受
賞
を
重
ね
る
。
一
九
五
五
年
に
は
第
一
回
日
本
陶
磁
協
会

賞
、
一
九
五
九
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
で
グ
ラ
ン
プ

リ
、
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
第
七
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
日
本

工
芸
会
総
裁
賞
を
受
賞
し
て
、
三
十
代
前
半
に
は
日
本
陶
芸
界
で

注
目
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
二
十
代
の
頃
は
日
展
や
現
代
陶
芸

展
に
出
品
し
て
い
た
が
、
石
黒
宗
麿
が
創
設
に
尽
力
し
た
日
本
工

芸
会
が
発
足
さ
れ
て
以
降
、
日
本
伝
統
工
芸
展
を
中
心
に
活
躍
し
、

一
九
八
五
年
に
重
要
無
形
文
化
財
「
鉄
釉
陶
器
」
保
持
者
に
認
定

さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
に
、
滋
賀
県
大
津
市
の
蓬
莱
山
麓
に
自
宅

兼
工
房
の
蓬
莱
窯
を
築
き
、
以
後
は
そ
こ
で
活
発
な
制
作
活
動
を

行
っ
た
。



109 108

COMPOSTオーラル・ヒストリー vol .  022021

前﨑信也  清水愛子  猪飼祐一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
蓬
莱
窯
で
実
施
さ
れ
、
清
水
卯
一
の
幼
少
期

か
ら
壮
年
期
に
か
け
て
の
京
都
・
五
条
坂
に
関
す
る
こ
と
が
大
半

を
占
め
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
清
水
の
孫
に
あ
た
る
清
水
愛
子
が

監
修
し
た
。
録
音
が
不
鮮
明
で
聞
き
取
れ
な
い
箇
所
、
公
開
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
適
宜
調
整
、
削
除

等
を
行
っ
た
。
京
都
弁
に
独
特
の
口
語
表
現
な
ど
は
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
に
可
能
な
限
り
録
音
時
の
ま

ま
に
記
載
し
て
い
る
。

実
施
日
時
：
一
九
九
四
年
九
月
九
日
（
午
後
一
時
〜
四
時
）

語
り
手
：
清
水
卯
一

場
所
：
蓬
莱
窯
（
滋
賀
県
大
津
市
八
屋
町
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
五
十
音
順
）：
猪
飼
祐
一
、
市
川
博
一
、
木
村
展
之
、

黒
田
美
穂
、
高
坂
嘉
津
幸
、
藤
平
寧

凡
例
：
清
水
は
清
水
卯
一
氏
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
つ
い
て
は
声
で
誰

か
判
別
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た
め

―
で
統
一
し
た
。

注
釈
の
解
説
や
略
歴
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
読
み
や
す
さ
を
目
的
と
し
て

お
り
一
般
的
な
内
容
が
多
く
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
特
に
必
要
と
思

わ
れ
る
項
目
以
外
の
出
典
は
明
記
し
て
い
な
い
。

戦
中
・
戦
後
の
五
条
坂

―
こ
の
た
び
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

清
水　

い
や
い
や
。
ま
あ
楽
に
し
て
く
だ
さ
い
。

―
今
回
の
聞
き
取
り
は
、
多
く
の
陶
芸
家
が
活
躍
し
た
全
盛

を
誇
っ
た
時
代
の
五
条
坂
の
こ
と
、
今
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
昔

の
や
き
も
の
の
話
な
ど
、
意
外
と
聞
く
機
会
が
な
い
の
で
、
一
度

知
っ
て
い
る
方
々
か
ら
聞
い
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
が
発
端
で
す
。
今
後
の
仕
事
に
生
か
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
さ
ら
に
は
後
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
必
要
性
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
若
い
陶
芸
家
で
集
ま
り
会
を
作
り

ま
し
た
。

清
水
　
私
は
、
大
正
十
五
年
に
五
条
で
生
ま
れ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
見
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
な

あ
。―

昔
は
五
条
通
が
今
の
歩
道
く
ら
い
で
、
北
側
と
南
側
の
家

の
距
離
が
狭
く
、
向
か
い
合
っ
て
陶
器
屋
さ
ん
が
ず
ら
っ
と
並
ん

で
い
た
と
聞
き
ま
す
け
れ
ど
も
…
…
。

清
水
　
そ
う
だ
っ
た
け
ど
強
制
疎
開
で
ね
え
。
第
二
次
世
界
大
戦

が
終
わ
る
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
一
夜
に
し
て
、
五
条
通
の
東

大
路
か
ら
西
大
路
ま
で
、
南
側
の
建
物
が
全
部
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
か
ら
ね3

❖

。

―
そ
れ
は
京
都
市
か
ら
の
命
令
で
す
か
。

清
水
　
ど
こ
の
命
令
や
ろ
う
ね
。
結
局
は
当
時
の
軍
の
命
令
や
と

思
う
け
れ
ど
ね
。
初
め
は
五
条
通
の
北
側
が
な
く
な
る
は
ず
だ
っ

た
の
が
、
一
夜
に
し
て
南
側
に
変
わ
っ
た
と
か
。

―
そ
の
北
側
か
ら
南
側
へ
変
わ
っ
た
っ
て
い
う
の
は
、
何
か

理
由
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

清
水
　 

何
か
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
、
何
か
。
北
側
に
有
力
な

人
が
あ
っ
た
の
か
…
…
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
も
あ

る
け
ど
ね
。
五
条
の
ず
っ
と
西
の
方
で
の
話
。
今
に
し
た
ら
も
う

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
ち
が
う
か
ね
。

―
も
と
も
と
五
条
通
の
道
幅
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
す

か
。

清
水
　
道
幅
は
ね
、
今
の
北
側
の
歩
道
の
部
分
。
自
動
車
が
一
台

通
れ
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
す
ね
。

―
と
い
う
こ
と
は
今
の
北
側
と
南
側
の
車
道
部
分
は
全
部
、

家
だ
っ
た
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
い
規
模
で
家
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
中

に
陶
器
屋
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

清
水
　
そ
う
で
す
よ
。
東
大
路
か
ら
大
和
大
路
ま
で
は
ね
、
い
わ

ゆ
る
昔
か
ら
の
名
家
、
高
橋
道
八
さ
ん
、
清
風
與
平
さ
ん4

❖

、
清
水

六
兵
衛
さ
ん5

❖

を
は
じ
め
陶
器
屋
が
多
か
っ
た
で
す
ね6

❖

。

―
先
生
の
今
の
ご
自
宅
の
お
向
か
い
周
辺
は
ど
な
た
が
住
ん

で
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
隣
の
若
宮
八
幡
宮7

❖

さ
ん
か
ら
南
へ
鐘
鋳
町
と
い
う
通
り
が

あ
っ
て
ね
。
右
側
に
は
清
水
六
兵
衛
家
。
そ
の
通
り
を
挟
ん
で
向

か
い
に
、
金
光
院8

❖

さ
ん
が
あ
っ
て
。

―
若
宮
八
幡
宮
か
ら
は
参
道
み
た
い
に
な
っ
て
い
た
の
で
す

か
。

清
水
　
参
道
で
は
な
い
け
れ
ど
、
道
が
南
へ
続
い
て
い
て
ね
。
そ

の
す
ぐ
南
に
は
音
羽
川
の
橋
が
あ
っ
て
ね
。
そ
し
て
左
側
に
加
賀

の
田
中
さ
ん
、
向
か
い
に
越
前
屋
の
窯
が
あ
っ
た
ね
。

―
そ
の
あ
た
り
に
共
同
窯9

❖

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

清
水
　
共
同
窯
は
音
羽
川
を
挟
ん
で
橋
の
周
辺
に
あ
り
ま
し
た
よ
。

東
に
は
田
中
の
窯
、
そ
の
向
か
い
西
側
に
は
越
前
屋
が
ね
。
そ
の

北
に
清
風
與
平
さ
ん
の
窯
、
六
兵
衛
さ
ん
の
窯
が
あ
り
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
個
人
の
窯
で
す
か
。

清
水
　
元
々
は
個
人
の
窯
で
し
た
が
戦
後
、
共
同
窯
に
な
り
ま
し

た
。
清
風
さ
ん
の
窯
は
六
兵
衛
さ
ん
が
造
り
、
髙
橋
道
八
さ
ん
も

関
わ
っ
て
お
ら
れ
て
ね
。
ま
た
音
羽
川
を
挟
ん
で
南
側
に
菊
岡
の

窯
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
そ
う
し
た
共
同
窯
へ
み
ん
な
担
い
で

き
て
窯
詰
め
し
て
ま
し
た
ね
。
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―
そ
れ
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
リ
ヤ
カ
ー
引
い
た
り
し
て
持
っ

て
い
っ
た
と
か
。

清
水
　
リ
ヤ
カ
ー
で
な
く
て
担
い
で
ね
、
歩
い
て
行
っ
て
ま
し
た
。

―
先
生
が
使
っ
て
お
ら
れ
た
の
は
ど
こ
の
窯
で
す
か
。

清
水
　
私
は
清
風
さ
ん
の
窯
で
す
。

―
疎
開
の
時
に
窯
が
か
な
り
潰
さ
れ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
疎
開
で
窯
を
失
っ
た
の
は
道
八
さ
ん
の
窯
だ
け
や
っ
た
ね
。

六
兵
衛
さ
ん
の
窯
は
、
今
も
遺
っ
て
い
る
か
な
。
家
の
方
は
大
分

失
っ
た
け
れ
ど
ね
。

―
ま
た
疎
開
の
話
に
も
ど
り
ま
す
が
、
潰
し
た
家
の
代
わ
り

に
こ
こ
に
移
れ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

清
水
　
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。

―
代
替
地
は
各
自
で
探
さ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

清
水
　
そ
う
い
う
こ
と
や
ね
。
知
り
合
い
を
頼
っ
た
り
ね
。
な
ん

と
か
し
て
。

―
五
条
に
も
た
く
さ
ん
の
職
人
さ
ん
が
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

清
水
　
明
治
に
な
っ
て
か
ら
共
同
窯
が
多
く
な
っ
た
か
ら
ね
。
轆

轤
師
や
絵
付
師
な
ど
や
き
も
の
を
作
る
職
人
だ
け
や
な
い
の
で
す

よ
。
共
同
窯
で
窯
を
焚
く
専
門
の
職
人
、
窯
焚
き
さ
ん
。
そ
れ
か

ら
ガ
ラ
を
集
め
て
捨
て
る
ガ
ラ
屋
さ
ん
ね
。
サ
ヤ10

❖

な
ど
窯
の
道
具

を
作
る
窯
屋
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
で
一
家
を
な
し
て
い
た
か

ら
ね
。―

や
き
も
の
を
作
る
職
人
さ
ん
も
専
門
が
分
か
れ
て
い
た
の

で
す
ね
。

清
水
　
ち
ょ
う
ど
私
の
家
の
東
隣
が
、
吉
田
さ
ん
と
い
う
青
磁
ば

か
り
焼
い
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
も
七
官
青
磁11

❖

を

ね
。
さ
ら
に
東
の
隣
に
は
土
鍋
を
専
門
に
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
風
に
専
門
の
製
品
を
作
る
家
が
だ
い
ぶ
あ
り
ま

し
た
わ
。

　

ま
た
「
先
生
」
っ
て
言
わ
れ
る
人
も
い
ま
し
た
白
足
袋
履
い
て

ね12
❖

。 

　

宇
野
仁
松
さ
ん13

❖

も
近
所
に
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
大
き
な
家
で
し

た
よ
。
私
の
子
供
の
時
分
ね
、
紋
付
の
羽
織
着
て
若
草
履
履
い
て
、

一
風
変
わ
っ
て
お
ら
れ
る
雰
囲
気
で
し
た
。
そ
う
そ
う
、
明
治
末

か
ら
大
正
に
か
け
て
は
煎
茶
器
を
作
る
家
が
、
い
く
つ
か
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

―
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
煎
茶
を
作
る
家
は
格
が
上
と
い
う
か

…
…14

❖

。

清
水
　
格
が
上
と
言
う
の
や
ろ
う
ね
。
パ
ト
ロ
ン
み
た
い
な
人
も

つ
い
て
た
ん
や
ろ
う
ね
。
私
の
子
供
の
時
分
は
南
側
に
家
が
あ
り
、

そ
の
一
軒
隣
が
食
器
ば
か
り
作
っ
て
い
る
家
で
し
た
。
そ
の
隣
が

今
も
作
陶
さ
れ
て
い
る
村
田
さ
ん
、
中
国
の
万
暦
写
し
が
専
門
で

し
た
ね
。
さ
ら
に
そ
の
隣
が
煎
茶
器
を
作
っ
て
い
る
家
で
し
た
な
。

煎
茶
器
を
作
っ
て
い
る
家
で
今
も
続
け
て
お
ら
れ
る
の
は
、
三
浦

竹
泉
さ
ん15

❖

と
大
丸
北
峯
さ
ん16

❖

で
し
ょ
う
か
。
昔
は
よ
う
け
あ
っ
た

よ
う
で
す
け
ど
ね
。
私
が
生
ま
れ
た
大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て

は
大
不
況
で
、
陶
器
屋
さ
ん
も
含
め
て
随
分
な
く
な
っ
た
と
聞
い

て
ま
す
。

―
南
側
の
ご
近
所
の
職
人
さ
ん
た
ち
は
、
そ
の
当
時
は
ど
な

た
か
の
下
職17

❖

で
い
ら
し
た
ん
で
す
か
。

清
水
　
い
や
、
下
職
じ
ゃ
な
し
に
自
分
で
一
家
を
な
し
て
作
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
五
条
坂
の
表
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ま
あ
、

大
体
自
分
で
作
ら
れ
て
い
た
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ち
ょ
っ
と
路
地

に
入
っ
た
長
屋
で
作
っ
て
い
る
人
は
ど
こ
か
に
所
属
し
て
い
る
職

人
さ
ん
や
、
下
請
け
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
だ
か
ら
昔
、
五
条
坂
の
表
通
り
に
出
る
と
い
う
事
が
皆
、

夢
や
っ
た
の
や
な
い
で
す
か
ね
。

―
下
請
け
の
方
々
っ
て
い
う
の
は
、
三
浦
竹
泉
さ
ん
や
永
楽

善
五
郎
さ
ん18

❖

と
い
う
よ
う
な
名
家
や
窯
元
に
雇
わ
れ
て
い
る
職
人

さ
ん
で
す
か
。

清
水
　
そ
う
で
す
。
自
分
の
仕
事
場
で
生
地
だ
け
作
っ
て
持
っ
て

行
っ
て
と
い
う
ね
。
一
方
、
勤
め
の
職
人
さ
ん
も
い
ま
し
た
よ
。

清
風
與
平
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
の
職
人
さ
ん
が
お
ら
れ
て

ね
。
朝
、
何
時
頃
や
っ
た
か
な
、
始
業
時
間
が
こ
な
い
と
工
房
に

入
れ
な
い
の
で
、
そ
の
時
間
に
な
る
ま
で
職
人
さ
ん
達
が
家
の
前

で
ず
ら
っ
と
並
ん
で
待
っ
て
は
り
ま
し
た
わ
。
時
間
が
来
た
ら
、

門
が
開
い
て
ざ
あ
っ
と
入
っ
て
い
か
は
り
ま
し
た
ね
。
う
ち
の
近

所
の
中
谷
さ
ん
と
い
う
方
は
、
親
子
二
代
で
清
風
さ
ん
と
こ
ろ
の

職
人
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

―
そ
の
頃
の
、
そ
う
い
う
清
風
與
平
さ
ん
の
作
品
の
値
段
は

一
般
食
器
か
ら
す
る
と
ど
れ
く
ら
い
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
か

な
り
高
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
。

清
水
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
。
三
代
が
帝
室
技
芸
員19

❖

で
し
た
か
ら

ね
。
五
代
の
清
水
六
兵
衛
さ
ん
の
全
盛
期
の
時
も
ね
。
私
の
子
供

時
分
に
自
家
用
車
が
あ
っ
て
、
別
荘
の
あ
る
山
科
ま
で
車
で
行
か

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

―
そ
う
い
う
作
品
も
ち
ゃ
ん
と
売
れ
て
い
て
、
見
る
目
の
あ

る
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

清
水
　
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
当
時
は
見
る
人
の
目
も
厳
し
か
っ
た

で
す
か
ら
ね
。
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―
京
都
で
陶
芸
家
と
い
う
形
で
出
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ど
の

時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
最
初
は
や
は
り
五
代
の
清
水
六
兵
衛
さ
ん
と
違
い
ま
す
か
。

当
時
、
板
谷
波
山20

❖

さ
ん
た
ち
が
日
展
で
美
術
工
芸
部
を
作
っ
て
、

そ
れ
に
応
じ
て
京
都
で
も
当
時
の
六
兵
衛
さ
ん
が
出
品
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
は
あ
ま
り
詳
し
く
知
り
ま
せ

ん
の
や
け
ど
。

―
当
時
は
職
人
さ
ん
、
焼
屋
さ
ん
、
代
々
続
く
名
家
、
陶
芸

家
、
問
屋
な
ど
、
様
々
な
や
き
も
の
に
携
わ
る
職
の
人
々
が
五
条

坂
に
い
ま
し
た
が
、
力
関
係
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
力
関
係
な
ん
て
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
ね
。
陶
芸
家
が

主
流
の
時
代
で
は
な
い
で
す
し
、
現
在
の
感
覚
と
は
違
い
ま
す
ね
。

た
だ
普
通
の
陶
器
屋
は
、
当
時
は
登
り
窯
だ
っ
た
か
ら
失
敗
も
多

く
て
ね
。
私
ら
の
子
供
の
時
分
は
い
わ
ゆ
る
、
薄
手
の
磁
器
が
盛

ん
で
し
た
か
ら
。
一
切
く
る
わ
な
い
よ
う
に
作
ら
な
い
と
い
け
な

く
て
。
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
よ
。
貧
乏
す
る
の
を
覚
悟
で

や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
と
違
い
ま
す
か
ね
。

―
今
で
す
と
、
陶
器
を
習
お
う
と
思
え
ば
、
陶
工
訓
練
校
や

陶
磁
器
試
験
場
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
一
年

経
っ
た
ら
最
低
限
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
大

学
で
も
陶
芸
が
学
べ
ま
す
し
。
当
時
は
教
育
機
関
で
学
ぶ
よ
り
、

弟
子
入
り
が
多
か
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
よ
。
徒
弟
制
度
で
す
ね
。

―
職
人
な
り
た
い
と
思
っ
た
ら
若
い
う
ち
か
ら
は
じ
め
る
の

で
す
よ
ね
。
今
は
は
じ
め
る
年
齢
に
幅
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
。

清
水
　
当
時
は
、
身
近
な
人
を
頼
っ
て
徒
弟
に
入
る
の
が
一
般
的

で
し
た
か
ら
、
今
み
た
い
に
や
き
も
の
と
全
く
関
係
な
い
環
境
に

い
る
人
が
、
や
き
も
の
を
志
す
と
い
う
事
は
少
な
か
っ
た
の
と
違

い
ま
す
か
ね
。
親
が
職
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
業
界
に
入
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

轆
轤
と
窯

―
電
気
轆
轤
が
普
及
し
は
じ
め
た
と
い
う
の
は
だ
い
た
い
ど

れ
く
ら
い
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
電
気
轆
轤
は
、
だ
い
ぶ
前
か
ら
あ
る
の
や
け
ど
も
ね
。
陶

器
屋
さ
ん
が
量
産
す
る
の
に
作
っ
た
轆
轤
で
、
最
初
は
速
度
も
そ

う
変
わ
ら
へ
ん
し
、
使
い
に
く
か
っ
た
り
も
し
た
け
ど
。
戦
後
に

な
っ
て
か
ら
速
度
が
変
え
ら
れ
る
な
ど
色
々
と
改
良
さ
れ
て
大
き

な
も
の
や
壺
を
作
る
の
に
は
、
え
ら
い
具
合
良
く
な
り
ま
し
た
ね
。

―
電
気
の
轆
轤
が
普
及
し
て
か
ら
も
手
回
し
に
ず
っ
と
こ
だ

わ
っ
て
い
た
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

清
水
　
京
都
に
で
も
お
ら
れ
る
の
と
違
う
か
な
。
地
方
行
っ
た
ら

特
に
あ
る
の
と
違
い
ま
す
か
。
日
本
工
芸
会
の
中
に
も
い
は
る
わ

ね
。―

何
が
違
い
ま
す
か
。
先
生
か
ら
み
ら
れ
て
電
気
と
手
動
の

轆
轤
は
。

清
水
　
僕
は
、
動
力
で
回
る
ほ
う
が
楽
で
え
え
か
な
。
気
遣
わ
ん

で
も
え
え
か
ら
ね
え
。

―
登
り
窯
に
し
て
も
、
手
回
し
轆
轤
に
し
て
も
、
わ
り
と
昔

の
そ
の
味
わ
い
み
た
い
な
も
の
が
こ
う
、
い
い
と
い
う
傾
向
も
あ

る
の
で
す
け
ど
。
そ
う
い
う
変
わ
り
目
と
い
う
か
、
電
気
轆
轤
が

出
だ
し
た
こ
ろ
に
、
皆
が
飛
び
付
い
た
の
か
、
逆
に
批
判
的
だ
っ

た
の
か
は
ど
う
で
す
か
。

清
水
　
飛
び
付
い
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
す
る
け
ど
ね
。

―
や
は
り
手
回
し
は
不
便
で
す
か
。

清
水
　
特
に
手
回
し
の
場
合
は
、
最
初
び
ゅ
ー
っ
と
、
強
く
回
さ

な
い
と
い
け
な
い
か
ら
ね
。
ゆ
っ
く
り
回
し
て
い
た
ら
止
ま
っ
て

し
ま
う
わ
け
で
す
よ
。
回
転
の
調
整
も
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

ど
う
し
て
も
作
る
こ
と
に
全
力
投
球
で
き
ず
、
自
分
の
意
思
が
入

り
に
く
い
の
で
す
よ
。
ま
だ
蹴
り
の
方
が
い
い
。
さ
ら
に
動
力
だ

と
、
好
み
の
速
度
に
出
来
る
か
ら
ね
。
私
は
そ
れ
の
方
が
良
い
と

思
う
け
ど
ね
。
人
に
よ
っ
て
色
々
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
け
ど

ね
。―

窯
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
今
は
電
気
窯
が
多
い
で
す

け
れ
ど
。

清
水
　
焼
く
も
の
に
よ
り
け
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
青
磁
な
ど
、

あ
あ
い
う
中
国
で
育
っ
た
や
き
も
の
は
ね
、
電
気
窯
で
ち
ゃ
ん
と

焼
け
ば
、
完
璧
に
焼
け
ま
す
わ
ね
え
。
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
や
っ

て
い
く
と
面
白
く
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
わ
。

―
昔
の
か
た
は
電
気
窯
で
焼
い
た
物
を
「
生
焼
け
」
と
い
う

よ
う
な
表
現
で
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

清
水
　
ま
あ
、
事
実
そ
う
や
も
ん
ね
。「
芯
ま
で
焼
け
て
へ
ん
、

火
が
通
り
き
っ
て
な
い
」
と
ね
。
登
り
窯
を
経
験
し
て
き
た
人
は

そ
う
い
い
ま
す
ね
。
あ
と
特
に
京
都
で
は
仁
清
風
の
も
の
も
電
気

窯
で
焼
い
て
い
る
け
れ
ど
、
従
来
の
陶
器
み
た
い
な
感
じ
が
し
な

い
と
も
言
い
ま
す
ね
。
で
も
そ
れ
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
け
ど
ね
。

―
と
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
焼
け
方
が
違
う
と
い
う
こ
と

で
す
か
。
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清
水
　
ど
う
な
ん
や
ろ
う
ね
え
、
電
気
窯
は
ス
イ
ッ
チ
入
れ
た
ら

千
三
百
度
に
な
る
の
や
か
ら
ね
え
。
や
き
も
の
み
た
い
な
感
じ
せ

え
へ
ん
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ね
。
そ
や
け
ど
、
も
う
今
の
時
代
に

な
っ
た
ら
私
の
場
合
は
、
昔
の
薪
の
窯
で
は
焼
け
へ
ん
。
逆
に
電

気
窯
で
し
か
焼
け
な
い
と
い
う
も
の
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
ら
な

い
と
面
白
く
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど
ね
え
。
う
ん
。　

―
昔
の
共
同
窯
の
時
代
で
す
が
、
窯
ご
と
に
わ
り
と
安
定
し

て
い
た
も
の
な
の
で
す
か
。
あ
る
日
の
窯
が
う
ま
い
こ
と
焼
け
た

の
で
、
次
の
窯
で
も
同
じ
場
所
に
い
れ
て
も
、
同
じ
様
に
焼
け
な

か
っ
た
り
。
例
え
ば
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
を
入
れ
て
「
あ
、
え
え
の
出

た
！
」
と
思
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
次
の
窯
で
焼
い
た
ら
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
か
。

清
水
　
そ
ら
、
同
じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
で
す
よ
。
同
じ
窯
で
同

じ
焼
き
方
し
て
も
ね
え
。
上
側
の
つ
め
具
合
、
下
側
か
ら
の
火
の

上
が
り
具
合
が
、
そ
の
時
々
で
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
ね
。
や
っ
ぱ

り
そ
の
都
度
火
を
見
て
、
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
や
ね
。

―
す
ご
く
ご
苦
労
が
あ
っ
た
訳
で
す
よ
ね
。

清
水
　
そ
う
で
す
よ
。
苦
労
と
い
う
よ
り
、
そ
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
そ
の
環
境
の
中
で
や
き
も
の
を
焼
く
こ
と
。
妙
技
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ん
や
な
い
で
す
か
ね
。

―
五
条
坂
の
あ
た
り
も
た
く
さ
ん
窯
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
あ
そ
こ
の
窯
は
良
い
」
と
か
そ
う
い
う
評
判
っ
て
あ
る
の
で
す

か
。

清
水
　
あ
り
ま
し
た
よ
、
焼
く
も
の
に
よ
っ
て
ね
。

―
物
に
よ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
は
。

清
水
　
そ
う
で
す
よ
。
普
通
の
場
合
は
そ
う
変
わ
ら
へ
ん
け
ど

ね
。
さ
っ
き
の
話
で
言
っ
た
青
磁
や
辰
砂21

❖

の
よ
う
な
技
法
の
も
の

は
「
こ
う
い
う
の
は
、
む
こ
う
の
窯
や
な
い
と
出
え
へ
ん
」
と
か
、

あ
り
ま
し
た
よ
、
そ
れ
は
。

―
窯
焚
き
の
職
人
さ
ん
の
違
い
で
す
か
、
窯
の
構
造
で
す
か
。

清
水
　
窯
の
構
造
で
す
。
特
に
勾
配
。
勾
配
に
よ
っ
て
火
が
違
い

ま
す
わ
ね
。
私
も
、
同
じ
よ
う
に
焼
い
て
も
な
か
な
か
同
じ
よ
う

に
焼
け
る
も
の
で
は
な
い
で
す
わ
ね
。
あ
る
と
き
な
ん
か
ね
。
庵

町
の
石
川
さ
ん
の
窯
に
入
れ
た
時
に
ね
、
ち
ょ
っ
と
勾
配
が
き
つ

い
の
や
ろ
う
ね
え
、
夏
の
暑
い
日
で
ね
。
窯
出
し
た
ら
、
棚
に

く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
て
ね
。
下
か
ら
も
の
す
ご
い
火
が
た
っ

て
て
。
下
ば
っ
か
り
焼
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
わ
。

―
上
ま
で
火
が
届
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

清
水
　
届
い
て
な
い
。
ま
あ
火
は
あ
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
下
は

も
の
す
ご
い
火
が
き
て
い
た
訳
で
す
よ
。
同
じ
よ
う
な
陶
器
を
入

れ
て
も
、
窯
が
違
う
と
こ
う
も
違
う
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
積
み
方
が
悪
い
の
と
違
う
の
で
す
よ
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

―
例
え
ば
毎
月
こ
の
窯
の
こ
の
場
所
を
借
り
る
と
決
ま
っ
て

い
て
、
休
む
と
な
れ
ば
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
誰
か
に
埋
め
合
わ

せ
て
も
ら
う
の
で
す
か
。 

清
水
　
そ
ら
誰
か
、
そ
こ
に
作
品
を
つ
め
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
、

埋
め
て
い
か
ん
こ
と
に
は
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か
る
わ
ね
。

―
借
り
や
す
い
と
か
あ
る
わ
け
で
す
か
。

清
水
　
な
か
な
か
借
り
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
よ
。
慣

れ
る
ま
で
は
ね
。
は
じ
め
は
、
な
か
な
か
貸
し
て
く
れ
へ
ん
よ
。

そ
ら
大
変
で
し
た
よ
。
昔
は
作
家
協
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
ね
、

作
家
さ
ん
ば
か
り
が
、
ち
ょ
う
ど
向
こ
う
の
窯
を
使
っ
て
た
ね
。

河
井
寬
次
郎
さ
ん22

❖

と
か
。
私
は
あ
ん
ま
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

仲
間
入
り
し
に
く
く
て
ね
。

―
先
生
の
若
い
頃
の
文
献
を
見
て
い
ま
す
と
、
い
ろ
ん
な
会

が
出
来
て
は
潰
れ
と
い
う
具
合
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、

そ
の
頃
皆
さ
ん
は
、
今
と
は
違
っ
て
「
何
か
や
ろ
う
」
っ
て
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
そ
れ
は
、
終
戦
直
後
で
す
か
ら
ね
え
。
陶
芸
界
だ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。
社
会
全
体
が
そ
う
で
し
た
か
ら
ね
ぇ
。
そ
れ
は
活

き
活
き
と
し
て
い
ま
し
た
ね
。
今
は
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
け
ど
ね
。
面
白
か
っ
た
ね
え
、
そ
の
当
時
は
。

京
都
の
陶
芸
家
た
ち

―
先
生
は
、
石
黒
宗
麿
さ
ん23

❖

の
お
弟
子
さ
ん
で
す
よ
ね
。

清
水
　
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
、
八
瀬

の
工
房
に
通
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
、
四
ヶ

月
ほ
ど
で
す
か
ね
。
当
時
は
京
都
で
は
珍
し
く
、
蹴
り
の
轆
轤
を

使
っ
て
お
ら
れ
て
ね
。
一
般
的
に
は
手
回
し
轆
轤
で
し
た
か
ら
ね
。

五
条
坂
に
一
軒
、
宮
田
翠
光
軒
と
い
う
煎
茶
の
先
生
で
、
当
時
の

作
家
の
作
品
ば
か
り
集
め
て
い
る
方
が
お
ら
れ
た
の
で
す
。
ま
あ

面
白
い
、
お
じ
さ
ん
で
ね
え
。
そ
の
方
に
八
瀬
へ
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
の
で
す
よ
。

― 

十
四
歳
の
時
に
。

清
水
　
そ
う
そ
う
。
小
学
校
に
行
く
と
き
は
そ
こ
の
家
を
通
ら
な

あ
か
ん
の
で
す
。
そ
し
た
ら
い
つ
も
ね
、
そ
こ
で
煎
茶
を
飲
ん
で

お
ら
れ
て
ね
。
だ
い
た
い
三
、四
人
く
ら
い
お
客
さ
ん
が
お
ら
れ

る
の
で
す
わ
。
河
合
栄
之
助
さ
ん24

❖

、
卯
之
助
さ
ん25

❖

も
お
ら
れ
た
こ
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と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
と
に
か
く
お
じ
さ
ん
た
ち
が
い
つ
も
そ
こ

で
立
っ
た
ま
ま
話
を
し
て
い
て
ね
。
そ
う
い
う
た
ま
り
場
み
た
い

な
と
こ
ろ
が
一
軒
だ
け
あ
り
ま
し
た
。

―
八
瀬
に
四
ヶ
月
ほ
ど
通
わ
れ
て
、
そ
の
後
は
ど
う
さ
れ
た

の
で
す
か
。

清
水
　
試
験
場26

❖

に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

―
先
程
の
お
話
で
、
そ
の
五
条
坂
北
側
、
南
側
に
か
か
わ
ら

ず
軒
並
み
陶
器
に
関
連
し
た
職
業
の
家
が
多
い
と
う
か
が
い
ま
し

た
が
、
先
生
の
ご
実
家
も
陶
器
の
お
店
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ん
で
す
ね
。

清
水
　
そ
う
で
す
問
屋
で
す
。
父
は
早
く
に
亡
く
な
っ
た
の
で
主

に
母
が
し
て
い
ま
し
た
。

―
そ
う
い
う
お
商
売
を
さ
れ
る
お
家
に
お
育
ち
に
な
っ
て
、

代
を
継
が
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
ど
う

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
実
作
の
方
へ
移
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

清
水
　
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
っ
て
ね
え
。
商
業
学
校27

❖

入
れ
ら
れ

て
ね
え
、
ま
ず
勉
強
が
好
き
や
な
か
っ
た
し
、
そ
ろ
ば
ん
は
も
う

見
る
の
も
嫌
や
っ
た
。
そ
う
い
う
と
こ
か
ら
で
す
よ
。

―
前
に
何
か
で
お
話
を
聞
い
た
か
読
ん
だ
か
で
、「
泥
鉄
さ

ん
」
っ
て
い
う
職
人
さ
ん
の
お
話
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
の
こ
と
を
詳
し
く
お
話
し
て
い
た
だ
け
た
ら
…
…
。

清
水
　
泥
鉄
さ
ん
ね
、
や
は
り
私
の
恩
人
で
す
よ
。
泥
鉄
さ
ん
っ

て
い
う
の
は
ね
、
庵
町
を
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
と
こ
ろ
、
渋
谷
通
よ

り
北
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
道
を
入
る
と
破
れ

て
い
る
障
子
が
あ
り
、
裸
電
灯
の
前
で
職
人
さ
ん
が
轆
轤
を
ひ
い

て
は
る
風
景
が
あ
り
、
そ
こ
に
泥
鉄
さ
ん
も
お
ら
れ
た
の
で
す
。

私
が
仕
事
場
を
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
い
る
と
「
あ
ー
、
坊
来
た
ん
か

い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
ね
。
ち
ょ
う
ど
永
楽
さ
ん
の
仕
事
し
て
お

ら
れ
た
時
や
ね
。
仁
清
写
し
の
水
指
、
茶
碗
な
ど
土
物
の
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
東
大
路
か
ら
も
う
ひ
と
つ
新
道
に
あ
る
窯

を
使
っ
て
お
ら
れ
て
ね
。
私
も
二
、三
回
そ
こ
に
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。

―
そ
の
こ
ろ
土
は
、
ど
う
い
う
風
に
手
に
入
れ
て
お
ら
れ
た

の
で
す
か
。

清
水
　
磁
器
で
し
た
ら
、
竹
内
と
言
う
て
、
今
の
日
本
陶
料28

❖

の
仕

事
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
長
谷
川
と
か
ね
。

ま
あ
京
都
は
み
ん
な
そ
う
い
う
店
か
ら
土
を
使
う
て
た
の
と
違
い

ま
す
か
？

―
職
人
の
中
で
も
こ
の
人
は
う
ま
い
と
か
、
う
ま
い
人
は
皆

か
ら
あ
の
人
は
や
っ
ぱ
り
う
ま
い
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
か
あ
り

ま
し
た
か
。

清
水
　
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
ま
あ
職
人
で
も
色
々
と
作
る
物
に

よ
っ
て
仕
事
が
違
い
ま
す
か
ら
ね
。
白
物
の
得
意
な
人
、
袋
物
の

得
意
な
人
、
型
物
の
得
意
な
人
と
か
、
色
々
い
て
は
る
の
で
す
。

腕
の
自
信
の
あ
る
人
は
威
張
っ
て
は
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
当
時

は
分
業
で
し
た
か
ら
、
日
展
な
ど
大
き
な
展
覧
会
の
前
に
な
る
と
、

特
に
生
地
を
作
る
袋
物
と
か
、
白
物
の
職
人
は
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

や
っ
た
の
と
違
い
ま
す
か
ね
。

―
当
時
、
出
品
者
自
ら
全
部
作
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
ん
で

す
か
。

清
水
　
当
時
は
そ
も
そ
も
分
業
で
し
た
か
ら
ね
。
私
ら
の
時
代
か

ら
で
す
よ
「
全
部
自
分
で
や
ら
ん
と
面
白
な
い
」
っ
て
言
い
出
し

た
の
は
。
当
時
、
中
島
清
さ
ん29

❖

と
い
う
方
が
い
て
ね
、
轆
轤
が
上

手
く
て
引
っ
張
り
だ
こ
で
し
た
よ
。

―
六
兵
衛
先
生
の
会
に
入
っ
て
日
展
に
出
品
さ
れ
た
の
で
す

か
。

清
水
　
陶
芸
家
ク
ラ
ブ30

❖

ね
。
六
兵
衛
さ
ん
側
に
つ
い
て
い
る
と
い

う
わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、
当
初
は
入
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

―
先
生
の
二
十
代
ご
ろ
に
、
心
惹
か
れ
る
と
か
、
こ
の
人
す

ご
い
な
と
思
う
陶
芸
家
は
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

清
水
　
う
ー
ん
、
や
は
り
中
島
清
さ
ん
は
よ
か
っ
た
よ
ね
。
そ
れ

か
ら
浅
見
隆
三
さ
ん31

❖

、
瀧
一
夫
さ
ん32

❖

と
も
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
っ

て
ま
し
た
。

―
中
島
清
さ
ん
と
先
生
と
は
ど
の
く
ら
い
年
が
離
れ
て
た
ん

で
す
か
。

清
水
　
中
島
清
さ
ん
は
ね
え
、
八
木
一
夫
さ
ん33

❖

よ
り
だ
い
ぶ
上
で

し
た
よ
。
繊
細
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
ね
。
そ
れ
が
ま
た
良
か
っ
た

の
や
ろ
う
ね
。
蹴
り
轆
轤
を
回
し
て
お
ら
れ
ま
し
て
ね
。

―
そ
の
頃
は
ず
い
ぶ
ん
若
い
人
た
ち
が
台
頭
し
て
き
て
、
ず

い
ぶ
ん
と
賑
や
か
し
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
走
泥
社34

❖

の
発
足
で
す
と
か
…
…
。

清
水
　
走
泥
社
の
発
足
は
も
っ
と
早
い
ね
。
昭
和
二
十
三
年
や
な

か
っ
た
か
な
。

―
ち
ょ
う
ど
先
生
の
世
代
の
人
た
ち
も
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

清
水
　
僕
ら
の
世
代
は
割
合
少
な
か
っ
た
ね
。

―
鈴
木
治
先
生35

❖

く
ら
い
で
す
か
。

清
水
　
あ
と
僕
ら
の
同
じ
年
は
、
日
展
で
五
条
出
身
の
谷
口
良
三36

❖

と
い
う
陶
芸
家
が
い
る
ね
ぇ
。

―
走
泥
社
発
足
の
こ
ろ
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
た
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ん
で
す
か
。
お
付
き
合
い
は
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

清
水
　
ず
っ
と
付
き
合
い
は
し
て
ま
し
た
よ
。
あ
の
時
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
美
術
の
動
向
に
注
目
し
て
い
て
、
雑
誌
の
話
な
ど
、
よ
う

聞
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
作
品
に
も
は
っ
き
り
出
て

ま
す
わ
ね
。
や
っ
ぱ
り
八
木
さ
ん
に
は
先
を
読
む
力
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

―
走
泥
社
の
方
々
が
、
石
黒
先
生
に
も
の
す
ご
く
傾
倒
さ
れ

た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
本
で
読
み
ま
し
た
が
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
走
泥
社
と
い
う
よ
り
、
八
木
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
山
田
さ

ん37
❖

が
、
も
と
も
と
い
わ
ゆ
る
宋
磁38

❖

に
傾
倒
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

そ
こ
か
ら
出
発
し
て
る
の
と
違
い
ま
す
か
。
当
時
の
京
都
は
、
中

国
で
言
う
た
ら
明
か
、
李
朝
か39

❖

に
傾
倒
し
て
い
ま
し
た
が
、
特
に

八
木
一
夫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
一
艸
さ
ん40

❖

や
、
山
田
光
さ
ん
の
お

父
さ
ん
の
喆
さ
ん41

❖

は
、
宋
磁
に
傾
倒
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い

う
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

―
先
生
も
四
ヶ
月
だ
け
、
石
黒
先
生
の
所
に
お
ら
れ
た
と
う

か
が
い
ま
し
た
け
ど
、
独
立
さ
れ
て
自
分
で
始
め
ら
れ
て
か
ら
も
、

よ
く
八
瀬
に
は
行
っ
て
ら
し
た
の
で
す
か
。

清
水
　
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
か
ら
ま
た
行
っ
た
り
来
た
り

ね
。
ま
あ
石
黒
先
生
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
亡

く
な
る
ま
で
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

―
先
生
は
何
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
昭
和
四
十
三
年
や
ね
。

―
じ
ゃ
あ
先
生
は
か
な
り
影
響
受
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

す
か
。

清
水
　
そ
ら
ま
あ
影
響
受
け
て
ま
す
よ
ね
。
で
も
工
房
に
通
っ
て

た
四
ヶ
月
い
う
の
は
、
当
時
ま
だ
子
供
や
か
ら
ね
。
や
は
り
戦
後
、

作
陶
を
は
じ
め
て
か
ら
の
交
流
を
通
じ
て
影
響
を
受
け
ま
し
た
ね
。

―
他
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
は
お
ら
れ
ま
す
か
。

清
水
　
そ
れ
は
小
山
富
士
夫
さ
ん42

❖

で
す
。
陶
磁
器
学
者
の
ね
。
あ

の
方
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

―
作
陶
も
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

清
水
　
晩
年
だ
け
で
な
く
、
若
い
頃
も
作
陶
し
て
た
の
で
す
よ
。

石
黒
先
生
と
一
緒
に
、
蛇
ヶ
谷
で
ね
。
そ
ら
ま
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
方
で
ね
。
陶
磁
器
評
論
家
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
訳
で
す
け

ど
、
ち
ょ
っ
と
あ
あ
い
う
小
山
先
生
の
よ
う
な
方
は
、
い
な
い
で

す
ね
。―

先
生
の
作
ら
れ
た
も
の
に
対
す
る
、
批
評
に
お
い
て
で
す

か
？―

問
屋
さ
ん
も
目
が
肥
え
て
る
人
が
お
ら
れ
た
訳
で
す
ね
。

清
水
　
そ
れ
は
当
時
の
問
屋
と
い
え
ば
目
の
肥
え
た
人
が
お
ら
れ

ま
し
た
よ
。
食
器
は
特
に
厳
し
い
世
界
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

―
清
水
焼
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
た
の
は
や
っ
ぱ
り
、
そ
う

い
う
大
正
時
代
以
来
の
方
々
が
お
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
そ
う
そ
う
。
酒
見
さ
ん
と
か
ね
え
、
シ
ラ
ノ
さ
ん
も
あ
り

ま
し
た
ね
、
そ
う
い
う
日
本
随
一
、一
流
の
料
理
屋
さ
ん
は
自
分

で
デ
ザ
イ
ン
考
え
て
食
器
を
注
文
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
問
屋
で

い
う
と
小
坂
屋
さ
ん
。
な
か
な
か
目
肥
え
た
人
が
い
ま
し
て
、
私

は
そ
こ
の
お
じ
い
さ
ん
に
だ
い
ぶ
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
ね
ぇ
。

―
前
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら
も
、

小
坂
屋
さ
ん
、
酒
見
さ
ん
の
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

―
当
時
は
創
作
も
の
っ
て
い
う
の
は
珍
し
か
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
昔
は
ね
。「
創
作
っ
て
い
う
の
は
や
き
も
の
を
作
っ
て
い

る
の
と
違
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
ら
ね
。

―
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

清
水
　
そ
う
で
す
ね
。

―
先
生
の
古
い
作
品
は
創
作
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
独
自

清
水
　
え
え
、
も
ち
ろ
ん
批
評
も
し
て
く
れ
ま
す
け
ど
ね
え
。
そ

や
け
れ
ど
、
ま
あ
随
分
と
小
山
先
生
の
影
響
も
受
け
て
る
の
や
な

い
で
す
か
。
他
に
は
、
八
木
一
夫
さ
ん
に
し
た
っ
て
そ
う
で
す
よ
。

実
際
ず
い
ぶ
ん
影
響
受
け
た
も
の
で
す
よ
。

―
何
か
あ
の
、
こ
れ
か
ら
僕
た
ち
作
っ
て
い
く
中
で
、
先
生

が
今
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
経
験
か
ら
こ
う
こ
う
い
う
姿
勢
で
頑

張
れ
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
？

清
水
　
そ
ん
な
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
は
、
よ
う
言
わ
ん
わ
。

清
水
・
五
条
坂
の
陶
磁
器
業

―
か
つ
て
の
問
屋
さ
ん
と
い
う
の
は
「
育
て
て
や
ろ
う
」
っ

て
い
う
感
じ
で
作
り
手
と
接
し
て
く
れ
て
た
ん
で
す
か
ね
。

清
水
　
育
て
て
や
ろ
う
な
ん
て
そ
ん
な
生
易
し
い
も
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。

―
生
易
し
く
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
、
厳
し
い
…
…
。

清
水
　
そ
ら
そ
う
で
す
よ
。
納
品
し
た
も
の
が
少
し
で
も
ガ
タ
つ

い
た
ら
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
訳
だ
か
ら
、
検
品
は
容
赦
無
く
厳

し
か
っ
た
で
す
よ
。
一
方
、
お
金
を
前
借
り
し
た
い
と
な
れ
ば
、

貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
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の
。

清
水
　
私
は
ま
あ
そ
う
い
う
家
系
と
い
う
か
伝
統
が
な
い
か
ら
、

何
や
っ
た
っ
て
良
か
っ
た
の
や
ね
。

―
な
か
な
か
初
め
の
こ
ろ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分

も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
そ
う
い
う
新
し
い
動
向
に
も

理
解
を
示
す
人
も
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

清
水
　
僕
ら
が
戦
後
作
陶
を
は
じ
め
た
時
代
は
、
割
合
に
そ
う
い

う
作
品
に
興
味
を
持
つ
方
が
お
ら
れ
て
ね
。
特
に
ア
メ
リ
カ
人
が

多
か
っ
た
で
す
よ
。

―
そ
う
い
え
ば
先
生
の
五
十
周
年
展
を
見
る
と
、
な
ん
と
か

将
軍
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
の
で
す
よ
ね43

❖

。　

清
水
　
あ
れ
は
ね
、
在
外
航
空
官
で
、
京
大
に
来
て
い
た
学
生
さ

ん
と
世
代
が
一
緒
な
ん
で
す
よ
。
土
曜
日
に
な
っ
た
ら
三
人
か
四

人
で
出
て
来
は
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
と
、
昭
和
三
十
年
く
ら
い
か

ら
ア
メ
リ
カ
本
土
よ
り
、
だ
い
ぶ
仕
入
れ
に
来
ら
れ
て
ま
し
た
ね
。

―
こ
の
集
ま
っ
た
私
た
ち
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
話
を
う

か
が
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
京
都
あ
る
い
は
、
五

条
坂
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
っ
て
お
ら
れ
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

清
水
　
五
条
坂
は
も
う
、
ほ
と
ん
ど
お
ら
れ
な
い
と
違
う
か
な
。

伊
東
翠
壺
さ
ん44

❖

、
谷
口
良
三
さ
ん
な
ど
お
ら
れ
ま
し
た
け
ど
ね
。

そ
う
い
え
ば
作
り
手
で
は
な
い
け
ど
岡
田
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
わ
、

も
う
八
十
歳
代
や
ろ
ね
。
こ
の
あ
た
り
で
一
番
元
気
か
も
し
れ
な

い
ね
。
泉
涌
寺
蛇
ヶ
谷
辺
り
で
は
、
馬
場
弘
吉
さ
ん
の
お
姉
さ
ん

の
婿
さ
ん
で
京
泉
を
継
が
れ
て
い
る
竹
内
さ
ん
。
親
の
世
代
は
竹

内
陶
料
屋
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
子
供
の
時
分
親

父
に
連
れ
ら
れ
て
蛇
ヶ
谷
の
窯
へ
行
く
と
ね
、
原
料
屋
で
す
け
れ

ど
、
昔
は
ハ
イ
カ
ラ
な
窯
屋
で
し
て
ね
。
親
父
の
友
達
で
し
て
、

行
っ
て
は
無
駄
話
し
て
い
て
ね
、
私
は
土
や
原
料
を
作
っ
て
い
る

の
を
じ
っ
と
見
て
ま
し
た
わ
。

―
昔
あ
そ
こ
は
原
料
屋
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
竹
内
陶
料
っ
て
い
っ
て
ね
。
僕
ら
の
子
供
の
時
分
ね
。

―
当
時
は
原
料
屋
さ
ん
結
構
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
土
屋
さ
ん

に
し
て
も
そ
う
で
す
し
。
地
方
行
く
と
皆
さ
ん
自
分
で
灰
作
っ
た

り
と
か
、
土
も
山
か
ら
採
っ
て
き
て
、
沈
殿
さ
せ
た
り
使
え
る
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

清
水
　
京
都
は
ね
、
土
も
あ
ら
へ
ん
し
、
都
会
に
な
っ
て
し
も
た

か
ら
ね
。
昔
か
ら
京
都
は
業
者
が
あ
っ
た
の
と
違
う
か
な
。
京
都

は
便
利
や
わ
ね
。
絵
の
具
屋
に
し
た
か
て
、
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
へ

行
っ
た
ら
何
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

―
五
条
で
は
販
売
専
門
の
店
の
萬
珠
堂
さ
ん45

❖

は
そ
の
当
時
か

ら
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
萬
珠
堂
は
古
い
よ
。
向
こ
う
は
小
売
屋
さ
ん
で
す
か
ら
ね
。

建
て
替
え
ら
れ
る
前
の
建
物
の
時
、
ち
ょ
う
ど
真
向
か
い
に
も
お

店
が
あ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
疎
開
で
な
く
な
っ
た
の
で
す
よ
。
そ

ら
立
派
で
し
た
よ
。

―
今
の
よ
う
に
建
て
替
え
ら
れ
る
前
は
古
い
建
物
で
、
立
派

で
し
た
ね
。
そ
の
お
店
に
置
か
れ
て
た
も
の
は
食
器
が
主
だ
っ
た

わ
け
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
何
で
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
は
今
の
店
で
も
向
か
い
側

の
店
で
も
表
に
は
大
き
な
火
鉢
が
積
ん
で
あ
っ
た
し
ね
、
何
で
も

扱
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
な
。

―
他
産
地
の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
？

清
水
　
あ
り
ま
し
た
よ
。
向
か
い
側
の
店
に
は
。
今
の
お
店
が
あ

る
方
で
は
清
水
焼
が
中
心
だ
っ
た
か
な
。
萬
珠
堂
と
か
い
た
縦
縞

の
法
被
を
着
た
番
頭
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

―
当
時
か
ら
大
き
い
商
売
し
て
は
っ
た
の
で
す
ね
。

清
水
　
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

―
先
生
も
古
く
か
ら
の
お
付
き
合
い
？

清
水
　
付
き
合
い
っ
て
言
う
か
、
よ
う
知
っ
て
ま
す
よ
。

―
お
取
引
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
い
や
取
引
は
な
い
で
す
よ
、
あ
あ
い
う
立
派
な
お
店
と
は
。

―
そ
れ
以
外
に
も
お
店
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
で
す
か
。
小

売
屋
さ
ん
と
い
う
と
。

清
水
　
小
売
屋
さ
ん
は
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
で
す
よ
、
五
条
坂
は
。

小
売
屋
さ
ん
は
、
五
条
か
ら
東
に
あ
る
清
水
坂
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
ね
。

―
今
は
大
和
大
路
を
境
に
、
西
に
は
全
く
陶
器
屋
さ
ん
が
な

い
で
す
け
れ
ど
、
何
か
そ
う
い
う
区
切
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

清
水
　
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

―
当
時
か
ら
五
条
坂
の
一
番
西
は
萬
珠
堂
で
す
か
。

清
水
　
そ
う
で
す
よ
。
新
し
く
店
を
出
す
と
い
っ
て
も
入
り
込
め

へ
ん
さ
か
い
に
、
東
山
通
へ
行
っ
た
り
、
五
条
の
ち
ょ
っ
と
あ
っ

ち
行
っ
た
り
し
て
。
五
条
坂
に
も
え
え
店
も
あ
り
ま
し
た
な
。
景

気
の
せ
い
で
移
り
変
わ
り
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
。

―
当
時
は
普
段
か
ら
人
通
り
が
多
か
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
よ
。

―
そ
れ
で
も
五
条
に
集
ま
っ
て
く
る
の
は
、
そ
こ
に
ス
テ
ー

タ
ス
み
た
い
な
の
が
あ
る
の
で
す
か
。
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清
水
　
そ
れ
は
や
は
り
問
屋
街
だ
っ
た
か
ら
ね
。
仕
入
れ
に
来
る

の
は
ね
。

―
一
般
の
お
客
さ
ん
は
相
手
に
し
な
い
。

清
水
　
そ
れ
は
あ
ま
り
し
て
な
か
っ
た
の
と
違
う
か
な
。
昔
は
ね
。

―
問
屋
さ
ん
が
沢
山
あ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
問
屋
さ
ん
は
ど
こ
へ
持
っ
て
い
っ
て
商
売
さ
れ
る
の
で
す
か
。

京
都
で
す
と
市
内
に
で
す
か
。

清
水
　
京
都
市
内
だ
け
じ
ゃ
な
く
日
本
全
国
。
ま
あ
私
の
家
で
は

子
供
の
時
分
は
、
中
国
、
大
連
あ
た
り
ま
で
行
っ
て
い
た
か
ら
ね
。

皆
、
そ
う
と
ち
が
う
か
な
。
京
焼
っ
て
い
う
の
は
割
合
に
高
か
っ

た
で
す
よ
、
値
段
が
ね
。

―
今
安
い
っ
て
言
う
と
例
え
ば
機
械
で
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

で
作
っ
た
り
し
て
る
か
ら
安
い
、
と
い
う
の
は
分
か
る
の
で
す
け

ど
。
当
時
、
や
は
り
轆
轤
で
挽
い
て
、
手
で
描
い
て
お
ら
れ
た
の

に
安
い
と
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
東
物
と
い
う
の
は
そ
う
で
す
よ
。
同
じ
よ
う
に
轆
轤
で
挽

い
て
る
け
ど
も
ね
、
京
都
や
っ
た
ら
ね
、
茶
碗
を
大
体
一
日
に

二
百
ぐ
ら
い
作
っ
た
ら
関
の
山
と
違
う
か
な
。
そ
れ
を
向
こ
う
は

一
日
八
百
ぐ
ら
い
作
る
か
ら
ね
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の
数
を
作
っ
て
職

人
の
腕
慣
ら
し
っ
て
言
う
ら
し
い
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
東
の
方
は

雑
や
と
か
言
う
て
ね
。
京
都
の
轆
轤
は
透
き
通
る
ぐ
ら
い
薄
い
仕

事
を
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
得
意
と
し
て
ま
し
た
か
ら
。
薄
く
て
も

丈
夫
や
っ
て
い
う
わ
け
で
ね
。
で
も
実
際
ど
こ
ま
で
丈
夫
な
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
。

―
か
な
り
レ
ベ
ル
の
差
が
地
方
と
京
都
で
は
あ
り
ま
し
た
か
。

清
水
　
当
時
は
あ
り
ま
し
た
よ
。

―
例
え
ば
東
物
は
今
で
言
う
、
瀬
戸
と
か
多
治
見
と
か
あ
の

辺
り
で
す
け
ど
も
。
作
っ
て
お
ら
れ
た
も
の
は
志
野
と
か
、
織
部

と
か
じ
ゃ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
。

清
水
　
当
時
、
志
野
と
織
部
は
あ
ん
ま
り
売
れ
な
か
っ
て
ね
、
一

部
の
層
に
し
か
ね
。
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
で
す
よ
。

―
煎
茶
の
世
界
か
ら
茶
道
へ
と
、
今
の
よ
う
に
盛
ん
に
な
っ

て
く
る
の
は
、
大
体
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
今
の
よ
う
に
茶
道
が
広
ま
っ
て
き
た
の
は
、
戦
後
で
す
わ

ね
。
禅
の
精
神
と
い
う
こ
と
が
戦
中
に
注
目
さ
れ
た
り
し
て
。

―
茶
道
人
口
は
ど
ん
ど
ん
ま
す
ま
す
増
え
て
ま
す
ね
。

清
水
　
あ
、
や
っ
ぱ
り
増
え
て
る
ん
で
す
か
ね
。
今
の
裏
千
家
の

お
家
元46

❖

の
力
も
大
き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
あ
れ
だ
け
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
ね
。

―
お
茶
碗
は
値
段
高
い
で
す
よ
ね
。
抹
茶
茶
碗
っ
て
い
う
の

は
昔
か
ら
ラ
ン
ク
が
上
の
物
っ
て
言
う
の
で
す
か
ね
。
そ
う
い
う

位
置
づ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
や
は
り
そ
う
い
う
の
が
ず
っ
と
あ
っ
た
の
と
違
い
ま
す
か
。

昔
か
ら
あ
ん
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

―
先
生
は
お
茶
を
習
わ
れ
た
り
さ
れ
た
の
で
す
か
？

清
水
　
し
っ
か
り
は
習
う
て
な
い
け
れ
ど
ね
。

―
茶
碗
っ
て
い
う
の
は
若
い
う
ち
か
ら
作
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

清
水
　
そ
れ
は
そ
の
人
の
セ
ン
ス
や
と
思
う
け
ど
ね
。
作
れ
る
人

に
は
作
れ
る
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
年
い
っ
た
っ
て
作
れ
な
い

人
に
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
し
ね
。
そ
れ
だ
か
ら
急
に
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
ね
。
伝
統
工
芸
展
で
も
不
思
議
と
範
が
あ
る
の
は

ち
ゃ
ん
と
票
が
入
っ
て
る
。
で
も
そ
れ
が
、
良
い
か
っ
て
言
う
た

ら
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
わ
。
同
じ
茶
室
と
言
う
て
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
や
ろ
う
し
、
そ
れ
と
同
じ
で
し
ょ
う
か
ね
。

著
名
作
家
と
の
交
流

―
有
名
な
京
都
の
作
家
さ
ん
と
い
う
の
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞

く
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
よ
そ
の
産
地
の
何
か
エ
ピ
ソ
ー
ド

み
た
い
な
こ
と
知
っ
て
お
ら
れ
た
ら
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。
例

え
ば
加
藤
唐
九
郎
さ
ん47

❖

と
か
。

清
水
　
あ
の
方
は
面
白
い
ね
。
い
ろ
い
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ
る
の
と

違
い
ま
す
か
。

―
確
か
初
め
の
頃
、
伝
統
工
芸
展
に
も
出
し
て
お
ら
れ
た
と

か
。

清
水
　
初
め
か
ら
伝
統
工
芸
展
に
出
品
さ
れ
て
い
て
最
後
ま
で
会

員
で
し
た
よ
。
あ
ま
り
出
品
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
。
東
海

支
部
で
は
、
毎
年
一
回
お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

―
噂
で
は
、
気
難
し
い
方
や
っ
て
い
う
風
に
…
…
。

清
水
　
気
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
け
ど
。
ま
ぁ
、
会
っ
て
い

た
時
は
ね
、
い
つ
も
審
査
が
終
わ
っ
て
か
ら
名
古
屋
の
古
い
料
理

屋
に
行
っ
て
ま
し
た
。
初
め
は
よ
う
飲
ま
れ
て
い
た
け
ど
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
飲
め
ん
よ
う
に
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

―
昔
か
ら
陶
器
屋
は
、
お
酒
を
飲
む
方
が
多
か
っ
た
み
た
い

で
す
ね
。

清
水
　
特
に
京
都
の
人
は
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
「
や
け
酒
」。
当
時
は
窯
で
の
失
敗
も
多
か
っ
た
か
ら
ね
。

「
ひ
と
ま
ず
今
日
は
お
酒
飲
ん
で
、
明
日
の
午
前
中
ま
た
焼
い
た

ら
よ
ろ
し
」
っ
て
い
う
て
ね
。
昔
は
一
回
失
敗
し
た
ら
、
ま
た
や
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り
直
し
と
簡
単
に
は
焼
け
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
そ
や
か
ら
今
は
飲

む
人
も
少
な
い
の
や
ろ
う
け
れ
ど
、
昔
は
や
け
酒
で
す
よ
。

―
北
大
路
魯
山
人48

❖

が
京
都
に
来
ら
れ
た
っ
て
い
う
話
を
聞
か

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
ど
も
。
も
め
た
と
か
。

清
水
　
い
や
、
も
め
る
っ
て
言
う
わ
け
で
も
な
い
で
す
け
ど
ね
。

昭
和
二
十
六
、二
十
七
年
ぐ
ら
い
や
っ
た
か
ね
。「
京
都
の
若
い
作

家
に
会
い
た
い
」
と
、
魯
山
人
が
言
う
て
は
る
と
い
う
こ
と
で
ね
。

蛇
ヶ
谷
の
辻
晋
六
さ
ん49

❖

、
浅
見
隆
三
さ
ん
、
叶
光
男
さ
ん50

❖

、
米
沢

蘇
峰
さ
ん51

❖

、
八
木
一
夫
さ
ん
な
ど
七
人
く
ら
い
で
、
三
条
上
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
旅
館
に
行
き
ま
し
た
よ
。
そ
し
た
ら
ね
、
魯
山
人

は
縁
側
の
椅
子
に
座
っ
て
お
ら
れ
て
ね
。
辻
さ
ん
が
お
寿
司
屋

さ
ん
の
握
り
寿
司
を
、
こ
れ
皆
さ
ん
か
ら
お
土
産
と
言
っ
て
ね
、

ビ
ー
ル
一
ダ
ー
ス
分
も
ね
。
け
れ
ど
「
会
い
た
い
」
っ
て
言
わ
れ

た
か
ら
来
た
の
に
、
し
ば
ら
く
黙
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
よ
。
そ

し
た
ら
ね
え
、
立
派
な
髭
を
生
や
し
て
ら
れ
る
米
沢
蘇
峰
さ
ん
に

対
し
て
「
髭
生
や
し
と
る
ち
ゅ
う
の
は
ろ
く
な
人
は
い
な
い
」
っ

て
言
い
出
し
た
り
し
て
ね
。
そ
れ
か
ら
「
聞
き
た
い
こ
と
あ
っ

た
ら
聞
か
し
ち
ゃ
れ
」
と
言
っ
て
こ
ら
れ
た
り
。
最
後
は
「
帰

れ
」
と
言
い
出
さ
は
っ
て
ね
。「
帰
れ
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら
帰
ら

な
し
ゃ
ー
な
い
。
そ
れ
で
帰
っ
て
き
た
と
い
う
具
合
で
す
ね
。

　

京
都
で
も
個
展
や
っ
て
み
え
た
よ
。
赤
い
紅
白
の
暗
幕
張
っ
て

ね
。
会
場
で
講
演
会
も
さ
れ
て
ま
し
た
ね
。
席
に
座
っ
て
た
ら
、

六
兵
衛
さ
ん
が
お
ら
れ
る
の
に
、
六
兵
衛
さ
ん
に
と
っ
て
よ
く
な

い
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
。
当
時
か
ら

作
品
に
魅
力
が
あ
っ
た
の
で
、
良
か
っ
た
か
ら
見
に
行
っ
て
た
ん

で
す
け
ど
ね
。

　

最
後
に
京
都
の
美
術
倶
楽
部
で
展
覧
会
を
さ
れ
て
い
た
の
か
な
。

備
前
焼
を
銀
で
塗
り
潰
し
た
よ
う
な
作
品
が
あ
り
、
ギ
ラ
ギ
ラ
し

て
こ
れ
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
年
月
経
っ
て
錆
び
て

く
る
と
、
結
構
い
い
風
に
な
っ
て
き
て
て
ね
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い

う
計
算
し
て
作
ら
れ
て
い
た
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
ね
。

―
や
は
り
京
都
に
対
し
て
何
か
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す

か
ね
。

清
水
　
そ
れ
は
持
っ
て
お
ら
れ
た
や
ろ
な
ぁ
。
京
都
に
縁
の
あ
る

方
や
か
ら
ね
。
付
き
合
い
も
一
対
一
で
、
付
き
合
い
す
る
人
も

は
っ
き
り
偏
っ
て
い
た
ら
し
い
ね
。
そ
う
い
う
面
も
あ
っ
た
ら
し

い
ね
。 ―

富
本
先
生52

❖

は
、
面
識
は
あ
り
ま
し
た
か
。

清
水
　
泉
涌
寺
の
鈴
木
治
さ
ん
の
仕
事
場
へ
ち
ょ
い
ち
ょ
い
行
か

し
て
も
ら
っ
て
い
た
時
に
富
本
先
生
の
と
こ
ろ
に
も
寄
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
手
を
休
め
て
ね
、「
僕

は
ね
、
年
寄
り
は
嫌
い
や
ね
ん
、
若
い
人
は
好
き
や
ね
ん
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
ね
。
煎
茶
が
好
き
で
、
お
茶
入
れ
て
い
た
だ

い
た
り
し
ま
し
た
。

―
割
と
こ
う
、
気
軽
に
若
い
方
が
出
入
り
で
き
る
雰
囲
気
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

清
水
　
そ
う
で
す
。
富
本
先
生
の
奈
良
の
姪
御
さ
ん
と
、
私
の
姉

が
同
級
生
で
、
女
学
校
が
一
緒
で
し
て
ね
。
親
友
で
亡
く
な
る
ま

で
付
き
合
い
が
あ
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
れ
で
よ
う
気
に
し
て
も

ら
え
た
の
で
す
わ
。
そ
れ
は
気
さ
く
な
方
で
し
た
よ
。

―
ず
っ
と
泉
涌
寺
の
辺
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
い
や
当
時
は
銀
閣
寺
の
あ
た
り
か
ら
通
っ
て
お
ら
れ
た
の

で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
山
科
に
家
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
ね
。

―
当
時
富
本
先
生
の
シ
ダ
模
様
の
作
品
と
い
う
の
は
、
周
り

か
ら
相
当
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
色

絵
の
作
品
で
す
ね
。

清
水
　
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
や
は
り
ち
ょ
っ
と
他
の
磁
器
の

作
品
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
や
か
ら
先
生
は
伝
統
的
な
色

絵
の
磁
器
作
品
は
嫌
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
徹
底
的
で
し
た
ね
。

伝
統
工
芸
展
に
対
し
て
も
ね
「
あ
ん
な
ん
と
は
一
緒
に
は
し
て
も

ら
え
へ
ん
、
並
べ
る
の
は
嫌
だ
」
と
い
つ
も
言
う
て
お
ら
れ
ま
し

た
よ
。
だ
か
ら
日
本
工
芸
会
の
会
員
に
は
な
ら
れ
て
い
な
い
の
で

す
。―

日
本
全
国
に
い
ろ
い
ろ
な
産
地
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
こ

こ
の
産
地
内
で
勉
強
し
た
と
か
、
そ
ん
な
と
こ
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

唐
津
、
萩
、
信
楽
な
ど
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

研
究
な
さ
っ
た
と
か
、
見
に
行
か
れ
た
と
か
。

清
水
　
私
は
あ
ん
ま
り
な
い
で
す
ね
。
特
に
の
め
り
込
ん
で
行
っ

た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
あ
の
河
井
寬
次
郎
さ
ん
は
、
近
所
で
す

け
れ
ど
、
意
外
と
接
点
が
な
か
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
は
残

念
で
し
た
ね
。

―
宇
野
宗
甕
さ
ん53

❖

は
ど
う
で
す
か
。

清
水
　
よ
う
知
っ
て
ま
す
よ
。
う
ち
と
同
じ
町
内
の
ね
。
長
男
で

仁
松
さ
ん
の
後
を
継
が
れ
て
ね
。
三
吾
さ
ん54

❖

は
三
男
で
ね
、
そ
の

方
は
日
本
工
芸
会
で
一
緒
で
し
た
よ
。
泉
涌
寺
に
お
ら
れ
て
ね
。

亡
く
な
ら
れ
た
時
に
弔
辞
読
み
ま
し
た
よ
。
ち
ょ
っ
と
面
白
い
方

や
っ
た
ね
。

―
近
藤
悠
三
先
生55

❖

は
ご
存
知
で
す
か
。

清
水
　
近
藤
先
生
も
よ
く
存
じ
て
ま
す
よ
。
日
本
工
芸
会
で
い
つ

も
関
わ
っ
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
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―
ど
ん
な
感
じ
の
方
で
す
か
、
先
生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
。

清
水
　
近
藤
先
生
は
ね
え
「
富
本
先
生
の
教
え
を
私
は
守
っ
て
る

ん
で
す
」
っ
て
よ
く
言
う
て
は
り
ま
し
た
。
い
つ
も
そ
う
聞
い
て

ま
し
た
よ
。
濱
田
庄
司
先
生56

❖

と
も
日
本
工
芸
会
で
、
い
つ
も
ご
一

緒
さ
せ
て
も
う
と
り
ま
し
た
。
河
井
先
生
だ
け
で
す
ね
、
あ
ん
な

に
近
所
な
の
に
全
然
存
ぜ
ず
に
。
そ
れ
は
残
念
で
か
な
わ
ん
で
す
。

今
後
の
京
焼
に
つ
い
て

―
京
焼
と
か
清
水
焼
の
質
で
す
が
、
手
回
し
轆
轤
で
い
た
頃

と
今
と
で
は
、
随
分
違
い
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。

清
水
　
手
回
し
轆
轤
だ
か
ら
質
が
い
い
と
い
う
訳
で
は
な
し
に
、

今
の
京
都
で
は
、
作
家
さ
ん
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
質
は

高
い
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
は
さ
す
が
京
都
や
か
ら
ね
。
そ
れ
を

も
っ
と
世
の
中
に
出
し
て
い
か
ん
と
あ
か
ん
の
か
な
。
ち
ょ
っ
と

お
と
な
し
す
ぎ
る
の
か
な
。

―
上
の
人
か
ら
よ
く
、
僕
ら
の
世
代
っ
て
い
う
の
は
お
と
な

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
先
生
は
三
十
歳
代
の
頃
は
ど
う
い
う
感
じ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
三
十
歳
代
に
な
る
と
ね
え
、
日
本
工
芸
会
が
発
足
し
て
、

日
本
伝
統
工
芸
展
が
で
き
て
き
て
ね
え
。
面
白
か
っ
た
の
は
二
十

歳
代
で
す
よ
。

―
そ
の
こ
ろ
は
、
暴
れ
て
ら
れ
て
い
た
。

清
水
　
暴
れ
る
と
い
う
わ
け
や
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
あ
五
条
坂
を

威
張
っ
た
顔
し
て
歩
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
ね
。
は
は
は
。

―
先
生
の
年
表
を
見
て
い
る
と
、
二
十
歳
代
く
ら
い
か
ら
す

ご
い
受
賞
歴
で
、
頭
角
を
現
さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
時
は
仕
事
が

も
う
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
し

た
か
。

清
水
　
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
け
ど
ね
え
。
だ
け
ど
仕
事
に
は

夢
中
で
し
た
ね
、
み
ん
な
夢
中
や
っ
た
か
ら
。
無
茶
苦
茶
や
っ
た

ね
。―

仕
事
の
量
も
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
す
か
。

清
水
　
し
て
ま
し
た
よ
。

―
地
域
の
派
閥
、
グ
ル
ー
プ
団
体
の
方
と
か
色
々
交
流
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
走
泥
社
の
八
木
一
夫
さ
ん
、
鈴
木
治
さ
ん
は
よ
く
交
流
が

あ
っ
た
け
ど
ね
。
い
わ
ゆ
る
既
成
の
団
体
の
方
々
と
の
交
流
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
で
す
。
要
は
や
は
り
、
そ
れ
ぞ
れ
親
方
が
お
ら
れ

る
か
ら
、
私
ら
が
行
く
と
ち
ょ
っ
と
具
合
悪
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
ね
。

―
先
生
は
、
そ
う
い
う
既
存
の
団
体
の
体
質
に
対
す
る
こ
う
、

反
発
心
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
　
い
や
、
別
に
そ
ん
な
反
発
心
が
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な

い
で
す
け
ど
ね
。
け
れ
ど
、
目
上
の
方
で
す
け
ど
浅
見
隆
三
さ
ん

や
瀧
一
夫
と
は
付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
よ
。
よ
く
家

に
も
遊
び
に
行
か
し
て
も
ら
っ
た
り
ね
。
瀧
さ
ん
と
は
、
よ
う
一

緒
に
飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
ね
。
そ
れ
以
外
の
方
と
は
あ
ん
ま
り

付
き
合
い
し
て
な
か
っ
た
ね
。

―
設
立
さ
れ
た
当
初
の
日
本
工
芸
会
は
、
い
ろ
い
ろ
と
や
や

こ
し
い
こ
と
が
少
な
く
て
や
り
や
す
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の
で

す
が
。

清
水
　
日
本
工
芸
会
は
、
初
め
か
ら
や
や
こ
し
い
っ
て
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
は
今
だ
に
ず
っ
と
続
い
て
ま
す
ね
。

誰
で
も
出
品
で
き
ま
す
し
ね
。
日
展
の
方
で
あ
ろ
う
が
民
藝
の
方

で
あ
ろ
う
が
、
ど
こ
で
も
出
品
を
受
け
て
く
れ
る
か
ら
ね
、
初
め

か
ら
そ
う
い
う
方
向
で
い
っ
て
ま
す
か
ら
。

―
当
時
の
日
展
に
対
し
て
、
や
り
に
く
い
っ
て
言
う
か
、
堅

苦
し
い
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
も
た
れ
て
た
ん
で
す
か
。

清
水
　
確
か
に
持
っ
て
ま
し
た
ね
。

―
「
上
が
言
う
事
に
従
わ
ん
と
い
か
ん
」
み
た
い
な
こ
と
で

す
か
。

清
水
　
従
わ
ん
と
い
か
ん
。
従
わ
な
か
っ
た
ら
採
用
し
な
い
と
言

わ
れ
る
。
当
時
は
「
何
と
か
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
」
と

や
っ
て
ま
し
た
よ
。
だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
抜
け
た
ら
、
え
ら
い
こ

と
に
な
り
ま
す
や
ん
か
。

―
こ
れ
か
ら
の
陶
芸
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ど
う
い
う
風
に

変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

清
水
　
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少
し
変
わ
っ

て
き
た
け
ど
も
、
ま
た
落
ち
着
い
て
元
に
戻
っ
て
い
く
の
と
違
う

や
ろ
う
か
。
そ
ん
な
気
も
し
ま
す
ね
。

―
何
か
物
足
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
で
す
か
。「
も
っ
と
こ
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
風
に
。

清
水
　
や
は
り
若
い
方
々
や
っ
た
ら
、
や
き
も
の
ら
し
い
も
の
が

え
え
ね
。
実
際
そ
れ
を
や
る
の
は
難
し
い
か
ら
ね
。

―
話
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
結
構
長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
た
の

で
こ
の
あ
た
り
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
貴
重
な
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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❖
1 

詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
清
水
愛
子（
二
〇
一
五
）

「
京
焼
の
近
代
化
に
お
け
る
登
り
窯
の
役
割
に
つ
い

て
」
京
都
市
編
『
元
藤
平
陶
芸
登
り
窯
の
歴
史
的
価
値

等
調
査
研
究 
報
告
書
』
京
都
市
、
二
九
‐
三
四
頁
。

❖
2 

清
水
卯
一
の
経
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

朝
日
新
聞
社
編
（
一
九
九
〇
）『
作
陶
50
年
の
歩
み

「
人
間
国
宝 

清
水
卯
一
展
」』
朝
日
新
聞
社
。

❖
3 

終
戦
直
前
に
京
都
で
は
五
条
通
、
御
池
通
、
堀

川
通
の
道
幅
が
主
に
火
災
時
の
延
焼
防
止
の
た
め
に
拡

幅
さ
れ
た
。
五
条
通
で
は
南
側
に
あ
っ
た
家
屋
・
店
舗

の
多
く
が
現
在
の
道
幅
ま
で
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
し
ば
ら
く
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。

❖
4 

清
風
與
平
家
は
、
江
戸
後
期
に
創
始
さ
れ
た

京
焼
の
陶
家
。
清
水
卯
一
が
知
る
の
は
、
四
代
清
風

與
平
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
六
）、
五
代
清
風
與
平

（
一
九
二
一
〜
一
九
九
一
）
の
時
代
で
あ
る
。

❖
5 

清
水
六
兵
衛
家
は
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
続
く

京
焼
の
陶
家
。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
何
度
か
言
及
さ

れ
て
い
る
の
は
六
代
清
水
六
兵
衛
（
一
九
〇
一
〜

一
九
八
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
五
代
清
水
六
兵
衛
の
長

男
で
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
・
京
都
市
立
絵
画
専

門
学
校
で
絵
画
を
学
ん
だ
。
五
代
六
兵
衛
か
ら
陶
芸
を

学
び
、
多
彩
な
釉
薬
を
使
っ
た
作
品
が
国
内
外
で
評
価

を
さ
れ
た
。
戦
後
に
六
代
六
兵
衛
を
襲
名
。
日
展
を
代

表
す
る
陶
芸
家
と
な
り
芸
術
院
会
員
に
任
命
さ
れ
た
。

❖
6 

高
橋
道
八
家
、
清
水
六
兵
衛
家
は
十
八
世
紀
半

ば
か
ら
、
清
風
與
平
家
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
続
く
京

焼
の
名
家
。
い
ず
れ
も
五
条
通
の
若
宮
八
幡
宮
の
南
側

辺
り
に
自
宅
兼
工
房
を
構
え
て
お
り
、
強
制
疎
開
で
そ

の
大
半
が
取
り
壊
し
の
対
象
と
な
っ
た
。

❖
7 

若
宮
八
幡
宮
は
五
条
坂
の
ほ
ぼ
中
央
北
側
に
あ

る
神
社
。
一
九
四
九
年
に
陶
祖
神
の
椎
根
津
彦
命
が
合

祀
さ
れ
、
初
代
諏
訪
蘇
山
作
の
陶
器
製
の
獅
子
と
狛
犬

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
陶
器
神
社
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

❖
8 

金
光
院
は
五
条
通
南
側
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の

寺
院
。

❖
9 

五
条
坂
の
登
り
窯
は
窯
の
所
有
者
が
窯
内
の
ス

ペ
ー
ス
を
貸
し
出
す
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
京
式
の
登
り
窯
は
五
〜
十
部
屋
程
度
の
焼

成
室
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
焼
成
室
で
焼
け
る

も
の
が
異
な
る
た
め
、
茶
道
具
か
ら
食
器
、
化
学
陶
器

な
ど
様
々
な
製
品
が
同
じ
窯
で
焼
か
れ
た
。
そ
う
い
っ

た
窯
を
共
同
窯
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
質
問
者
は
、
京
都
陶

磁
器
組
合
が
一
九
七
三
年
に
音
羽
川
の
ほ
と
り
に
建
て

た
特
定
の
共
同
窯
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
清
水
は
音
羽
川
周
辺
で
共
同
使
用
さ
れ
て
い
た
す

べ
て
の
登
り
窯
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

❖
10 

陶
磁
器
を
焼
成
す
る
際
の
窯
詰
め
に
使
用
す
る

耐
火
物
製
の
容
器
の
こ
と
。
灰
な
ど
が
器
物
の
表
面
に

付
着
し
た
り
、
炎
が
直
接
触
れ
て
焼
き
ム
ラ
な
ど
が
生

じ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
。
ま
た
、
効
率
よ
く
製
品
を
積

み
重
ね
る
た
め
に
も
使
用
さ
れ
る
。

❖
11 

中
国
の
明
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
、
浙
江
省
の

龍
泉
窯
で
焼
か
れ
た
青
磁
の
呼
称
の
ひ
と
つ
。
宋
代
の

青
磁
に
く
ら
べ
て
、
よ
り
灰
色
や
黄
色
が
強
く
、
貫
入

が
入
る
も
の
も
多
く
、
高
台
な
ど
の
仕
上
げ
も
粗
雑
な

タ
イ
プ
の
青
磁
の
こ
と
を
言
う
。

❖
12 

京
都
で
「
白
足
袋
を
履
く
」
と
い
う
表
現
は
、

僧
侶
、
呉
服
関
係
者
、
花
街
関
係
者
、
茶
道
・
華
道
の

関
係
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
京
都
の
文
化
の
世
界
で
力
を

持
つ
人
々
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

❖
13 

宇
野
仁
松
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
七
）
は
石
川

県
出
身
の
陶
芸
家
。
清
風
與
平
か
ら
陶
芸
を
学
ん
だ
後

に
独
立
。
青
磁
や
辰
砂
な
ど
の
釉
薬
の
技
術
の
高
さ
で

知
ら
れ
た
。

❖
14 

十
八
世
紀
後
半
以
降
に
京
都
・
大
阪
で
は
煎
茶

が
大
流
行
し
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明

治
期
の
五
条
坂
の
陶
工
の
多
く
は
煎
茶
道
具
を
制
作
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

❖
15 

三
浦
竹
泉
家
は
明
治
か
ら
続
く
京
焼
の
陶

家
。
初
代
か
ら
煎
茶
道
具
を
制
作
し
て
お
り
、
清

水
卯
一
が
知
る
の
は
三
代
竹
泉
（
一
九
〇
〇
〜

一
九
九
〇
）、
一
九
三
三
年
に
家
督
を
継
い
だ
四
代
竹

泉
（
一
九
一
一
〜
一
九
七
六
）
の
時
代
で
あ
る
。

❖
16 

大
丸
北
峰
（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
）
は
石
川

県
出
身
の
陶
芸
家
。
九
谷
陶
器
会
社
で
陶
画
を
学
ん
だ

後
、
京
都
に
移
住
。
独
立
後
は
主
に
茶
道
具
・
煎
茶
道

具
を
制
作
し
た
。

❖
17 

下
職
と
は
有
名
工
房
か
ら
下
請
け
の
仕
事
を
請

け
る
職
人
の
こ
と
。

❖
18 

永
楽
善
五
郎
は
十
六
世
紀
か
ら
続
く
京
焼
の
陶

家
。
千
家
十
職
の
一
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
清
水
卯
一

が
知
る
の
は
十
六
代
永
楽
善
五
郎
（
即
全
：
一
九
一
七

〜
一
九
九
八
）
の
時
代
で
あ
る
。

❖
19 

 

三
代
清
風
與
平
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
四
）

は
陶
工
と
し
て
初
め
て
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
た
。

帝
室
技
芸
員
と
は
帝
室
に
よ
る
美
術
工
芸
家
の
保
護
と

制
作
の
奨
励
を
目
的
と
し
て
一
八
九
〇
年
に
設
置
さ
れ

た
制
度
。
一
九
四
四
年
に
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の

五
十
五
年
間
に
七
十
九
名
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
う
ち
陶

芸
分
野
か
ら
は
三
代
與
平
の
他
に
四
名
（
初
代
宮
川
香

山
、
初
代
諏
訪
蘇
山
、
初
代
伊
東
陶
山
、
板
谷
波
山
）

の
み
で
あ
る
。

❖
20 

板
谷
波
山
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
三
）
は
茨
城

県
出
身
の
陶
芸
家
。
戦
前
の
博
覧
会
や
官
展
で
活
躍
し
、

帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
る
。
戦
後
は
日
展
を
中
心
に

活
動
を
続
け
、
工
芸
家
と
し
て
初
の
文
化
勲
章
を
受
章
。

葆
光
彩
磁
と
名
付
け
ら
れ
た
淡
い
彩
り
の
作
品
で
知
ら

れ
る
。

❖
21 

酸
化
銅
を
着
色
剤
と
し
て
還
元
焼
成
し
て
得
ら

れ
る
赤
色
の
釉
薬
の
こ
と
。

❖
22 

河
井
寬
次
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
六
）
は
島

根
県
出
身
の
陶
芸
家
。
東
京
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
後
、

京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
の
技
手
と
な
る
。
五
代
清
水

六
兵
衛
の
窯
を
手
に
入
れ
て
、
鐘
渓
窯
と
名
付
け
て
独

立
。
柳
宗
悦
や
濱
田
庄
司
ら
と
共
に
民
藝
運
動
の
中
心

人
物
と
し
て
活
躍
し
た
。
晩
年
は
型
を
使
っ
て
成
形
し

多
彩
な
釉
薬
を
施
し
た
抽
象
的
な
作
品
で
知
ら
れ
た
。

❖
23 

石
黒
宗
麿
（
一
八
九
三
〜
一
九
六
八
）
は
富
山

県
出
身
の
陶
芸
家
。
一
九
三
六
年
に
京
都
洛
北
の
八
瀬

に
移
住
し
工
房
と
窯
を
建
て
た
。
中
国
宋
代
の
陶
磁
の

再
現
に
取
り
組
み
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
「
鉄
釉
陶

器
」
保
持
者
の
認
定
を
受
け
た
。
日
本
工
芸
会
や
伝
統

工
芸
展
の
創
設
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

❖
24 

河
合
栄
之
助
（
一
八
九
三
〜
一
九
六
二
）
は
京

都
府
出
身
の
陶
芸
家
。
陶
工
河
合
瑞
豊
の
四
男
で
卯
之

助
は
兄
。
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
付
属
伝
習
所
で
学

び
、
卒
業
後
に
革
新
的
な
陶
芸
を
提
案
す
る
グ
ル
ー
プ

「
赤
土
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
戦
後
は
六
代

清
水
六
兵
衛
が
主
宰
す
る
京
都
陶
芸
家
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
日
展
で
活
躍
。
鉄
釉
や
釉
裏
紅
の
作
品
に
新
意
匠
を

取
り
込
ん
だ
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
25 

河
合
卯
之
助
（
一
八
八
九
〜
一
九
六
九
）
は
京

都
府
出
身
の
陶
芸
家
。
陶
工
河
合
瑞
豊
の
二
男
で
栄
之

助
は
弟
。
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
。
京
都
の

西
、
向
日
町
に
向
日
窯
を
開
き
独
立
。
特
許
を
取
得
し

た
押
葉
陶
器
や
、
赤
絵
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
26 

京
都
の
伏
見
区
深
草
に
あ
っ
た
国
立
陶
磁
器
試

験
所
の
こ
と
。

❖
27 

清
水
卯
一
は
一
九
三
八
年
に
立
命
館
商
業
学
校

に
入
学
し
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
同
校
を
中
退
し
て
い

る
。

❖
28 

日
本
陶
料
は
一
九
一
一
年
に
京
都
に
陶
磁
器
原

料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
。

❖
29 

中
島
清
（
一
九
〇
七
〜
？
）
は
京
都
府
出
身
の

陶
芸
家
。
京
都
市
立
陶
磁
器
講
習
所
高
等
科
ロ
ク
ロ
部

卒
業
。
戦
前
の
官
展
で
頭
角
を
現
し
、
第
一
回
日
展
で

特
選
を
受
賞
。
一
九
四
七
年
に
中
島
を
中
心
に
八
木
一

夫
ら
が
「
青
年
作
陶
家
集
団
」
を
結
成
し
た
。
卓
越
し

た
轆
轤
技
術
で
知
ら
れ
た
。

❖
30 

昭
和
二
十
四
年
に
六
代
清
水
六
兵
衛
が
主
宰
と

し
て
結
成
さ
れ
た
京
都
陶
芸
家
ク
ラ
ブ
の
こ
と
。

❖
31 

浅
見
隆
三
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
七
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
三
代
浅
見
五
郎
助
の
次
男
。
京
都

市
立
美
術
工
芸
学
校
図
案
化
を
卒
業
し
、
関
西
美
術
院

で
学
ん
だ
。
日
展
を
中
心
に
活
躍
し
海
外
の
展
覧
会
に

も
出
品
し
た
。
泥
漿
や
線
を
使
っ
た
表
現
の
作
品
で
知

ら
れ
る
。

❖
32 

瀧
一
夫
（
一
九
一
〇
〜
一
九
七
一
）
は
福
岡
県

出
身
の
陶
芸
家
。
東
京
美
術
学
校
で
塑
造
を
学
ん
だ
後
、

陶
芸
に
転
向
。
瀬
戸
や
京
都
の
試
験
場
で
従
事
し
た
後
、

独
立
。
戦
後
は
主
に
黒
釉
・
緑
釉
作
品
を
制
作
し
日
展

で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
佐
賀
大
学
美
術
科
の
教
授
を

務
め
た
。

❖
33 

八
木
一
夫
（
一
九
一
八
〜
一
九
七
九
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
八
木
一
艸
の
長
男
。
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
に
山
田
光
・
鈴
木
治
と
共
に
走
泥
社

を
結
成
。
京
都
の
陶
芸
界
の
近
代
化
の
中
心
人
物
と
し

て
、
前
衛
陶
芸
や
オ
ブ
ジ
ェ
焼
と
い
っ
た
作
風
を
確
立

し
た
。

❖
34 

走
泥
社
は
一
九
四
八
年
に
京
都
で
八
木
一
夫
、

鈴
木
治
、
山
田
光
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
前
衛
陶
芸

団
体
。

❖
35 

鈴
木
治
（
一
九
二
六
〜
二
〇
〇
一
）
は
京
都
府

出
身
の
陶
芸
家
。
父
は
永
楽
善
五
郎
工
房
の
轆
轤
職
人

で
あ
っ
た
。
八
木
一
夫
・
山
田
光
ら
と
共
に
走
泥
社
に

参
加
。
日
展
や
海
外
の
陶
芸
展
で
活
躍
し
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
と
な
る
。
泥
象
と
名
付
け
ら

れ
た
焼
き
締
め
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
36 

谷
口
良
三
（
一
九
二
六
〜
一
九
九
六
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
六
代
清
水
六
兵
衛
主
宰
の
京
都
陶

芸
家
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
主
に
日
展
で
作
品
を
発
表
。

碧
釉
を
基
調
と
し
た
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
37 

山
田
光
（
一
九
二
三
〜
二
〇
〇
〇
）
は
東
京

都
出
身
の
陶
芸
家
。
陶
芸
家
山
田
喆
の
長
男
。
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
八
木
一
夫
・
鈴
木
治
と
共

に
走
泥
社
を
結
成
し
た
。
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❖
38 

中
国
の
宋
代
の
陶
磁
器
の
こ
と
。

❖
39 

明
と
は
中
国
の
明
代
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で

は
明
代
後
期
の
嘉
靖
期
（
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
）
以

降
、
特
に
万
暦
期
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
）
や
天
啓

期
（
一
六
二
一
〜
一
六
二
七
）
の
作
品
を
珍
重
し
た
。

李
朝
と
は
李
氏
朝
鮮
（
一
三
九
二
〜
一
九
一
〇
）
で
製

作
さ
れ
た
陶
磁
器
の
こ
と
。

❖
40 

八
木
一
艸
（
一
八
九
四
〜
一
九
七
三
）
は
大
阪

府
出
身
の
陶
芸
家
。
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
付
属
伝

習
所
で
学
び
、
卒
業
後
に
革
新
的
な
陶
芸
を
提
案
す
る

グ
ル
ー
プ
「
赤
土
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

❖
41 

山
田
喆
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
一
）
は
新
潟
県

出
身
の
陶
芸
家
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
京
都
の

蛇
ヶ
谷
で
作
陶
を
始
め
、
天
目
や
中
国
宋
代
の
陶
磁
に

範
を
求
め
る
作
品
を
制
作
し
た
。

❖
42 

小
山
富
士
夫
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
七
五
）
は
岡

山
県
出
身
の
陶
磁
器
研
究
者
。
六
古
窯
の
提
唱
者
や
北

宋
定
窯
の
窯
址
発
見
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
晩
年
は
陶

芸
家
と
し
て
も
活
躍
。

❖
43 

極
東
裁
判
弁
護
人
で
東
京
裁
判
に
お
い
て
東

郷
茂
徳
、
梅
津
美
治
郎
の
弁
護
人
を
務
め
た
ベ
ン
・

ブ
ル
ー
ス
・
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
少
佐
（
一
九
〇
八
〜

一
九
六
三
）
の
こ
と
。
清
水
の
作
陶
五
十
年
展
に
ブ
レ

イ
ク
ニ
ー
少
佐
旧
蔵
の
作
品
が
二
点
出
品
さ
れ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
社
前
掲
書
、
一
八
九
頁
。

❖
44 

伊
東
翠
壺
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
〇
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
幾
何
学
的
な
文
様
を
施
し
た
磁
器

作
品
で
知
ら
れ
、
日
展
で
活
躍
し
昭
和
期
の
京
都
を
代

表
す
る
陶
芸
家
と
し
て
活
躍
。

❖
45 

萬
珠
堂
は
五
条
通
と
大
和
大
路
の
交
差
点
の
東

側
に
地
域
最
大
の
店
舗
を
構
え
た
一
七
八
一
年
創
業
の

陶
器
店
。
当
主
は
代
々
平
岡
利
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。

❖
46 

茶
道
裏
千
家
前
家
元
十
五
代
汎
叟
宗
室
（
一
九 

二
三
〜
）の
こ
と
。
現
在
は
大
宗
匠
・
千
玄
室
と
称
す
る
。

❖
47 

加
藤
唐
九
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
五
）
は
愛

知
県
出
身
の
陶
芸
家
。
瀬
戸
で
生
ま
れ
育
ち
、
桃
山
の

瀬
戸
焼
・
美
濃
焼
の
研
究
と
再
現
に
尽
力
し
た
。

❖
48 

北
大
路
魯
山
人
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
九
）
は

京
都
府
出
身
の
芸
術
家
。
美
食
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、

自
ら
が
考
案
し
た
料
理
を
載
せ
る
た
め
の
陶
磁
器
や
漆

器
な
ど
を
制
作
し
た
。

❖
49 

辻
晋
六
（
一
九
〇
五
〜
一
九
七
〇
）
は
京
都
府

出
身
の
陶
芸
家
。
東
京
高
等
工
業
学
校
窯
業
科
を
卒
業

後
は
官
展
に
出
品
し
、
京
都
市
立
第
二
工
業
学
校
窯
業

科
で
教
鞭
を
と
る
。
一
時
、
満
州
に
わ
た
り
吉
林
で
製

陶
に
従
事
す
る
が
終
戦
で
帰
国
し
、
そ
の
後
は
京
都
で

陶
芸
家
と
し
て
活
動
し
た
。

❖
50 

叶
光
夫
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
〇
）
は
兵
庫
県

出
身
の
陶
芸
家
。
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
付
属
伝
習

所
を
卒
業
後
、
中
国
に
渡
り
支
那
陶
瓷
研
究
所
で
中
国

陶
磁
器
の
研
究
を
行
う
。
帰
国
後
、
兄
の
叶
松
谷
と
共

に
独
立
し
た
。
戦
後
は
主
に
日
展
で
活
躍
。
多
様
な
釉

薬
を
用
い
た
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
51 

米
沢
蘇
峰
（
一
九
〇
七
〜
一
九
六
八
）
は
石
川

県
出
身
の
陶
芸
家
。
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
図
案
化

を
卒
業
し
た
後
、
叔
父
に
あ
た
る
初
代
諏
訪
蘇
山
に
師

事
す
る
。
戦
前
は
官
展
に
出
品
し
、
戦
後
は
日
展
で
活

躍
を
し
た
。
青
磁
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。

❖
52 

富
本
憲
吉
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
三
）
は
奈
良

県
出
身
の
陶
芸
家
。
東
京
美
術
学
校
図
案
化
を
卒
業
後
、

英
国
に
留
学
。
帰
国
後
、
陶
芸
を
始
め
、
後
に
色
絵
の

作
品
で
頭
角
を
現
し
、
東
京
美
術
学
校
教
授
や
帝
国
芸

術
院
会
員
と
な
る
。
戦
後
は
公
職
を
離
れ
陶
芸
家
と
し

て
活
躍
し
、
色
絵
や
金
銀
彩
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。
重

要
無
形
文
化
財
「
色
絵
磁
器
」
保
持
者
に
認
定
さ
れ
、

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

❖
53 

宇
野
宗
甕
（
一
八
八
八
〜
一
九
七
三
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
宇
野
仁
松
の
長
男
。
京
都
市
立
陶

磁
器
試
験
場
で
釉
薬
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
後
も
釉
薬

の
研
究
に
打
ち
込
み
、
辰
砂
・
鈞
窯
・
青
磁
・
天
目
の

再
現
や
、
焔
彩
や
水
青
磁
と
題
し
た
独
自
技
法
を
展
開

し
た
。

❖
54 

宇
野
三
吾
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
八
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
宇
野
仁
松
の
四
男
。
京
都
市
立
陶

磁
器
試
験
場
で
作
陶
を
学
ぶ
。
戦
後
は
前
衛
陶
芸
を
追

求
し
オ
ブ
ジ
ェ
陶
器
を
制
作
し
た
。

❖
55 

近
藤
悠
三
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
五
）
は
京
都

府
出
身
の
陶
芸
家
。
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
付
属
伝

習
所
轆
轤
科
を
卒
業
。
富
本
憲
吉
の
助
手
を
務
め
た
の

ち
、
帝
展
・
文
展
・
日
展
で
活
躍
。
京
都
市
立
美
術
学

校
工
芸
科
で
教
鞭
を
と
り
、
後
に
同
校
の
学
長
を
務
め

た
。
重
要
無
形
文
化
財
「
染
付
」
保
持
者
に
認
定
さ
れ

た
。

❖
56 

濱
田
庄
司
（
一
八
九
四
〜
一
九
七
八
）
は
神
奈

川
県
出
身
の
陶
芸
家
。
東
京
高
等
工
業
学
校
窯
業
科
を

卒
業
後
、
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
の
技
手
と
な
る
。

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に
伴
い
渡
英
。
帰
国
後
に
柳
宗

悦
、
河
井
寬
次
郎
ら
と
共
に
民
藝
運
動
を
創
始
。
栃
木

県
の
益
子
で
活
動
。
重
要
無
形
文
化
財
「
民
芸
陶
器
」

保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。
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撮影：Tomas Svab
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こ
こ
に
採
録
す
る
の
は
、
國
府
理
「
水
中
エ
ン

ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン redux

」
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
た
計
四
回
の
ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
の

記
録
で
あ
る
。
遠
藤
水
城
の
企
画
に
よ
る
再
制
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
学
出
身
の
美
術
作
家
、

國
府
理
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》（
二
〇
一
二
）
の
再

制
作
を
行
な
い
、
二
〇
一
七
年
に
「
國
府
理 

水
中

エ
ン
ジ
ン redux

」
展
な
ど
で
展
示
し
た
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は
、
本
紀
要
の
資
料
編
「
活
動

報
告
」を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

國
府
が
福
島
第
一
原
発
事
故
の
一
年
後
に
発
表

し
た《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》は
、自
作
し
た
水
槽
の
中

に
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
沈
め
、
水
中
で
稼

れ
た
後
期
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
発
表
さ
れ
た
同

じ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
で
水
中
稼
働
を
行
な
っ
た

﹇
図
2
﹈。

・　
　
　

　

ト
ー
ク
①
は
、
ゲ
ス
ト
の
椹
木
野
衣
と
遠
藤
水

城
の
対
談
。「
再
現
で
き
な
い
反
復
」
と
し
て
の

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
再
制
作
が
む
し
ろ
作
品
の

働
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
國
府
は
生
前
、《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
を
個
展
で
二
回
展
示
し
て
い
る
。
國

府
理「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」展（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
、

二
〇
一
二
年
）と「
國
府
理  

未
来
の
い
え
」展（
西

宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）
で
あ
る
。

長
期
間
の
水
没
や
水
中
稼
働
の
負
荷
に
よ
る
損
傷

が
激
し
く
、
い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
は

会
期
後
に
廃
棄
さ
れ
、
現
存
し
な
い
。
ま
た
再
制

作
で
の
調
査
過
程
に
お
い
て
、
生
前
の
二
回
の
展

示
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
自
体
が
つ
く
り
替
え
ら
れ
た

こ
と
に
加
え
、
不
要
パ
ー
ツ
の
除
去
や
浄
水
装
置

の
追
加
な
ど
差
分
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

便
宜
上
、
二
〇
一
二
年
に
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で

解
釈
に
近
づ
く
の
で
は
と
い
う
遠
藤
か
ら
の
投
げ

か
け
を
受
け
、
椹
木
は
「
作
品
が
モ
ノ
と
し
て
美

術
館
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
語
り
の
連
鎖

を
ど
う
誘
発
さ
せ
て
い
く
か
が
重
要
」
と
応
答
。

椹
木
自
身
、「
語
り
を
誘
発
す
る
形
に
作
り
変
え

る
」
目
的
で
、
故
・
三
上
晴
子
の
作
品
に
介
入
し

た
行
為
を
紹
介
し
つ
つ
、「
美
術
館
」
へ
と
再
帰

展
示
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
を
「
一
号
機
」、
二
〇
一
三

年
に
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
エ

ン
ジ
ン
を「
二
号
機
」と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

一
方
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
、
同
じ

車
種
・
型
番
の
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
計
二
台
の
エ

ン
ジ
ン
を
再
制
作
し
た
た
め
、
再
制
作
一
台
目

を
「
三
号
機
」、
再
制
作
二
台
目
を
「
四
号
機
」
と

呼
称
す
る
。
三
号
機
は
二
〇
一
七
年
四
月
、「
裏

声
で
歌
へ
」
展
（
小
山
市
立
車
屋
美
術
館
、
栃
木

県
）
に
出
品
さ
れ
、
計
三
十
四
回
の
水
中
稼
働
を

行
な
っ
た
。
だ
が
損
傷
が
激
し
い
た
め
、
続
く
七

月
の
「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン redux

」
展
の
前

期
で
は
、
水
槽
に
は
沈
め
ず
、
門
型
か
ら
吊
る
し

て
展
示
し
た
﹇
図
1
﹈。
一
方
、
四
号
機
が
投
入
さ

的
に
回
帰
す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
作
品
へ
の
批
判
、
再
制
作

に
お
け
る
「
同
一
性
」
の
担
保
の
問
題
、
原
発
事

故
に
対
す
る
美
術
の
応
答
、
そ
し
て
「
当
事
者
性
」

の
溝
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク

が
議
論
さ
れ
た
。

　

ト
ー
ク
②
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
再
制
作
の
技
術
に

つ
い
て
」
で
は
、
実
際
の
再
制
作
作
業
を
担
当
し

た
白
石
晃
一
と
、
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関

わ
っ
た
松
本
章
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
が
話
し
手
と
し

て
登
壇
。
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
作
業
工
程
を

振
り
返
り
、
安
全
性
確
保
の
点
か
ら
行
な
っ
た
改

変
や
技
術
的
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
触
れ
る
と
と
も

に
、
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
國
府
の
愛
情
や
感
性
の

追
体
験
、
作
品
要
素
の
一
部
と
し
て
の
「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
」
の
問
題
、
つ
く
る
・
手
で
直
す
喜
び
の

共
有
と
危
険
性
を
ど
う
制
御
す
る
か
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

ト
ー
ク
③
は
、
ゲ
ス
ト
の
浅
田
彰
と
遠
藤
の
対

談
。
浅
田
は
、「
不
毛
な
機
械
」
と
い
う
モ
ダ
ン
・

ア
ー
ト
の
否
定
性
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
國
府

の
創
作
態
度
に
つ
い
て
指
摘
。
こ
れ
を
受
け
て
遠

藤
は
、
近
代
的
な
否
定
性
と
は
異
な
る
「
未
来
志

［図1］ 「國府理 水中エンジン redux」（前期展）、2017、アートスペース虹の
展示風景　撮影：Tomas Svab

［図2］ 「國府理 水中エンジン redux」（後期展）、2017、アートスペース虹の
展示風景　撮影：Tomas Svab

﹇
解
題
﹈

「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン redux

」展
関
連
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
採
録
に
あ
た
っ
て 

高
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向
型
の
技
術
に
向
か
う
肯
定
性
」
に
つ
い
て
述
べ

た
。
ま
た
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
美
術
館
と
い

う
制
度
に
回
帰
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、（
國
府
が

エ
ン
ジ
ン
を
十
四
年
間
地
中
に
埋
め
て
掘
り
出
し

た
《
地
中
時
間
》
に
な
ら
い
）「
十
四
年
後
に
再
制

作
を
反
復
す
る
」こ
と
を
表
明
。
そ
こ
に
は
、「
美

術
館
と
い
う
近
代
的
な
制
度
に
頼
ら
な
い
芸
術
行

為
が
可
能
か
」と
い
う
問
い
の
追
求
が
あ
る
。

　

ト
ー
ク
④
「
遠
藤
水
城
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全

貌
を
語
る
」
で
は
、
総
括
と
し
て
、
当
事
者
／
非

当
事
者
を
切
り
分
け
よ
う
と
す
る
態
度
に
対
し

て
ど
う
別
の
切
り
口
を
設
定
す
る
か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
完
全
な
復
元
で
は
な
く
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

の
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
性
」
の
解
釈
と
し
て
の
再
制

作
の
あ
り
方
、
そ
し
て
美
術
館
の
外
に
い
る
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
未
来
へ
向

け
た
ア
ー
カ
イ
ヴ
」と
し
て《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》を

反
復
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
起
し
た
。

　

最
後
に
、
本
ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
採
録
に
あ
た
っ

て
編
集
協
力
を
賜
り
ま
し
た
藤
本
悠
里
子
氏
、
米

谷
龍
幸
氏
に
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。

・　
　
　

　

な
お
、こ
の
ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
の
採
録
に
加
え
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
／
再
制
作
の
展
示
歴
、
稼
働
の
動
画

記
録
、
再
制
作
の
作
業
記
録
、
技
術
面
の
論
考
、

國
府
に
よ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
編
集
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
、
芸
術

資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し

て
い
る
。

展覧会と各トークの概要

「國府理 水中エンジン redux」展
（アートスペース虹、京都）
前期：2017年7月4日～16日
後期：2017年7月18日～30日

トーク①椹木野衣（美術評論家）×遠藤水城

日時：2017年7月8日
会場：良恩寺

トーク②「水中エンジン再制作の技術について」

話し手：白石晃一、松本章（エンジニア）
聞き手：高嶋慈、はがみちこ
日時：2017年7月15日
会場：東山アーティスツ・プレイスメント・サー
　　　ビス（HAPS）

トーク③浅田彰（批評家）×遠藤水城

日時：2017年7月22日
会場：京都芸術センター

トーク④「遠藤水城、プロジェクトの全貌を語る」

日時：2017年7月29日
会場：green&garden

遠
藤
　
本
日
は
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

虹
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
國
府
理 

水

中
エ
ン
ジ
ン redux

」
展
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
批
評
家
の
椹
木
野

衣
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
て

ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
椹
木
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

椹
木
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
ま
ず
、こ
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
僕
の
方

か
ら
お
話
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
を

語
る
前
に
、
大
前
提
と
し
て
述
べ
て

お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕
自
身
は

生
前
の
國
府
理
さ
ん
と
特
別
に
親
し

い
間
柄
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
國
府
さ
ん
が

ど
の
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
あ
る
と
き
、
國
府
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
た
後
に
刊
行
さ
れ
た

『K
O

K
U

FU
B

O
O

K

│
國
府
理
作
品

集
』（
二
〇
一
六
年
、
青
幻
舎
）
と
い

う
本
を
手
に
と
っ
て
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
事
実
や
ど
う
い
っ
た
作
家

だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
じ
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と
い
う
作
品
に

な
ぜ
か
惹
か
れ
た
ん
で
す
。
國
府
さ

ん
の
生
前
に
、
こ
の
作
品
が
動
い
て

い
る
と
こ
ろ
を
僕
は
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
わ
が
ま
ま
で

す
が
、「
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
い
な
。
も
う
一
回
作
品
と
し
て
こ

れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
小
山

市
立
車
屋
美
術
館
で
展
覧
会
の
企
画

を
引
き
受
け
ま
し
て
、《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
を
組
み
込
ん
だ
グ
ル
ー
プ
展

を
着
想
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、

作
品
は
ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
て
、

出
品
し
た
い
と
い
っ
た
ら
借
り
ら
れ

る
も
の
だ
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
國
府
さ
ん
の
ご
遺
族
や

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
オ
ー
ナ
ー
の

熊
谷
寿
美
子
さ
ん
、
西
宮
市
大
谷
記

念
美
術
館
学
芸
員
（
当
時
）
の
池
上

司
さ
ん
に
話
を
う
か
が
う
と
、
水
槽

の
フ
レ
ー
ム
部
分
│
こ
の
フ
レ
ー

ム
も
そ
も
そ
も
は
《
相
対
温
室
》
と

い
う
國
府
さ
ん
の
最
後
の
作
品
の
一

部
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
の
一
部
と
も
い
え
な

い
の
で
す
が
│
と
天
板
の
部
品
が

残
っ
て
い
る
以
外
、
エ
ン
ジ
ン
を
含

め
、
ほ
と
ん
ど
何
も
残
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
諦
め
て
い
れ
ば
話
は
簡
単
で
し

た
が
、
も
う
一
度
こ
れ
を
作
品
と
し

て
蘇
ら
せ
た
い
と
考
え
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
残
さ
れ
て
い
た
も
の
は
少

な
か
っ
た
に
せ
よ
、
再
制
作
の
た
め

の
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
車
に
詳
し
い
方

か
ら
す
れ
ば
、
水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を

動
か
す
な
ん
て
そ
も
そ
も
無
理
だ
と

い
う
こ
と
が
前
提
で
、
技
術
的
に
非

常
に
難
し
い
作
品
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
虹
で
も
、（
作
品
を
）
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
す
る
國
府
さ
ん
の
映
像
が

ト
ー
ク
①１

「國府理 水中エンジン redux」展：
再現できない反復

椹
木
野
衣

遠
藤
水
城

http://www.kcua.ac.jp/arc/wp/wp-content/uploads/

2020/12/EitW.re-creation.document.pdf
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展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
技

術
的
に
難
し
い
作
品
だ
っ
た
よ
う
で

す
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
國
府
さ

ん
が
い
な
い
と
動
か
ず
、
し
か
も
壊

れ
や
す
か
っ
た
の
で
、
國
府
さ
ん
が

壊
れ
て
は
直
し
壊
れ
て
は
直
し
す

る
こ
と
で
動
い
て
い
た
の
で
す
。
ま

た
、
彼
は
非
常
に
サ
ー
ビ
ス
精
神
が

旺
盛
だ
っ
た
そ
う
で
、
お
客
さ
ん
が

来
た
ら
何
と
か
動
か
し
て
見
せ
た
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
壊
れ
る
の
で
、
そ
の

た
び
に
補
修
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
う
な
る
と
、
再
制
作
し
た
も
の
を

ポ
ン
と
置
く
だ
け
で
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
國
府

さ
ん
の
存
在
も
込
み
で
作
品
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
壊
れ
た
ら
直
す
と

い
う
こ
と
も
織
り
込
み
済
み
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
み
な
さ
ん
に
問
い
を
開

い
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ

も
、
何
を
も
っ
て
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

と
呼
ぶ
の
か
、
何
を
も
っ
て
作
品
が

再
現
あ
る
い
は
再
制
作
さ
れ
た
と

い
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
僕
ら

再
制
作
チ
ー
ム
に
は
な
か
な
か
決

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
白
石
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
技
術
面
で
い
え

ば
、
ビ
ス
一
本
あ
る
い
は
白
い
ペ
ン

キ
を
塗
る
か
塗
ら
な
い
か
の
レ
ベ
ル

で
作
品
に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
と

い
う
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
こ
う
い

う
変
更
を
加
え
た
ら
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
問
題
は
、
す
ご
く
小
さ
な
レ
ベ

ル
か
ら
発
生
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
部

品
が
大
幅
に
違
う
、
エ
ン
ジ
ン
自
体

も
國
府
さ
ん
が
準
備
し
た
エ
ン
ジ
ン

を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
僕
ら
は
安
全
対
策
を

重
要
視
し
た
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

は
な
か
っ
た
一
酸
化
炭
素
検
知
器
や

エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
つ
け
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
見
か
け
は
《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
を

國
府
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と

呼
べ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
き

ま
す
。
で
も
、
僕
は
こ
の
問
い
自
体

に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
は
國
府
さ
ん
自
身

が
作
品
の
概
念
を
ど
う
考
え
て
い
た

か
と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
り
ま
す

し
、
あ
る
い
は
僕
ら
が
作
品
と
い
う

単
位
を
ど
の
よ
う
に
享
受
し
て
い
る

か
と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
つ
ま
り
作
品
体
験
は
ど
の
よ
う

に
成
立
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の
《
ひ
ま
わ

り
》
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術

館
で
見
る
の
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

美
術
館
で
見
る
の
と
で
は
、
照
明
や

隣
の
作
品
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
見

る
側
の
体
調
に
よ
っ
て
も
見
え
方
は

違
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、

作
品
体
験
の
一
回
性
と
い
う
も
の
は

ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
。
國

府
さ
ん
の《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》を
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
虹
や
西
宮
市
大
谷
記
念

美
術
館
で
見
た
と
い
う
そ
の
体
験
は

一
回
限
り
で
す
が
、
な
ん
と
か
そ
れ

を
反
復
で
き
る
条
件
を
考
え
た
い
。

そ
れ
は
國
府
作
品
を
完
全
に
再
現
し

た
と
い
う
反
復
で
は
な
く
、
む
し
ろ

國
府
作
品
を
再
現
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
反
復
の
方
が
、
作
品
の
解
釈
に

近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

方
で
す
。

　

通
常
、
美
術
館
を
起
点
に
考
え
る

な
ら
ば
、
作
品
の
恒
久
性
と
不
動
性

が
、
見
る
人
の
多
様
な
解
釈
を
生
む

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
、

僕
の
考
え
方
と
し
て
は
、
仮
に
十

年
後
で
も
百
年
後
で
も
、「
國
府
さ

ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
も
う
一

回
作
ろ
う
」
と
い
う
人
が
い
た
と
し

て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
け

ど
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
は
な
い

も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
意
志
の
総
体

が
作
品
の
解
釈
に
な
り
う
る
の
で
は

な
い
か
と
、
そ
し
て
國
府
さ
ん
の
作

品
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
僕
の
よ
う
な
美
術
館

の
外
に
い
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
こ
う
し
た
美
術
館
的
で
は
な
い

キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
の
判
断
を
し
よ
う

と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

美
術
と
語
り

遠
藤
　
椹
木
さ
ん
に
は
、
ま
ず
今
回

の
展
示
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
か
。

椹
木
　
僕
も
國
府
さ
ん
と
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な

い
ん
で
す
。
作
品
を
見
た
こ
と
は
少

な
く
と
も
一
回
は
あ
っ
て
、
そ
れ
も

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
は
な
く
、
神
戸

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
時
に
た
ま
た
ま
見

た
だ
け
で
す
。
批
評
家
と
し
て
國
府

さ
ん
の
作
品
を
意
識
し
て
み
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
青
森
で
の
不
幸
な

出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
中
止
に
な
っ
た

国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
の
個
展
の

一
部
を
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
っ

て
き
て
見
せ
る
と
い
う
展
覧
会1

❖
﹇
図

3
﹈
の
ト
ー
ク
に
呼
ば
れ
た
こ
と
で

し
た
。
な
ぜ
僕
が
選
ば
れ
た
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
に
か

く
そ
の
展
覧
会
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
、
國
府
さ
ん
が
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
彼
が
も
し
生
き
て
い
た
ら
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
も
思
う
け
れ
ど
、
逆
に

い
う
と
、
関
わ
り
の
な
か
っ
た
人
間

が
彼
の
残
し
た
仕
事
に
関
わ
る
機
会

を
い
か
に
作
っ
て
い
け
る
か
が
重
要

で
、
今
回
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
の
役
割
な
の
か
な
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
人
は
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
再
制
作
で
は
な
い
と
か
、
亡
く

な
っ
た
作
家
の
作
品
を
有
志
が
再
現

す
る
こ
と
が
は
た
し
て
再
現
な
の

か
ど
う
か
と
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど

う
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ
る
。
だ

け
ど
、
そ
れ
自
体
は
答
え
が
出
る
も

の
で
は
な
い
し
、
考
え
方
は
多
様
で

あ
っ
て
よ
い
し
、
そ
れ
は
結
局
き
っ

か
け
で
し
か
な
く
て
、
必
要
以
上
に

深
入
り
す
る
の
も
よ
く
な
い
と
い
う

気
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
僕
は
せ
っ
か
く
京
都
に
来

る
の
だ
か
ら
、
京
都
国
立
近
代
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
特
集
展
示2

❖

を
見
に
行

き
ま
し
た
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
《
泉
》

と
呼
ば
れ
て
い
る
あ
の
作
品
が
一
九

一
七
年
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
二
〇
一

七
年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
で
す
が
、
百

年
に
わ
た
っ
て
、
便
器
で
す
よ
、
そ

の
便
器
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
ろ
い
ろ
な
形
で
語
っ
て
い
る
け

ど
、
結
論
は
全
然
出
て
い
な
い
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
存
在
し
て
い
な
い
。
レ

プ
リ
カ
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
レ
プ

リ
カ
に
つ
い
て
の
解
釈
も
常
に
書
き

換
え
ら
れ
て
い
る
。（
京
都
国
立
近

代
美
術
館
の
）
特
集
展
示
も
五
人
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解

釈
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

角
度
が
違
っ
て
い
て
、
重
な
る
と
こ

ろ
も
あ
る
し
、
重
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
れ
を
思
い
出
し
た
ん
で

す
。

　

デ
ュ
シ
ャ
ン
も
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
時
間
が
経
っ
て
い
る
か
ら
、

我
々
は
特
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る

２  
未来への投企─語りの誘発
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こ
と
も
な
く
、
多
く
を
語
る
わ
け
だ

け
れ
ど
も
、
國
府
さ
ん
は
亡
く
な
っ

て
ま
だ
間
も
な
い
し
、
特
別
な
思
い

を
お
も
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
う
の
で
、
彼
の
こ
と
を
ま
っ
た
く

知
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
作
品
も
見
て
い

な
い
人
間
が
こ
う
し
て
語
る
こ
と
に

僕
自
身
後
ろ
め
た
さ
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
基
本
的
に
美
術
と
い
う
の
は

百
年
、
二
百
年
と
い
う
歴
史
的
ス
パ

ン
で
解
釈
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
國

府
さ
ん
の
作
品
が
美
術
史
的
に
語
り

継
が
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
こ
に

い
な
い
未
来
の
人
た
ち
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
く
役
割
を
僕
ら
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
現
代
美
術
は
、
作
者
が

不
在
に
な
っ
た
時
、
ど
れ
だ
け
多
様

な
解
釈
が
交
わ
さ
れ
る
き
っ
か
け

を
も
ち
得
て
い
る
か
が
重
要
な
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
再
現
さ
れ
た

作
品
で
さ
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
美

術
資
料
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
て
い

く
の
か
と
い
う
モ
ノ
的
な
次
元
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
作
品
が
実
体
と

し
て
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
よ
り
も
、
語
り
を
ど
う
や
っ

て
誘
発
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

の
方
が
焦
点
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

展
示
と
語
り
：

表
現
と
し
て
の
モ
ノ
へ
の
介
入

遠
藤
　
あ
く
ま
で
一
解
釈
、
一
意
見

と
し
て
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、（《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》を
）

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
惹
か
れ
て
い
っ
た

の
は
、
壊
れ
や
す
い
も
の
を
ず
っ
と

直
す
と
い
う
こ
と
を
引
き
受
け
て
い

た
部
分
な
ん
で
す
。
普
通
だ
と
作
品

が
完
成
し
た
ら
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
配
送
す
る
だ
け
で
済
む
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。（
國
府
作
品
の
場
合
）

何
回
も
何
回
も
壊
れ
て
直
し
続
け
て

い
る
と
い
う
状
態
が
展
示
空
間
内
で

展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
。
作
品
自
体

に
完
結
か
ら
は
み
出
す
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
終
わ
ら
な
い
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
と
い
う
か
、
継
続
し
て
し

ま
う
創
作
意
欲
に
対
応
し
た
技
術
の

発
展
の
さ
せ
方
が
そ
こ
に
は
あ
っ

て
。
國
府
さ
ん
の
作
品
一
つ
ひ
と
つ

を
し
っ
か
り
解
釈
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
作
る
べ

き
も
の
を
作
っ
て
い
く
、
作
ら
ざ
る

を
得
な
い
、
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
を
継
続
す
る
姿
勢
の
方
を
解
釈
し

た
か
っ
た
の
で
す
。

椹
木
　（
た
だ
）
國
府
さ
ん
に
つ
い
て

我
々
が
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
國
府
さ
ん
の
話
だ
け

を
し
て
い
て
も
多
分
ダ
メ
だ
と
思
う

ん
で
す
。
も
う
少
し
時
間
の
ス
ケ
ー

ル
を
大
き
く
と
っ
て
、
こ
の
作
品
が

今
の
時
代
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
今

後
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
く
の

か
を
あ
ぶ
り
出
す
方
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
美
術
の
問
題

と
い
う
の
は
常
に
更
新
さ
れ
て
い
く

の
で
、
今
、
作
品
が
ど
う
い
う
美
術

的
な
環
境
の
な
か
に
あ
る
の
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
、
作
品
を
ど
う
や
っ
て
後
代
に
伝

え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
僕
は

語
り
が
今
後
す
ご
く
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
依

然
と
し
て
美
術
館
を
中
心
に
し
た
博

物
館
法
的
な
考
え
で
い
え
ば
、
モ
ノ

を
残
す
と
い
う
形
に
な
る
。
こ
の
モ

ノ
を
残
す
と
い
う
美
術
館
的
な
考
え

を
現
代
美
術
に
当
て
は
め
る
こ
と

は
、
あ
る
段
階
で
難
し
く
な
る
と
思

う
し
、
す
で
に
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
作
品
が
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
が
、
結
局
こ
れ
は
モ
ノ
で

は
な
く
記
録
の
集
積
な
の
で
、
記
録

を
と
っ
た
人
の
主
観
が
必
ず
入
っ
て

い
る
し
、
実
態
を
伴
わ
な
い
ま
ま
記

録
や
記
憶
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
ど
れ
だ
け

集
め
て
も
一
つ
の
モ
ノ
に
は
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
今
後
長
期
的
に
は
、

展
示
よ
り
も
、
そ
れ
自
体
で
は
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
を
束
ね

て
、
語
り
を
誘
発
す
る
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
の
方
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ベ
ー
ス
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
技
術

が
更
新
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
そ
う

な
っ
て
い
く
面
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
で
特
に
盛
ん
な
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス

で
あ
る
こ
と
が
多
い
し
、
常
に
新
し

い
技
術
と
そ
の
技
術
者
と
と
も
に
あ

る
の
で
作
品
を
残
せ
な
い
ん
で
す

よ
。（
こ
う
い
っ
た
も
の
の
展
示
は
）

や
は
り
す
ご
く
無
理
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ナ
ム
ジ
ュ
ン
・
パ

イ
ク
の
《
ロ
ボ
ッ
ト
家
族
》
は
ブ
ラ

ウ
ン
管
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

石
の
彫
刻
だ
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
何
百

年
も
残
せ
る
け
れ
ど
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

は
内
部
の
回
路
が
ど
ん
ど
ん
劣
化
し

［図3］ 國府理展「オマージュ　相対温室」会場風景、2016年

撮影：豊永政史　提供：公益財団法人ギャラリーエークワッド



145 144

COMPOST記録 vol .  02202 1

椹木野衣・遠藤水城

て
い
く
の
で
、
美
術
館
で
モ
ノ
と
し

て
展
示
す
る
こ
と
を
考
え
た
時
に

は
、
従
来
の
よ
う
な
形
で
は
残
せ
な

い
。
つ
ま
り
、
故
障
し
て
部
品
を
交

換
し
た
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く

な
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
ん
な
も

の
に
は
み
ん
な
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な

い
の
で
、
語
ら
れ
な
い
ま
ま
、
ど
ん

ど
ん
不
良
債
権
化
し
て
い
く
だ
け
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
と
國
府
さ
ん
の
作

品
に
関
し
て
、
僕
自
身
共
通
点
が
あ

る
か
な
と
思
う
の
は
三
上
晴
子
さ
ん

の
作
品
で
す
。
三
上
さ
ん
は
九
十
年

代
以
降
│
そ
れ
以
前
は
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
ん

で
す
が
│
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
を
代
表
す
る
美
術
家
と
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー﹇
Ｉ
Ｃ
Ｃ
﹈や
山
口
情

報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
な

ど
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

で
、
美
術
館
で
の
評
価
や
認
知
度
は

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の

方
が
高
い
で
す
。
二
〇
一
五
年
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
て
、
回
顧
的
な
企

画
を
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
で
や
ろ
う
と
し
て

も
、
作
品
が
な
い
か
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
に
多
く
を
負
い
す
ぎ
て
い
て

再
現
で
き
な
い
ん
で
す
。
で
は
、
ど

う
や
っ
て
三
上
晴
子
と
い
う
美
術
家

の
仕
事
を
、
語
り
が
生
じ
る
場
に
投

げ
込
ん
で
い
く
の
か
を
考
え
た
と

き
、
ま
っ
た
く
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

三
上
さ
ん
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
認
知
さ
れ
る
以
前
の
、
八

〇
年
代
後
半
に
取
り
組
ん
で
い
た
作

品
を
呼
び
戻
す
こ
と
で
、
そ
れ
以
降

の
作
品
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
さ

き
ほ
ど
の
話
と
矛
盾
し
ま
す
が
、
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
以
降
の
作
品
は
モ
ノ

と
し
て
残
っ
て
い
な
い
か
ら
語
り
を

誘
発
す
る
に
も
場
が
作
れ
な
い
。
そ

こ
で
、
彼
女
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
絞
り
込
む
た
め
に
破
棄
し
て
い

た
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
以
前
の
作
品

を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

が
、
見
つ
か
ら
ず
諦
め
か
け
て
い
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
、
美
術
家
の
山
川

冬
樹
さ
ん
が
「
三
上
さ
ん
の
作
品
あ

り
ま
す
よ
」と
。

　

実
は
、
山
川
さ
ん
が
三
上
さ
ん
と

多
摩
美
術
大
学
の
助
手
を
や
っ
て

い
た
時
代
に
、
三
上
さ
ん
が
山
川
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
「
山
川
く
ん
、
こ
れ

捨
て
と
い
て
」
と
言
っ
て
、
で
っ
か

い
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い
持
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。
捨
て
る
に
し
て

も
も
の
す
ご
い
量
で
、
中
を
見
た
ら

《Inform
ation W

eapon

》
と
い
う

九
〇
年
頃
の
代
表
作
も
あ
り
、
捨
て

る
に
も
捨
て
ら
れ
ず
自
宅
の
押
入

れ
に
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
見
つ

か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
《Inform

a-

tion W
eapon

》
は
、
大
陸
間
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
な
彫
刻
が
ジ
ャ
ン

ク
に
な
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基

盤
の
上
で
発
光
す
る
の
を
、
昆
虫
の

よ
う
に
空
間
に
散
り
ば
め
た
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
僕
に
は
、
美

術
館
に
寄
贈
し
て
、
モ
ノ
と
し
て
残

す
の
が
よ
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
博
物
館
学
的
に
は
意
味
が
あ
っ

て
も
、
も
う
光
ら
な
い
し
、
語
り
を

誘
発
で
き
な
い
の
で
、
語
り
を
誘
発

す
る
形
に
作
り
変
え
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
介
入
は

僕
に
と
っ
て
は
一
つ
の
批
評
で
、
そ

れ
は
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
ち
ょ
っ

と
違
う
、
表
現
に
近
い
も
の
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
僕
は
そ
の

方
が
語
り
を
誘
発
で
き
る
と
思
っ
て

介
入
し
ま
し
た
。

　

僕
は
三
上
さ
ん
が
こ
の
作
品
を

発
表
し
た
当
時
、
批
判
し
て
い
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
基
盤
に
ラ
イ
ト
が
仕
込
ま
れ
て
た

だ
発
光
す
る
だ
け
で
、
機
能
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
戦
下

の
当
時
に
お
い
て
原
子
力
戦
争
を

想
起
さ
せ
る
け
れ
ど
、
あ
く
ま
で
演

劇
的
な
演
出
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
を
本
当
に
危
険
な
も
の
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、

「D
on’ t Follow

 the W
ind

」
と
い

う
、Chim

→Pom

の
発
案
で
、
年

間
被
曝
線
量
が
50
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
な
福
島
県

の
帰
還
困
難
区
域
で
開
催
す
る
国
際

展3
❖

に
僕
と
山
川
さ
ん
も
関
わ
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
作
品
を
高
線
量
地
帯

に
持
っ
て
行
っ
て
展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
だ
っ
た
も
の
│
「
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
て
く
れ
」
と
言
っ
た
時

点
で
、
彼
女
は
作
品
へ
の
権
利
を
放

棄
し
た
と
み
な
し
た
わ
け
で
す
│

は
今
も
実
際
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
刻
々
と
被
曝
し
て
い
て
実
際

に
危
険
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
作
品
を
本
当
の
放
射
性
廃
棄
物

に
す
る
こ
と
で
、
帰
還
困
難
区
域
か

ら
持
ち
出
せ
な
く
し
て
し
ま
う
。
で

も
、
作
品
を
モ
ノ
と
し
て
残
す
よ
り

も
、
語
り
を
誘
発
す
る
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
が
批
評
家
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
た
の
で
、
そ
う
し
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
と
、
遠
藤
さ
ん
が
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
と
し
て《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

に
介
入
し
て
、
作
品
で
は
な
く
、
作

品
資
料
と
い
う
形
で
、
あ
る
過
去
の

記
録
と
し
て
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と

の
間
に
何
か
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

記
録
と
語
り
：

過
去
へ
む
か
う
モ
ノ
、

未
来
へ
む
か
う
語
り

遠
藤
　
作
品
が
ど
ん
ど
ん
非
実
体
化

し
て
い
る
美
術
界
の
流
れ
か
ら
す
る

と
、
作
品
の
非
実
体
化
と
資
料
や
記

録
を
残
す
こ
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
て
、
あ
ざ
と
い
な
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
博
物
館
的
な
秩
序
に
入

る
の
を
見
越
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
で
す
と
言
い
つ
つ
記
録
だ
け
は

ち
ゃ
ん
と
残
す
よ
う
な
も
の
に
対
し

て
は
、
若
干
の
違
和
感
を
覚
え
る
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。

　

そ
の
点
か
ら
す
る
と
國
府
作
品
の

記
録
の
な
さ
は
異
常
な
ほ
ど
で
す

が
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
作
品
が
よ
り

純
粋
に
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
ん

で
す
。
あ
ら
か
じ
め
何
か
を
見
越
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
く
、
単

に
稼
働
さ
せ
た
、
稼
働
し
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
。
そ
の
や
り
方
が
、
い

じ
ま
し
く
思
う
ん
で
す
。
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
な
話
で
す
が
、
そ
の
い
じ
ま

し
さ
を
共
有
す
る
心
の
連
鎖
み
た
い

な
方
法
が
作
品
の
解
釈
に
あ
り
え
る

の
で
は
な
い
か
。

椹
木
　
作
品
と
し
て
の
実
体
が
な

く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に

記
録
の
重
要
性
が
増
し
て
、
美
術
館

も
そ
れ
を
収
蔵
す
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
見
越
し
て
、
写
真
で
あ
れ
映
像

で
あ
れ
、
そ
つ
な
く
記
録
を
と
っ
て

い
く
傾
向
は
確
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ

が
ち
ょ
っ
と
あ
ざ
と
い
と
い
う
の
は

わ
か
り
ま
す
。
僕
も「D

on’ t Follow
 

the W
ind

」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
試
み
に
加
わ
っ
て
、
記
録
だ
け

は
た
く
さ
ん
残
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
何
年
も
経
て
ば
、
資
料

や
記
録
が
た
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

な
い
ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た

り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

ご
と
な
く
な
っ
た
り
。
そ
こ
ま
で
そ

つ
が
よ
く
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

今
僕
ら
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
時
間

が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
撮
れ
ば
撮
る

ほ
ど
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ

た
ん
で
す
。
し
か
も
、
時
間
が
経
て

ば
メ
デ
ィ
ア
も
更
新
さ
れ
て
い
く
の
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で
、
多
分
そ
ん
な
に
う
ま
く
い
か
な

い
と
い
う
の
が
実
感
と
し
て
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
だ
か
ら

記
録
し
た
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い

く
、
と
い
う
の
は
教
科
書
的
な
理
解

で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
簡
単
じ
ゃ
な

い
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
も
、
國
府
さ

ん
は
確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
残

し
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
う
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
新
た
に
立
ち
上

が
る
と
、
ブ
ロ
グ
と
か
記
録
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
く
け
ど
、
こ
れ
が
き

ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
と

わ
か
ら
な
い
で
す
よ
。

遠
藤
　
椹
木
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
語
り
の
誘
発
の
連
鎖
み
た
い

な
も
の
を
信
じ
て
投
げ
る
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
椹
木
さ
ん
は
批
評
的

な
語
り
の
誘
発
と
い
う
言
い
方
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
僕
は
、
学
芸
員
資
格

も
な
い
、
美
術
館
の
外
に
い
る
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
、
美
術
館
の
収
蔵

庫
は
過
去
を
志
向
す
る
け
れ
ど
、
僕

は
未
来
に
投
げ
て
い
く
美
術
館
を
考

え
る
ん
で
す
。
未
来
に
投
げ
る
と
い

う
の
は
、
モ
ノ
に
回
帰
し
て
い
く
、

記
録
が
完
璧
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
は
な
く
て
、
モ
ノ
の
断
片
が
不

連
続
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
り
、
言

葉
の
断
片
が
変
な
形
を
作
り
な
が
ら

未
来
に
投
げ
出
さ
れ
た
り
、
と
い
う

よ
う
な
仮
想
の
美
術
館
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
未
来
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
し
か
な
い
、
収
蔵
庫
も
な
い
美
術

館
。
完
全
な
語
義
矛
盾
で
す
。

　

だ
か
ら
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

こ
れ
が
決
定
版
で
す
、
こ
れ
が
再
解

釈
で
す
」
と
言
っ
て
美
術
館
に
戻
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、
未
来
に
投
げ

て
い
き
た
い
ん
で
す
。
先
ほ
ど
の
椹

木
さ
ん
の
お
話
を
補
足
す
る
と
、
再

帰
的
な
資
料
性
っ
て
い
う
の
は
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
の
定
義
だ
と

思
う
ん
で
す
。
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ア
ー
ト
は
、
資
料
を
伴
う
こ
と
で
美

術
館
に
再
帰
的
に
戻
っ
て
く
る
一
つ

の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
で
も
、
國
府
さ

ん
は
明
ら
か
に
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
創
造
意
欲
を
も
っ
て
作
り
続
け

て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
こ
う
い
う
芸

術
家
像
を
、
美
術
館
に
再
帰
的
に
戻

っ
て
い
く
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー

ト
の
体
制
と
は
違
う
も
の
と
し
て
、

未
来
に
向
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

椹
木
　
遠
藤
さ
ん
は
体
系
立
っ
た
資

料
や
記
録
で
は
な
く
、
資
料
の
断
片

が
再
編
成
さ
れ
て
、
未
来
へ
と
投
げ

ら
れ
て
い
く
こ
と
が
語
り
を
誘
発
す

る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
確
か

に
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
東
北
の
被
災
地
に

行
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、
大
津
波
で

街
が
丸
ご
と
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
こ
ろ
ほ
ど
、
資
料
が
流
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
何
も
残
ら
な
い

ん
で
す
。
一
番
被
害
が
ひ
ど
い
と
こ

ろ
が
一
番
歴
史
の
空
白
地
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
ん
で

す
。
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
記
録
が
残

さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
、
か
つ
て
起

こ
っ
た
こ
と
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
結
局
、
口
伝
に
よ
る
も

の
で
す
。
モ
ノ
や
字
で
は
な
く
、
民

話
や
説
話
に
な
っ
て
語
ら
れ
て
い
た

ん
で
す
。
僕
の
い
う
語
り
は
、
人
か

ら
人
へ
話
し
か
け
る
こ
と
で
、
そ
の

人
の
頭
の
中
で
何
か
が
誘
発
さ
れ

て
、
何
か
が
残
っ
て
、
そ
れ
が
ま
た

別
の
人
に
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
も

の
で
、
も
し
か
し
た
ら
未
来
ま
で
届

く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
過
程
で
伝

言
ゲ
ー
ム
的
な
変
換
が
起
こ
る
こ
と

は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
だ

け
ど
、
何
百
年
も
残
っ
て
い
た
り
し

ま
す
。
そ
れ
は
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ア
ー
ト
と
も
、
今
の
美
術
館
の
収
蔵

や
調
査
・
研
究
と
も
違
う
も
の
で
す
。

可
能
性
と
い
う
言
い
方
は
し
た
く
な

い
け
れ
ど
、
今
の
美
術
と
は
違
う
形

の
何
か
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

《
地
中
時
間
》─《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》：

技
術
を
追
究
す
る
こ
と
の「
破
れ
」

椹
木
　
今
回
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹

の
前
期
展
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
発

表
さ
れ
た
《
地
中
時
間
》﹇
図
4
﹈
と

い
う
、
震
災
前
の
國
府
作
品
と
の
繋

が
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
こ

の
《
地
中
時
間
》
と
い
う
作
品
は
、

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
一
九
九
三
年

に
地
中
に
埋
め
て
、
十
四
年
後
の
二

〇
〇
七
年
に
掘
り
起
こ
し
た
も
の
で

す
。
作
品
の
発
表
は
震
災
よ
り
も
前

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
を
発
表
し
た
と
き
に
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

《
地
中
時
間
》
の
画
像
﹇
図
5
﹈
が
使

わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
を
理
解
す
る
う
え

［図4］ 國府理《地中時間》（1993–2007）　撮影：豊永政史
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で
、
導
線
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
た

ん
で
す
。
一
方
は
地
中
で
、
他
方
は

水
中
だ
け
ど
、
両
方
と
も
エ
ン
ジ
ン

で
、
水
中
で
役
割
を
全
う
し
た
三
号

機
は
、
か
つ
て
の
作
品
同
様
に
吊
ら

れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
や
福
島

第
一
原
発
事
故
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
國
府
さ
ん
の
な
か
に
強
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
想
起
さ
せ
る
も
の
で
す
ね
。

遠
藤
　《
地
中
時
間
》
の
エ
ン
ジ
ン
を

ゼ
ロ
号
機
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
國
府
さ
ん
の
一
般
的
な
理
解
と

し
て
、
乗
り
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

そ
の
機
能
を
転
換
し
た
作
品
の
系
統

と
、
人
工
的
な
仕
組
み
や
機
構
と
自

然
、
植
物
、
気
候
が
循
環
し
た
り
相

互
影
響
し
合
っ
た
り
す
る
、
わ
り
と

大
掛
か
り
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
も
い

い
う
る
よ
う
な
作
品
の
二
つ
の
系
統

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ

ら
の
系
統
に
お
さ
ま
ら
な
い
作
品
が

要
所
要
所
に
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。

最
初
に
調
査
に
取
り
組
ん
だ
の
が

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
、
後
か
ら
作
品

集
を
パ
ラ
パ
ラ
見
て
い
て
「
こ
れ
も

（
二
つ
の
系
統
と
）
違
う
な
」
と
思
っ

た
の
が
《
地
中
時
間
》
で
し
た
。
実

際
に
調
べ
る
と
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

が
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
展
示
さ
れ

た
と
き
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
覧
会

告
知
に
《
地
中
時
間
》
の
画
像
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
エ
ン
ジ
ン
を
埋
め
た

の
か
。
面
白
く
動
く
、
ち
ゃ
ん
と
走

る
、
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
転

換
さ
れ
る
と
い
う
発
想
で
も
な
い
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
志
向
す
る

作
家
が
、
エ
ン
ジ
ン
を
埋
め
る
と
い

う
発
想
を
す
る
の
は
か
な
り
特
異

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
作
品
構

成
上
の
矛
盾
と
い
う
か
、
一
つ
の
系

統
か
ら
あ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

感
覚
が
あ
り
ま
す
。《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
に
も
同
じ
よ
う
な
感
覚
が
あ
り

ま
す
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
前
後

で
は
國
府
さ
ん
の
い
つ
も
の
シ
リ
ー

ズ
に
戻
っ
た
な
と
い
う
感
じ
が
あ
る

ん
で
す
が
。《
地
中
時
間
》
と
《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
を
あ
る
特
異
点
と
し
て

考
え
る
な
ら
ば
、
凡
庸
な
言
い
方
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
純
粋
に
技
術
を

追
求
す
る
こ
と
に
対
す
る
「
破
れ
」

み
た
い
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
感
覚
で
一
つ
の
系
統
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
形
成
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
。「
相
対
温
室
」
展
で
は
、
技

術
的
な
「
破
れ
」
を
、
も
の
す
ご
く

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
展
開
し
て
い
た
部
分

と
も
の
す
ご
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
展
開

し
て
い
た
部
分
が
両
立
し
て
し
ま
っ

て
い
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。「
破

れ
」
自
体
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ん
で
す

け
ど
、
そ
れ
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
し
な

い
方
向
性
を
考
え
た
い
ん
で
す
。

椹
木
　
そ
れ
に
関
連
し
て
い
う
と
、

今
回
の
ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
第
三
回
の

ゲ
ス
ト
の
浅
田
彰
さ
ん
が
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
た
『
事
故
の
博
物
館
』
と

い
う
番
組4

❖

が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ポ
ー

ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
の
「
事
故
の
博
物

館
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
一
九
八
九
年
が

ど
う
い
う
時
代
か
と
い
う
と
、
一
九

八
六
年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
空
中

爆
発
事
故
、
そ
し
て
ソ
連
の
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
爆
発
事
故

な
ど
、「
事
故
」
が
浮
上
し
た
時
代

で
す
。
ヴ
ィ
リ
リ
オ
は
「
技
術
の
発

展
と
は
新
た
な
事
故
の
発
明
で
も
あ

る
」
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鉄
道

が
な
け
れ
ば
鉄
道
の
脱
線
事
故
は
な

か
っ
た
し
、
飛
行
機
が
な
け
れ
ば
飛

行
機
の
墜
落
事
故
は
な
か
っ
た
、
原

子
力
発
電
所
が
な
け
れ
ば
核
が
拡
散

す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
未

知
の
事
故
は
消
す
こ
と
が
絶
対
に

で
き
な
い
の
に
、
そ
れ
を
な
い
こ
と

に
し
た
の
が
原
子
力
発
電
所
の
「
安

全
神
話
」
で
す
。
技
術
に
関
わ
れ
ば

関
わ
る
ほ
ど
、
必
ず
事
故
が
起
き
る

し
、
そ
れ
が
ま
す
ま
す
不
測
の
も
の

に
な
る
こ
と
は
実
感
す
る
は
ず
で

す
。
國
府
さ
ん
も
こ
れ
だ
け
技
術
に

関
わ
っ
て
い
た
人
で
、
シ
ス
テ
ム
を

ど
う
や
っ
て
円
滑
に
運
営
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
多
大
な
努
力
を
費

や
す
過
程
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
る
こ
と
も
、
内
燃
機
関
が
も

つ
不
測
の
事
態
と
し
て
の
事
故
み
た

い
な
も
の
が
創
作
の
な
か
に
出
て
く

る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
、
常
に
肌
身

に
染
み
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
。
不

具
合
が
出
て
こ
な
い
方
が
お
か
し
な

話
だ
か
ら
。
そ
れ
が
極
端
な
形
、
事

故
の
よ
う
な
形
で
地
中
に
埋
め
た

り
、
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
は

ず
な
の
に
水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働

さ
せ
た
り
す
る
。
当
然
不
具
合
は
出

て
く
る
わ
け
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
ど

こ
か
で
余
地
と
し
て
残
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
だ

か
ら
《
地
中
時
間
》
は
唐
突
で
は
あ

る
け
ど
、
他
の
作
品
に
と
っ
て
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
は
な
く
対
だ
っ

た
と
思
う
し
、
原
子
力
発
電
所
事
故

を
経
て
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
着
想

し
た
と
き
に
、
そ
の
導
入
と
し
て

《
地
中
時
間
》
が
出
た
と
い
う
の
は
、

近
代
の
美
術
の
宿
命
と
し
て
の
不
具

合
と
か
事
故
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
れ
自
体
を
主
題
に
し
た

ら
元
も
子
も
な
い
し
、
意
識
的
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど

こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
彼
の
身
体
か

ら
染
み
出
す
よ
う
に
結
実
し
て
、
地

中
で
あ
っ
た
り
水
中
で
あ
っ
た
り
、

技
術
を
稼
働
す
る
こ
と
が
極
限
的
に

難
し
い
環
境
の
中
で
の
作
品
化
、
あ

る
い
は
作
品
な
の
か
ど
う
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
常
に
意
識
し
て
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

同
一
性

来
場
者
1
　
今
回
の
再
制
作
で
は
、

水
槽
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
使

い
、
エ
ン
ジ
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同

じ
車
種
の
同
型
の
も
の
を
用
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
作
品
の
同
一
性

に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

椹
木
　
そ
れ
に
関
し
て
は
、「
水
中

で
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
す
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
お
い
て
は
同
一
性
が

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
水
中
で
で
き

る
だ
け
安
定
し
て
稼
働
さ
せ
る
た

め
に
、
チ
ー
ム
の
方
々
が
工
夫
を
し

［図5］ 國府理《地中時間》（1993–2007）

3  
問いの共有
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て
、
本
来
は
な
い
も
の
が
い
ろ
い
ろ

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
作
品

と
し
て
の
同
一
性
は
保
た
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
水
も
違
う
し
、
エ

ン
ジ
ン
も
同
じ
車
種
の
違
う
エ
ン
ジ

ン
だ
し
。

来
場
者
1
　
コ
ン
セ
プ
ト
、
意
図
が

大
事
な
よ
う
で
す
が
、
水
中
で
作
動

さ
せ
る
の
が
意
図
だ
と
す
れ
ば
、
意

図
的
同
一
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

椹
木
　
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト

で
は
意
図
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
場

合
は
意
図
だ
け
で
な
く
て
実
際
に
動

か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
水
の
中
で
動
か
す
と
生
じ
る
物
質

的
な
ト
ラ
ブ
ル
も
含
め
て
の
作
品

な
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
意
図

的
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
國
府
さ
ん
の
作
品
と
し
て

の
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
1
　
で
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
は
作
動
し
て
な
ん
ぼ
で
す
か
ら
、

機
能
的
な
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
れ

ば
。

椹
木
　
國
府
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

は
な
く
て
、
美
術
家
な
わ
け
で
す
。

作
家
の
意
図
は
、
技
術
者
の
「
水
の

中
で
も
動
く
エ
ン
ジ
ン
を
作
り
た

い
」
と
い
う
意
図
と
は
違
っ
て
、
表

現
な
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
赤
い
エ

ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
作
品
の
あ
る

空
間
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
は
、
自

分
の
作
品
に
相
応
し
く
な
い
と
判
断

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
美
術
家
に
と
っ
て
は
展
示
空
間

が
表
現
の
場
で
す
か
ら
、
本
来
な
い

は
ず
の
も
の
、
し
か
も
赤
い
色
の
も

の
が
あ
る
と
、
す
ご
く
目
立
ち
ま
す

よ
ね
。
こ
れ
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
時
点
で
同
一
性
は
保
た
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で

す
。

遠
藤
　
國
府
さ
ん
の
作
品
で
は
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
的
な
発
想
と
美
学
的
な
判

断
が
混
ざ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
混
合
具
合
を
推
し
量
る
す

べ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
ら
の
判
断
は

む
し
ろ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
寄
っ
て
い
て
、

是
が
非
で
も
な
る
べ
く
動
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
し
た
の

で
、
作
品
の
外
観
は
損
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
動
く
の
で
あ
れ
ば
多
少
作
品

の
形
が
変
わ
っ
て
も
仕
方
な
い
。
な

ぜ
な
ら
そ
こ
を
損
な
う
と
動
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
的
な
、
動
か
す
と
い
う
目
的
を

選
択
し
た
ん
で
す
。

椹
木
　
今
回
の
再
制
作
の
場
合
は
、

遠
藤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
う
い
う
形
に
し
た
ら

稼
働
し
な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
格
好
悪

い
け
ど
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
部
分
と
、
動
く
限
り
で
は
こ

う
い
う
形
に
し
た
い
ん
だ
と
い
う
の

が
す
ご
く
微
妙
に
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
我
々
が
そ
れ
を
決
着
し

て
い
い
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
は
水
中
で
動
か
す
と
い
う
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
な
側
面
を
重
視
し

て
い
る
の
で
、
美
学
的
造
形
の
判
断

は
あ
る
程
度
譲
歩
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

遠
藤
　
作
品
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
こ
れ
は
、「
作
品
の
条
件
は

何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
み
な
さ

ん
に
問
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
で
す
。

椹
木
　
こ
の
問
題
は
、
國
府
さ
ん
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
作
品
を
構
成

す
る
技
術
が
多
様
で
複
雑
に
な
っ

て
き
て
い
る
な
か
、
再
現
性
と
か
同

一
性
を
ど
こ
で
担
保
す
る
の
か
と

い
う
、
す
ご
く
大
き
な
議
論
の
対
象

だ
と
思
う
ん
で
す
。
ダ
ム
タ
イ
プ
の

古
橋
悌
二
さ
ん
の
《LO

V
E

R
S

―
永

遠
の
恋
人
た
ち
》（
一
九
九
四
）
と
い

う
、か
な
り
前
の
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
の
作
品
を
ど
う
や
っ
て
再

現
す
る
の
か
と
い
う
事
例5

❖

も
出
て
き

て
い
ま
す
。
國
府
さ
ん
に
限
ら
ず
、

こ
の
問
題
は
ど
ん
ど
ん
一
般
化
し
て

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

再
制
作
の
問
題
は
、
東
京
の
板
橋

区
立
美
術
館
が
再
制
作
を
テ
ー
マ
に

し
た
展
覧
会6

❖

を
九
〇
年
代
に
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
美
術
史
的
に
は

写
真
で
知
ら
れ
て
い
る
け
ど
、
現
物

は
遺
失
し
た
も
の
を
美
術
館
企
画
で

「
再
現
」
す
る
と
い
う
も
の
で
、
い
く

つ
か
の
戦
後
美
術
の
代
表
作
が
再
現

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
「
再
制
作
」

と
考
え
る
か
「
再
現
」
と
捉
え
る
か
、

あ
る
い
は
作
家
が
存
命
で
同
意
の

上
で
再
現
し
た
場
合
、
作
家
の
「
作

品
」
と
み
な
す
の
か
、
作
家
が
存
命

で
あ
っ
て
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い

の
だ
か
ら
「
資
料
」
と
み
な
す
べ
き

か
、
か
な
り
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

作
家
の
存
命
中
に
「
再
制
作
」
だ
と

言
う
の
と
、
作
品
を
理
解
す
る
た
め

の
「
資
料
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
は
、

市
場
で
の
販
売
価
格
と
か
後
々
の
研

究
的
価
値
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
そ
こ
は
曖
昧
に
で
き
な

い
ん
で
す
。

有
機
性

来
場
者
2
　
私
は
國
府
さ
ん
の
フ
ァ

ン
の
一
人
と
し
て
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
は
自
分
で
何

で
も
つ
く
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、

人
柄
に
も
す
ご
く
魅
力
を
感
じ
て

い
た
の
で
、
心
優
し
い
彼
の
人
柄
が

感
じ
ら
れ
る
再
現
で
あ
れ
ば
、
忠
実

さ
と
か
、
安
定
性
に
失
敗
し
た
作
品

で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

遠
藤
　
僕
も
椹
木
さ
ん
も
生
前
そ
れ

ほ
ど
親
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
人
柄

に
つ
い
て
語
る
に
は
ま
っ
た
く
不

適
格
な
二
人
な
ん
で
す
が
、
今
の
ご

発
言
を
う
け
て
非
常
に
感
じ
る
の

は
、
関
わ
り
の
な
か
っ
た
僕
で
す

ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

な
か
で
、
非
常
に
純
粋
な
國
府
さ
ん

の
「
痕
跡
」
の
よ
う
な
も
の
に
触
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
ご
遺
族
や
ご
友
人
、
当
時
関

わ
っ
た
方
々
が
、
國
府
さ
ん
の
創
造

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
純
粋
さ
み
た

い
な
も
の
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
惹

か
れ
て
い
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
純

粋
な
創
作
の
共
同
体
を
僕
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
國
府
さ
ん
と

い
う
人
の
あ
り
方
、
作
品
や
そ
の
制

作
の
あ
り
方
が
そ
う
い
っ
た
ト
ー
ン

を
帯
び
て
い
た
ん
だ
な
と
僕
は
感
じ

ま
し
た
。
例
え
ば
、
水
中
で
エ
ン
ジ

ン
を
動
か
す
方
に
舵
を
大
き
く
き
っ

た
と
き
、
白
石
さ
ん
の
目
が
す
ご
い

キ
ラ
キ
ラ
し
て
た
ん
で
す
。
あ
れ
だ

け
打
ち
込
ん
だ
國
府
さ
ん
し
か
知
ら

な
い
こ
と
を
追
体
験
で
き
る
こ
と
に

対
し
て
、
技
術
者
で
あ
る
白
石
さ
ん

が
や
る
気
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
を

見
て
、
國
府
理
と
い
う
作
家
の
作
家

性
や
作
品
の
ス
タ
イ
ル
の
問
題
に
留

め
る
の
で
は
な
く
、
制
作
す
る
こ
と

と
、
そ
れ
を
み
ん
な
に
見
せ
て
共
有

す
る
こ
と
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
も
の
、
作
品
だ
け
に
固

執
す
る
の
で
は
な
く
て
、
一
つ
の
運

動
体
を
再
構
成
す
る
こ
と
の
方
に
面

白
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
、
な
る
べ
く
み
な
さ
ん

と
共
有
で
き
れ
ば
い
い
な
と
い
う
こ

と
で
す
。
椹
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
語
り
の
連
鎖
と
い
う
も
の
に
近
い

こ
と
を
、
試
み
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

当
事
者
性

来
場
者
3
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

語
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
企
画
が
な
け

れ
ば
作
品
を
見
な
か
っ
た
し
、
こ
の
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を
担
わ
れ
た
お
二
人
に
、
再
制
作
の

過
程
で
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
っ
た

の
か
、
ど
の
よ
う
に
國
府
さ
ん
の
考

え
方
な
ど
を
再
発
見
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
に
つ
い
て
、
技
術
面
か
ら
掘
り

高
嶋
　
本
日
は
「
國
府
理 

水
中
エ
ン

ジ
ン redux

」
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
水
中
エ
ン
ジ
ン
再
制
作

の
技
術
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話

し
し
ま
す
。
今
回
の
再
制
作
の
作
業

下
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
登
壇
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作
家
の
白
石
晃
一
さ
ん
は
、
生
前
の

國
府
さ
ん
と
も
関
わ
り
の
深
か
っ

た
方
で
、
今
回
の
再
制
作
を
ご
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
も
う
お
一
人
が
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
松
本
章
さ
ん
で
す
。
松
本

さ
ん
は
自
動
車
が
ご
専
門
で
、
今
回

「
水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
」
と

い
う
試
み
に
際
し
て
、
多
く
の
技
術

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
は
京
都
市
立
芸
術

大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研

究
員
で
す
。
國
府
さ
ん
が
京
都
市
立

芸
術
大
学
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
再
制
作
の
記
録
や
ア
ー

カ
イ
ブ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
も
う

一
人
の
聞
き
手
が
、
今
回
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
ご
担
当
さ
れ
た
ア
ー
ト
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
は
が
み
ち
こ
さ
ん

で
す
。

　

ま
ず
白
石
さ
ん
に
、《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
と
國
府
さ
ん
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

白
石
　 

二
〇
一
二
年
に
國
府
さ
ん
が

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
展
示
さ
れ
た

と
き
、
作
品
の
搬
入
の
一
週
間
前
く

ら
い
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。「
ち
ょ
っ

と
大
掛
か
り
な
、
水
の
中
に
エ
ン
ジ

ン
を
沈
め
て
動
か
す
と
い
う
作
品
を

作
っ
て
い
る
か
ら
手
伝
い
に
来
て

く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
て
、
ご
自

宅
に
行
っ
て
、
搬
入
ま
で
の
一
週
間

ほ
ど
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も

エ
ン
ジ
ン
っ
て
水
に
つ
け
ち
ゃ
い
け

さ
れ
た
地
域
を
会
場
に
、
二
〇
一
五

年
三
月
十
一
日
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る

「
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
展
覧
会
」。

国
内
外
十
二
組
の
作
家
が
参
加
。

❖
4 

一
九
八
九
年
三
月
二
十
一
日
放
送
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
。

❖
5 

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
ダ
ム
タ
イ
プ
オ
フ
ィ

ス
、
国
立
国
際
美
術
館
な
ど
と
連
携
し

て
、
古
橋
悌
二
《LO

V
E

R
S

│
永
遠

の
恋
人
た
ち
》（
一
九
九
四
）
の
修
復
・

保
存
を
行
な
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
度

メ
デ
ィ
ア
芸
術
連
携
促
進
事
業 

連
携
共

同
事
業
「
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
ィ

ア
を
用
い
た
美
術
作
品
の
修
復
／
保
存

に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
実
施
。

❖
6 

「
再
制
作
と
引
用
」
展
（
板
橋
区
立

美
術
館
、
一
九
九
三
年
）。

ト
ー
ク
②

「
水
中
エ
ン
ジ
ン
再
制
作
の
技
術
に
つ
い
て
」

話
し
手

聞
き
手
白
石
晃
一
、
松
本 

章
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

高
嶋 

慈
、
は
が
み
ち
こ

場
に
も
い
な
か
っ
た
の
で
。
そ
う
い

う
語
る
こ
と
の
重
要
性
を
ふ
ま
え
た

う
え
で
、
先
ほ
ど
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
生
前
に
國
府
さ
ん
と
は

関
わ
り
が
な
か
っ
た
お
二
人
が
國
府

さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
こ
う
し
て
語

る
こ
と
の
意
味
を
お
う
か
が
い
し
た

い
で
す
。

椹
木
　
少
し
話
が
ず
れ
ま
す
が
、
さ

き
ほ
ど
僕
が
「D

on’ t Follow
 the 

W
ind

」
と
い
う
展
覧
会
に
関
わ
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、

僕
が
被
災
者
じ
ゃ
な
い
の
で
、
帰
還

困
難
区
域
で
展
覧
会
を
や
る
こ
と
の

当
事
者
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
被

災
者
に
寄
り
添
う
こ
と
な
く
そ
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
い
の
か
と
い

う
批
判
を
ず
い
ぶ
ん
受
け
ま
し
た
。

さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
國
府
さ
ん

に
つ
い
て
語
る
こ
と
も
、
ど
こ
か
後

ろ
め
た
さ
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
語
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者
性
と

い
う
の
は
、
事
故
に
あ
っ
た
か
、
被

災
し
た
か
、
故
人
と
知
り
合
い
だ
っ

た
か
と
い
う
二
項
対
立
で
切
り
分
け

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
事
後
的

に
作
り
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。
遠

藤
さ
ん
は
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
介
入
す
る
こ

と
で
、
も
と
も
と
國
府
さ
ん
と
極
め

て
近
い
場
所
に
い
た
人
よ
り
も
よ
り

深
い
関
係
を
築
い
て
い
く
か
も
し
れ

な
い
。

　

あ
る
時
点
で
当
事
者
性
が
あ
っ
た

か
な
か
っ
た
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え

る
と
、
永
遠
に
そ
の
溝
は
埋
ま
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
に
橋
を
か
け
て
い
く

こ
と
も
で
き
る
し
、
よ
り
当
事
者
に

な
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で

す
。
さ
っ
き
僕
が
批
判
を
受
け
た
と

話
し
ま
し
た
が
、
じ
ゃ
あ
ど
う
し
て

展
示
が
実
現
可
能
に
な
っ
た
の
か
と

い
う
と
、
帰
還
困
難
区
域
内
に
ご
自

宅
が
あ
っ
て
、
今
は
避
難
し
て
い
る

け
れ
ど
帰
る
こ
と
も
で
き
な
い
人
た

ち
と
知
り
合
っ
て
、「
展
覧
会
を
や

り
た
い
の
で
、
限
ら
れ
た
年
間
帰
宅

枠
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
僕
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
提
供
し
て
も

ら
え
な
い
か
」
と
い
う
話
を
し
た
ん

で
す
。
多
く
の
場
合
は
わ
け
が
わ
か

ら
な
い
と
す
ご
く
怒
ら
れ
る
ん
で
す

が
、
な
か
に
は
一
緒
に
や
っ
て
い
っ

て
も
い
い
と
言
っ
て
く
れ
る
方
も

い
る
。
そ
れ
は
何
の
契
約
も
金
銭
も

絡
ま
な
い
、
単
な
る
信
頼
関
係
で
す

が
、
こ
れ
を
継
続
す
る
の
が
一
番
難

し
く
て
、
で
も
常
に
よ
り
深
い
関
係

に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
は
当

事
者
か
そ
う
で
な
い
か
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
た
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
か

と
い
う
こ
と
と
は
別
の
レ
ベ
ル
の
話

で
、
そ
う
し
た
関
係
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
企
画

も
同
じ
で
、
ま
さ
し
く
い
ま
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
け
れ
ば
こ
こ
に

い
な
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
通

り
、
こ
こ
に
い
な
け
れ
ば
こ
う
い
う

問
い
を
共
有
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、「
本

人
を
知
っ
て
い
る
人
ど
う
し
や
深
く

関
わ
っ
た
人
だ
け
に
語
る
権
利
が

あ
っ
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
意
見

が
常
に
正
解
で
あ
る
一
方
、
距
離
が

あ
る
人
は
永
遠
に
埋
め
ら
れ
な
い
距

離
を
保
っ
て
語
る
し
か
な
い
」
と
言

う
こ
と
よ
り
も
、
は
る
か
に
作
品
や

表
現
や
作
家
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

注

❖
1 

國
府
理
展
「
オ
マ
ー
ジ
ュ　

相
対
温

室
」（G

allery A
4

、二
〇
一
六
年
）。
国

際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
で
展
示
さ
れ
た

《
相
対
温
室
》
を
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
再
現
展
示
し
た
。

❖
2 

「
キ
ュ
レ
ト
リ
ア
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ズ

12
： 

泉
／Fountain 1917-2017

」
展
。

❖
3 

「D
on’ t Follow

 the W
ind

」
展
：

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
っ
て
帰
還
困
難
区
域
内
と
指
定

1
エンジンを水に

沈めるということ
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な
い
で
す
よ
ね
。
エ
ン
ジ
ン
に
は
ゴ

ミ
を
排
出
す
る
た
め
の
穴
や
ガ
ソ
リ

ン
と
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
パ
ー

ツ
、
そ
れ
を
排
出
す
る
パ
ー
ツ
な

ど
、
水
が
入
っ
て
き
て
は
い
け
な
い

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
國
府
さ
ん
は

そ
れ
を
水
に
つ
け
た
い
と
い
う
の
で

す
。
國
府
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
部
分

を
塞
ぐ
た
め
に
、
シ
リ
コ
ン
を
使
っ

て
シ
ー
リ
ン
グ
を
一
人
で
頑
張
っ
て

や
っ
て
い
ま
し
た
。
國
府
さ
ん
は
車

を
使
っ
た
作
品
も
多
く
制
作
し
て
い

た
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
造
詣

が
深
い
方
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
か

な
り
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
、
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
虹
で
の
展
示
の
と
き
に
も

数
回
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
パ
ー
ツ
を
交
換
し
た
り
、
と

い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
よ
う
で

す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
を
知
る
関
係

者
の
方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
る
な

か
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
た
め

の
セ
ル
モ
ー
タ
ー
が
潰
れ
て
し
ま
っ

た
と
か
、
会
期
末
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
が
噴
出
し
て
た
い
へ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ

ル
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
な

が
ら
も
、
二
週
間
の
会
期
の
間
、
國

府
さ
ん
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
続
け
て
、

最
後
ま
で
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
動

い
て
い
ま
し
た
。
國
府
さ
ん
が
セ
ル

モ
ー
タ
ー
を
回
し
て
、
水
中
で
エ
ン

ジ
ン
が
動
い
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ

テ
ィ
ブ
な
状
態
と
、
水
槽
の
中
で
静

止
し
た
彫
刻
的
な
魅
力
を
も
っ
た
形

態
、
そ
し
て
國
府
さ
ん
と
し
て
は
ア

ク
シ
デ
ン
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
る
自

分
と
エ
ン
ジ
ン
、
こ
の
三
形
態
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
会
場
の
み
な
さ
ん
の
な

か
に
も
、
生
前
に
彼
の
作
品
を
見
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
お
知
り
合

い
だ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
お
話
を
お
う
か
が
い
で
き

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

高
嶋
　
白
石
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

搬
入
に
関
わ
ら
れ
た
と
き
、
作
品
は

完
成
し
た
状
態
で
し
た
か
？
そ
れ

と
も
、
ま
だ
か
な
り
試
行
錯
誤
が

残
っ
て
い
ま
し
た
か
？

白
石
　
結
構
残
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

一
週
間
後
に
本
当
に
水
に
沈
め
ら
れ

る
の
か
な
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
國
府
さ
ん
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
す
る
方

だ
っ
た
の
で
、
い
つ
も
通
り
だ
な
と

い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
。

　

水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
と
い

う
こ
と
自
体
た
い
へ
ん
な
作
業
で

す
。
そ
れ
が
一
人
で
は
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
み
た
い
で
、
水
槽
の
中

に
エ
ン
ジ
ン
を
入
れ
た
の
は
僕
が
い

た
と
き
が
多
分
初
め
て
で
し
た
。
初

め
て
水
槽
に
移
し
て
動
い
た
と
き

に
、「
な
ん
や
、
動
く
や
ん
」
っ
て

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
、
子
ど
も

み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
る
な
と
い

う
の
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
そ

の
と
き
は
一
発
目
だ
っ
た
の
で
素
直

に
動
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
展
示

会
期
中
に
か
な
り
苦
労
し
た
こ
と

は
、
僕
ら
も
今
回
展
示
し
て
み
て
非

常
に
実
感
し
ま
し
た
。

高
嶋
　
そ
の「
な
ん
や
、動
く
や
ん
」と

い
う
の
は
、
実
際
に
水
の
中
に
つ
け

た
状
態
で
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

白
石
　
そ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
國

府
さ
ん
の
想
像
し
て
い
た
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
の
は
自
分
の
で
き
る
技
術
の

ハ
ー
ド
ル
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ

を
狙
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
、
技
術
的
に
も
。

他
の
人
が
作
ろ
う
と
思
っ
て
も
実
現

で
き
な
さ
そ
う
な
、
困
難
な
と
こ
ろ

を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い

て
も
、
今
回
僕
が
松
本
さ
ん
に
「
水

の
中
に
エ
ン
ジ
ン
を
沈
め
て
動
か
し

た
い
」
と
相
談
し
た
ら
、「
理
論
上

は
で
き
る
」
け
ど
、
や
っ
て
み
た
人

が
い
な
い
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
、と
。
そ
こ
を
含
ん
だ「
な

ん
や
、
で
き
る
や
ん
」
と
い
う
発
言

だ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
仮
説
が
立
証
さ
れ
た
わ
け
で

す
。
自
分
の
技
術
で
、
自
分
が
考
え

て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
で
き
そ
う

だ
と
。
制
作
現
場
に
立
っ
た
人
で
な

い
と
感
じ
え
な
い
感
動
を
共
有
で
き

て
、
僕
も
ち
ょ
っ
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
し
た
。

高
嶋
　
今
回
、
國
府
さ
ん
が
い
な
い

状
態
で
、
一
か
ら
再
制
作
さ
れ
た
わ

け
で
す
が
、
再
制
作
に
参
加
さ
れ
た

動
機
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

白
石
　
ま
ず
、
遠
藤
さ
ん
か
ら
再
制

作
し
た
い
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
國
府
さ
ん
が
制
作
し
て
い
た
と

き
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
が
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は

個
人
的
に
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
発
表
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
か
、

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に

原
発
問
題
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
と

か
も
含
め
て
。
で
も
、
作
品
が
他
の

人
た
ち
の
目
に
触
れ
る
の
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ

じ
ゃ
あ
作
っ
て
み
よ
う
か
、
と
い
う

の
が
最
大
の
動
機
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
再
制
作
し
終
わ
っ
た
こ

と
も
含
め
て
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

原
子
力
発
電
所
の
冷
却
装
置
は
、
國

府
さ
ん
が
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
書
い

て
い
る
よ
う
に
、
水
で
ジ
ャ
バ
ジ
ャ

バ
と
冷
や
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
エ

ン
ジ
ン
も
構
造
は
同
じ
で
、
そ
れ
を

水
中
に
沈
め
る
と
。
た
だ
原
子
力
発

電
所
の
状
況
を
模
倣
す
る
だ
け
だ
っ

た
ら
、
問
題
を
矮
小
化
し
て
い
る
だ

け
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
作
品
の
コ
ア
に
な
る
部
分

は
常
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

本
人
か
ら
聞
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、（
発
表
当
時
）
会
期
中
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
続
け
た
國
府
さ
ん

の
存
在
自
体
が
作
品
の
非
常
に
重
要

な
一
要
素
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
作
り
上
げ
た
も
の
は
、
で
き

た
瞬
間
か
ら
壊
れ
て
い
く
の
で
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
倫
理

観
み
た
い
な
も
の
を
強
く
訴
え
か
け

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
僕
も

も
の
を
作
る
立
場
に
い
る
の
で
、
そ

こ
は
す
ご
く
共
感
で
き
て
、
再
制
作

の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

高
嶋
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
に
も
今
回
関
わ
ら
れ
た
動

機
や
、
芸
術
に
関
わ
ら
れ
て
ど
う
い

う
感
想
を
お
も
ち
に
な
っ
た
か
お
聞

き
し
た
い
で
す
。

松
本
　
そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
、
京
都

造
形
芸
術
大
学
のU

LT
R

A
 FA

C
-

T
O

R
Y

に
エ
ン
ジ
ン
が
ポ
ン
と
置
か

れ
た
状
態
を
見
た
と
き
、
そ
の
エ
ン

ジ
ン
が
昔
の
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
仕
様

の
古
い
エ
ン
ジ
ン
で
、
す
ご
く
懐
か

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
四
十
年

く
ら
い
車
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
最
初
の
頃
に
修
理
し
て
い

た
車
の
エ
ン
ジ
ン
（
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

仕
様
）
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
そ

れ
で
「
こ
の
エ
ン
ジ
ン
を
何
に
使
う

の
？
」
と
か
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る

と
、
水
中
に
入
れ
る
と
い
う
話
が
出

て
き
て
、
修
理
し
て
い
る
人
間
か
ら

す
る
と
、
そ
ん
な
無
茶
な
こ
と
を
や

る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
で
も
、（
國

2
再制作に関わった動機：

エンジンへの感性
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府
さ
ん
の
展
示
の
）
動
画
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
、
す
ご
く
発
想
が
変
わ

り
ま
し
た
。
私
は
水
が
か
か
っ
て
壊

れ
る
部
品
を
一
生
懸
命
に
修
理
す
る

側
の
人
間
だ
っ
た
の
で
、
水
に
つ
け

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
か
、
一
つ
ひ
と
つ
の
パ
ー
ツ
の
構

造
を
考
え
な
が
ら
、
こ
こ
の
パ
ー
ツ

に
は
蓋
を
し
な
い
と
い
け
な
い
か
な

と
か
、
水
に
浸
か
っ
て
い
る
間
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
な
と
か
、
そ
う
い

う
考
え
方
が
逆
の
パ
タ
ー
ン
の
発
想

だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
新
鮮
な
感
じ

が
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
が
水
の
中
で
動
い
て
い

る
動
画
を
見
た
と
き
は
、
人
間
的
と

い
う
か
、
可
愛
い
感
じ
が
し
ま
し
た

ね
。
本
当
に
地
球
に
と
っ
て
人
間
が

生
産
性
の
な
い
無
駄
な
こ
と
を
し
て

い
る
感
じ
も
し
て
、
そ
う
い
う
メ
カ

ニ
カ
ル
な
パ
ー
ツ
が
一
生
懸
命
動
い

て
い
る
の
を
見
る
と
手
を
か
け
て
や

り
た
い
な
と
。
電
子
パ
ー
ツ
だ
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
問
題
な
く
動
き
ま

す
が
、
古
い
エ
ン
ジ
ン
の
場
合
は
空

気
と
ガ
ソ
リ
ン
の
混
合
と
か
、
い
ろ

い
ろ
な
パ
ー
ツ
を
調
整
し
な
い
と
回

り
ま
せ
ん
。
今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

信
号
を
拾
っ
て
調
整
す
る
の
で
、
人

間
が
手
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
の
で

す
が
、
今
回
の
場
合
は
音
や
振
動
、

匂
い
を
感
知
し
な
が
ら
、
各
パ
ー
ツ

を
調
整
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
部
分
に
興

味
を
引
か
れ
ま
し
た
。

白
石
　
エ
ン
ジ
ン
に
愛
情
を
も
っ
た

松
本
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
感
性
を
こ
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
入
れ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
僕
も
エ
ン
ジ
ン
は
そ
ん
な
に
識

別
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
バ
イ

ク
の
エ
ン
ジ
ン
も
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の

軽
ト
ラ
の
エ
ン
ジ
ン
も
同
じ
感
じ
に

見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
今
回
再

制
作
し
て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
、
國

府
さ
ん
が
、
も
の
す
ご
く
い
ろ
い
ろ

エ
ン
ジ
ン
を
見
て
い
て
、
詳
し
か
っ

た
り
、
す
ご
く
愛
情
を
も
っ
て
使
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
が
一

人
で
や
っ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
ド
ラ

イ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
重
要
な
部
分

が
抜
け
落
ち
ち
ゃ
う
か
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
松
本
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
僕
も
（
エ
ン
ジ
ン
を
）

よ
く
見
る
よ
う
に
な
っ
て
、
な
る
ほ

ど
と
感
動
で
き
る
ん
で
す
。
話
を
聞

か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
松
本
さ
ん
が
い
て
く

れ
た
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
の
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
感
性
が

非
常
に
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

は
が
　
國
府
さ
ん
が
使
わ
れ
て
い
た

エ
ン
ジ
ン
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
サ
ン

バ
ー
と
い
う
軽
ト
ラ
の
も
の
で
、
國

府
さ
ん
ご
自
身
の
愛
車
だ
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ど
う
い
う
特
徴
を
も
っ

た
エ
ン
ジ
ン
で
す
か
？　

松
本
　
こ
れ
は
二
気
筒
の
単
純
な
エ

ン
ジ
ン
で
す
が
、
か
な
り
コ
ン
パ
ク

ト
で
機
能
的
に
シ
ン
プ
ル
で
す
ね
。

は
が
　
ど
う
し
て
こ
の
車
を
好
ん
で

お
ら
れ
た
か
と
い
う
理
由
は
お
わ
か

り
に
な
り
ま
す
か
？

松
本
　
多
分
、
ア
ナ
ロ
グ
と
い
う
か

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
切
入
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
ン
ジ

ン
に
ガ
ソ
リ
ン
を
送
っ
て
回
す
の
を

メ
カ
ニ
カ
ル
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
多
分
気
に
入
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

白
石
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
か
っ

た
り
し
ま
す
か
？

松
本
　
そ
う
で
す
ね
。
逆
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
の
信

号
が
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
全
部
変

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

ど
こ
か
が
調
子
悪
か
っ
た
ら
原
因
を

考
え
て
、
排
気
ガ
ス
を
見
な
が
ら
調

整
す
る
と
か
、
振
動
を
見
な
が
ら
こ

こ
を
変
え
た
ほ
う
が
い
い
か
な
と
い

う
よ
う
に
、
人
間
が
手
を
出
せ
る
部

分
が
十
分
残
っ
て
い
ま
す
。

は
が
　
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
サ
ン
バ
ー

は
今
で
も
人
気
が
あ
っ
て
、
マ
ニ
ア

が
い
る
よ
う
な
車
種
だ
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
國
府
さ
ん
が
ど
う
い
う
基

準
で
車
を
選
ん
で
お
ら
れ
た
か
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
部
分

が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

松
本
　
サ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
の
は
よ

く
街
で
見
る
赤
帽
の
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
が
使
っ
て
い
ま
す
。
何
十
万
キ
ロ

走
っ
て
も
潰
れ
な
い
。
耐
久
性
は

か
な
り
高
い
ん
で
す
。
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
か
な
り
よ
い
車

で
、
こ
の
子
な
ら
多
分
水
の
中
で
も

元
気
に
回
っ
て
く
れ
る
か
な
と
い
う

と
こ
ろ
で
採
用
さ
れ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

は
が
　
な
る
ほ
ど
。

高
嶋
　
先
ほ
ど
「
水
の
中
の
エ
ン
ジ

ン
は
手
が
か
か
る
け
れ
ど
も
可
愛

い
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
國
府
さ

ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
二
〇
一

二
年
に
見
た
と
き
に
非
常
に
有
機
的

な
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
培
養
液
の
中
に
心
臓
が
浸

か
っ
て
い
て
、
チ
ュ
ー
ブ
を
つ
な
い

で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
り
し

て
、
な
ん
と
か
心
臓
を
動
か
そ
う
と

し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
羊
水
の
中

に
奇
形
の
胎
児
が
浸
か
っ
て
い
る

よ
う
な
。
非
常
に
ア
ナ
ロ
グ
な
仕
組

み
の
エ
ン
ジ
ン
で
、
全
て
機
械
的
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
動
い
て
い
る
と

い
う
お
話
を
聞
い
て
、
科
学
技
術
が

非
人
間
的
な
方
向
に
進
ん
で
い
っ

て
、
そ
の
一
例
が
原
発
事
故
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
ど
ん
ど
ん
非

人
間
化
し
て
い
っ
た
技
術
を
も
う
一

度
人
間
の
方
に
戻
す
と
い
う
か
、
も

う
一
度
有
機
的
な
も
の
と
し
て
引
き

戻
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

白
石
　
そ
う
で
す
ね
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
一
般
生
活
者
の
乖
離
っ
て
い
う

の
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
な
く
し
て
い
く

動
き
が
増
え
て
き
て
は
い
る
と
思
い

ま
す
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の

融
合
が
起
き
る
時
代
な
の
か
な
と
い

う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
し
て
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
：
作
家
不
在
の
問
題

白
石
　
國
府
さ
ん
は
生
前
、《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
を
二
回
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
作
品
中
で
彼
と
い
う
作
家
の

存
在
が
担
っ
て
い
た
部
分
が
大
き

い
ん
で
す
。
今
回
は
た
だ
で
さ
え
再

制
作
の
上
、
作
家
も
不
在
で
あ
る
た

め
、「
エ
ン
ジ
ン
を
水
に
つ
け
ら
れ

る
状
態
に
し
て
動
か
す
だ
け
だ
と
、

國
府
さ
ん
が
見
せ
た
い
と
思
っ
て
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
世
界
観
に
到
達
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を

ず
っ
と
抱
え
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し

た
。
再
制
作
し
た
も
の
に
対
し
て
、

國
府
理
の
作
品
と
い
え
る
の
か
ど
う

か
、
か
な
り
疑
問
は
あ
り
ま
す
。
エ

ン
ジ
ン
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
は
本
当
に
作
品
と
い
え
る

の
か
、
今
後
議
論
を
重
ね
て
い
き
な

が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
國
府
さ
ん
が
制
作
し
た
と

き
に
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
資
料
が

た
く
さ
ん
で
き
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ

3
人間が介在できる

エンジン：
有機的な技術へ

4
《水中エンジン》の

メンテナンス
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れ
ら
の
資
料
を
元
に
制
作
方
法
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
ま
し
た
。
國
府
さ

ん
自
身
も
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
発

表
し
た
と
き
の
作
品
と
、
西
宮
市
大

谷
記
念
美
術
館
で
発
表
し
た
と
き
の

作
品
で
は
形
態
も
エ
ン
ジ
ン
も
違
っ

て
い
る
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
そ
の
辺
り
の
差
異
な
ど
も
映

像
を
見
な
が
ら
結
構
細
か
く
検
証
し

て
い
ま
す﹇
図
6
﹈。

　

再
制
作
に
あ
た
っ
て
、
國
府
さ
ん

不
在
の
問
題
を
考
え
始
め
る
と
な
か

な
か
前
に
進
ま
な
い
の
で
、「
ま
ず

は
水
に
入
れ
て
動
か
す
と
い
う
こ
と

に
主
眼
を
置
い
て
、
完
全
に
動
く
こ

と
を
目
標
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
遠

藤
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
四
月
か
ら
二
か
月
間
、
栃

木
の
車
屋
美
術
館
で
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
を
展
示
し
ま
し
た
が
﹇
図
7
﹈、

國
府
さ
ん
が
や
っ
て
い
な
か
っ
た

部
分
、
装
備
し
て
い
な
か
っ
た
部
分

を
か
な
り
追
加
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
國
府
さ
ん
は
水
槽
の
中
に
入
っ

て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
た
と
う
か

が
い
ま
し
た
が
、
僕
は
で
き
る
限
り

外
側
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
る
よ

う
に
模
索
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
エ

ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
付
け
て
、
圧

縮
し
た
空
気
を
エ
ン
ジ
ン
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
ギ
ア
の
部
分
に
入

れ
て
、
内
圧
を
あ
げ
る
こ
と
で
浸
水

を
押
し
出
す
機
構
を
作
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

ー
と
い
う
点
火
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る

機
械
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
も
水
が

入
る
と
ま
ず
い
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
て
か
つ
湿
度
が
抜
け
る
チ
ュ
ー

ブ
を
付
け
て
い
ま
す
﹇
図
8
﹈。
こ
う

し
た
い
く
つ
か
の
変
更
点
を
重
ね

て
、
車
屋
美
術
館
で
は
二
、
三
日
に

一
度
く
ら
い
の
稼
働
だ
っ
た
の
で
す

が
、
二
か
月
間
完
走
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

高
嶋
　
先
ほ
ど
「
今
回
の
作
品
が
國

府
作
品
と
い
え
る
か
ど
う
か
言
い
切

れ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
そ
れ
は
技
術
的
な

部
分
で
し
ょ
う
か
？

白
石
　
技
術
的
な
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
技
術
的
な
と
こ
ろ
で
い
え

ば
、
國
府
さ
ん
が
や
ろ
う
と
し
て
い

た「
水
の
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
」

と
い
う
こ
と
は
実
現
で
き
た
と
思
う

の
で
。
そ
れ
を
実
現
し
た
後
に
、
國

府
さ
ん
が
動
か
し
た
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
重
要

だ
と
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。
特
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
部
分
で
す
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
っ
て
実
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト

な
ん
で
す
。
そ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
＝

失
敗
を
僕
ら
が
作
品
の
中
に
組
み

込
も
う
と
し
て
も
で
き
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
失
敗
を
「
織
り
込
み
済

み
」
で
作
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ

は
失
敗
で
は
な
く
て
成
功
に
な
る
の

で
。
車
屋
美
術
館
の
展
示
で
は
、
僕

は
京
都
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
現
地

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
二
、
三
日
に
一
度
、
動
か

し
て
も
ら
い
、
毎
回
映
像
を
撮
っ
て

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
一
か

月
く
ら
い
経
っ
た
と
き
に
エ
ン
ジ
ン

が
動
か
な
い
と
い
う
危
機
が
起
き
ま

し
た
。
結
局
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧

が
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
バ
ッ

テ
リ
ー
を
変
え
た
ら
エ
ン
ジ
ン
が

動
い
た
と
い
う
連
絡
が
き
て
「
や
り

ま
し
た
ね
ー
」
と
返
事
し
た
の
で
す

が
、
実
際
に
映
像
を
見
て
み
る
と
、

な
か
な
か
シ
リ
ア
ス
な
状
況
が
映
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
映
像
を
見
た
と

き
が
、
車
屋
美
術
館
で
や
っ
た
展
示

の
な
か
で
、
國
府
さ
ん
が
作
っ
て
い

た
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に
一
番
近
づ

け
た
日
、
一
番
完
成
に
近
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
こ
の
ア
ク
リ
ル
の
水

槽
│
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
残
っ
て
い
る

の
は
こ
の
水
槽
だ
け
で
す
が
│
も

ア
ク
リ
ル
が
経
年
劣
化
を
起
こ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め

は
國
府
さ
ん
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の

水
位
で
水
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、

（
水
圧
に
よ
る
）
ア
ク
リ
ル
の
膨
張

が
か
な
り
あ
っ
て
、
大
き
い
ひ
ず
み

が
出
て
き
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た

の
で
、
エ
ン
ジ
ン
が
ひ
た
ひ
た
に
な

る
く
ら
い
ま
で
水
位
を
低
下
さ
せ
て

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
作
っ
て
い
る
と
な
か
な
か

客
観
性
を
も
っ
て
見
る
こ
と
が
難
し

い
で
す
が
、
今
回
は
物
理
的
な
距
離

も
あ
っ
て
、
定
点
映
像
が
毎
回
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
の
よ
う
に
送
ら
れ
て
く
る

し
、
客
観
的
に
見
れ
て
面
白
か
っ
た

で
す
ね
。
映
像
は
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト1

❖

で
も
公
開

し
て
い
る
の
で
す
が
、
初
め
か
ら
順

番
に
見
て
い
く
と
、
音
が
変
わ
っ
て

い
っ
た
り
し
て
エ
ン
ジ
ン
が
ヒ
ー

ヒ
ー
い
う
さ
ま
が
見
ら
れ
ま
す
。
本

当
に
よ
く
二
か
月
も
っ
て
く
れ
た
な

と
思
い
ま
す
ね
。

情
報
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
：

作
品
と
し
て
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

白
石
　
お
見
せ
し
て
い
る
画
像
は
エ
ン

ジ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す

﹇
図
9
﹈。
こ
れ
は
一
九
九
九
年
の
古

上から
［図6］ 記録資料との照合・検証作業
［図7］ 國府理《水中エンジン》2012／再制作（水中エン
ジン再制作実行委員会による・オリジナルからの部品を
含む）2017、小山市立車屋美術館での展示風景。撮影：
木奥惠三
右奥の床に置かれた装置がエアコンプレッサー。
［図8］ ディストリビューターの加工：大気中へ湿気を
解放するチューブを追加

［図9］ SUBARU サンバーのユーザーマニュアル
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い
エ
ン
ジ
ン
な
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、

ア
ー
カ
イ
ヴ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
、

あ
る
時
期
以
前
の
も
の
は
全
部
捨
て

た
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
出
て
こ

な
い
ん
で
す
。
松
本
さ
ん
に
相
談
し

て
、
知
り
合
い
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら

出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

松
本
　
倉
庫
を
か
な
り
探
し
て
も

ら
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

な
い
と
、
ど
こ
で
ど
う
い
う
線
が
つ

な
が
っ
て
い
る
と
か
、
ど
の
部
品
を

取
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
頃
の
部
品
は
生
産
自
体
が
終

わ
っ
て
い
る
の
で
、
手
に
入
ら
な
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ネ
を
こ

ね
く
り
回
し
て
（
笑
）、
直
接
メ
ー

カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
何
個
か
キ
ー

プ
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

高
嶋
　
今
、
デ
ジ
タ
ル
化
以
前
の
紙

媒
体
の
も
の
が
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て

し
ま
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ

と
し
て
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。（《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

に
は
）
そ
の
ど
こ
を
も
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
い
う
の
か
と
い
う
非
常
に
答

え
を
出
す
の
が
難
し
い
問
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
自
体
、

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
二
週
間
展
示

し
て
エ
ン
ジ
ン
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
の
で
、
西
宮
で
の
展
示
で
は
新
た

に
同
型
の
別
の
エ
ン
ジ
ン
を
導
入
し

て
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
自
体
を
展
示
の

た
び
に
新
た
に
作
り
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
水
槽
も
一
見
堅
固
に
み
え

ま
す
が
、ア
ク
リ
ル
の
経
年
劣
化
や
、

水
圧
が
非
常
に
か
か
る
の
で
そ
れ
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
ど
ん
ど
ん

膨
張
し
て
傷
み
が
出
て
く
る
と
い
う

問
題
も
あ
っ
て
、
水
槽
自
体
の
永
続

性
も
見
た
目
ほ
ど
確
か
で
は
な
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
ど
こ
ま
で
近
づ
け
ら

れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
差
異
が
あ
る

の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
今
回
の
再
制

作
の
意
義
と
し
て
、
そ
の
過
程
で
配

電
図
や
設
計
図
の
レ
ベ
ル
で
、
つ
ま

り
物
理
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
情
報

の
レ
ベ
ル
で
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
構
築
で

き
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
再

び
水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
こ
と

を
実
現
で
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
も

う
一
つ
別
の
次
元
で
ア
ー
カ
イ
ヴ
を

構
築
で
き
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
稼

働
し
て
い
る
状
態
を
映
像
と
資
料
で

残
せ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
成
果

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

白
石
　
そ
れ
は
本
当
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
制
作
し
て
い
る
間
に
ア
ー

カ
イ
ヴ
を
残
す
っ
て
す
ご
く
難
し
い

作
業
な
の
で
、
そ
れ
を
こ
の
再
制
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
丁
寧
に
で
き
た
の

は
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
國
府
さ
ん
の
作
品
の
よ
う
に
、

美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
づ
ら
い
作
品
を

作
る
作
家
の
場
合
、
特
に
自
分
で
意

識
的
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
残
し
て
い
か

な
い
と
な
か
な
か
ア
ー
ト
ヒ
ス
ト

リ
ー
に
残
っ
て
い
か
な
い
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
い
え
ば
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
す
る
と
い
う
の
も
仕
様
に

載
っ
け
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。

　

来
週
に
は
、
も
う
一
台
制
作
し
た

エ
ン
ジ
ン
（
四
号
機
）
が
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
虹
に
展
示
さ
れ
る
の
で
、
細

か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
も
見
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。
國
府
さ
ん
が
展

示
さ
れ
て
い
た
と
き
も
そ
う
で
し
た

が
、
何
か
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
な

い
と
、
水
が
入
っ
て
漏
れ
て
い
る
と

か
こ
こ
の
調
子
が
悪
い
と
か
が
わ
か

り
づ
ら
い
ん
で
す
。
例
え
ば
、
シ
ー

リ
ン
グ
の
作
業﹇
図
10
﹈も
、
こ
こ
に

泡
が
出
て
い
る
、
穴
が
空
い
て
い
る

の
で
水
槽
か
ら
引
き
上
げ
て
シ
リ
コ

ン
を
塗
っ
て
と
い
う
の
を
繰
り
返
し

て
い
る
と
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
は
手

垢
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
綺
麗
に

仕
上
が
り
切
ら
な
い
と
い
う
か
。
で

も
國
府
さ
ん
も
そ
ん
な
感
じ
で
、
手

で
ぬ
り
ぬ
り
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た

な
と
。
今
回
は
エ
ン
ジ
ン
の
内
側
も

開
け
て
﹇
図
11
﹈
コ
ー
キ
ン
グ2

❖

を
し

て
い
ま
す
。
開
け
て
み
る
と
結
構
面

白
い
ん
で
す
。
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を

分
解
し
て
学
習
す
る
と
い
う
工
学
の

学
習
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に

そ
れ
を
時
間
を
か
け
て
や
っ
た
感
じ

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
っ
て
、

で
き
て
か
ら
百
十
年
く
ら
い
し
か
歴

史
が
な
い
の
で
す
が
、
百
十
年
で
よ

く
ぞ
こ
こ
ま
で
や
っ
た
な
っ
て
い
う

く
ら
い
複
雑
な
機
構
が
こ
の
中
に
は

入
っ
て
い
ま
す
ね
。

松
本
　
國
府
さ
ん
が
制
作
さ
れ
た
時

の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ

れ
を
み
る
と
、
今
回
突
き
当
た
っ
た

の
と
同
じ
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

の
調
整
と
か
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
の
水
が
入
る
と
こ
ろ
が
や
っ
ぱ

り
課
題
で
す
ね
。
結
構
苦
労
さ
れ
て

い
て
、
こ
っ
て
り
山
盛
り
シ
ー
リ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
あ
と
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
も
調
整
が

う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
針
金
を
ジ
グ

ザ
グ
曲
げ
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
調
整
さ

［図10］ シーリング作業

［図11］ クラッチハウジングの内側
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れ
た
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
苦
戦
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
今

回
白
石
さ
ん
が
コ
テ
コ
テ
に
塗
っ

た
跡
が
残
っ
た
と
い
う
の
は
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
、
味
が
あ
っ

て
。

高
嶋
　
今
回
の
再
制
作
で
は
、
國
府

さ
ん
が
図
面
や
資
料
、
設
計
書
を
残

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
過
去
二
回
の
展
示
の
記
録

写
真
や
映
像
を
か
な
り
参
照
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ー
ツ
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な

く
、こ
の
部
分
の
シ
ー
リ
ン
グ
と
か
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
こ
こ
を
い
じ
る
と

か
、
も
っ
と
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
も

参
照
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

白
石
　
そ
う
で
す
ね
、
こ
ち
ら
で
あ

る
程
度
仮
説
を
立
て
た
上
で
、
写
真

や
映
像
を
見
ま
し
た
。
で
も
作
品
写

真
と
し
て
撮
っ
た
も
の
に
は
、
デ
ィ

テ
ー
ル
を
追
い
切
れ
る
ほ
ど
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
た
写
真
っ
て
少
な
い
の

で
す
。
な
の
で
雰
囲
気
程
度
に
し
か

参
考
に
で
き
な
い
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。

高
嶋
　
あ
と
、（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

虹
で
最
初
に
展
示
し
た
エ
ン
ジ
ン

で
は
）
ギ
ア
の
部
分
を
な
ぜ
切
ら
な

か
っ
た
の
か
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

白
石
　
な
ぜ
か
は
結
局
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
西
宮
で
展
示
し

た
エ
ン
ジ
ン
の
写
真
を
見
る
と
、
な

く
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
や
っ
た
と
き

に
は
時
間
が
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
、
と
。
虹
と
西
宮
の
展
示
で
は
微

妙
に
細
部
が
違
っ
た
り
、
通
す
穴
が

違
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
差
異
は
あ
り

ま
す
。
今
回
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
部

分
の
判
断
基
準
は
、
西
宮
の
展
示
の

方
が
時
系
列
的
に
後
な
の
で
、
そ
ち

ら
の
方
が
完
成
に
近
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
西
宮
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
限

り
な
く
近
く
寄
せ
ま
し
た
。

　

あ
と
、
や
っ
ぱ
り
錆
が
す
ご
く
進

行
し
ま
す
。
水
の
中
で
暖
ま
っ
て
、

し
か
も
水
を
抜
い
た
り
出
し
た
り
す

る
と
酸
素
も
混
ざ
る
の
で
。
だ
か
ら

一
般
的
な
美
術
作
品
よ
り
も
劣
化
の

速
度
が
非
常
に
速
く
て
、
そ
れ
も
含

め
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
ど
う
し
て
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
作
品
だ
と
思
い

ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
作
品
の
一

部
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
成
立
し
な
い
作
品
か
な
と
思
い
ま

す
。

は
が
　
今
回
の
再
制
作
を
通
し
て
、

そ
う
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
エ
ン

ジ
ン
が
変
わ
っ
て
い
く
容
態
も
含
め

て
作
品
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
作
品

解
釈
が
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

白
石
　
そ
う
で
す
ね
。
個
人
的
に
は
、

す
ご
く
そ
う
思
い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
で
や
っ
て
い
る
こ
と

も
、
作
品
の
重
要
な
要
素
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
と
。

高
嶋
　
再
制
作
の
記
録
映
像
が
あ
る

の
で
、
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

白
石
　
最
初
か
ら
水
の
中
に
入
れ
る

の
は
怖
い
の
で
、
ま
ず
は
空
気
中
で

動
か
し
ま
し
た﹇
図
12
﹈。実
際
に（
中

古
の
エ
ン
ジ
ン
を
）
買
っ
て
き
て
動

く
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
。

松
本
　
転
が
っ
て
い
た
だ
け
の
エ
ン

ジ
ン
が
動
い
た
だ
け
で
感
動
し
ま
し

た
よ
ね
。

白
石
　
感
動
し
ま
し
た
ね
！　

一
昨

日
も
水
に
入
れ
て
テ
ス
ト
し
よ
う

と
思
っ
た
ら
全
く
動
か
な
い
。
そ
ん

な
危
機
的
な
状
態
を
迎
え
て
、
昨
日

や
っ
と
動
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
後

日
に
搬
入
さ
れ
ま
す
。

高
嶋
　
作
業
を
横
で
見
て
い
て
非
常

に
難
し
い
な
と
思
っ
た
の
が
、
大
気

中
で
は
動
い
た
の
に
、
水
に
浸
け
た

ら
動
か
な
い
っ
て
い
う
問
題
と
、
動

か
な
い
原
因
自
体
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
も
う
一
つ
別
の
問
題
で
す
。
原

因
が
わ
か
っ
た
ら
す
ぐ
に
対
処
が
で

き
る
け
れ
ど
、
か
な
り
悩
ま
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。
な
ん
で
動
か
な
い
ん

だ
ろ
う
っ
て
。

白
石
　
そ
う
で
す
ね
。
本
当
に
見
え

な
い
ん
で
す
よ
、
エ
ン
ジ
ン
の
中
っ

て
。
結
果
を
見
て
そ
れ
で
ど
う
対
処

す
る
か
を
考
え
る
し
か
な
く
て
。
例

え
ば
、
そ
の
一
つ
が
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
で
す
。
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
み
て
、

燃
料
の
燃
焼
の
状
態
を
見
た
り
、
あ

と
は
音
も
す
ご
く
重
要
な
の
で
、
音

を
聞
い
て
あ
そ
こ
が
壊
れ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
あ
れ
が
悪
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
想
像
し
た
り
し
ま
す
。
そ

れ
で
目
星
を
つ
け
た
上
で
開
け
て
み

て
、
調
整
す
る
と
い
う
感
じ
で
。
結

構
見
落
と
し
が
ち
な
部
分
も
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
。
僕
が
エ
ン
ジ
ン
を
扱
い

慣
れ
て
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

が
。
一
昨
日
の
動
か
な
か
っ
た
原
因

は
、
た
ん
に
ネ
ジ
が
緩
み
す
ぎ
て
い

た
だ
け
っ
て
い
う
ア
ホ
み
た
い
な
理

由
で
し
た
。
ネ
ジ
を
キ
ュ
ッ
と
締
め

た
ら
か
か
り
ま
し
た
。
本
当
に
す
ご

く
繊
細
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
ガ
ソ
リ

ン
の
混
合
比
だ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と

で
も
状
態
が
違
う
と
す
ぐ
不
具
合
が

出
て
し
ま
う
。
そ
の
工
程
を
完
璧
に

や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
エ
ン
ジ
ン
を
作
品
に
使
う
と
い

う
の
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
だ
な

と
思
い
ま
す
。

　
（
明
後
日
搬
入
予
定
の
）
四
号
機

で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た

り﹇
図
13
﹈、
結
構
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
ま
す
。
Ｕ
Ｖ
硬
化
樹
脂
を
使
っ
て

い
た
り
、
Ｕ
Ｖ
ネ
ジ
を
紫
外
線
で
固

め
て
い
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
細
か

い
部
分
で
、
國
府
さ
ん
が
や
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
追
加
し
て
い
ま

す
。
シ
リ
コ
ン
で
メ
チ
メ
チ
と
固
め

て
い
た
と
こ
ろ
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
で

出
し
た
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て

シ
ー
リ
ン
グ
す
る
と
か
、
技
術
的
な

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
や
り
ま
し
た
ね
。

手
で
直
す
こ
と
の
喜
び

来
場
者
1
　
松
本
さ
ん
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
前
は
、
國
府
さ

ん
の
こ
と
は
ご
存
知
な
か
っ
た
ん
で

す
か
。

5
繊細なエンジン：

技術的なアップデート

6
問いの共有

［図13］ 3Dプリントパーツで蓋部分をシーリン
グしたセルモーター

［図12］ 大気中でのエンジンアイドリングテスト
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松
本
　
全
く
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
半
年
ほ
ど
再
制
作

に
携
わ
っ
て
、
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
物
で
伝
わ
っ
て
く
る
感

覚
は
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
当

時
お
会
い
し
て
い
た
ら
話
が
あ
っ

た
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
私
も

メ
カ
ニ
カ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま

す
が
、
植
物
も
自
然
も
大
好
き
で
す

し
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
は
、
今
人

間
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か

な
と
個
人
的
に
は
捉
え
て
い
ま
す
。

無
意
味
に
燃
料
を
燃
や
し
て
、
熱
を

出
し
て
、
水
を
汚
し
て
、
最
終
的
に

エ
ン
ジ
ン
は
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。
錆
び
て
水
中
が
茶
色
く
な

り
ま
す
が
、
三
十
年
後
に
は
腐
敗
し

た
も
の
も
沈
ん
で
、
水
は
ま
た
綺
麗

に
な
っ
て
透
明
度
の
あ
る
環
境
に
戻

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
が

し
ま
し
た
。
お
会
い
し
て
話
を
聞
き

た
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

白
石
　
今
の
松
本
さ
ん
の
お
話
に
繋

が
る
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ナ
ロ

グ
の
エ
ン
ジ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動

力
に
変
換
す
る
効
率
が
二
、
三
割
程

度
で
、
あ
と
の
七
、
八
割
は
熱
と
し

て
外
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
國
府
さ

ん
は
関
心
を
も
っ
て
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
を
着
想
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
水

中
の
空
気
が
泡
に
な
っ
て
い
く
と

か
、
対
流
が
生
ま
れ
て
い
く
と
か
、

熱
の
発
生
が
無
駄
に
な
る
こ
と
な

く
、
物
質
を
変
化
さ
せ
て
い
く
と
こ

ろ
を
見
る
た
め
に《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

を
作
っ
た
と
ご
自
身
で
も
言
及
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
部
分
が
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
は
、
可
愛
い
や
つ
な

ん
だ
け
ど
ち
ょ
っ
と
歯
が
ゆ
い
よ
う

な
部
分
な
の
か
な
と
。

松
本
　
そ
う
で
す
ね
。
当
時
の
エ
ン

ジ
ン
は
今
の
エ
ン
ジ
ン
と
違
っ
て

セ
ン
サ
ー
が
そ
ん
な
に
付
い
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
み

た
い
に
、
音
や
振
動
の
不
調
で
ど
こ

が
悪
い
の
か
訴
え
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
こ
ち
ら
が
聞
い
て
や
る
。
こ
の

音
な
ら
こ
っ
ち
の
方
が
悪
い
の
か
な

と
か
、
今
こ
う
い
う
状
態
な
ら
も
う

ち
ょ
っ
と
空
気
を
欲
し
が
っ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
か
、
逆
に
空
気
を

欲
し
が
っ
て
る
け
ど
ど
こ
か
詰
ま
っ

て
る
な
と
か
。
最
終
的
に
セ
ン
サ
ー

が
付
い
て
き
た
の
も
、
排
気
ガ
ス
を

綺
麗
に
し
た
い
と
か
燃
費
を
伸
ば
し

た
い
と
い
う
技
術
か
ら
進
ん
で
き
た

の
で
、
間
違
い
で
は
決
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
ふ
と
振
り
返
っ
た

と
き
に
、
私
は
芸
術
と
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
あ
あ
い
う
メ
カ
ニ
カ
ル

な
も
の
に
好
奇
心
を
抱
い
て
し
ま
う

と
い
う
か
、
特
に
私
な
ん
か
は
手
を

汚
し
な
が
ら
物
を
直
し
て
い
く
の

で
、
返
っ
て
き
た
音
が
変
わ
っ
て
い

る
の
に
感
動
を
感
じ
た
り
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

白
石
　
今
の
話
を
続
け
る
と
、
サ
ブ

シ
ス
テ
ム
っ
て
絶
対
に
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
効
率
を
考
え
る
と
、
電
気

自
動
車
は
こ
の
先
ど
ん
ど
ん
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
非
常
事
態

が
起
き
て
発
電
し
な
い
と
い
け
な
い

と
き
に
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
必

要
に
な
る
日
も
く
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
先
ほ
ど
の
松
本
さ
ん
の
、
音
を

聞
い
て
物
を
直
し
て
い
く
技
術
は
、

今
の
サ
イ
ク
ル
で
い
っ
た
ら
失
わ
れ

て
い
く
技
術
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
絶
対
に
必
要
に
な
る
と
き
が
く

る
と
思
う
ん
で
す
。
あ
っ
た
方
が
絶

対
に
良
い
。
芸
術
が
そ
う
い
う
仕
組

み
を
担
う
と
は
ち
ょ
っ
と
思
え
な
い

ん
で
す
が
、
社
会
か
ら
忘
れ
去
ら
れ

て
い
く
も
の
を
保
管
し
て
い
く
シ
ス

テ
ム
は
社
会
全
体
と
し
て
も
っ
て
い

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
嶋
　
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
、
自
分
の
手
を
汚
し
な
が
ら
直
し

て
い
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
手
の
か

か
る
め
ん
ど
う
く
さ
い
部
分
も
あ
る

け
ど
喜
び
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
か

な
く
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
い
ろ
い

ろ
な
調
整
が
必
要
で
、
修
理
を
施
し

な
が
ら
動
か
し
続
け
て
い
く
し
か
な

い
と
い
う
の
は
、
技
術
を
用
い
る
人

間
の
宿
命
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
喜

び
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
國
府
さ
ん

は
提
示
し
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
の
こ
と
を
、
再
制
作
に
関
わ

る
中
で
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
で
お
客
さ
ん
に
見
せ
な
い
で
や
る

作
家
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
前

の
展
示
の
と
き
、
あ
え
て
國
府
さ
ん

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
会
場
で
や
っ
た
。

自
分
が
機
械
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿

を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
技

術
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
て
、
物

と
向
き
合
っ
て
自
分
の
手
で
修
理
す

る
喜
び
を
お
客
さ
ん
と
分
か
ち
合
い

た
い
、
そ
う
い
う
國
府
さ
ん
の
思
い

を
今
回
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

危
険
性
の
制
御

来
場
者
2
　
直
す
喜
び
と
か
作
る
喜

び
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
反

面
、
や
っ
ぱ
り
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

に
含
ま
れ
て
い
る
脅
威
と
い
う
か
危

険
性
は
捨
て
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
車
屋
美
術
館
の
展
示
も

見
に
行
っ
た
の
で
す
が
、《
水
中
エ

ン
ジ
ン
》
が
稼
働
す
る
時
間
に
、
会

場
内
の
お
客
さ
ん
に
対
し
て
危
険
性

が
あ
り
ま
す
と
説
明
す
る
紙
が
配
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
と
っ

て
も
危
険
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な

い
部
分
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
た
り
作
っ
た
り
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
國
府
さ
ん
の
事
故
が

あ
っ
た
こ
と
も
考
え
る
と
非
常
に
危

険
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
は
そ
の
危
険
性
や
脅
威
の
部
分
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
石
　
非
常
に
い
い
質
問
と
い
う

か
、
我
々
も
常
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
作
品
を
再
制
作
す
る

に
あ
た
っ
て
絶
対
に
事
故
を
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
と
。
そ
れ
は
ど
ん

な
形
で
あ
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
い
つ

だ
っ
て
事
故
は
起
こ
し
ち
ゃ
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
が
。
再
制
作
し
て
い

る
間
に
何
か
事
故
が
起
き
て
し
ま
え

ば
、
國
府
さ
ん
の
作
家
と
し
て
の
名

前
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
し
、
か
な
り

注
意
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
ア
ラ
ー
ム
（
一
酸
化
炭
素

検
知
器
）
を
つ
け
た
り
、
注
意
喚
起

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品

に
関
し
て
危
険
性
を
完
璧
に
排
除
す

る
こ
と
は
多
分
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う

な
る
と
、
み
な
さ
ん
は
映
像
で
見
る

と
か
Ｖ
Ｒ
で
体
験
す
る
と
い
っ
た

こ
と
に
な
る
の
か
な
と
。
で
も
、
あ

く
ま
で
個
人
的
な
考
え
で
す
け
れ

ど
、
作
品
が
目
の
前
に
あ
る
と
い
う

状
態
は
か
な
り
重
要
で
、
映
像
と
は

全
然
違
う
体
験
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
危
険
性
と
紙
一
重
で

は
あ
る
の
で
す
が
、
匂
い
や
音
の
伝

わ
り
方
、
体
感
的
な
も
の
が
あ
る
の

で
、
や
は
り
こ
の
再
制
作
に
お
い
て

は
物
を
実
際
作
っ
て
、
み
な
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

で
や
り
ま
し
た
。
明
後
日
搬
入
で
す

が
、
今
回
も
事
故
の
な
い
よ
う
に
二

週
間
稼
働
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

は
が
　
エ
ン
ジ
ン
四
号
機
に
関
し
て

は
、
車
屋
美
術
館
の
三
号
機
と
同
じ

よ
う
に
安
全
性
を
最
重
視
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

脅
威
の
部
分
、
危
険
性
を
内
包
し
て

い
る
部
分
が
作
品
の
批
評
性
と
も
密

接
に
関
わ
っ
て
く
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
車
屋
美
術
館
で
の
展
示
で

は
、
で
き
る
限
り
危
険
性
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
お
く
配
慮
を
し
た
つ
も

り
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
予
定
調
和

的
に
、
平
和
に
動
く
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
と
い
う
の
も
あ
る
瞬
間
で
は
実
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現
で
き
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
内
包

し
て
い
た
批
評
性
が
そ
こ
に
宿
っ
て

い
た
か
ど
う
か
は
、
再
制
作
し
て
み

て
の
疑
問
で
も
あ
り
ま
し
た
。

白
石
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
は

し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下

に
は
置
け
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。「
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
」
と
い

う
意
識
を
当
事
者
が
も
つ
こ
と
が

と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
い
か

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
も

何
ら
か
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
実
際
起
き
て

し
ま
っ
て
、
國
府
さ
ん
は
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
そ
こ
を
僕
ら

は
肝
に
命
じ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
制
御
し
た
つ
も
り
が
制

御
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が
一
番

危
な
い
の
で
、
い
つ
も
し
っ
か
り
と

見
つ
め
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
今
日
は
ゲ
ス
ト
に
批
評
家
の

浅
田
彰
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
議
論

を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

浅
田
　
僕
は
「K

O
K

U
FU

M
O

B
IL

」

　
　

注

❖
1 

https://engineinthew
ater.tum

blr.

com
/

❖
2 

気
密
性
や
防
水
性
を
上
げ
る
た
め
に
、

施
工
の
際
に
で
き
た
隙
間
を
パ
テ
な
ど
の

目
地
材
で
充
填
す
る
こ
と
。

シ
リ
ー
ズ1

❖

﹇
図
14
﹈
の
頃
か
ら
國
府

理
さ
ん
の
作
品
に
興
味
を
も
っ
て
い

て
、
持
続
的
で
は
な
い
も
の
の
断
続

的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
し
、
展
覧

会
の
場
で
何
度
か
話
し
た
こ
と
も
あ

る
。
握
手
を
す
る
と
き
、
彼
の
手
が

油
で
汚
れ
た
労
働
者
の
手
な
の
で
、

自
分
の
生
白
い
手
を
恥
じ
た
も
の
で

す
。

　

二
〇
一
二
年
に
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

虹
で
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
が
最
初
に

展
示
さ
れ
た
と
き
も
見
に
行
き
ま

し
た
が
、
排
気
ガ
ス
が
漏
れ
て
い
て

大
変
だ
と
い
う
の
で
、
國
府
さ
ん
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ド

ア
を
全
部
開
け
放
っ
て
換
気
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
た
。「
一
酸
化
炭
素

は
怖
い
か
ら
気
を
つ
け
て
」
と
言
わ

ず
も
が
な
の
こ
と
を
言
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
の
西
宮

市
大
谷
記
念
美
術
館
で
の
個
展
で
あ

ら
た
め
て
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
が
展

示
さ
れ
た
と
き
は
、
排
気
シ
ス
テ
ム

が
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
て
、「
完
成

形
に
な
っ
た
ん
だ
な
」
と
安
心
し
た

ん
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
に
、
翌
二
〇

一
四
年
に
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青

森
の
個
展
の
準
備
中
に
國
府
さ
ん

が
一
酸
化
炭
素
中
毒
で
倒
れ
て
亡

く
な
っ
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

そ
の
個
展
に
は
行
き
そ
び
れ
た
の

だ
け
れ
ど
、
二
〇
一
六
年
に
東
京
の

G
allery A

4

で
の
國
府
理
展「
オ
マ
ー

ジ
ュ　

相
対
温
室
」
で
そ
の
と
き
の

大
規
模
な
作
品
が
復
元
展
示
さ
れ
た

の
を
見
る
と
、
こ
れ
が
実
に
素
晴
ら

し
く
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
逃
し
た

ト
ー
ク
③

浅
田 

彰

遠
藤
水
城

1
中断された夢のリメイク

こ
と
を
残
念
に
思
う
と
同
時
に
、
か

く
も
可
能
性
に
満
ち
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
喪
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
も
惜

し
み
き
れ
な
い
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
で
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
展

も
、
今
回
の
遠
藤
水
城
さ
ん
が
中
心

に
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
國
府

さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
そ
の
夢
を
何

と
か
リ
メ
イ
ク
し
た
い
と
み
ん
な
が

思
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
彼
の
「
人
徳
」

に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

遠
藤
　
僕
自
身
は
國
府
さ
ん
と
生
前

特
段
に
親
し
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
な
か
で
、
資
料
を
集
め

た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
し
て
わ

か
っ
た
の
は
、
國
府
さ
ん
は
、
と
て

も
人
徳
が
厚
く
、
彼
と
仕
事
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
方
が

非
常
に
多
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
他
の
作
家

と
比
べ
て
み
て
も
尋
常
じ
ゃ
な
い
。

國
府
さ
ん
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
口
を

そ
ろ
え
て
言
う
の
は
、
彼
の
制
作
に

か
け
る
純
粋
さ
や
情
熱
に
つ
い
て
で

す
。
と
に
か
く
「
つ
く
る
」
の
が
好

き
で
、
そ
の
姿
勢
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

仲
間
だ
け
で
な
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

方
た
ち
や
批
評
家
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

な
ど
周
囲
の
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で

い
っ
た
ん
だ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
な
か
で
理
解
し
ま
し
た
。

浅
田
　
國
府
さ
ん
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
話
に
と
ど
め
な
い
た
め
に

［図14］ 國府理《KOKUFUMOBIL》（1994）
撮影：豊永政史

2
モダン・アートの
否定性を超えて
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な
い
？
」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
、
む
し
ろ
徹
底
し
て
ア
イ
ロ

ニ
ー
が
な
い
と
こ
ろ
が
新
し
い
時
代

を
感
じ
さ
せ
る
の
だ
と
言
う
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

遠
藤
　
僕
も
正
直
に
し
ゃ
べ
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
現

代
美
術
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
多
く

は
、
否
定
性
、
批
評
性
、
反
省
性
、
コ

ン
セ
プ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
現
代
美
術

の
要
件
に
な
っ
て
い
る
世
界
に
身
を

置
い
て
い
る
の
で
、
國
府
さ
ん
の
作

品
の
大
部
分
を
き
ち
ん
と
見
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

浅
田
　
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
と
い
う
の

は
既
成
の
ア
ー
ト
の
否
定
か
ら
始
ま

る
。
前
衛
と
い
う
の
は
破
壊
の
前
衛

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
九
七
〇
年
大

阪
万
博
は
敗
戦
後
の
復
興
と
近
代
化

の
果
て
に
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」

を
謳
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
岡
本
太
郎

は
前
近
代
の
土
偶
を
巨
大
化
し
た
よ

う
な
《
太
陽
の
塔
》
で
「
進
歩
と
調

和
」
を
ぶ
ち
破
っ
て
み
せ
た
、
そ
れ

こ
そ
が
ア
ー
ト
の
役
割
だ
っ
た
わ
け

で
し
ょ
う
。
そ
の
万
博
会
場
が
壊
さ

れ
て
、
磯
崎
新
の
つ
く
っ
た
巨
大
ロ

ボ
ッ
ト
が
無
用
の
長
物
と
化
し
て
立

ち
尽
く
し
、
そ
の
背
後
に
《
太
陽
の

塔
》
だ
け
が
屹
立
し
て
い
る
の
を
見

て
育
っ
た
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
も
、
や
は

り
そ
の
延
長
上
に
い
る
と
言
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
、
否
定
性

を
感
じ
さ
せ
な
い
人
た
ち
、
夢
を
実

現
す
る
た
め
熱
心
に
モ
ノ
作
り
に
励

む
人
た
ち
が
出
て
き
た
。
國
府
さ
ん

は
そ
の
典
型
だ
し
、
國
府
さ
ん
を
尊

敬
し
て
い
た
と
い
う
名
和
晃
平
さ
ん

な
ん
か
も
そ
う
で
す
。
新
し
い
素
材

や
新
し
い
技
術
に
取
り
組
ん
で
、
少

し
で
も
い
い
も
の
を
作
ろ
う
、
と
。

率
直
に
言
っ
て
「
こ
ん
な
素
直
な

人
た
ち
ば
か
り
で
大
丈
夫
な
の
か
」

（
笑
）
と
思
っ
た
し
、
本
人
た
ち
に

も
そ
う
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
前

提
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
か
ら
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
か
。

　

モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
文
化
系
な
の
で
、「
練
習
し

て
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
っ
て
何
だ
、
全
然
走
れ
な
い
こ
と

│
走
る
こ
と
の
否
定
が
面
白
い
ん

だ
」
と
。
で
も
國
府
さ
ん
は
、
走
ら

な
い
車
を
作
り
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

別
の
形
で
走
ら
せ
た
い
ん
で
す
よ
。

遠
藤
　
ふ
り
か
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
作
品
が
動
く
。
エ
ン
ジ
ン
、
駆
動

部
を
も
っ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
、
あ

る
い
は
植
物
や
水
を
使
う
。
成
長
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
は
っ
き
り
い
え
ば

完
全
に
美
術
館
に
入
れ
る
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
（
作
品
を
）
美
術
館
に
入
れ
る

こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
措
定

す
る
な
ら
、
そ
う
は
な
ら
な
い
は
ず

で
す
。
國
府
さ
ん
に
は
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
評
価
し
て
も
ら
っ
て
美
術
館

に
入
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
発
想
が

な
か
っ
た
と
想
定
し
な
い
と
、
こ
こ

ま
で
作
品
の
形
状
が
継
続
し
ま
せ

ん
。

浅
田
　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ン

ジ
ニ
ア
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
自
動

車
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
が
で
き

て
、
そ
れ
が
空
を
飛
べ
た
り
水
面
を

走
れ
た
り
し
た
ら
素
敵
じ
ゃ
な
い
か

と
、
本
気
で
夢
想
し
て
い
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
の
実
験
途
上
の
産
物
を

た
ま
た
ま
美
術
館
で
展
示
し
て
く
れ

る
の
な
ら
結
構
だ
、
だ
け
ど
、
決
し

て
ア
ー
ト
の
た
め
に
や
る
わ
け
じ
ゃ

な
く
、
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
言
語
ゲ
ー

ム
に
も
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
が
潔
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

僕
が
最
後
に
國
府
さ
ん
に
会
っ
た

の
は
、
こ
の
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
な

ん
で
す
よ
。
屋
上
の
風
車
で
発
電
し

て
、
そ
の
電
気
の
光
で
室
内
の
植
物

の
生
育
を
促
す
と
い
う
作
品3

❖
﹇
図
15
﹈

だ
っ
た
け
れ
ど
、
ビ
ル
の
谷
間
で
風

が
こ
な
い
か
ら
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
大
失
敗
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
構
想
が
大

も
、
美
術
史
的
な
前
提
を
確
認
し
て

お
く
と
、
マ
ッ
ド
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

つ
く
っ
た
何
の
役
に
も
立
た
な
い
機

械
の
面
白
さ
が
ア
ー
ト
と
し
て
評

価
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
ね
。
例

え
ば
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
の

言
う
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク2

❖

な
機
械
。
あ

る
い
は
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
マ
ル

セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
作
品
を
パ
ラ

ダ
イ
ム
と
し
て
ミ
シ
ェ
ル
・
カ
ル
ー

ジ
ュ
の
名
付
け
た
「
独
身
者
の
機

械
」。

　

し
か
し
、
國
府
さ
ん
は
、
そ
の
種

の
不
毛
さ
を
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
押
し
出
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
不
思
議
な
く

ら
い
否
定
性
が
な
く
て
、
ま
っ
す
ぐ

に
、
悪
く
言
う
と
子
ど
も
み
た
い
に

ナ
イ
ー
ヴ
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
た
め

の
機
械
を
つ
く
る
の
に
夢
中
だ
っ

た
。
少
し
上
の
世
代
の
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン

ジ
さ
ん
だ
と
、
巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

火
を
吹
い
た
り
、
テ
ス
ラ
・
コ
イ
ル

が
放
電
し
た
り
、
破
壊
的
な
こ
と
を

平
気
で
や
っ
て
し
ま
う
（
そ
れ
が
独

特
の
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
も
す
る

の
だ
け
れ
ど
）。
対
し
て
國
府
さ
ん

は
、
破
壊
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
は

興
味
が
な
い
。
た
と
え
ば
近

モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

代
化

の
象
徴
と
し
て
の
自
動
車
が
資
源
を

浪
費
し
環
境
を
汚
染
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
廃
車
に
な
っ
た
自
動
車
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
緑
の
大
地
に
で
き

な
い
か
。
さ
ら
に
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
動
く
ヴ
ィ
ー
ク
ル
が

で
き
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
先
駆
け
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
実
験
し
て
み
よ
う
と
す
る
。
そ
こ

に
は
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
も
っ
て
い

た
否
定
性
が
不
思
議
な
く
ら
い
欠
け

て
い
る
ん
で
す
ね
。
モ
ダ
ン
・
ア
ー

ト
の
文
脈
で
は
あ
ま
り
に
ナ
イ
ー

ヴ
に
も
見
え
る
ん
で
、
僕
は
「
も
う

ち
ょ
っ
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
ト
ゲ
が
な

い
と
ア
ー
ト
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ

［図15］ 國府理《風の庭》（2012）
撮影：表恒匡
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き
い
か
ら
で
す
。
都
市
全
体
、
文
明

全
体
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
動
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
つ
く
り
替
え

る
と
い
う
構
想
の
一
環
と
し
て
や
っ

て
い
る
の
で
、
た
ま
た
ま
美
術
館
や

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
一
角
を
借
り

て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ー
ト
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
い

や
、
彼
に
と
っ
て
は
そ
れ
こ
そ
が
狭

義
の
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
を
超
え
た
新

し
い
ア
ー
ト
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

遠
藤
　
徹
底
し
た
肯
定
性
み
た
い
な

も
の
に
僕
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
技
術
的
な
共
同
体
を
見
ず

に
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
テ
ー
マ
を
見
て

「
ナ
イ
ー
ヴ
や
わ
」「
ひ
ね
り
が
な
い

な
」
と
思
っ
て
い
た
と
、
一
旦
は
告

白
し
ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
國
府
さ

ん
が
亡
く
な
っ
て
《
相
対
温
室
》4

❖

﹇
図

16
﹈
を
じ
っ
と
見
た
と
き
、
考
え
が

大
き
く
変
わ
っ
た
ん
で
す
。《
相
対

温
室
》
は
間
違
い
な
く
最
高
傑
作
だ

と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
ピ
ュ
ア
さ

が
全
面
開
花
し
た
と
き
、
言
葉
が
つ

む
げ
な
い
よ
う
な
領
域
に
入
っ
て

い
く
。
こ
れ
は
美
術
館
の
中
も
外
も

使
っ
て
い
て

│
外
を
使
う
と
い

う
構
想
は
実
現
し
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も

│
、
つ
ま
り
、
内
外

が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
展
示
室
の

カ
ー
ブ
に
合
わ
せ
た
と
は
い
え
る
け

れ
ど
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な

も
の
を
考
え
て
や
っ
た
わ
け
で
も

な
い
。
ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
の

側
面
が
あ
り
ま
す
が
、「
僕
が
や
っ

て
い
る
こ
と
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
彫
刻
と
し
て
鑑

賞
可
能
で
す
が
、
そ
う
す
る
に
は
空

間
が
狭
す
ぎ
、
ま
た
要
素
が
多
す
ぎ

る
。
つ
ま
り
、
鑑
賞
の
フ
レ
ー
ム
や

美
術
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
完
全
に
考

え
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
か
な

り
高
ら
か
に
表
明
さ
れ
た
形
態
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
特
異
な
こ
と
だ
と

思
い
、
認
識
を
ほ
ぼ
百
八
十
度
改
め

ま
し
た
。

浅
田
　
最
初
に
ふ
れ
た
東
京
のG

al-

lery A
4

で
の
没
後
の
再
制
作
展
示

は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
ア
ー
ト
作
品

を
見
せ
る
と
い
う
よ
り
、
一
つ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
物
質
の
流
れ
の
モ
デ
ル

を
見
せ
る
と
い
う
感
じ
。
あ
る
意
味

で
美
し
く
見
え
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ

れ
は
副
次
的
効
果
に
過
ぎ
な
い
。

遠
藤
　
そ
う
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
連
鎖
を
そ
の
ま

ま
芸
術
的
に
可
視
化
す
る
と
い
う
こ

と
に
、
か
な
り
純
粋
だ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
発
想
で
作
り
始
め
る
作
家

が
少
な
く
な
っ
て
久
し
い
と
思
い

ま
す
。
美
大
な
ど
で
話
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
は
制
度
あ
り
き
の

ア
ー
ト
の
現
状
に
慣
れ
す
ぎ
て
い

て
、
そ
れ
と
は
違
う
方
法
で
ア
ー
ト

が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
構
想
す
る

こ
と
す
ら
難
し
い
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

自
戒
を
こ
め
て
、
國
府
さ
ん
の
こ
と

を
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要
だ
と
僕
は

思
い
ま
し
た
。

浅
田
　
ネ
ッ
ト
時
代
の
若
い
人
た
ち

は
、
自
分
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
よ
り
、

ネ
ッ
ト
で
ウ
ケ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と

す
る
傾
向
が
強
い
。
対
し
て
、
そ
の

前
の
世
代
の
國
府
さ
ん
や
名
和
さ
ん

は
、
情
報
よ
り
モ
ノ
に
こ
だ
わ
る
マ

テ
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
り
、
コ
ン
セ
プ

ト
重
視
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
よ ［図16］ 國府理展「オマージュ　相対温室」会場風景、2016年　

撮影：豊永政史　提供：公益財団法人ギャラリーエークワッド

3
未来志向型の技術の共同体：
物質と格闘するアルティザン
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り
素
材
と
し
て
の
マ
テ
リ
ア
ル
に
こ

だ
わ
る
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
（
職
人
）
あ

る
い
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ん
か
も
使
う
に
せ

よ
、
基
本
的
に
は
手
を
使
っ
て
モ
ノ

を
新
し
い
か
た
ち
に
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
か
ら
出
発
す
る
ん
で
す
ね
。

わ
れ
わ
れ
の
世
代
だ
と
、
ア
ー
ト
の

出
発
点
は
否
定
で
、
と
り
あ
え
ず
裸

に
な
っ
て
絵
の
具
で
も
か
ぶ
っ
と

け
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
（
笑
）。
今

は
、
ネ
ッ
ト
で
ウ
ケ
る
小
洒
落
た
芸

で
売
ろ
う
と
す
る
人
が
多
い
。
そ
の

狭
間
の
時
期
に
、
子
ど
も
み
た
い
に

ナ
イ
ー
ヴ
に
も
の
づ
く
り
に
取
り
組

む
國
府
さ
ん
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い

る
。
偉
そ
う
に
ナ
イ
ー
ヴ
と
か
い
う

け
れ
ど
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
わ
れ

わ
れ
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
悪
し
き
否
定

性
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
…
…
。

遠
藤
　
僕
は
《
相
対
温
室
》
を
見
て
、

過
去
の
作
品
を
じ
っ
と
眺
め
て
、
浅

田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
近
代
的
な
否

定
性
と
は
違
う
批
評
性
、
未
来
志
向

型
の
批
評
性
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
至
り
ま

し
た
。

　

國
府
さ
ん
の
肯
定
性
、
ピ
ュ
ア
な

部
分
、
未
来
志
向
型
の
技
術
を
中
心

と
し
た
肯
定
性
が
、
端
的
に
死
に

至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
す
。

そ
の
死
を
英
雄
的
・
伝
説
的
に
語
る

と
い
う
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
い
け

な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
も
ち
ろ

ん
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

し
か
し
単
な
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
す

ぎ
な
い
と
言
い
切
る
こ
と
に
も
、
抵

抗
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
考

え
た
と
き
に
《
地
中
時
間
》
と
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
國
府
さ
ん
の
作

品
の
な
か
で
、
唯
一
あ
る
種
の
不
毛

さ
の
領
域
に
踏
み
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
作
品
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

を
、
た
だ
ト
リ
ッ
キ
ー
な
も
の
、
ア

ク
シ
デ
ン
タ
ル
な
も
の
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
國
府
さ
ん
の
純
粋

さ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
の
な
か
で
抱
え

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

そ
の
要
素
を
し
っ
か
り
考
え
た
い
と

い
う
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発

端
で
す
。

遠
藤
　
み
な
さ
ん
に
お
配
り
し
て
い

る
資
料
は
、
國
府
さ
ん
が
二
〇
一
二

年
に
最
初
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を

展
示
し
た
と
き
に
配
布
し
た
テ
キ
ス

ト
5
❖

で
す
。
着
目
す
べ
き
は
、
展
示
趣

旨
の
二
〜
三
行
目
で
、
原
子
力
発
電

所
へ
の
明
確
な
言
及
が
あ
り
ま
す
。

原
発
も
明
る
い
未
来
と
理
想
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
作
ら

れ
た
技
術
で
す
。
そ
れ
が
破
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
國
府
さ
ん
の
シ
ョ
ッ
ク
や
、
事

故
と
自
分
自
身
の
作
品
の
あ
り
方
が

重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
容
易
に

想
像
で
き
、
そ
れ
を
受
け
て
《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
が
、
僕
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

で
す
。

浅
田
　
そ
れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
ね
。
逆
に
い
う
と
、原
発
事
故
後
、

東
京
電
力
が
い
ま
や
っ
て
い
る
こ
と

が
、
悪
い
意
味
で
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク

な
ん
で
す
。
昔
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
あ

る
い
は
経
営
者
や
官
僚
で
あ
れ
ば
、

凍
土
壁
な
ん
て
問
題
外
で
金
属
板
を

入
れ
ろ
と
言
っ
た
に
決
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
本
体
を

つ
く
っ
た
鹿
島
建
設
の
案
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
凍
土
壁
な
ど
と
い
う
Ｓ

Ｆ
的
な
案
が
採
用
さ
れ
て
し
ま
い
、

あ
げ
く
や
っ
ぱ
り
完
全
に
は
凍
ら
な

く
て
水
が
流
れ
続
け
て
い
る
（
笑
）。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
論
理
や
倫
理

を
い
ち
ば
ん
徹
底
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
は
ず
の
人
た
ち
が
、
最
悪
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
み
た
い
に
無
責
任
な
こ
と

を
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

國
府
さ
ん
が
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

を
発
表
し
た
と
き
に
は
そ
こ
ま
で
の

惨
状
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
真
っ
当
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
問
題
意
識
は
持
っ
て
い
た

は
ず
で
す
。
下
か
ら
七
行
目
く
ら
い

に
「
自
動
車
の
故
障
が
起
き
て
初
め

て
ボ
ン
ネ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
開
け
て
中

を
見
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
あ
り
ま

す
。
東
京
電
力
に
せ
よ
原
子
力
規
制

委
員
会
に
せ
よ
、「
絶
対
安
全
」
と

い
う
建
前
ゆ
え
に
開
け
な
か
っ
た
わ

け
で
す
が
、
複
雑
な
機
械
は
開
け
て

検
査
し
修
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
の
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
真
っ

当
な
認
識
で
す
。

　
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に
使
わ
れ
た

あ
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
人
が
中
を
開
け

て
修
理
で
き
る
最
後
の
エ
ン
ジ
ン
ら

し
い
で
す
ね
。
今
の
エ
ン
ジ
ン
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
で
、
壊
れ
た
ら
回

路
ご
と
交
換
す
る
し
か
な
い
。
自
分

の
目
で
内
部
の
パ
ー
ツ
を
見
、
必
要

な
ら
自
分
の
手
で
修
理
す
る
と
い
う

マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ズ
ム
に
替
わ
っ
て
、
自
動
制
御
の
ブ

ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
が
う
ま
く
動
い

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
信
仰
が
支

配
的
に
な
っ
た
。マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
い
う
近
代
の
脱
魔
術
化
＝
合

理
化
が
、
ポ
ス
ト
近
代
に
な
っ
て
逆

に
再
魔
術
化
に
行
き
着
い
て
し
ま
っ

た
。
原
発
事
故
と
そ
の
後
の
対
応
に

そ
の
よ
う
な
退
行
を
見
て
衝
撃
を
受

け
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
単

純
な
メ
タ
フ
ァ
ー
を
通
じ
て
そ
う
し

た
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の

は
、
事
故
後
の
文
脈
で
す
ご
く
意
味

の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
　
僕
が
最
初
に
見
た
と
き
、《
地

中
時
間
》
も
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
も
、

何
か
と
て
も
不
穏
な
も
の
を
感
じ
た

ん
で
す
。

浅
田
　
熱
を
も
っ
た
水
が
拡
散
す
る

流
れ
が
見
え
て
、
危
険
な
魅
力
を
感

じ
ま
す
ね
。

遠
藤
　
し
か
し
、
そ
の
不
穏
さ
と
い

う
テ
イ
ス
ト
は
、
意
図
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
の
残
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー
イ

ン
グ﹇
図
17
﹈で
は
、
エ
ン
ジ
ン
か
ら

泡
が
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
出
て
い
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
が

熱
を
発
し
て
い
て
、
そ
れ
が
水
を
気

化
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
部
分
を
見

て
ほ
し
か
っ
た
の
が
明
ら
か
で
す
。

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
が
可
視
化
さ

れ
て
い
る
状
態
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ

て
て
い
る
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
技
術

が
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
か
な
り
透
明

な
技
術
状
態
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
状

態
を
見
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
原

発
に
対
す
る
批
評
的
な
レ
ス
ポ
ン

ス
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
か

ら
、
見
た
目
が
不
穏
で
、
そ
の
不
穏

な
技
術
に
つ
い
て
見
せ
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
は
、
鑑

賞
の
企
図
を
止
め
る
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
、
國
府
さ
ん
の
な
か
に
は
な

か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

浅
田
　
必
要
な
ら
中
を
開
け
て
自
分

の
手
で
修
理
し
組
み
立
て
直
す
と
い

う
真
っ
当
な
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
で
す
よ
ね
。
原
発

事
故
以
後
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
化
と
そ
れ

に
伴
う
再
魔
術
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
國
府
さ
ん

の
遺
し
た
仕
事
が
示
唆
す
る
も
の
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

4
エネルギー循環の可視化：

再魔術化時代における
マテリアリズム
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と
を
そ
も
そ
も
考
え
る
契
機
に
な

れ
ば
」
と
い
う
の
が
最
後
の
結
び
に

な
っ
て
い
ま
す
。《
相
対
温
室
》
を

見
た
と
き
に
ア
ー
ト
に
み
え
な
か
っ

た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
僕
が
強
調
し
た
い
の
は
、《
相

対
温
室
》
は
ど
う
み
て
も
中
心
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
な
の
か
、

木
な
の
か
、
フ
レ
ー
ム
な
の
か
、
中

心
も
コ
ン
セ
プ
ト
も
欠
い
て
い
る
状

態
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
が
フ
ラ
ッ

ト
に
循
環
し
て
い
く
。
核
が
な
い
状

態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
を
や
っ
た
結

果
、
造
形
的
に
も
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
に
も
中
心
が
な
く
な
り
、「
は
い
、

こ
う
い
う
世
界
で
す
」
と
い
う
見
た

こ
と
も
な
い
何
か
に
な
っ
て
い
る
印

象
を
受
け
る
。
だ
か
ら
僕
は
、《
相

対
温
室
》
で
至
っ
た
そ
の
到
達
点

と
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
ひ
た
す

ら
核
だ
け
を
見
た
経
験
が
表
裏
一
体

な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
ん
で

す
。

浅
田
　
な
る
ほ
ど
。
エ
ン
ジ
ン
と
い

う
の
は
中
心
で
あ
り
心
臓
で
あ
る
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
連
関
に
よ
っ
て
凝
集

し
て
い
る
核
心
」
と
い
う
の
は
正
確

な
表
現
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の
稠
密

な
核
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
送
り
込

ま
れ
、
動
力
に
変
換
さ
れ
る
と
同
時

に
、
排
気
が
出
て
い
る
。
そ
う
い
う

シ
ス
テ
ム
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
見
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
強
く
意
識
し
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
、
一
見
無
中
心
的

な
温
室
が
、
核
心
的
な
問
題
を
扱
お

う
と
し
て
い
る
こ
と
の
裏
側
だ
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

遠
藤
　
ち
な
み
に
《
相
対
温
室
》
で

一
番
奥
に
見
え
る
白
い
フ
レ
ー
ム
は

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
水
槽
を
転
用

し
た
も
の
で
す
。
な
の
で
、
僕
ら
が

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
完
全
に
確
定

し
て
し
ま
う
と
、《
相
対
温
室
》
の

再
制
作
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

発
生
す
る
。
こ
の
繋
が
り
も
実
は
面

白
い
。

浅
田
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
と
も
に
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
意

識
し
た
ア
ー
ト
作
品
も
た
く
さ
ん
出

て
き
た
け
れ
ど
、
緑
や
土
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
だ
け
の
も
の

も
多
い
で
し
ょ
う
？　

國
府
さ
ん

は
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
レ
ヴ
ェ

ル
じ
ゃ
な
く
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

水
準
で
考
え
て
作
品
を
つ
く
っ
て
い

る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
・

ア
ー
ト
に
見
え
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、

実
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
考
え
る
の
に
い

ち
ば
ん
重
要
な
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
循
環
と
い
う
こ
と
を
真
正
面
か
ら

取
り
上
げ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

遠
藤
　
僕
が
「《
地
中
時
間
》
│
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
│
《
相
対
温
室
》
＝

一
直
線
説
」
を
唱
え
た
い
と
思
っ
た

の
は
、「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
イ
メ
ー

ジ
や
、
奇
想
的
な
乗
り
物
を
つ
く
る

作
家
、
國
府
理
」
と
い
う
評
価
が
一

般
的
に
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ

は
純
粋
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

飛
行
機
少
年
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
に

引
っ
張
ら
れ
て
い
て
、
実
際
に
國
府

さ
ん
が
も
っ
て
い
た
批
評
性
が
損
な

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》再
制
作
の
出
口
：

制
度
に
頼
ら
な
い
芸
術
行
為
の

可
能
性 

来
場
者
1
　
今
回
遠
藤
さ
ん
が
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
を
再
制
作
し
た
の
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
終
わ
り
つ
つ
あ
る
段
階
で
、
何
か

一
つ
の
出
口
の
よ
う
な
も
の
が
見
つ

か
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
　
ひ
と
つ
は
、
十
一
月
に
兵
庫

県
立
美
術
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。6

❖

再
制
作
と
修
復

と
の
違
い
、
あ
る
い
は
い
ま
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
虹
で
展
示
し
て
い
る
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
が
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

な
の
か
ど
う
か
な
ど
、
再
制
作
に
お

い
て
作
品
の
要
件
を
ど
の
よ
う
に
再

設
定
で
き
る
の
か
と
い
う
話
し
合
い

が
あ
り
ま
す
。
國
府
さ
ん
の
作
品
を

美
術
館
の
な
か
に
設
定
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
が
中
心
的
な
議

題
に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
担
保

し
、
永
遠
に
美
術
館
に
残
っ
て
い
く

と
い
う
の
は
一
つ
の
方
向
だ
と
思
う

ん
で
す
。
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る

6
問いと語りの共有

［図17］ 國府理《「未来のいえ」ドローイング─水中エンジン─》
2013、紙にインク、29×21cm

遠
藤
　
話
を
戻
し
て
、《
相
対
温
室
》

に
つ
い
て
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と

対
比
的
に
述
べ
ま
す
。《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
に
関
し
て
は
、
明
ら
か
に
中

心
、
心
臓
、
エ
ン
ジ
ン
と
い
う

│

國
府
さ
ん
は
「
源
、
熱
源
、
核
心
」
と

い
う
言
葉
を
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
は

使
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も

│
コ

ア
、
核
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
文
章

で
は
、
感
慨
深
い
こ
と
に
、「
源
と

い
う
概
念
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ

5
《相対温室》と《水中エンジン》：

　無中心性とエネルギーの
　ネットワーク

な
い
。

浅
田
　
ハ
ッ
カ
ー
的
な
運
動
は
面
白

い
ん
だ
け
れ
ど
、
や
や
も
す
る
と

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ア
サ
ン
ジ
ュ
の
よ
う

な
自
己
顕
示
欲
が
出
て
き
ち
ゃ
う
で

し
ょ
う
？　

國
府
さ
ん
に
は
そ
れ
が

全
然
な
い
。
そ
こ
が
素
晴
ら
し
い
ん

で
す
。

遠
藤
　
一
般
的
に
、魔
術
化
、ブ
ラ
ッ

ク
・
ボ
ッ
ク
ス
化
に
対
し
て
、
典
型

的
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
Ｄ
Ｉ

Ｙ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
か
ハ
ッ
キ
ン
グ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
恐
る
べ
き

こ
と
は
、
國
府
さ
ん
の
作
品
の
な
か

に
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
ハ
ッ
カ
ー
的
な
感

性
を
見
て
く
だ
さ
い
と
い
う
要
素
が
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べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
が
そ
の
一
つ
に
な
る

こ
と
も
い
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
國
府
さ
ん
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
代
表
作
は
残
っ
て
い
な

い
も
の
が
多
い
ん
で
す
。
そ
れ
ら
す

べ
て
を
美
術
館
に
残
し
て
い
く
と
い

う
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
美
術
館

に
属
さ
な
い
で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
名

乗
っ
て
い
る
以
上
、
國
府
さ
ん
の
代

表
作
、
あ
る
い
は
國
府
さ
ん
の
作
品

が
示
す
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
別
の
や

り
方
で
未
来
に
投
げ
る
こ
と
を
実
践

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
、
こ
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
再

制
作
が
、
僕
に
と
っ
て
非
常
に
や
り

が
い
の
あ
る
点
で
す
。
大
言
壮
語
だ

と
思
わ
ず
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い

ん
で
す
け
ど
、
多
分
十
四
年
後
に
も

う
一
回
や
り
ま
す
。

浅
田
　
な
ん
で
十
四
年
後
？

遠
藤
　《
地
中
時
間
》
の
エ
ン
ジ
ン
が

地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
時
間
が
十
四

年
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
当
初

は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
継
続

性
の
あ
る
未
来
へ
の
渡
し
方
、
も
っ

て
い
き
方
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
。
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
残
し
た

り
、
映
像
を
撮
っ
た
り
し
て
お
け
ば

い
い
か
な
っ
て
、
低
い
技
術
力
と
精

度
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ

れ
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
い
て
。
僕

が
十
四
年
後
に
や
る
と
言
い
張
っ
て

い
る
あ
い
だ
に
、
他
の
誰
か
が
別
の

作
品
を
再
制
作
し
ち
ゃ
う
か
も
し
れ

な
い
し
、
他
の
人
が
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
を
再
制
作
し
ち
ゃ
う
か
も
し
れ

な
い
、
あ
る
い
は
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

に
影
響
を
受
け
た
別
の
何
か
が
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
だ
う
ま
く

測
り
き
れ
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
と
い

う
近
代
的
な
制
度
に
頼
ら
な
い
芸
術

行
為
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
い

を
追
求
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て
走
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
消
え
去
る
媒
介
者
：
現
代
美
術

の
再
帰
性

浅
田
　
ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
や
作
品

の
修
復
・
再
制
作
と
い
っ
た
活
動
は
、

断
た
れ
て
し
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
夢
を
残
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ

る
と
、
建
前
と
し
て
は
そ
う
思
い
ま

す
。
た
だ
、
國
府
さ
ん
も
含
め
、
僕

が
知
っ
て
い
た
面
白
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
っ
て
、
作
品
を
残
そ
う
と

か
、
記
録
を
取
ろ
う
と
か
、
ぜ
ん
ぜ

ん
思
っ
て
な
い
。

遠
藤
　
た
し
か
に
。

浅
田
　
建
畠
晢
さ
ん
は
京
都
市
立
芸

術
大
学
の
学
長
と
し
て
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
の
に
尽
力
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
彼
が
国
立
国
際

美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
っ
た
と

き
、
岡
本
太
郎
の
絵
の
黒
色
の
部
分

が
一
部
剥
落
し
た
の
で
画
家
本
人
に

「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
？
」
と
聞
い
た

ら
、「
マ
ジ
ッ
ク
！
」の
一
言
、マ
ジ
ッ

ク
で
ガ
ー
ッ
と
塗
っ
て
終
わ
り
だ
っ

た
、
と
。
本
当
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

と
っ
て
、
作
品
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　

最
近
、
修
復
と
か
ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ

ン
グ
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
の
は
、

そ
う
い
う
分
野
に
予
算
が
つ
き
や
す

く
な
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
ア
ー
ト
に
と
っ
て
は
副
次
的

な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
思
う
ん
で

す
よ
。
僕
自
身
も
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
ア
ー
ト
の
才
能
も
な
け
れ
ば
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
一
見
無
根
拠

な
こ
と
に
一
生
を
賭
け
る
度
胸
も

な
い
人
間
で
も
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や

ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
な
ら
や
れ
そ
う
だ

し
、
そ
う
や
っ
て
ア
ー
ト
に
関
わ
っ

て
い
る
つ
も
り
に
な
れ
る
、
と
。
冗

談
じ
ゃ
な
い
！　

大
切
な
の
は
作
品

で
あ
り
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
の
は
あ
く
ま

で
未
来
に
向
か
っ
て
走
る
べ
き
な
ん

で
す
。

遠
藤
　
わ
か
り
ま
し
た
…
…
。

浅
田
　
作
品
が
面
白
い
か
ら
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
、

ア
ー
カ
イ
ヴ
を
つ
く
る
意
味
が
出
て

く
る
わ
け
で
し
ょ
う
？　

逆
に
、
い

ま
な
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
じ
ゃ
な
く
誰

で
も
、
二
十
四
時
間
す
べ
て
の
行
動

を
録
画
し
、
ネ
ッ
ト
で
の
す
べ
て
の

や
り
と
り
も
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
ん
な
も
の
、
誰
が
見
ま
す
？

デ
ュ
シ
ャ
ン
な
ら
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
突

出
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
が
意
味
を
も
つ
の

で
あ
っ
て
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な

人
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
な
ん
か
作
っ
て
ど

う
す
る
ん
だ
、
と
。

　

つ
い
で
に
言
え
ば
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
が
花
形
に
な
り
、「
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
目
指
す
」
な
ど
と
い
う
連
中

が
出
て
き
た
こ
と
も
問
題
で
し
ょ

う
。
ア
ー
ト
の
主
人
公
は
あ
く
ま

で
作
品
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

あ
っ
て
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
「
消
え

去
る
媒
介
者
」
と
し
て
作
品
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
陰
に
さ
り
げ
な
く
姿
を

消
す
か
ら
こ
そ
カ
ッ
コ
い
い
。
と
こ

ろ
が
、
作
品
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
駒

の
よ
う
に
使
い
、
自
分
が
主
役
と
し

て
し
ゃ
し
ゃ
り
出
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

が
現
れ
て
き
た
。
遠
藤
さ
ん
は
そ
う

い
う
問
題
を
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
る

の
で
、
遠
藤
さ
ん
へ
の
批
判
で
は
な

い
ん
で
す
が
、
ア
ー
ト
界
全
体
に
広

が
っ
て
き
た
こ
の
種
の
転
倒
は
大
問

題
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

遠
藤
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
カ
イ

ヴ
に
つ
い
て
チ
ク
チ
ク
言
う
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
。
た
だ
作
家
が

い
て
作
品
が
あ
る
と
。
そ
の
熱
源
、

核
心
を
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
粛
々
と

ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
。
と

こ
ろ
が
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー

ト
以
降
の
現
代
美
術
に
は
そ
の
再
帰

性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
が
す
で
に
組

み
込
ま
れ
て
い
て
、
作
品
が
ア
ー
カ

イ
ヴ
と
し
て
回
帰
し
て
く
る
、
と
い

う
よ
り
も
、
河
原
温
や
ロ
バ
ー
ト
・

ス
ミ
ッ
ソ
ン
に
顕
著
で
す
が
、
作
品

自
体
が
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
し
て
構
想
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
再
帰
性
が
、
現
代

美
術
を
自
閉
的
に
し
て
い
る
大
き
な

力
だ
と
思
い
ま
す
。
美
術
館
に
し
て

も
、
と
き
に
、
こ
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
の

権
威
の
方
が
、
作
品
自
体
の
起
爆
力

よ
り
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
要
は
、
僕
は
こ
う
い
う
サ
イ
ク

ル
と
は
違
う
も
の
を
考
え
た
い
ん
で

す
。
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
僕

は
浅
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
た
だ
作
品

が
あ
る
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
あ

ま
り
言
わ
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
面
白
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
か
ら
必
然
的
に
、
不
可
避

的
に
作
品
が
生
ま
れ
て
い
く
と
い
う

の
は
大
前
提
で
す
。
浅
田
さ
ん
は
、

小
賢
し
い
だ
け
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

嫌
い
だ
！
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
ま
あ
、
そ
れ
は
放
っ
て

お
い
て
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

た
だ
、
ど
う
し
て
も
、
ア
ー
カ
イ
ヴ

と
い
う
概
念
が
芸
術
の
制
度
を
作
っ

て
し
ま
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
本
人

が
そ
れ
を
作
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
い
っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
再
制

作
を
や
っ
て
い
る
の
は
、う
ま
く
ア
ー

カ
イ
ヴ
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
僕
が
再
制
作
し
た

も
の
が
美
術
館
に
戻
っ
た
ら
違
う
ん

で
す
、正
直
に
言
う
と
（
笑
）。
戻
せ

な
い
領
域
で
國
府
さ
ん
は
や
っ
て

い
た
か
ら
。（
再
制
作
を
し
て
い
て
）

僕
が
気
持
ち
い
い
の
は
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
無
力
し
か
み
え
て
こ
な
い
か

ら
で
す
。
回
帰
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
。

写
真
と
か
ビ
デ
オ
を
集
め
て
回
帰
さ

せ
る
方
法
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
國
府
さ
ん
が
も
っ
て
い
る
作
品

の
本
質
は
そ
こ
に
は
な
い
。な
の
で
、
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キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
無
為
性
に
お
い

て
健
全
な
気
持
ち
で
い
ら
れ
る
。

ピ
ュ
ア
で
ナ
イ
ー
ヴ
な
熱
源

遠
藤
　
技
術
班
の
白
石
さ
ん
は
、
今

日
の
話
を
う
け
て
技
術
論
的
な
こ
と

と
か
あ
り
ま
す
か
？

白
石
　
浅
田
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、（
國
府
さ
ん
は
）
と
に
か

く
作
り
た
か
っ
た
と
い
う
衝
動
は
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
制
作

時
点
で
も
そ
う
だ
し
、
発
表
し
て
、

自
分
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
る
と
き
の
姿
勢
を
見
て
も
そ
う
か

な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ナ
イ
ー
ヴ

な
の
か
な
、
と
。
人
格
的
に
は
、
そ

う
い
う
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
再
制
作
に
あ
た
っ
て
、（
当

時
の
）
ビ
デ
オ
と
か
写
真
な
ん
か
を

見
て
い
る
と
、
き
れ
い
に
見
せ
よ
う

と
い
う
よ
り
も
、
単
純
に
エ
ン
ジ
ン

を
水
中
で
動
か
す
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
非
常

に
手
を
か
け
て
、
何
度
も
や
り
直
し

て
や
っ
と
で
き
た
と
い
う
様
子
が

残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
さ
す
が
に
そ

こ
ま
で
は
再
現
で
き
な
い
の
で
、
で

き
る
か
ぎ
り
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う

に
や
り
ま
し
た
。
そ
の
「
追
体
験
」

を
し
て
い
く
な
か
で
、
國
府
さ
ん
は

こ
う
思
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
い
く
つ
か
突
出
し
て

く
る
。
そ
の
感
覚
と
い
う
の
が
、
い

ま
ま
さ
に
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
な
、
ピ
ュ
ア
で
ナ
イ
ー
ヴ

な
感
じ
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
自

分
の
な
か
に
内
在
さ
せ
な
い
と
、
正

直
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
憑
依
と
い
う

と
気
持
ち
悪
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ

を
僕
は
熱
源
に
し
な
が
ら
、
今
回
再

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
と
い
う

感
じ
が
あ
り
ま
す
。

喪
の
作
業
、
そ
し
て

ア
フ
タ
ー
ラ
イ
フ
の「
反
復
」：

唯
物
論
的
ユ
ー
ト
ピ
ア

浅
田
　
二
〇
一
二
年
の
発
表
時
の

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
、
國
府
さ
ん
が
自
分
で
使
っ

て
い
た
愛
車
の
エ
ン
ジ
ン
で
し
た
っ

け
？　

そ
う
だ
と
し
た
ら
、
ク
ル
マ

の
死
骸
か
ら
取
り
出
し
た
臓
器
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
さ

せ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
予
定
さ
れ

た
生
を
終
え
た
ク
ル
マ
を
廃
車
に
す

る
ん
じ
ゃ
な
く
、
シ
ャ
シ
ー
を
裏
返

し
て
緑
の
大
地
に
す
る
と
か
、
エ
ン

ジ
ン
を
水
中
で
動
か
し
て
み
る
と

か
、
い
ず
れ
も
「
死
ん
だ
機
械
」
に

対
す
る
「
喪
の
作
業
」
な
ん
で
す
よ
。

た
だ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
、「
良
い

車
だ
っ
た
の
に
」
と
い
う
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
な
哀
惜
の
念
だ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
ア
フ
タ
ー
ラ
イ
フ
こ

そ
が
本
番
だ
、
近
代
文
明
が
も
し
か

す
る
と
致
命
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
っ
た
ん
終
わ
っ
た
あ
と
の
ア
フ

タ
ー
ラ
イ
フ
こ
そ
が
大
事
な
ん
だ
、

と
。

遠
藤
　
費
用
も
か
か
る
の
で
大
変
で

す
が
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
気
持

ち
よ
く
「
反
復
」
す
る
に
値
す
る
作

品
だ
と
思
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
に
「
再

現
で
も
再
制
作
で
も
修
復
で
も
な

く
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
が
反
復
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

は
違
う
か
た
ち
で
反
復
し
て
い
る
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
國
府
さ
ん
の
考

え
た
ア
フ
タ
ー
ラ
イ
フ
を
反
復
し
て

い
く
営
為
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

美
術
館
に
入
る
か
た
ち
で
反
復
す

る
の
で
は
な
く
。
こ
う
言
っ
て
よ
け

れ
ば
で
す
が
、
國
府
さ
ん
に
よ
る
喪

の
作
業
は
、
儀
式
と
し
て
の
反
復
性

を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
。
お
盆

と
か
七
回
忌
と
か
、
そ
う
い
う
も
の

と
し
て
。
僕
の
気
持
ち
の
落
と
し
ど

こ
ろ
は
そ
う
い
う
も
の
で
、
先
ほ
ど

浅
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
常
に

「
謎
の
モ
ノ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」に
回
帰
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
、
僕
は
信
用
で

き
て
い
な
い
で
す
。モ
ノ
・
オ
ブ
ジ
ェ

と
い
う
「
ご
神
体
」
の
周
り
で
発
生

す
る
儀
式
の
方
に
、
現
実
を
そ
の
都

度
構
成
す
る
力
が
宿
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
の
で
す
。
國
府
作
品
を
め

ぐ
る
儀
式
が
、
ど
の
よ
う
に
時
間
と

空
間
を
再
構
成
し
う
る
の
か
。

浅
田
　
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
構
想
し
て
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
半
年
ほ
ど
前
に
兵
庫

県
立
美
術
館
で
新
宮
晋
の
個
展
を

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
も
風
だ
け

で
動
く
風
車
村
み
た
い
な
の
を
考

え
て
い
て
、
な
か
な
か
面
白
い
ん
で

す
ね
。
そ
の
う
え
で
言
え
ば
、
し
か

し
、
化
石
燃
料
で
動
く
エ
ン
ジ
ン
な

ど
は
と
り
あ
え
ず
横
に
置
い
て
お
い

て
、
風
と
光
と
水
だ
け
の
美
し
い
緑

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
作
ろ
う
と
い
う
の

は
、
甘
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
國

府
さ
ん
は
、
近
代
工
業
文
明
の
核
心

に
あ
る
自
動
車
や
そ
の
エ
ン
ジ
ン
を

直
接
扱
い
、
い
わ
ば
そ
れ
を
裏
返
す

こ
と
で
、
本
当
の
意
味
で
ポ
ス
ト
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
唯
物
論
的
に
つ
く

ろ
う
と
し
て
い
た
。
ポ
ス
ト
印
象
派

が
印
象
派
を
踏
ま
え
た
形
で
し
か
あ

り
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
工

業
社
会
と
い
っ
て
も
情
報
の
霞
だ
け

食
べ
て
生
き
て
い
け
る
わ
け
も
な
く

工
業
を
ふ
ま
え
た
形
で
し
か
あ
り
え

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
純
粋
な
緑
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
や
情
報
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
飛

躍
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
現
実
の
工
業

社
会
の
廃
墟
に
手
を
突
っ
込
み
、
そ

れ
を
唯
物
論
的
に
作
り
か
え
よ
う
と

し
た
。
國
府
さ
ん
の
油
で
汚
れ
た
手

は
、
い
ま
も
そ
ん
な
唯
物
論
的
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
方
向
を
わ
れ
わ
れ
に
指
し

示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
　

注

❖
1 

「K
O

K
U

FU
M

O
B

IL

」：
一
九
九
四

年
の
初
個
展
「K

O
K

U
FU

M
O

B
IL

」

（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
）
の
タ
イ
ト
ル

と
な
り
、
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
作
品
群
に

通
底
す
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
イ

ズ
ム
。
戦
後
ド
イ
ツ
で
少
量
生
産
さ

れ
て
い
た
超
小
型
自
動
車
「FU

LD
A

 

M
O

B
IL

」（
一
九
五
〇
│
六
九
）
か
ら

引
用
し
た
造
語
。
ユ
ニ
ー
ク
な
乗
り
物

が
個
人
レ
ベ
ル
で
製
造
さ
れ
て
い
た
時

代
へ
の
憧
憬
と
と
も
に
、
実
際
の
可
動

性
や
構
造
的
強
度
を
兼
ね
備
え
た
空
想

世
界
の
乗
り
物
を
制
作
し
、
自
ら
も
そ

の
世
界
に
生
き
る
機
械
工
職
人
と
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
。
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
に
車
輪
と
ス
ク
リ
ュ
ー
が
付
い
た

《K
O

K
U

FU
M

O
B

IL

》
を
は
じ
め
、
芝

刈
り
機
の
エ
ン
ジ
ン
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
す

風
力
自
転
車
、
電
動
の
三
輪
自
動
車
な
ど
。

想
像
力
で
自
由
に
走
り
だ
し
、「
こ
こ
で

は
な
い
何
処
か
」
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
夢
の
よ
う
な
乗
り
物
は
、
ア
ー
ト
フ
ァ

ン
以
外
に
も
人
気
を
博
し
た
。

❖
2 

Pataphysique

：
フ
ラ
ン
ス
の
作
家

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
の
造
語
で
、
形

而
上
学
の
領
域
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る

も
の
を
研
究
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
哲

学
の
こ
と
。
現
代
科
学
の
理
論
・
方
法
の

パ
ロ
デ
ィ
、
ナ
ン
セ
ン
ス（N

onsense

）

な
言
い
回
し
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

❖
3 

「
國
府
理 

こ
こ
か
ら 

何
処
か
へ
」

展
（
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二

年
）
で
発
表
さ
れ
た
《
風
の
庭
》。

❖
4 

《
相
対
温
室
》：
鉄
塔
に
載
せ
ら
れ

た
水
槽
か
ら
樋
を
伝
っ
て
水
が
流
れ
、

そ
の
水
は
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
を

潤
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
皿
に
溜

ま
っ
て
い
く
。
溜
ま
っ
た
水
は
少
し
ず

つ
下
の
水
路
に
落
ち
、
ポ
ン
プ
の
作
動

に
よ
り
再
び
水
槽
（
＝
水
源
）
に
戻
っ

て
い
く
。
プ
ラ
ン
タ
ー
で
は
植
物
の
種

が
芽
吹
き
、
パ
ラ
ボ
ラ
の
皿
に
は
苔
生

し
た
石
が
配
置
さ
れ
、
盆
景
を
つ
く
り

出
す
。「（
水
棲
生
物
が
飼
育
さ
れ
る
）

水
槽
」「
プ
ラ
ン
タ
ー
」「
盆
景
」
と
い

う
「
自
然
を
人
工
的
に
切
り
取
っ
た
箱

庭
的
世
界
（
＝
温
室
）」
を
一
つ
の
サ

イ
ク
ル
の
も
と
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

見
る
者
は
水
の
循
環
や
生
態
系
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
思
考
を
巡
ら
せ
て
い
く
。

 

　

な
お
、
本
作
の
「
水
槽
」
に
は
、《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
の
水
槽
を
流
用
。
ま
た
、

当
初
発
表
さ
れ
た
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
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遠藤水城

話
を
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
椹
木
野
衣

さ
ん
や
浅
田
彰
さ
ん
と
い
う
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
の
ト
ー
ク
、
白
石
さ
ん
・

松
本
さ
ん
に
よ
る
技
術
的
な
面
に

絞
っ
た
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
最
初
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
僕

「
水
中
エ
ン
ジ
ン
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て

実
行
委
員
長
を
や
っ
て
い
ま
す
、
遠

藤
水
城
で
す
。今
回
、ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
虹
で
の「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン 

redux

」
展
関
連
企
画
の
連
続
ト
ー

ク
の
最
終
回
に
あ
た
り
、
総
括
的
な

が
登
壇
し
た
椹
木
さ
ん
と
浅
田
さ
ん

と
の
ト
ー
ク
に
お
い
て
も
言
明
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
僕
自
身
は

生
前
の
國
府
理
さ
ん
と
と
て
も
親
し

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
、
再

制
作
に
お
い
て
は
ご
遺
族
の
意
思
を

最
大
限
尊
重
し
て
や
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
二
点
を
今
日
も

最
初
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う

と
、「
あ
る
程
度
の
当
事
者
性
が
な

い
と
、
本
来
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う

後
ろ
め
た
さ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
ろ
め
た
さ
に
つ
い
て
も
う
少

し
違
う
角
度
で
話
し
て
み
る
、
と
い

う
の
が
今
日
の
ト
ー
ク
の
ラ
イ
ト
モ

テ
ィ
ー
フ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・　
　

　

と
こ
ろ
で
、
収
蔵
品
の
「
維
持
」

だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
修
復
と
い

う
の
は
、
美
術
館
の
学
芸
員
の
仕
事

の
な
か
で
最
も
効
果
が
発
揮
さ
れ

る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
学
芸
員

の
そ
う
い
っ
た
仕
事
は
、
作
品
を
後

世
に
真
っ
当
な
形
で
残
す
、
と
い
う

目
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的

に
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
う
と
、

「
面
白
い
テ
ー
マ
で
企
画
し
ま
し

た
」、「
キ
レ
の
あ
る
文
章
を
書
い
て

い
ま
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
流
布

し
て
い
ま
す
が
、
学
芸
員
の
本
質
的

な
仕
事
は
、
そ
う
し
た
日
の
当
た
る

展
示
空
間
で
は
な
く
て
、
収
蔵
庫
内

で
行
わ
れ
る
暗
い
地
味
な
作
業
の
う

ち
に
あ
り
ま
す
。
作
品
を
、
作
家
が

死
ん
だ
後
も
、
最
大
限
残
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
に
は
あ
る
。
そ
れ
を
た
め

ら
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
僕
の
な
か
に
あ
り
、
こ
の
気
持
ち

で
す
の
で
、
別
の
方
法
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
前

の
國
府
さ
ん
と
親
し
か
っ
た
人
に
ひ

た
す
ら
話
を
聞
き
、
本
人
に
な
る
べ

く
近
い
状
態
で
、
本
人
の
気
持
ち
を

絶
対
に
超
え
て
い
か
な
い
範
囲
で

や
っ
て
い
く
方
法
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
國
府
さ
ん

の
作
品
の
場
合
、
そ
れ
を
や
っ
て
し

ま
う
と
再
評
価
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の

機
会
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
術
館
に
収

蔵
さ
れ
た
作
品
は
非
常
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
パ
ー
ツ
が
残
っ
て
い
な
い

の
で
、
彼
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
の
も

の
が
、
復
元
率
は
非
常
に
低
い
し
、

こ
れ
か
ら
も
低
い
ま
ま
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》の
場
合
、

本
人
の
意
思
と
「
実
際
は
こ
う
だ
っ

た
」
を
な
る
べ
く
厳
密
に
考
え
る
な

ら
ば
、
水
槽
の
フ
レ
ー
ム
が
残
っ
て

い
る
だ
け
な
の
で
、
そ
れ
を
示
す
し

ト
ー
ク
④

「
遠
藤
水
城
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
を
語
る
」

青
森
で
は
、「
森
の
中
に
あ
る
建
築
空

間
」
を
入
れ
子
構
造
で
縮
図
化
し
、
建

物
外
部
の
自
然
と
相
対
化
さ
せ
る
こ
と

が
企
図
さ
れ
て
い
た
。

❖
5 

h
ttp

://w
w

w
.art-sp

ace-n
iji.

com
/2012/sche05.htm

l

❖
6 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
過
去
の
現
在
の

未
来
2　

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン
サ

ベ
ー
シ
ョ
ン　

そ
の
原
理
と
倫
理
」（
兵

庫
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
十
一
月

二
十
三
日
）。
関
連
展
示
と
し
て
、
再

制
作
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
四
号
機
と
水
槽

を
、
資
料
と
と
も
に
展
示
し
た
。

が
最
初
に
述
べ
た
「
本
人
し
か
で
き

な
い
」
と
か
「
親
し
い
人
が
や
る
権

利
を
有
す
る
」
と
い
う
当
事
者
問
題

を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
僕
の
な
か
で
の
動
機
は

そ
う
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
当
事
者
の
方
た
ち
の
想

い
を
胸
に
抱
い
て
そ
れ
を
伝
え
て
い

こ
う
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
く
て
、
作
品
の

意
義
や
重
要
性
を
最
大
限
見
せ
る
こ

と
に
注
力
す
る
の
で
、「
本
人
は
実

は
こ
う
し
て
い
た
」
と
い
う
の
は
関

係
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
当
事
者
問
題

で
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
再

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く

な
か
で
、「
実
際
の
國
府
さ
ん
は
そ

う
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
重
要
な
指

摘
で
は
あ
り
ま
す
が
、
國
府
さ
ん
が

実
際
に
ど
う
や
っ
て
い
た
か
は
絶
対

的
な
判
断
基
準
に
な
ら
な
く
て
、
僕

た
ち
で
判
断
し
て
良
か
れ
と
思
う
こ

と
を
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
判

断
の
是
非
に
つ
い
て
も
今
日
は
オ
ー

プ
ン
に
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・　
　

　

そ
の
前
に
も
う
少
し
当
事
者
問
題

の
話
を
し
ま
す
。
國
府
さ
ん
の
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
が
そ
の
造
形
上
、
ま

た
コ
ン
セ
プ
ト
上
、
原
発
事
故
へ
の

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

と
い
う
事
実
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、

当
事
者
問
題
を
超
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
僕
が
震
災
以
後
に
感

じ
て
い
た
、
あ
る
種
の
息
苦
し
さ
に

対
す
る
一
つ
の
態
度
表
明
で
も
あ
り

ま
す
。
当
事
者
問
題
に
は
椹
木
さ
ん

と
の
ト
ー
ク
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

当
事
者
で
な
い
か
ら
発
言
で
き
な

い
と
か
、
自
分
は
当
事
者
だ
と
主
張

す
る
人
の
な
か
に
あ
る
非
当
事
者
性

を
批
判
す
る
と
か
、
人
体
に
何
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
害
を
受
け
た
人
は

当
事
者
で
、
そ
れ
以
下
の
人
は
当
事

者
で
な
い
と
か
、
そ
う
し
た
当
事
者

／
非
当
事
者
問
題
に
対
し
て
、
別
の

切
り
口
が
あ
る
。
直
接
的
に
現
実
に

対
し
て
何
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
仮
説
を
提
示
し
、
理
想
論

を
振
り
か
ざ
し
、
別
の
モ
デ
ル
を
提

案
し
た
り
、
極
端
な
形
式
に
走
る
こ

と
も
、
ア
ー
ト
で
あ
れ
ば
許
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
を
傷
つ
け
な

い
限
り
は
。
あ
る
い
は
人
の
歴
史
を

棄
損
し
な
い
限
り
は
。「
実
際
の
國

府
さ
ん
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
言

葉
は
、
彼
が
亡
く
な
っ
て
ま
だ
日
が

浅
く
、
そ
の
記
憶
や
悲
し
み
を
持
っ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ

と
の
現
れ
な
の
で
、
真
摯
に
聞
き
ま

し
た
。
同
時
に
、
残
酷
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
切
断
し
て
こ

ち
ら
の
方
が
良
い
ん
だ
と
い
う
自
信

が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向
で
進
め
て
い

く
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
態
度
表
明

当事者問題を超えるために
─キュレーションのミッション、

《水中エンジン》の
「水中エンジン性」
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か
な
い
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
同
じ
型

番
の
エ
ン
ジ
ン
を
買
い
ま
し
た
が
、

「
國
府
さ
ん
は
も
う
少
し
中
古
っ
ぽ

い
感
じ
が
好
き
だ
っ
た
は
ず
だ
よ
」

と
い
う
意
見
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
を
僕
ら
は
入
手

で
き
な
い
の
で
、
復
元
は
難
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
逆
に
言
う
と
、
こ

の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
当
事
者
問
題
を
踏
み
越

え
て
解
釈
し
て
い
く
こ
と
、
何
か
新

し
い
も
の
を
付
け
加
え
て
し
ま
う
こ

と
、
再
創
造
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
再
制
作
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

状
態
の
完
全
な
復
元
に
は
な
ら
な
い

こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
だ
か
ら
僕
ら

は
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
「
水
中
エ

ン
ジ
ン
性
」
と
は
何
か
と
い
う
議
論

を
常
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
「
水

中
エ
ン
ジ
ン
性
」
と
し
て
、「
動
い

て
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
非
常
に
重
要
で
し

た
。
動
か
な
く
て
い
い
の
で
あ
れ

ば
、
結
構
楽
な
ん
で
す
。
エ
ン
ジ
ン

を
水
中
に
浮
か
べ
れ
ば
、
彫
刻
的
に

は
そ
れ
で
成
立
し
ま
す
。
で
も
、「
動

か
す
」
こ
と
を
作
品
の
本
質
と
考
え

た
途
端
に
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
再
制
作
に
な
り
ま
す
。
こ
の
技
術

面
に
関
し
て
は
、
白
石
さ
ん
と
松
本

さ
ん
の
ト
ー
ク
の
回
で
詳
し
く
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
再
制

作
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
明
ら
か
だ
っ

た
の
は
、
技
術
的
に
非
常
に
難
し

く
、
本
気
で
動
か
す
気
で
や
ら
な
い

と
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
も
、
國
府
さ
ん
が
や
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
想
像
し
、
目
に
見
え
な
い

彼
の
作
業
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
あ
る

い
は
そ
の
作
業
と
は
違
う
方
向
を
試

行
錯
誤
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
と
に
か
く
百
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
技
術
的
な
粋
を
尽
く
さ
な

い
と
動
か
な
い
と
白
石
さ
ん
か
ら
言

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
動
い
て
い
な
け
れ
ば
《
水
中
エ

ン
ジ
ン
》
で
は
な
い
ん
だ
」
と
い
う

僕
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
、
作
品
の
彫

刻
性
を
大
幅
に
超
え
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
三
号
機
を
栃
木
の
車
屋
美

術
館
で
展
示
し
た
時
は
、
エ
ア
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
を
付
け
な
い
と
動
き

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
虹
で
い
ま
展
示
し
て
い
る
四
号
機

も
、
後
か
ら
水
の
抜
け
る
弁
が
付
い

て
い
た
り
し
ま
す
。
見
て
分
か
ら
な

い
程
度
に
抑
え
る
努
力
は
し
て
い
ま

す
が
、「
動
く
」
こ
と
が
「
水
中
エ
ン

ジ
ン
性
」
だ
と
言
っ
た
途
端
に
、
形

が
非
常
に
変
わ
る
ん
で
す
。
さ
ら

に
、
僕
ら
は
安
全
管
理
に
つ
い
て
責

任
を
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
立
場

な
の
で
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
展

示
し
て
い
る
四
号
機
で
は
、
國
府
さ

ん
の
発
表
時
よ
り
も
念
を
入
れ
て
安

全
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
マ
フ
ラ
ー

に
被
せ
た
ア
ク
リ
ル
の
透
明
な
ケ
ー

ス
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
展
示
の
時
に

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
て

も
一
酸
化
炭
素
が
出
て
し
ま
い
、
透

明
な
ケ
ー
ス
で
覆
っ
て
も
一
酸
化
炭

素
が
漏
れ
る
の
で
、
排
気
ホ
ー
ス
が

屋
外
に
伸
び
て
い
て
、
強
力
な
フ
ァ

ン
で
吸
引
し
て
い
ま
す
。
そ
の
音
が

外
か
ら
聞
こ
え
て
き
て
し
ま
う
。
安

全
対
策
上
、
仕
方
が
な
い
ん
で
す
。

さ
ら
に
、
一
酸
化
炭
素
検
知
機
を

こ
っ
そ
り
備
え
て
い
ま
す
し
、
酸
素

吸
引
ス
プ
レ
ー
も
す
ぐ
に
取
り
出
せ

る
位
置
に
あ
る
。
稼
働
さ
せ
る
こ
と

に
加
え
、
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
す

る
と
い
う
部
分
に
お
い
て
も
、
大
幅

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
超
え
て
い
る
、
も

し
く
は
損
な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換

え
る
な
ら
ば
、
過
剰
に
新
し
い
要
素

が
付
け
加
わ
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
化
し
て
い
る
。
僕
ら
が
考
え

る
作
品
の
コ
ア
に
向
か
っ
て
、
例
え

ば
「
動
い
て
い
る
」
と
い
う
作
品
の

状
態
を
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
、
中

心
の
形
を
く
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
新
し
い
要
素
が
そ

の
周
囲
に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
、

と
い
う
逆
説
的
な
現
象
が
あ
り
ま
し

た
。
よ
く
復
元
し
た
ね
、
と
褒
め
て

頂
く
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
僕

が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
見
た
目

以
上
に
作
品
の
「
か
た
ち
」
が
変
質

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
僕
ら
は
解
釈
を
通
し
た

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
提
示
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品

の
多
様
性
や
解
釈
の
可
能
性
を
減
じ

な
い
努
力
を
し
た
つ
も
り
で
す
が
、

そ
れ
で
も
や
は
り
余
計
な
要
素
や
解

釈
の
流
れ
は
生
ま
れ
て
い
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
が
持
っ
て
い
た
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
減
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
別
の
要
素
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。

　
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に
は
本
質
的

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
が
あ
り
、
最
も

可
能
性
が
凝
縮
し
て
い
て
、
こ
れ
が

後
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か

ら
、
修
復
し
て
美
術
館
に
収
蔵
す
る

と
い
う
考
え
方
が
、
正
統
派
の
学
芸

員
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

僕
は
邪
道
派
な
の
で
（
笑
）、
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
美
術
館
に
入
れ
る
こ
と
に
唯

一
の
正
統
性
を
認
め
る
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
く
言
え
ば
、
未
来
に
し

か
興
味
が
な
い
。

　

浅
田
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
で
明
ら
か

に
な
り
、
僕
が
キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
な

方
法
論
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と
い
う
も
の
が

あ
る
な
ら
ば
、
過
去
に
遡
っ
て
こ
れ

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
と
還
元
す
る
方

法
で
は
な
く
、
未
来
に
向
け
る
も
の

と
し
て
作
品
を
再
構
成
す
る
と
い
う

方
法
で
す
。
美
術
館
の
収
蔵
庫
と
い

う
閉
鎖
空
間
の
内
と
外
が
キ
ュ
ー
ッ

と
反
転
し
て
、
外
に
向
け
て
、
未
来

に
向
か
っ
て
、
作
品
が
屋
外
に
投
げ

出
さ
れ
る
、
開
い
て
い
く
、
そ
う
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

社
会
の
未
来
が
美
術
館
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
こ
の
世
界
の
行
く
末
に

お
い
て
ア
ー
ト
が
そ
の
ま
ま
の
形
で

機
能
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
考
え

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
考
え
た

時
に
、「《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
が
反
復

す
る
」
と
い
う
言
い
方
を
僕
は
あ
え

て
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

だ
手
探
り
な
の
で
、「
未
来
に
投
げ

る
」
と
言
っ
て
も
投
げ
方
が
全
然
わ

か
っ
て
な
く
て
、
き
っ
と
や
っ
て
い

く
う
ち
に
思
い
つ
く
だ
ろ
う
と
い
う

感
じ
で
始
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
や
っ
と
、「
十
四
年
後
に
も

う
一
回
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
や
る
」
と
い
う
方
針
が
見
え
ま
し

た
。
今
回
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の

前
期
展
で
、
國
府
さ
ん
の
《
地
中
時

間
》
と
い
う
過
去
の
作
品
を
模
し
た

展
示
を
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

十
四
年
間
地
中
に
埋
め
た
エ
ン
ジ
ン

を
掘
り
起
こ
し
て
吊
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の《
地
中
時
間
》と《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
に
は
連
続
性
が
あ
り
ま

す
。
今
回
制
作
し
た
三
号
機
の
エ
ン

ジ
ン
は
も
う
使
い
道
が
な
い
の
で
、

土
に
埋
め
て
、
十
四
年
後
に
掘
り
起

こ
し
た
ら
《
地
中
時
間
》
の
再
制
作

が
で
き
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
の
再
制
作
も
、
も
う

一
回
や
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
間
思

い
つ
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
《
地
中

時
間
》と《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》を
同
時

「水中エンジン」を
14年後に反復する

─未来に向けたアーカイヴ
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に
展
示
す
る
と
い
う
も
の
に
な
る
は

ず
で
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
補
強
し

て
く
れ
た
の
が
、
日
本
政
府
が
定
め

る
自
動
車
の
オ
ー
ル
電
化
の
目
標
が

二
〇
三
〇
年
と
い
う
情
報
で
す
。
十

四
年
後
だ
と
二
〇
三
一
年
な
の
で
、

も
う
電
気
自
動
車
し
か
な
い
世
界
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
な
の
で
、《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
の
見
方
も
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
覚
え
て
く

れ
て
い
た
ら
、
そ
の
時
に
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

別
に
誰
が
参
加
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
や
っ
て
当

事
者
が
無
限
定
的
に
増
え
て
言
っ
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
思

い
ま
す
。

・　
　

　

話
を
変
え
ま
す
。
國
府
さ
ん
の

よ
う
に
、
現
在
時
に
お
い
て
し
か
作

品
が
存
在
せ
ず
、
作
品
が
美
術
館
に

戻
っ
て
い
か
な
い
作
家
と
い
う
も
の

が
一
定
数
い
ま
す
。
彼
ら
の
評
価
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
使

命
感
が
あ
り
ま
す
。
國
府
さ
ん
の
作

品
に
は
水
や
植
物
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
行

の
美
術
館
シ
ス
テ
ム
を
認
識
し
た
上

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
作
品
と
は
到
底

思
え
な
い
ん
で
す
。
そ
の
時
々
の
展

覧
会
に
合
わ
せ
て
、
技
術
的
に
や
り

が
い
が
あ
っ
た
り
、
創
作
上
の
意
欲

が
湧
き
、
人
に
最
も
伝
わ
る
べ
き
も

の
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
、

自
分
の
作
品
が
美
術
館
に
戻
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
が
な
い
。
が
ゆ
え

に
、
戻
り
よ
う
が
な
い
ん
で
す
。
こ

れ
は
本
末
転
倒
で
は
な
く
、
そ
も
そ

も
真
っ
当
な
考
え
方
で
す
。
美
術
館

の
存
在
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
前
提
と
し

た
現
行
の
ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
方

が
本
末
転
倒
な
の
で
す
。
よ
り
厳
密

に
言
う
な
ら
ば
、
可
能
性
の
形
式
と

し
て
の
作
品
と
、
美
術
館
の
制
度
的

な
改
変
可
能
性
は
、
と
も
に
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
話
を
戻
し
ま

す
。
そ
う
し
た
美
術
館
に
収
ま
り
に

く
い
作
品
や
作
家
を
評
価
す
る
に

あ
た
り
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
が
こ

こ
二
、
三
十
年
で
手
に
入
れ
た
技
術

が
ア
ー
カ
イ
ヴ
展
で
す
。
例
え
ば
、

国
立
国
際
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「T
H

E
 PLA

Y

」
展1

❖

を
見
る
と
、
彼

ら
が
美
術
館
と
の
連
続
性
で
制
作
し

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
場
当
た
り
的
に
形
に
残
ら

な
い
も
の
を
作
り
、
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ア
ー
カ

イ
ヴ
展
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
後

か
ら
再
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
現
在
、
欧
米
圏
で
盛
ん
な

戦
後
の
前
衛
運
動
や
文
化
運
動
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
作
家
の
再

評
価
な
ど
は
、
こ
の
流
れ
に
あ
り
ま

す
）。
し
か
し
、
僕
が
率
直
に
思
う

の
は
、
彼
ら
の
よ
く
分
か
ら
な
い
行

動
に
参
加
し
た
方
が
、TH

E
 PLA

Y

の
鑑
賞
と
し
て
は
正
し
い
と
い
う
気

が
す
る
の
で
す
。
一
緒
に
川
下
り
し

た
り
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
も
矢
印

の
筏
を
つ
く
っ
て
鴨
川
を
下
っ
て
み

れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
矢

印
に
乗
っ
て
太
平
洋
横
断
を
試
み
れ

ば
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ー
カ

イ
ヴ
展
を
す
る
よ
り
、
そ
っ
ち
の
方

がT
H

E
 PLA

Y

の
鑑
賞
に
関
し
て

は
正
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
國
府
さ
ん
の
作

品
の
総
体
を
ど
の
よ
う
に
未
来
に
向

け
て
投
げ
て
い
く
か
。
ど
の
よ
う
に

共
有
体
験
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か

が
、
僕
ら
の
課
題
な
ん
で
す
。
國
府

さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
作
家
で
あ
る
こ

と
を
ど
う
伝
え
る
の
か
は
、
今
あ
る

既
存
の
美
術
制
度
に
則
っ
て
い
て

も
追
い
つ
か
な
い
と
僕
は
思
う
の

で
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
作
品
の
収
蔵
な
い
し
厳
密

な
再
制
作
に
よ
っ
て
可
能
性
を
結
晶

体
の
よ
う
に
残
す
こ
と
と
は
別
の
仕

方
で
、
可
能
性
を
稼
働
さ
せ
続
け
る

ア
ー
ト
の
あ
り
方
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
美
術
館

の
外
で
機
能
す
る
べ
き
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
意
義

と
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
し
か
宿

り
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

は
ハ
ウ
ス
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
下
位

概
念
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
る
い
は
、「
美
術
史
の
な
か

で
の
位
置
付
け
が
〜
」
と
い
う
文
脈

主
義
や
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
す
る

と
い
う
事
実
に
対
し
て
高
度
な
言

い
訳
を
し
続
け
る
、
と
い
う
卑
小
な

ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
と
関
わ
る
理
由
な

ど
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
は
な
い
。
可

能
性
の
持
続
的
稼
働
や
、
ヴ
ァ
イ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
播
の
側
に
立
っ
た

ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
な
け
れ

ば
、
浮
か
ば
れ
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
た
く
さ
ん
い
る
、
と
い
う
事
実
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
ま
で
、「
未
来
に
向
け

た
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
と
い
う
概
念
を
提

案
し
ま
し
た
。・　

　

　

さ
て
、
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

で
の
個
展
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》の
画
像
が
メ
イ
ン
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
﹇
図

18
﹈。
非
常
に
重
要
な
作
品
だ
と
学

芸
員
に
み
な
さ
れ
て
い
た
。《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
っ
て
、
み
ん
な
に
と
っ

て
ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
作
品
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
國
府
さ
ん
の

苦
闘
の
よ
う
な
も
の
が
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
作
品
だ
か
ら
だ
と
思
う
ん
で

す
。

　

浅
田
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
で
も
話
し

ま
し
た
が
、
空
想
の
乗
り
物
や
、
自

然
と
人
工
性
の
循
環
、
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
作
品
を
つ
く
る
國
府
さ
ん
は
ビ

ジ
ュ
ア
ル
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
。
技
術
に
対
し
て
純
粋
だ
っ
た
彼

の
人
柄
か
ら
き
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
ピ
ュ
ア
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
で
も
、
僕

が
指
摘
し
た
い
の
は
、「《
地
中
時
間
》

│《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》│《
相
対
温
室
》」

と
い
う
も
う
一
つ
の
ラ
イ
ン
で
す
。

こ
の
ラ
イ
ン
を
作
る
こ
と
で
、
予
定

調
和
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
國
府

理
像
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
を
僕
は
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
自
然
と
人
工
を
め
ぐ
る
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
悪
い
も
の

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
僕
が

提
示
す
る
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

少
し
暗
い
側
面
で
す
。
そ
の
暗
い
側

面
と
い
う
も
の
を
出
さ
な
い
と
、《
相

対
温
室
》
と
い
う
最
後
の
作
品
が
評

価
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、

僕
の
な
か
で
は
大
き
い
。《
相
対
温

室
》
を
そ
れ
ま
で
の
空
想
の
乗
り
物

や
「
良
き
自
然
」
の
概
念
を
維
持
し

た
作
品
群
と
比
べ
る
と
、
収
ま
り
が

悪
い
は
ず
で
す
。《
相
対
温
室
》
に

は
圧
倒
的
な
多
様
性
が
あ
り
、
善
悪

を
飲
み
込
ん
だ
上
で
、
全
体
を
構
成

す
る
恐
ろ
し
い
包
括
力
が
あ
り
ま

［図18］ 「國府理　未来のいえ」展
（西宮市大谷記念美術館、2013）フライヤー
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す
。
そ
れ
が
、
彫
刻
で
も
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
も
な
い
何
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
、
と
い
う
点
も
重
要
で
す
。
そ

う
考
え
る
と
、
危
惧
す
べ
き
は
、
國

府
さ
ん
の
作
品
画
像
だ
け
が
残
っ

て
、
先
ほ
ど
言
っ
た
ア
ー
カ
イ
ヴ
の

問
題
に
回
収
さ
れ
て
い
っ
て
、
彼
の

イ
メ
ー
ジ
が
安
易
に
確
定
し
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。

　

す
で
に
《
相
対
温
室
》
は
再
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。2

❖

僕
が
思
う
の
は
、

い
ろ
ん
な
人
が
何
度
で
も
試
み
て

良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
が
言
う

「
何
度
で
も
試
み
て
良
い
」
と
言
う

の
は
、
同
じ
よ
う
に
作
れ
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、「
相
対
温
室
的
」

な
も
の
を
理
解
し
て
そ
れ
を
何
度
で

も
や
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、水
中
エ
ン
ジ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
同
じ
く
、
決
定
的
に
損
な
わ

れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
不
可
避
的
に

増
殖
し
て
し
ま
う
、
致
命
的
な
問
題

が
顕
在
化
し
て
し
ま
う
、
そ
う
い
っ

た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
「
技
術
」
が
手
段
で
あ
る
と
同
時

に
目
的
で
も
あ
る
状
態
、
あ
る
い
は

「
技
術
そ
の
も
の
」
の
在
り
方
を
物

質
化
し
よ
う
と
し
た
國
府
作
品
の
最

良
の
「
永
続
化
」
だ
と
す
ら
思
う
の

で
す
。

　
　

注

❖
1 
「T

H
E

 PLA
Y

 since 1967　

ま
だ

見
ぬ
流
れ
の
彼
方
へ
」
展
（
国
立
国
際
美

術
館
、
二
〇
一
六
年
）

❖
2 

國
府
理
展
「
オ
マ
ー
ジ
ュ　

相
対
温

室
」（G

allery A
4

、
二
〇
一
六
年
）。
国

際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
で
展
示
さ
れ
た

《
相
対
温
室
》
を
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

再
現
展
示
し
た
。
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『C
O

M
P

O
ST

』（
以
下
「
本
誌
」
と
い
う
）
は
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
芸
資
研
」

と
い
う
）
の
研
究
紀
要
で
あ
る
。
本
誌
は
、
原
則
と
し
て

年
一
回
発
行
す
る
。

一
　
目
的

一
、 

本
誌
は
、
芸
資
研
で
行
わ
れ
る
研
究
・
制
作
・
そ

の
他
の
活
動
お
よ
び
、
芸
術
資
源
に
関
連
す
る
学

内
外
の
研
究
・
制
作
・
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
成
果
と
可
能
性
を
公
表
し
、
議
論
・
交

流
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
た
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
す
る
。

二
、 

ま
た
本
誌
は
、
芸
資
研
・
芸
術
資
源
研
究
に
関
わ

る
若
手
研
究
者
の
研
究
お
よ
び
活
動
発
表
の
場
た

る
こ
と
を
目
指
す
。

二
　
編
集
委
員
会

一
、 

本
誌
の
編
集
は
、
編
集
委
員
会
に
て
行
う
。

二
、 

編
集
委
員
会
は
、
所
長
、
専
任
研
究
員
、
そ
の
他

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運

営
委
員
会
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
若

干
名
で
構
成
す
る
。

三
、 

編
集
委
員
会
は
、
執
筆
要
項
を
別
途
定
め
る
。

四
、 

編
集
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

い
。

三
　
内
容

本
誌
は
、
以
下
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

依
頼
な
い
し
投
稿
原
稿
か
ら
成
る
。

一
、 

学
術
論
文

二
、 

研
究
ノ
ー
ト

三
、 

作
品
・
活
動
紹
介

四
、 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
等
の
記
録

五
、 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

六
、 
座
談
会

七
、 

レ
ビ
ュ
ー（
書
評
、
展
評
な
ど
）

八
、 

資
料

九
、 

翻
訳

十
、 

そ
の
他

四
　
投
稿

一
、 

原
則
と
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
所
長
、
副
所
長
、
研

究
員
（
専
任
／
非
常
勤
／
客
員
）、
兼
担
教
員
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
、
客
員
教
授
、
特
別
招
聘

研
究
員
お
よ
び
、
本
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
る
本
学
専
任
教
員
・
本
学
大
学
院
生
に
よ

る
、
単
著
な
い
し
共
著
の
場
合
、
投
稿
資
格
を
有

す
る
。

二
、 

上
記
以
外
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
お
よ
び
運
営

委
員
会
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
投
稿
で
き
る
。

三
、 

学
術
論
文
の
投
稿
は
、
執
筆
要
項
に
沿
っ
て
原
稿

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、 

そ
の
他
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
特
に
形
式
を
設
け

な
い
。

五
　
採
択

一
、 

投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
う
ち
、学
術
論
文
の
掲
載
可
否

は
、査
読
に
も
と
づ
き
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

査
読
者
は
編
集
委
員
会
が
選
定
し
、委
嘱
す
る
。

二
、 

そ
れ
以
外
の
原
稿
の
掲
載
可
否
は
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

六
　
改
廃

一
、 

本
規
程
の
改
廃
は
、運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
う
。

七
　
附
則

こ
の
規
程
は
、二
〇
一
九
年
六
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
編
集
・
投
稿
規
程
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会

編集・投稿規程／学術論文・研究ノート執筆要項



189 188

COMPOST vol .  022021

れ
て
く
だ
さ
い
。

雑
誌
論
文

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
論
文
名
」『
雑
誌
名
』（
巻
号
）掲

載
頁
。

（
例
）加

治
屋
健
司
（
二
〇
一
八
）「
グ
ロ
イ
ス
に
お
け
る
芸

術
の
制
度
と
戦
後
日
本
美
術
」『
思
想
』（
一
一
二
八

号
）八
七‒

九
九
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，名
．出
版
年
．論
文
名
．雑
誌
名（
イ
タ
リ
ッ

ク
），
巻
号
，pp

．掲
載
ペ
ー
ジ
．

（
例
）

B
ish

op
, C

laire. 2
0

0
6. T

h
e S

ocial T
u

rn
: 

C
ollaboration and It’ s D

iscontents. A
rtforum

 

In ternational, 44 (6 ), pp.178-183.

書
籍

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）『
書
名
』出
版
社
名
。

（
例
）藤

田
直
哉
（
二
〇
一
六
）『
地
域
ア
ー
ト  

美
学
／
制

度
／
日
本
』堀
ノ
内
出
版
。

ロ
ス
、
ア
レ
ッ
ク
ス
（
二
〇
一
五
）『
こ
れ
を
聴
け
』

柿
沼
敏
江
訳
、
み
す
ず
書
房
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．書
名
．出
版
地
：
出
版
社
名
．

（
例
）

K
ester, G

ran
t H

. 2013. C
onversation pieces: 

com
m

unity and com
m

unication in m
odern art 

(U
pdated edition ). B

erkley an
d L

os A
n

gels: 

U
n

iversity of C
aliforn

ia P
ress.

論
文
集
掲
載
文
献

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
章
名
」編
者
名
編『
書
名
』出
版

社
名
、
掲
載
頁
。

（
例
）菅

原
和
孝
（
二
〇
一
三
）「
過
去
の
出
来
事
へ
の
身
体

の
投
入
│
グ
イ
の
身
ぶ
り
論
序
説
」
菅
原
和
孝
編

『
身
体
化
の
人
類
学
│
認
知
・
記
憶
・
言
語
・
他

者
』世
界
思
想
社
、
二
五
四‒

二
八
四
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．章
名
．In 

書
名
（
イ
タ
リ
ッ

ク
），ed

．編
者
名
．出
版
地
：
出
版
社
名
，pp

．掲
載

ペ
ー
ジ
．

（
例
）

P
raet, Istvan

. 2013. H
um

an
ity an

d life as the 

perpetual m
ain

ten
an

ce of specific efforts: a 

reappraisal of an
im

ism
. In B

iosocial B
ecom

-

ings: integrating social and biological anthro-

pology, eds. T
im

 In
gold an

d G
ish

i Parson
. 

C
am

bridge:  C
am

bridge U
n

iversity P
ress, pp. 

191-210.

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

著
者
名
（
発
表
年
）「
ペ
ー
ジ
名
」
媒
体
名
。
ア
ク
セ

ス
日
閲
覧
。
U
R
L

（
例
）高

嶋
慈
（
二
〇
一
九
）「
美
術
作
品
に
「
時
間
」
は
ど

う
作
用
す
る
？  

高
嶋
慈 

評
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン 
時
間

に
触
れ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
方
法
」
展
」
美
術
手

帖
。
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
七
日
閲
覧
。https://

bijutsutecho.com
/m

agazin
e/review

/19982  

編集・投稿規程／学術論文・研究ノート執筆要項

本
執
筆
要
項
は
、
芸
資
研
紀
要
『C

O
M

P
O

ST

』
に
掲
載

す
る
、
学
術
論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
執
筆
に
関
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

本
紀
要
は
、
芸
術
家
や
芸
術
研
究
者
の
他
、
芸
術
・
芸

術
資
源
に
関
心
を
持
つ
専
門
家
・
学
生
・
一
般
読
者
（
理

系
・
文
系
問
わ
ず
）
を
読
者
と
し
て
想
定
し
、
学
術
的
な

価
値
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
記
述
方
法
を
保
ち
つ

つ
、
読
み
が
い
の
あ
る
、
お
も
し
ろ
い
誌
面
を
目
指
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編

集
委
員
会
よ
り
、
語
句
の
表
記
な
ど
に
つ
い
て
修
正
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

一
　
原
稿
の
言
語
・
形
態
・
提
出
方
法

・
日
本
語
ま
た
は
英
語
で
執
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

・
文
字
数
は
、
学
術
論
文
の
場
合
、
日
本
語
で
八
〇
〇

〇
〜
一
二
〇
〇
〇
字
程
度
を
、
研
究
ノ
ー
ト
は
六
〇

〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
〇
字
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。

・
日
本
語
の
場
合
、
基
本
的
に
縦
書
き
で
印
刷
さ
れ
ま

す
（
横
書
き
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
編
集
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
原
稿
は
手
書
き
あ
る
い
は
電
子
媒
体
で
、
編
集
委
員

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

二
　
表
題
・
副
題
・
執
筆
者
氏
名

・
原
稿
の
冒
頭
に
、
表
題
、
副
題
（
必
要
な
場
合
）、

執
筆
者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

三
　
本
文
の
構
成

・
本
文
に
見
出
し
を
付
け
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際

は
、
以
下
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）1

．コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
彼
岸
を
超
え
て

1 ‒

1
．
○
○
○
○
○
○（
節
見
出
し
）

○
○
○
○
○
○（
項
見
出
し
）

四
　
図
表
な
ど

・
本
文
内
に
、
図
、
表
、
写
真
、
音
声
・
動
画
（W

eb

版
の
み
）等
を
付
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・W
eb

版
で
は
、im

age
フ
ァ
イ
ル
、video

フ
ァ
イ

ル
、audio

フ
ァ
イ
ル
、
そ
の
他
の
フ
ァ
イ
ル
な
ど

の
表
示
と
、
外
部
リ
ン
ク
の
埋
め
込
み
（YouT

ube, 

C
odePen

, V
im

eo, Soun
dC

loud
等
）
が
可
能
で

す
。

・
図
表
等
に
は
、
全
体
に
通
し
番
号
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

・
で
き
る
か
ぎ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
等
に
、
表
題
・
出

典
・
撮
影
者
情
報
な
ど
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
刷
用
に
、
図
・
写
真
の
高
精
度
デ
ー
タ
（
解
像
度

3
0
0

dpi
以
上
程
度
）
を
、
原
稿
本
文
と
は
別
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

五
　
注

・
注
は
後
注
と
し
ま
す
。

・
通
し
番
号
を
1
、
2
、
3
、
…
の
よ
う
に
付
け
て
、

句
読
点
の
前
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）

﹇
本
文
…
﹈
に
つ
い
て
は
鷲
田
清
一
に
よ
っ
て
詳
細

に
論
じ
ら
れ
て
き
た１
。

六
　
参
考
文
献

・
本
文
お
よ
び
注
で
の
表
記
法

（
例
）

「
…
と
い
う
説
も
あ
る（
石
原 

二
〇
〇
五
）」 

「
…
と
書
い
て
い
る（
石
原 

二
〇
〇
五
：
三
九
）」

・
引
用
・
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
は
、
著
者
名
の
五
十
音

順
（
英
語
文
献
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）
と
し
、
以

下
の
形
式
を
参
考
に
、
本
文
の
最
後
に
一
括
し
て
入

　
　
学
術
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
執
筆
要
項
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会
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術
大
学
修
士
課
程
彫
刻
専
攻
を
修
了
の
の
ち
、

同
芸
術
学
専
攻
修
士
課
程
を
経
て
、
大
阪
大
学

文
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
。
日
本
戦
後
抽

象
彫
刻
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
堀
内
正
和
を
中
心

と
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年

四
月
よ
り
現
職
。

桐
月
沙
樹
｜Saki K

irizuki

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
講
師
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
木
版
画
家
。
二

〇
〇
九
年
東
京
造
形
大
学
美
術
学
科
絵
画
専

攻
領
域
卒
業
、
二
〇
一
一
年
京
都
市
立
芸
術
大

学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
絵
画
専
攻

修
了
。
主
な
展
示
に
、
個
展「
凹
凸
に
凸
凹
│

絵
が
始
ま
る
地
点
と
重
な
る
運
動
│
」
ギ
ャ
ラ

リ
ー
崇
仁（
二
〇
一
九
年
、京
都
）、「
龍
野
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト in 

ク
ラ
ク
フ
」日
本
美
術
技

術
博
物
館
マ
ン
ガ（
二
〇
一
八
年
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
）、「
魅
惑
の
ニ
ッ
ポ
ン
木
版
画
」（
二
〇
一
四

年
、
横
浜
美
術
館
）
な
ど
。
二
〇
一
四
年
よ
り

芸
資
研
に
勤
務
。『C

O
M

PO
ST

』
の
表
紙
制

作
に
携
わ
っ
て
い
る
。

佐
藤
知
久
｜T

om
ohisa Sato

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
。
一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
専
門
は
文
化
人

類
学
。
出
来
事
と
そ
の
経
験
を
記
録
す
る
た
め

の
活
動
と
組
織
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
カ
イ

ブ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
研
究
を
、
震
災
・
現
代

芸
術
・
都
市
空
間
を
軸
に
行
な
っ
て
い
る
。
著

書
に『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
く

ろ
う
！ 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
3
が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
奮

闘
記
』（
甲
斐
賢
治
・
北
野
央
と
共
著
、晶
文
社
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
。
ち
な
み
に
同
書
の
韓
国

語
版
が
、昨
年
刊
行
さ
れ
た
。

清
水
愛
子
｜A

iko Shim
izu

｜

京
都
工
芸
繊
維
大
学
博
士
後
期
課
程
修
了
。
専

門
は
近
現
代
陶
芸
史
。
現
在
は
広
島
市
立
大
学

で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。
京
都
で
は
、
お
寺

を
拠
点
に
こ
れ
か
ら
の
京
焼
を
探
求
し
て
い
く

活
動
や
、
や
き
も
の
の
魅
力
や
楽
し
み
方
を
歴

史
に
と
ら
わ
れ
ず
に
個
人
個
人
の
感
覚
を
通
じ

て
見
出
し
て
い
く
活
動
も
行
な
っ
て
い
る
。

砂
山
太
一
｜T

aichi Sunayam
a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
。
芸
術

表
現
領
域
に
お
け
る
情
報
性
・
物
質
性
を
切
り

口
に
、制
作
・
設
計
・
企
画
・
批
評
を
手
が
け
る
。

日
本
で
彫
刻
を
学
ん
だ
後
、
二
〇
〇
四
年
渡

仏
。
フ
ラ
ン
ス
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
建

築
設
計
手
法
を
学
び
、
設
計
事
務
所
や
構
造
事

務
所
に
お
い
て
勤
務
・
協
働
す
る
。
二
〇
一
一

年
帰
国
。
現
在
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い

て
現
代
芸
術
、
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
講
義
を
お
こ

な
う
。
最
近
の
主
な
活
動
に
、
第
一
七
回
ヴ
ェ

ニ
ス
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展
日
本
館
展
示

出
展
。

高
嶋 

慈
｜M

egum
i T

akashim
a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
。
美
術
・
舞
台
芸
術
批
評
。
國

府
理「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー（
二
〇
一
七
〜
）。
共

著
に『
身
体
感
覚
の
旅
―
舞
踊
家
レ
ジ
ー
ヌ
・

シ
ョ
ピ
ノ
と
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ

ト
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
一
七
）。

高
林
弘
実
｜H

irom
i T

akabayashi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
保
存

修
復
専
攻
准
教
授
。
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
東

京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財
保
存

学
専
攻
保
存
科
学
研
究
領
域
博
士
課
程
修
了
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
東
京
文
化

財
研
究
所
と
敦
煌
研
究
院
に
よ
る
敦
煌
壁
画
の

保
護
に
関
す
る
日
中
共
同
研
究
に
客
員
研
究
員

と
し
て
参
加
。
二
〇
一
一
年
よ
り
京
都
市
立
芸

術
大
学
に
勤
務
。
現
在
、
近
代
日
本
画
に
使
用

さ
れ
た
顔
料
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
従
事
。

竹
内 

直
｜N

ao T
akeuchi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
。
沖
縄
県
宜
野
湾
市
出
身
。
沖

縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
士
課
程
お

よ
び
博
士
後
期
課
程
修
了
。
二
〇
一
三
年
、
早

坂
文
雄
の
研
究
で
博
士
号
取
得
。
博
士（
音
楽

学
）。
専
門
は
音
楽
学（
音
楽
史
、
現
代
音
楽

論
）。
現
在
、京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
お
よ
び
奈
良
教
育

大
学
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
、
京
都
市
立
京
都

堀
川
音
楽
高
等
学
校
各
非
常
勤
講
師
。

竹
浪 

遠
｜H

aruka T
akenam

i

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
総
合
芸
術
学
科

准
教
授（
美
術
研
究
科
保
存
修
復
専
攻
兼
担
）。

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
中
国
絵
画
史
、
特
に
山

水
画
、
花
鳥
画
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
著
書
：『
唐
宋
山
水
画
研
究
』（
中
央
公
論

美
術
出
版
、二
〇
一
五
年
）。
最
近
の
論
考
：「
近

代
日
本
に
お
け
る
中
国
書
画
蒐
集
と
表
装
」（
共

著『
日
本
の
表
装
と
修
理
』勉
誠
出
版
、二
〇
二

〇
年
）。

武
内
恵
美
子
｜E

m
iko T

akenouchi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ

ン
タ
ー
准
教
授
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
副

所
長
。
国
立
音
楽
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
音

楽
学
専
攻
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学

研
究
科
国
際
日
本
研
究
専
攻
修
了
。
博
士（
学

術
）。
国
立
音
楽
大
学
助
手
、秋
田
大
学
教
育
文

化
学
部
准
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門
は
音
楽
学

（
日
本
音
楽
史
、音
楽
文
化
史
、音
楽
思
想
史
）。  

日
本
に
お
け
る
儒
教
の
楽
思
想
の
受
容
と
展

開
、
日
本
に
お
け
る
古
琴
文
化
の
受
容
と
展
開

お
よ
び
古
琴
曲
の
復
元
を
研
究
し
て
い
る
。
近

著
に
武
内
恵
美
子
編『
近
世
日
本
と
楽
の
思

想
』（
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一

九
）等
。

執
筆
者
略
歴

猪
飼
祐
一
｜Yuichi Ikai
｜

一
九
六
三
年
京
都
五
条
坂
の
陶
器
商
に
生
ま
れ

る
。
京
都
府
陶
工
専
門
校
、
京
都
市
工
業
試
験

場
陶
磁
器
研
修
修
了
後
、
一
九
八
四
年
人
間
国

宝
清
水
卯
一
、
保
孝
両
氏
に
師
事
し
五
条
坂
に

て
開
窯
す
る
。
日
本
伝
統
工
芸
展
、
同
近
畿
展

に
入
選
、
受
賞
。
一
九
九
四
年
日
本
工
芸
会
正

会
員
に
認
定
。
一
九
九
六
年
京
都
府
南
丹
市
日

吉
町
に
も
工
房
建
設
。
登
り
窯
築
窯
。
日
本
工

芸
会
、
陶
芸
美
術
協
会
、
京
都
工
芸
作
家
協
会

会
員
。
京
都
陶
芸
大
学
校
、
京
都
美
術
工
芸
大

学
非
常
勤
講
師
。

石
谷
治
寛
｜H

aruhiro Ishitani

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
、
他
非
常
勤
講
師
。
芸
術
学
・

記
憶
文
化
研
究
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
美
術
と

視
覚
文
化
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
外
傷
記
憶
の

表
現
・
治
療
・
再
演
を
扱
う
現
代
美
術
、メ
デ
ィ

ア
芸
術
の
保
存
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ま
で
を
考
察
。

著
書
に『
幻
視
と
レ
ア
リ
ス
ム
―
ク
ー
ル
ベ
か

ら
ピ
サ
ロ
へ　

フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
再
考
』（
人
文

書
院
）。
共
訳
に
ク
レ
ー
リ
ー『
知
覚
の
宙
吊
り
』

（
平
凡
社
）、『24/7

眠
ら
な
い
社
会
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

出
版
）
な
ど
。
共
同
企
画
に『
Ｍ
Ａ
Ｍ
リ
サ
ー

チ006:

ク
ロ
ニ
ク
ル
京
都1990s

』（
森
美
術
館
）

な
ど
。

石
原
友
明
｜T

om
oaki Ishihara

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
。
美
術

家
。
一
九
五
九
年
大
阪
生
ま
れ
。
一
九
八
二
年

か
ら
国
内
外
の
個
展
グ
ル
ー
プ
展
で
発
表
を
行

う
。
近
年
の
展
覧
会
に
二
〇
一
七
年
個
展「
鏡

と
穴
│
彫
刻
と
写
真
の
界
面
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
α

Ｍ
／
東
京
、「Japanoram

a

―1970

年
以
降
の

新
し
い
日
本
の
ア
ー
ト
」
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
・
セ
ン

タ
ー
・
メ
ッ
ス
、二
〇
一
八
年
個
展「
三
十
四
光

年
」Ｍ
Ｅ
Ｍ
、「
起
点
と
し
て
の
80
年
代
」金
沢

21
世
紀
美
術
館
、
高
松
市
美
術
館
、
静
岡
市
立

美
術
館
、「
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ブ　

現
代
美
術

の
80
年
代
」国
立
国
際
美
術
館
な
ど
。

井
上
明
彦
｜A

kihiko Inoue

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
。
一
九
九

〇
年
代
半
ば
以
降
、水
、重
力
、地
面
、屋
根
な

ど
人
間
の
生
存
を
基
礎
づ
け
る
も
の
に
対
し

て
、絵
や
立
体
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、写
真
、

視
覚
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
領
域
横
断
的
な
方
法
で

ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
。
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇

七
年
文
化
庁
新
進
芸
術
家
海
外
研
修
制
度
に
よ

り
パ
リ
滞
在
。
本
学
に
は
一
九
九
五
年
よ
り
勤

務
。
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
関
わ

り
、
総
合
基
礎
実
技
ア
ー
カ
イ
ブ
を
担
当
。
移

転
基
本
コ
ン
セ
プ
ト〈T

errace

〉
立
案
に
も
従

事
し
た
。

宇
野
茂
男
｜Shigeo U

no

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
保
存

修
復
専
攻
教
授
。
一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
専
門

分
野
：
日
本
絵
画
、
保
存
修
復
、
模
写
、
復
元
。

近
年
の
発
表
：「
大
量
資
料
の
手
繕
い
に
よ
る

効
率
的
な
補
修
と
精
度
向
上
」（
第
四
十
一
回
文

化
財
保
存
修
復
学
会
、二
〇
一
八
年
）。

梅
岡
俊
彦
｜T

oshihiko U
m

eoka

｜

古
典
鍵
盤
楽
器
技
術
者
、
京
都
市
立
芸
術
大
学

非
常
勤
講
師
。
兵
庫
県
出
身
。
十
代
か
ら
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
や
演
劇
に
関
わ
り
ピ
ア
ノ

修
理
工
房
勤
務
を
経
て
一
九
八
五
年
に
神
戸
で

古
典
鍵
盤
楽
器
技
術
者
と
し
て
梅
岡
楽
器
サ
ー

ビ
ス
を
設
立
。
現
在
は
東
京
・
神
戸
二
か
所
に

ス
タ
ジ
オ
を
持
ち
多
く
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ
、
ポ
ジ
テ
ィ
フ
オ
ル
ガ
ン
を
所
有

し
国
内
外
の
多
数
の
演
奏
家
の
公
演
に
参
加
。

最
近
は
日
本
の
古
楽
史
の
研
究
家
と
し
て
、
ま

た
蓄
音
器
に
よ
る
歴
史
的
音
源
の
演
奏
を
交
え

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
師
と
し
て
も
活
動
中
。

大
里
真
瑛
子
｜M

ieko O
sato

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士

課
程
保
存
修
復
専
攻
一
年
。
一
九
九
七
年
生
ま

れ
。
土
佐
派
を
中
心
と
し
た
画
法
書
と
、
そ
の

周
辺
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。
展

覧
会
に「
か
さ
ね
は
じ
め
展
」（
二
〇
一
八
年
、

二
〇
一
九
年
、
京
都
）、「
れ
ん
れ
ん
い
ろ
い
ろ

展
」（
二
〇
二
〇
年
、滋
賀
）な
ど
。

岡
田
加
津
子
｜K

azuko O
kada

｜

作
曲
家
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教

授
、
神
戸
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
作
曲
科
卒

業
、
同
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
了
。
二
〇

〇
三
年
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル
賞
受
賞
。
二
〇
一
六

年
藤
堂
音
楽
賞
受
賞
。
作
曲
活
動
の
一
方
で
、

楽
器
を
使
わ
な
い
で
音
楽
す
る「
リ
ズ
ミ
ッ
ク・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全

国
的
に
展
開
。
二
〇
一
五
年
に
本
学
で
修
復
さ

れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
に
出
会
っ
て
衝
撃
を

受
け
、
そ
れ
以
来
、
音
響
彫
刻
の
保
存
と
、
そ

れ
ら
を
用
い
た
新
し
い
創
造
活
動
、
教
育
活
動

に
情
熱
を
注
ぐ
。
京
都
在
住
。

川
嶋 

渉
｜W

ataru K
aw

ashim
a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
美
術
科
日
本

画
専
攻
教
授
。
一
九
六
六
年
生
ま
れ
。
論
文
：

「
幻
の
硯〝
鳳
足
硯
〞
の
再
現
」（『
京
都
市
立
芸

術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
第
五 

八
号
、
二

〇
一
四
年
）。
最
近
の
展
覧
会
：
二
〇
二
〇
年 

「ST
E

A
M

 T
H

IN
K

IN
G

│
未
来
を
創
る
ア
ー

ト 

京
都
か
ら
の
挑
戦 

ア
ー
ト
×
サ
イ
エ
ン
ス 

LA
B

O

か
らG

IG

へ
」(

京
都
市
京
セ
ラ
美
術

館
）、「K

Y
O

T
O

 ST
E

A
M

 2020

国
際
ア
ー
ト

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
展
」（
京

都
市
京
セ
ラ
美
術
館 

東
山
キ
ュ
ー
ブ
）。

菊
川
亜
騎
｜A

ki K
ikukaw

a

｜

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
。
多
摩
美
術

大
学
美
術
学
部
彫
刻
学
科
卒
業
、
京
都
市
立
芸
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森
野
彰
人
｜A

kito M
orino

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
・
美
術
学
部
教
授
、Ｉ
Ａ
Ｃ（
国
際
陶
芸
ア

カ
デ
ミ
ー
）
会
員
、
京
都
陶
磁
器
協
会
副
理
事

長
、
清
水
焼
団
地
協
同
組
合
副
理
事
長
。
一
九

六
九
年
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
五
年
京
都
市
立

芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
。
一
九
九

四
年「
近
作
展
17  

ク
レ
イ
ワ
ー
ク
の
4
人
展
」

国
立
国
際
美
術
館
。
一
九
九
八
年「
第
5
回
国

際
陶
磁
器
展
、
美
濃
'98
」
銀
賞
受
賞
。
二
〇
〇

二
年「
現
代
陶
芸
の

100
年 

第
一
部 

日
本
陶
芸

の
展
開
」
岐
阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館
。
二
〇
〇

七
年
京
都
市
芸
術
新
人
賞
受
賞
。
二
〇
〇
六
年

「
日
本
陶
芸

100
年
の
精
華
」
茨
城
県
陶
芸
美
術

館
。
二
〇
一
二
年
タ
カ
シ
マ
ヤ
美
術
大
賞
受
賞
。

二
〇
一
五
年「
京
焼
歴
代
展
│
継
承
と
展
開
」

京
都
市
美
術
館
。
二
〇
一
九
年『
わ
が
陶
器
造

り
』富
本
憲
吉
著
を
編
集
、出
版（
里
文
出
版
）。

そ
の
他
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

レ
ク
シ
ョ
ン 

多
数
。

山
下
晃
平
｜K

ohei Yam
ashita

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
講
師
、

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。
一
九

七
七
年
東
京
生
ま
れ
。
二
〇
一
六
年
京
都
市
立

芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）

課
程
修
了
。
博
士（
美
術
）。「
井
上
隆
雄
写
真

資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
。
団
体「
日
本
美
術

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
」メ
ン

バ
ー
。
専
門
は
日
本
の
近
現
代
美
術
史
。
作
家・

作
品
論
だ
け
で
は
な
く
、
展
覧
会
史
・
言
説
史

の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
日
本
の
美
術
界
総
体
の
志

向
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
著
書
に『
日

本
国
際
美
術
展
と
戦
後
美
術
史　

そ
の
変
遷
と

「
美
術
」制
度
を
読
み
解
く
』（
創
元
社
）な
ど
。

山
本 

毅
｜T

suyoshi Yam
am

oto

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
音
楽
大
学
で
打
楽
器
を
、
ア
ン
テ
オ

ケ
国
際
宣
教
神
学
校
に
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学

を
学
ぶ
。
札
幌
交
響
楽
団
打
楽
器
奏
者
を
経

て
、
現
在
母
校
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部

教
授
。
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル〝E

nsem
ble 

Philia

〞、
ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
管
弦
団
、
い
ず
み

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
、
京
都
シ
ャ
ロ
ー
ム

チ
ャ
ー
チ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
等
で
打
楽
器
奏

者
・
指
揮
者
と
し
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル
賞
受
賞
。

中
井 
悠
｜You N

akai

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
講
師
。N

o 
C

ollective
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
音
楽
、
ダ
ン

ス
、
演
劇
、
お
化
け
屋
敷
な
ど
を
世
界
各
地
で

制
作（http://nocollective.com

）、
ま
た
共

同
運
営
す
る
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トA

lready 
N

ot Yet

よ
り
実
験
的
絵
本
、
エ
セ
雑
誌
、
博

物
館
カ
タ
ロ
グ
、
こ
と
わ
ざ
集
な
ど
を
出
版

（http://alreadynotyet.org

）。
こ
こ
数
年
は

子
ど
も
を（
ほ
ぼ
）
一
人
で
育
て
る
こ
と
に

ほ
と
ん
ど
の
時
間
と
リ
ソ
ー
ス
を
使
っ
て
い

る
。
制
作
と
子
育
て
の
か
た
わ
ら
で
実
験
音

楽
、
電
子
音
楽
、
影
響
や
癖
の
考
古
学
、
ポ
ス

ト
・
ダ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
も
行
な

う
。
長
年
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ド
ア
の
音

楽
と
楽
器
に
つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
を

続
け
て
お
り
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
チ
ュ
ー
ド

ア
の
死
後
失
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た

数
々
の
作
品
の
再
生
が
可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、

世
界
初
と
な
る
研
究
書R

em
inded by the 

Instrum
ents: D

avid T
udor

’s M
usic

が
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
二
〇
二
一

年
初
頭
に
出
版
さ
れ
る
予
定（https://global.

oup.com
/academ

ic/product/rem
inded-by-

the-instrum
ents-9780190686765

）。
ま
た

チ
ュ
ー
ド
ア
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
デ
ィ
ス
コ
で

七
十
年
代
末
に
行
な
っ
た
未
発
表
音
源
と
そ
の

奇
妙
な
履
歴
を
た
ど
る
長
編
論
考
を
組
み
合
わ

せ
た
レ
コ
ー
ド
・
セ
ッ
トM

onobirds: From
 

A
hm

edabad to X
enon

も
二
〇
二
一
年
初
頭

に
デ
ン
マ
ー
ク
の
レ
ー
ベ
ルT

O
PO

S

か
ら
リ

リ
ー
ス
予
定
。
最
近
の
主
な
書
き
物
に「
訳
者

解
題
」（『
岡
崎
乾
二
郎
展
カ
タ
ロ
グ
』、
豊
田

市
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
）、「O

n the M
any 

Vehicles of India

」（https://kagakuukan.
org/jpn

/texts/on
-the-m

any-vehicles-of-
india

）、「
無
条
件
修
復
の
無
条
件
修
復（
高
嶋

晋
一
とN

o C
ollective

の
対
談
）」(

日
本
語

訳（
一
部
）：https://drive.google.com

/file/
d/0B

3-hU
l7J1N

79W
E

hW
a3JlT

2s5eD
R

zc
T

B
pZ

U
tSajZ

m
a280T

U
9r/view

な
ど
。

中
ハ
シ
克
シ
ゲ
｜K

atsushige N
akahashi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
、
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、
彫
刻
家
。
一
九
五

五
年
生
ま
れ
。
日
本
と
い
う
風
土
に
お
け
る
彫

刻
表
現
の
考
察
。
主
な
展
覧
会
と
し
て
、
一
九

九
四
年
、
個
展「w

orks 1980‒ 1993

」（
米
子

市
美
術
館
）、一
九
九
九
年
、第
三
回
ア
ジ
ア
太

平
洋
現
代
美
術
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ（
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、

二
〇
〇
〇
年
、
個
展「
あ
な
た
の
時
代
」（
西
宮

市
大
谷
記
念
美
術
館
／
兵
庫
）、
二
〇
〇
一
年
、

「Super Flat

」（
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
／
ア
メ
リ
カ
）、二
〇

〇
六
―
二
〇
〇
七
年
、
個
展「Z

E
R

O
s

―
連
鎖

す
る
記
憶
―
」（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、鳥
取

県
立
博
物
館
）、二
〇
一
五
年
、個
展「Z

E
R

O
」

（D
ouglas F. C

ooley M
em

orial A
rt G

allery, 
R

eed C
ollege/U

SA

）、二
〇
一
七
年「
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
の
創
造
的
対
話
」（
鳥
取
県
立
博
物

館
）、
二
〇
一
八
年
、
個
展「
触
り
が
い
の
あ
る

犬
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
）。

中
村
典
子
｜N

oriko N
akam

ura

｜

作
曲
家
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
・
大

学
院
音
楽
研
究
科
准
教
授
。
一
九
六
五
年
生
ま

れ
。
環
境
よ
り
聴
取
・
記
号
化
・
構
成
す
る
音

楽
の
あ
り
方
の
地
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
探
究
を
、
伝

統
と
創
造
の
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
行
う
。
初
期
作
品
群
が
伝
統
現
代
種
々
の
世

界
各
地
の
舞
踊
舞
台
で
連
続
上
演
。
シ
ア
タ
ー

ピ
ー
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
・
オ
ペ
ラ
よ
り
近
年
は

柳
川
三
味
線
、尺
八
、十
七
絃
、マ
リ
ン
バ
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
な
ど
東
西
交
差
の
協
奏
曲
群
へ
と
向

か
う
。
十
七
か
国
の
音
楽
祭
、
歌
劇
場
、
音
楽

院
、大
学
、放
送
局
で
作
品
が
上
演
・
講
演
。

畑
中
英
二
｜E

iji H
atanaka

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
。
専
門
は

考
古
学
。
大
学
で
は
工
芸
史（
主
に
陶
磁
器
）

や
博
物
館
学
・
考
古
学
を
担
当
。
学
外
で
は
文

化
・
文
化
財
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
や

自
治
体
の
文
化
財
保
護
・
活
用
関
係
の
委
員
を

務
め
、
後
世
に
何
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
腐
心
し
て
い
る
。

林 

靜
佳
｜Shizuka H

ayashi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士

（
後
期
）課
程
保
存
修
復
研
究
領
域
一
年
。
幼
少

よ
り
書
を
始
め
、
高
麗
美
術
館
学
芸
員
、
中
国

美
術
学
院
留
学
を
経
て
、
東
洋
書
画
の
制
作
、

指
導
を
行
い
な
が
ら
、
特
に
運
筆
と
筆
に
つ
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
個
展
数
回
、
展
覧
会

入
選
入
賞
。
修
士
論
文「
円
山
・
四
条
派
か
ら

近
代
京
都
画
壇
の
運
筆
絵
手
本
に
至
る
筆
法
の

研
究　

呉
春
・
楳
嶺
・
栖
鳳
を
中
心
に
」（
二
〇

二
〇
年
）。「
呉
春
の
筆
法
を
た
ど
る
〜
《
蔬
菜

図
巻
》
か
ら
〜
」
泉
屋
博
古
館
展
覧
会
ビ
デ
オ

上
映（
二
〇
一
八
年
）。

黄 

治
宇
｜C

hiw
oo H

w
ang

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士

課
程
保
存
修
復
専
攻
二
年
。
一
九
九
五
年
生
ま

れ
。
和
紙
、
古
典
紙
加
工
を
研
究
。
学
部
制
作

発
表
：
敦
煌
莫
高
窟
第
三
窟
北
壁「
千
手
千
眼

観
音
菩
薩
図
」
現
状
模
写（
原
寸
、
二
〇
一
九

年
）。
修
士
論
文
：「
古
書
画
に
お
け
る
滲
み
止

め
の
技
術
―
「
打
紙
」お
よ
び「
黄
蘗
染
め
」の

効
果
」（
二
〇
二
一
年
）。

前
﨑
信
也
｜Shinya M

aezaki

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

客
員
研
究
員
、
京
都
女
子
大
学
生
活
造
形
学
科

准
教
授
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
客
員
協
力
研
究
員
、
大
阪
歴
史
博
物
館

外
部
研
究
員
ほ
か
。
滋
賀
県
甲
賀
市
生
ま
れ
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院

博
士
課
程
修
了
。PhD

 in H
istory of A

rt

。

専
門
は
日
本
文
化
史
・
東
洋
工
芸
史
。
近
代
工

芸
史
や
茶
の
歴
史
か
ら
み
る
ア
ジ
ア
各
国
の
文

化
交
流
史
が
主
な
研
究
対
象
。
更
に
美
術
展
覧

会
の
監
修
や
、
陶
磁
器
を
中
心
と
す
る
工
芸
品

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
な
ど
、

研
究
は
多
岐
に
渡
る
。
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編
集
後
記

最
初
の
『C

O
M

PO
ST

』
が
発
刊

さ
れ
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一

年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
慌

た
だ
し
い
一
年
だ
っ
た
け
れ
ど
、

ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
を
旨
と
す
る
当
セ

ン
タ
ー
の
紀
要
と
し
て
「
記
憶
」
を

振
り
返
っ
て
お
く
な
ら
、
ま
ず
記
し

て
お
く
べ
き
は
何
よ
り
も
、
二
〇
二

〇
年
がC

O
V

ID
-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
「
始
ま
っ
た
」
年
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
で
き
る
こ
と
な

ら
「
始
ま
っ
た
」
で
は
な
く
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
年
「
だ
っ
た
」
と
、
過

去
形
で
振
り
返
り
た
か
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
世
界
的
な

危
機
は
現
在
進
行
形
で
、
私
た
ち
は

そ
の
渦
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
今
は

連
日
、
感
染
に
関
す
る
情
報
が
溢
れ

る
中
に
あ
る
が
、『C

O
M

PO
ST

』

の
二
号
目
が
こ
う
い
う
状
況
下
で
編

集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
憶
は
、
未

来
の
読
者
の
た
め
に
残
し
て
お
い
て

も
い
い
だ
ろ
う
。

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
人
間
社
会
の
物
理
的
、
心
理

的
、
社
会
的
な
「
距
離
」
が
世
界
全

体
で
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
化
に
よ
っ
て
（
少
な
く
と
も

経
済
的
に
は
）
切
れ
目
な
く
続
い
て

い
く
よ
う
に
見
え
て
い
た
社
会
に

は
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
連
帯
を
分

か
つ
様
々
な
境
界
線
が
存
在
す
る
こ

と
が
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
「
社

会
の
分
断
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
現

わ
れ
で
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

や
場
所
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち

が
身
を
置
く
芸
術
の
領
域
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
古
く
か

ら
の
、
有
形
／
無
形
と
い
う
区
分
が

横
た
わ
っ
て
い
て
、
も
と
も
と
二
つ

の
領
域
の
あ
い
だ
に
は
明
確
な
境
界

線
が
引
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
知
ら

な
い
間
に
徐
々
に
位
置
を
変
え
て
、

新
し
い
意
味
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
つ

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
に
今
回
あ
ら
た

め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、「
有
形
文
化
財
」「
無

形
文
化
財
」
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
有
形
と
は
、
目
に
見
え

る
「
も
の
」
と
し
て
物
質
的
に
存
在

す
る
も
の
を
、対
し
て
、無
形
と
は
、

そ
の
場
限
り
で
お
こ
な
う
「
こ
と
」

（
そ
し
て
、
そ
れ
を
お
こ
な
う
技
能

者
の
持
つ
特
定
の
技
）
を
表
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、物
質
的
な
も
の
を「
有

形
」、
属
人
的
な
身
体
技
法
を
「
無

形
」、
と
い
う
の
が
芸
術
に
お
け
る

一
般
的
な
意
味
だ
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
だ
と
す
る
な
ら
、
少
々
乱

暴
だ
が
、
そ
こ
に
は
有
形
＝
物
質
、

無
形
＝
身
体
と
い
う
ふ
う
に
境
界
線

が
引
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
構
わ
な

い
だ
ろ
う
。そ
の
見
方
か
ら
す
る
と
、

美
術
館
と
図
書
館
は
、
い
わ
ば
「
有

形
」
に
な
っ
た
「
も
の
」
を
体
系
化

│

保
存
す
る
場
所
で
、
そ
れ
以
外
の

「
こ
と
」（
声
、
身
振
り
な
ど
）、
つ

ま
り「
無
形
」で
身
体
的
な
も
の
は
、

美
術
館
と
い
う
芸
術
の
体
系
化
│

保

存
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち

て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
誰
の
目
に
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
様
々
な
芸
術
の
表

象
が
、
徹
底
的
に
非
物
質
か
つ
非
身

体
的
な
表
象
に
、
急
速
に
代
替
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
も
は
や
か
つ
て
の
有
形

／
無
形
と
い
う
境
界
線
は
そ
の
有
効

性
が
失
わ
れ
た
か
の
よ
う
だ
。
非
物

質
的
で
、
非
身
体
的
な
表
象
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
記
号
、
情
報
の
こ
と
だ
。
実
は
か

つ
て
の
境
界
線
は
す
で
に
引
き
直
さ

れ
て
い
て
、
今
や
こ
れ
が
新
た
な

「
無
形
」
な
る
も
の
と
し
て
と
っ
て

代
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
「
無
形
」

と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
そ
れ
が

「
身
体
」
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
デ

ジ
タ
ル
記
号
の
徹
底
し
た「
無
形
さ
」

の
前
で
は
、
も
は
や
「
有
形
」
な
も

の
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
デ
ジ
タ

ル
」
と
い
う
単
語
の
対
義
語
と
し
て

の「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」と
い
う
言
葉
は
、

そ
れ
が
物
質
的
で
あ
る
と
同
時
に
身

体
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
「
有
形
／
無
形
」
の

対
立
は
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」
と
い
う
一

つ
の
単
語
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
量
の
情
報
に

晒
さ
れ
る
私
た
ち
の
意
識
の
変
化
の

表
れ
だ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
新
し

い
「
無
形
」
へ
の
意
識
の
傾
斜
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
以
来
、
三

十
年
間
止
ま
る
こ
と
な
く
加
熱
し
続

け
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
世
界
的
な

意
識
の
変
化
に
突
如
、
水
を
指
し
て

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
契
機
が
、
こ
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
っ
た
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
？

『C
O

M
PO

ST

』
に
戻
ろ
う
。
今
日

の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
デ
ジ
タ
ル
の
利
便

性
な
し
に
は
語
れ
な
い
し
、
そ
の
可

能
性
の
多
く
が
情
報
技
術
の
進
化
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
確
か

だ
。
そ
れ
無
し
に
は
消
え
て
し
ま
う

マ
イ
ナ
ー
な
「
記
憶
＝
歴
史
化
さ
れ

な
い
も
の
」
に
価
値
を
作
り
出
す
可

能
性
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
し
か
し
、

同
時
に
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
」
も
の

の
「
手
触
り
」
こ
そ
が
記
憶
を
呼
び

覚
ま
す
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
可

能
性
も
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

情
報
技
術
で
無
形
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
活
用
し
や
す
い
リ
ソ
ー
ス
に
す

る
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
へ

の
一
般
的
な
期
待
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
と
も
す
れ
ば
経
済
的
利
便
性
＝
有

用
性
の
価
値
観
へ
と
傾
き
が
ち
で
、

そ
の
こ
と
に
は
い
つ
も
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
経
済

価
値
へ
の
一
元
化
か
ら
距
離
を
お
い

て
、
芸
術
に
固
有
の
価
値
を
保
持
し

て
ゆ
く
た
め
に
、
で
あ
る
。
こ
の

「
芸
資
研
」
と
い
う
芸
術
大
学
に
置

か
れ
た
小
さ
な
記
憶
機
関
は
、
多
分

野
の
研
究
者
と
芸
術
家
の
協
働
を
通

し
て
、
手
触
り
か
ら
記
憶
、
記
憶
か

ら
新
た
な
創
造
へ
と
繋
が
る
循
環
運

動
を
作
り
出
す
豊
か
な
土
壌
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
こ
の
紀
要
が

『C
O

M
PO

ST

』と
名
付
け
ら
れ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
紙
媒
体
（
表
紙
は
手
刷
り

の
木
版
画
で
、
版
木
を
十
年
間
様
々

な
人
が
彫
り
繋
い
で
ゆ
く
）
と
い
う

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」
な
形
式
で
お
届
け

し
て
い
る
こ
と
も
、
実
は
、
そ
ん
な

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

 

（
石
原
友
明
）
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 客員教授・特別招聘研究員 彬子女王殿下
 　　　　　　　　　　　同 森村泰昌
 客員教授 建畠 晢
 特別招聘研究員 塩見允枝子
 　　　　　　同 加治屋健司
 事務局 桐月沙樹
 　　同 鬼頭 謙
 　　同 岡本 栞

際教養学部教授）、加治屋健司、定金
計次
日時｜2014年11月24日
会場｜国立新美術館 3階講堂

6.   ほんまのところはどうなん、「アー
カイブ」～ 初心者にもわかるアー
カイブ論～

石原友明、加治屋健司、加須屋明子、
佐藤守弘（京都精華大学デザイン学部
教授）、林田 新（芸術資源研究センタ
ー非常勤研究員）、森村泰昌
日時｜2015年9月19日
会場｜京都芸術センター 講堂 
共催｜京都芸術センター

7.  過去の現在の未来 アーティスト、
学芸員、研究者が考える現代美術
の保存と修復

山梨俊夫（国立国際美術館館長）、石
原友明、植松由佳（国立国際美術館主
任研究員）、金井 直（信州大学人文学
部准教授）、マルティ・ルイツ（サウ
ンド・アーティスト、バルセロナ大学
美術学部研究員）、加治屋健司
日時｜2015年12月5日
会場｜国立国際美術館 B1 講堂
共催｜国立国際美術館

8.  メディアアートの生と転生 保存修
復とアーカイブの諸問題を中心に

石原友明、高谷史郎、加治屋健司（芸
術資源研究センター特別招聘研究員・
東京大学大学院総合文化研究科 超域
文化科学専攻教授）、久保田晃弘（多
摩美術大学美術学部教授）、畠中 実
（NTTインターコミュニケーション・
センター学芸員）、松井 茂（情報科学
芸術大学院大学准教授）、佐藤守弘
日時｜2016年2月14日（日）
会場｜元崇仁小学校

9.  古橋悌二《LOVERS―永遠の恋人た
ち》をめぐるトークイベント

阿部一直（山口情報芸術センターキュ
レーター/アーティスティック・ディ
レクター）、石谷治寛、石原友明、住
友文彦（キュレーター/アーツ前橋館
長）、高谷史郎（アーティスト）、建畠 
晢（京都芸術センター館長）
日時｜2016年7月18日
会場｜京都芸術センター フリースペース

10.  過去の現在の未来 2 キュレーショ
ンとコンサベーション その原理と
倫理

石原友明、遠藤水城（インディペンデン
ト･キュレーター）、白石晃一（アーテ

ィスト、ファブラボ北加賀屋）、高嶋 慈、
相澤邦彦（兵庫県立美術館保存･修復
グループ学芸員）、加治屋健司、田口
かおり（東海大学創造科学技術研究機
構特任講師）、中井康之（国立国際美
術館学芸課長）、小林 公（兵庫県立美
術館学芸員）、飯尾由貴子（兵庫県立
美術館企画・学芸部門マネージャー）
日時｜2017年11月23日
会場｜兵庫県立美術館ミュージアムホ
ール 
主催｜芸術資源研究センター、國府理
「水中エンジン」再制作プロジェクト
実行委員会、兵庫県立美術館

11. フルクサスを語る
柿沼敏江、一柳 慧（作曲家）、塩見允
枝子、建畠 晢（美術評論家、多摩美術
大学学長）、井上明彦（美術学部教授）
演奏｜大井卓也、上中あさみ、北村千
絵、橋爪皓佐、山根明季子、ヤリタミ
サコ、本学学生12名
日時｜2019年1月19日
会場｜京都市立芸術大学 
大学会館交流室、大学会館ホール

12.  シンポジウムとコンサート「糸が
紡ぐ音の世界」

伊藤 悟（国立民族学博物館外来研究
員）、井上 航（国立民族学博物館外来
研究員）、滝 奈々子（芸術資源研究セ
ンター非常勤研究員）、谷 正人（神戸
大学）、藤野靖子（美術学部教授）、佐
藤知久（芸術資源研究センター准教
授）、柿沼敏江、藤枝 守（九州大学芸
術工学研究院教授）
演奏｜中川佳代子、丸田美紀、大八木
幸恵、渡部志津子（十七弦筝）
録音｜山口友寛
日時｜2019年2月16日
会場｜京都市立芸術大学 
大学会館交流室、大学会館ホール

13.  デジタル時代の〈記憶機関〉─芸
術／大学における図書館・美術館・
アーカイブ

桂 英史（東京藝術大学大学院映像研究
科教授）、佐々木美緒（京都精華大学
人文学部准教授）、松山ひとみ（大阪
中之島美術館学芸員・アーキビスト）、
森野彰人（芸術資源研究センター所長・
美術学部教授）、佐藤知久（芸術資源
研究センター教授）
日時｜2020年11月28日
会場｜（オンライン配信）

14.  富本憲吉『わが陶器造り』
Meghen M. Jones（アルフレッド大学

准教授）、鈴木禎宏（お茶の水女子大学
生活科学部准教授）、前﨑信也（芸術資
源研究センター客員研究員、京都女子
大学生活造形学科准教授）、森野彰人
日時｜（2021年2月3日配信開始）
会場｜（オンライン配信）

芸術資源研究センター  スタッフ一覧

芸術資源研究センター　

スタッフ一覧

（2021年3月31日現在）
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27.  シリーズ：トラウマとアーカイブ
vol.3 ｜このまえのドクメンタっ
て結局なんだったのか？！

石谷治寛（芸術資源研究センター非常
勤研究員）
2019年12月17日

28.  シリーズ：トラウマとアーカイブ
vol.4｜ロマの進行形アーカイブ
としてのちぐはぐな住居

岩谷彩子（京都大学大学院人間・環境
学研究科准教授）
2020年2月18日

29.  シリーズ：デジタル時代の〈記憶
機関〉vol.1｜デジタル時代の記憶
機関̶イントロダクション

佐藤知久
2020年10月16日（オンライン配信）

30.  シリーズ：デジタル時代の〈記憶
機関〉vol.2｜プラットフォームと
しての図書館の役割 コロナ禍で露
呈した物理的な公共空間としての
弱さ

佐々木美緒（京都精華大学人文学部准
教授）
2020年10月28日（オンライン配信）

31.  シリーズ：デジタル時代の〈記憶
機関〉vol.3｜美術館の資料コレク
ションは誰のもの？

松山ひとみ（大阪中之島美術館学芸
員・アーキビスト）
2020年11月10日（オンライン配信）

32.  シリーズ：デジタル時代の〈記憶
機関〉vol.4  世界劇場モデルを超
えて

桂 英史（東京藝術大学大学院映像研究
科教授）
2020年11月16日（オンライン配信）

33.  360 °展覧会アーカイブ事業
　   「ART360」の実践を通した考察
辻 勇樹（Actual Inc.代表取締役／
ART360 ディレクター）
2020年12月18日（オンライン配信）

特別授業

1.  横盗り物語／ヨコハマトリエンナー
レに託すもの

森村泰昌（美術家）
2014年7月7日

2.  ［読めるものと読めないもの 2］
　Artist Book をつくる
塩見允枝子（音楽家、作曲家、芸術資
源研究センター特別招聘研究員）
2014年11月21日

3. 美術のウラ側にあるもの
彬子女王殿下（芸術資源研究センター
客員研究員・特別招聘研究員）
2014年12月12日

4.  3.11後に企画した展覧会とプロジ
ェクト あいちトリエンナーレ2013
を中心に

五十嵐太郎（東北大学大学院工学研究
科教授）
2015年6月8日

5.  フルクサス パフォーマンス・ワー
クショップ　実演を通してフルク
サスを体験しよう

塩見允枝子
2015年6月16日

6.  国際展とキュレーション  今年のヴ
ェネチア・ビエンナーレをふまえて

建畠 晢（多摩美術大学学長、芸術資源
研究センター客員教授）
2015年7月23日

7. コレクションと芸術
彬子女王殿下
2015年10月7日 , 14日 , 21日 , 28日

8.  壁画は何をうつすのか  法隆寺金堂
壁画の模写を通して

彬子女王殿下
2016年12月8日

9. 塩見允枝子「水を演奏する」2017 
塩見允枝子
2017年11月17日

10. 日本文化を考える～明治の選択～
彬子女王殿下
2018年12月5日、12日

11.  塩見允枝子「時間と空間に分け入
る」～フルクサス作品の演奏をと
おして～

塩見允枝子
2019年10月30日

12.  日本文化を考える
～令和からまなぶ～
彬子女王殿下
2019年11月27日、12月11日

講演会

1.  イタリア未来派　芸術の革命
ルチャーナ・ガリアーノ（音楽学者、
音楽美学者）
2015年11月20日

2. 伝統音楽における記譜について
藤田隆則（日本伝統音楽研究センター
教授）
2016年2月17日

3.  歴史的音源で検証するピアノ黄金
期の音色「ショパンが弾いたピアノ
はどんな音色だった？」

梅岡俊彦（古典鍵盤楽器技術者、音楽
学部非常勤講師）、松原 聡（ピアニス
ト、ピアノ史研究家）
2020年11月13日

レクチャーコンサート

1.  バロック時代の音楽と舞踏　記譜
を通して見る華麗なる時空間

レクチャー｜柿沼敏江（音楽学部教
授）、髙野裕子（芸術資源研究センタ
ー非常勤研究員）、三島 郁（音楽学部
非常勤講師）、赤塚健太郎（成城大学
文芸学部芸術学科専任講師）
演奏｜樋口裕子（バロック・ダンス）、
永野伶実（フルート）、大内山薫（ヴァ
イオリン）、頼田 麗（ヴィオール）、三
橋桜子（チェンバロ）
日時｜2015年10月18日
会場｜京都市立京都堀川音楽高等学校
音楽ホール

2.  五線譜に書けない音の世界～声明
からケージ、フルクサスまで～

レクチャー |柿沼敏江、藤田隆則、竹
内 直（芸術資料研究センター非常勤研
究員）、塩見允枝子
演奏｜大井卓也（ヴォイス）、上中あ
さみ（打楽器・ベル）、北村千絵（ヴォ
イス）、佐藤 響（チェロ）、寒川晶子（電
子ピアノ・トイピアノ）、鷹阪龍哉（声
明）、橋爪皓佐（ギター）
美術｜二瓶 晃
日時｜2017年2月26日
会場｜京都市立芸術大学ギャラリー
@ KCUA

資料展示

1.  古橋悌二《LOVERS―永遠の恋人た
ち》 展示・修復資料展示

日時｜2016年7月9日-24日
会場｜京都芸術センター 講堂（作品展
示）、談話室（資料展示）
主催｜京都芸術センター（作品展示）、
芸術資源研究センター（資料展示）

2.  Sujin Memory Bank Project # 01 
デラシネ―根無しの記憶たち

日時｜2016年11月12日-2017年2月
19日
企画｜林田 新（芸術資源研究センター
客員研究員）、髙橋耕平（アーティス
ト）
会場｜柳原銀行記念資料館
主催｜芸術資源研究センター、柳原銀
行記念資料館

3.  シンポジウム「過去の現在の未来 2」
関連展示

日時｜2017 年11月21日-29日
会場｜兵庫県立美術館 アトリエ 1 
主催｜芸術資源研究センター、國府理
「水中エンジン」再制作プロジェクト
実行委員会、兵庫県立美術館

4.  京都芸大「今熊野・岡崎学舎」井上
隆雄写真展―もう一つの『描き歌い
伝えて』―井上隆雄写真資料に基づ
いたアーカイブ実践研究

日時｜2018年2月7日-11日
企画｜山下晃平
会場｜元崇仁小学校 南校舎2F
主催｜芸術資源研究センター
協力｜小牧徳満（美術家）

5.  Akira Otsubo「Shadow in the 
House」

日時｜2018年3月22日-31日
会場｜京都市立芸術大学 小ギャラリー 
企画｜高嶋 慈
主催｜芸術資源研究センター 

6.  クロニクル京都 1990s―ダイアモ
ンズ・アー・フォーエバー、アート
スケープ、そして私は誰かと踊る

日時｜2018年10月6日 -2019年1月
20日
会場｜森美術館 
主催｜森美術館
企画｜椿 玲子（森美術館キュレータ
ー）、石谷治寛
協力｜芸術資源研究センター、ブブ・

ド・ラ・マドレーヌ（アーティスト）、
山中 透（ミュージシャン）、シモーヌ
深雪（シャンソン歌手、ドラァグクイ
ーン）、佐藤知久

7.   崇仁小学校展：記憶のひきだし 見
返りすうじん

日時｜2020年3月20日-31日
会場｜元・崇仁小学校
主催｜京都市立芸術大学・崇仁小学校
の記録と記憶を継承するプロジェクト
共催｜崇仁自治連合会、崇仁発信実行
委員会

8. バシェ音響彫刻　特別企画展
日時｜2020年11月7日-12月20日
会場｜京都市立芸術大学ギャラリー@
KCUA
主催｜京都市立芸術大学
企画｜芸術資源研究センター バシェ
音響彫刻プロジェクト
共催｜東京藝術大学ファクトリーラボ
協力｜大阪府、万博記念公園マネジメ
ント・パートナーズ（BMP）、バルセ
ロナ大学、L'association Structures 
Sonores Baschet（フランスバシェ協
会）、バシェ協会（日本）

9.  柳原銀行記念資料館2020（令和2）
年度企画展  「夢の新幹線、苦闘の
住宅建設運動～自主映画「東九条」
の世界3～」

日時｜2021年3月3日-31日
会場｜柳原銀行記念資料館
主催｜京都市、柳原銀行記念資料館運
営委員会
協力｜芸術資源研究センター 崇仁小
学校を忘れないためにセンター

10.  井上隆雄「インド・ラダック仏教壁
画」資料展―井上隆雄写真資料に
基づいたアーカイブの実践研究―

日時｜2021年3月23日-28日
会場｜京都市立芸術大学 小ギャラリ
ー及びWebサイト
主催｜芸術資源研究センター 井上隆
雄写真資料に基づいたアーカイブの実
践研究
協力｜芸術資源研究センター
助成｜DNP文化振興財団 グラフィッ
ク文化に関する学術研究助成

シンポジウム

1.  創造のためのアーカイブズ Part1 
未完の歴史

森村泰昌（美術家）、塩見允枝子（音楽
家）、加治屋健司（広島市立大学芸術
学部准教授）、石原友明（美術学部教
授）、加須屋明子（美術学部准教授）
日時｜2012年10月7日
会場｜京都市立京都堀川音楽高校 音
楽ホール

2.  創造のためのアーカイブズ Part2 
物質と記憶

下條信輔（カリフォルニア工科大学教
授）、篠原資明（京都大学大学院人間・
環境学研究科教授）、建畠 晢（京都市
立芸術大学学長）、高橋 悟（美術学部
教授）
日時｜2012年11月7日
会場｜京都芸術センター フリースペース

3. 富本憲吉のことば
乾 由明（元兵庫陶芸美術館館長）、前
﨑信也（立命館大学専門研究員）、森
野泰明（陶芸家、日本藝術院会員）、
柳原睦夫（陶芸家、大阪芸術大学名誉
教授）、山本茂雄（富本憲吉文化資料
館館長）、森野彰人（美術学部准教授）
日時｜2013年12月1日
会場｜京都国立近代美術館 講堂

4.  京都市立芸術大学芸術資源研究セ
ンター開設記念シンポジウム

井上安寿子（京舞井上流）、建畠 晢、
門川大作（京都市長）、中村三之助（京
都市会議長）、金剛龍謹・宇高竜生・
宇高徳也（能楽金剛流シテ方）、京都
市立芸術大学能楽部、藤田隆則（日本
伝統音楽研究センター教授）、石原友
明、柿沼敏江（音楽学部教授）、 加治屋
健司（芸術資源研究センター准教授・
専任研究員）、鷲田清一（哲学者、大
谷大学教授）、定金計次（美術学部教
授・芸術資源研究センター所長）
日時｜2014年 年7月1日
会場｜京都市立芸術大学 講堂

5.  来たるべきアート・アーカイブ　
大学と美術館の役割

建畠 晢、青木 保（国立新美術館館長）、
石原友明、川口雅子（国立西洋美術館
情報資料室長）、谷口英理（国立新美
術館情報資料室アソシエイトフェロ
ー）、渡部葉子（慶應義塾大学アート・
センター教授）、林 道郎（上智大学国

よりあいのまとめ
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体空間を平面におとしこむという意味で、ほ

とんど変わっていないと、辻勇樹氏はいう。

いっぽう、「360°を記録するカメラ」は、
鑑賞者の視点移動を可能にする。VRヘッド
セット・ディスプレイをつけた鑑賞者は、記

録された映像のなかの、何に注目するかを身

体的に探索できる。これは、その場の状況

を感じること―「体験」―に近づくのではな

いか。テキスト／写真／映像など、記録者が

設定した枠組みを明確にもつ記録（「framed 
media」）の価値を十分認めつつも、辻氏が
360°映像に注目する理由はここにある。そ
れはおそらくはじめて、解釈の多様性を担保

する記録形式となるのではないか、というの

である。

辻氏がディレクターをつとめるプロジェ

クト「ART360」は、360°の映像で展覧会や
パフォーマンスを記録する公益事業として、

2018年にはじまった。運営の母体は、「次代
を担う創造者への支援事業や芸術文化活動に

関する普及活動を通じてよりよい未来の創造

を目指す」公益財団法人の西枝財団である。

記録対象となる展覧会やパフォーマンス

は、3名の有識者委員会によって選択され
る。選ばれた展覧会は、8Kの360°カメラ
（Insta360 TITAN）、空間オーディオ用のマ
イク、遠隔操作可能なドリーなどを用いて、

360°のステレオ（立体）映像で記録される。
すでに24本の360°映像がウェブサイトに公
開され、これからも年間12ずつ記録されて
いく予定だという。

記録活動に加え、配信や利活用、共有技

術の開発にも力を入れている。その場にリア

ルに行った人たちと、そうでない人たちが意

見交換や議論をおこなう場（「展覧観測」）を

開催したり、多点同時撮影された対象を、鑑

賞者が切り替えながら見るためのプラット

フォーム（「PLACE」）も開発中である。将来
的には、3Dスキャニングの技術と360°映像
を組み合わせた、動的な記録技術の実装も検

討しているという。

ART360は、展覧会を直接経験した人たち
と、そうでない人たち―そこには未来の人た

ちも含まれる―が、「状況の再経験」を通じて

共通の土俵に立つことをめざしている。もち

ろん質疑応答にあったように、「映像のなか

では自由な解釈が可能だとしても、見るべき

対象自体が制限されているのではないか」と

か、「VR空間だけで満足してしまう人が増え
るのでは」といった懸念はあるだろう。しか

しそれが、「出来事の本質」とされる部分のみ

を切り出すのではなく、「展覧会という状況」

を丸ごと記録しようというART360の活動の
意義を減じることはないだろう。これからも

ひきつづき、ART360の活動に注目していき
たい。

（佐藤知久）

アーカイブ研究会の映像

記録は「京都市立芸術大

学芸術資源研究センター

YouTubeチャンネル」で
ご覧いただけます。

アーカイブ研究会

1.  写真とアーカイブ　旅行写真、鉄
道写真を例として

佐藤守弘（京都精華大学デザイン学部
教授）
2014年6月25日

2.  それってテクノロジーと何の関係
があるの？

バーバラ・ロンドン（キュレーター）
2014年8月2日

3.  記憶／記録／価値　ミュージアム
とアーカイブの狭間で

平芳幸浩（京都工芸繊維大学美術工芸
資料館准教授）
2014年9月30日

4.  ダイアグラムと発見の論理　アーカ
イヴに眠る『思考のイメージ』

田中 純（東京大学大学院総合文化研究
科教授）
2014年10月31日

5.  アーティストはいつしか作品を作る
のをやめ、資料を作り始めている

田中功起（アーティスト）
2014年12月8日

6.  チェルノブイリ　ダークツーリズム
の実践から

東 浩紀（思想家・作家）
2014年12月17日

7.  映画『ASAHIZA 人間は、どこへ行
く』上映＋トーク

藤井 光（映画監督・美術家）
2015年1月19日

8.  唯一のひとつを集積すること
笠原恵実子（作家）
2015年4月24日

9.  文化の領野と作品の領野 アーティ
ファクトとしての視覚文化

石岡良治（批評家）
2015年10月23日

10.  映像民族誌とアーカイヴの可能性  

記録映画『スカラ＝ニスカラ バリ
の音と陶酔の共鳴』上映+レクチ
ャー」

春日 聡（美術家、映像・音響作家、映
像人類学研究者） 
2015年12月8日

11. 歴史をかきまわすアーカイブ
黒ダライ児（戦後日本前衛美術研究家）
2016年1月18日

12.  不完全なアーカイブは未来のプロ
ジェクトを準備する

奥村雄樹（アーティスト、翻訳家）
2016年2月23日

13.  インターローカルなアーカイブの
可能性

川俣 正（美術家）
2016年7月22日

14. ものが要請するとき加速する
木村友紀（美術家）
2016年10月27日

15.  アール・ブラウン音楽財団―理念、 
記録、プロジェクトとアクティビティー

トーマス・フィヒター（アール・ブラ
ウン音楽財団ディレクター） 
2016年11月30日

16. IT IS DIFFICULT
アルフレッド・ジャー（アーティスト、
建築家、映像作家）
2017年4月25日

17.  エイズ・ポスター・プロジェクト
を振り返る

小山田 徹（美術学部教授）、佐藤知久
（芸術資源研究センター准教授）、ブブ・
ド・ラ・マドレーヌ（美術家）
2017 年5月17日

18. 5叉路
前田岳究（アーティスト）
2017年6月21日

19.  1960～70年代に見られる芸術表
現の研究拠点形成と資料アーカイ
ブの構築

伊村靖子（情報科学芸術大学院大学
［IAMAS］講師、国立新美術館客員研

究員）
2017年12月9日

20.  Week End / End Game:展覧会の
制作過程とその背景の思考について

田村友一郎（アーティスト）、服部浩
之（キュレーター）
2018年1月11日

21.  コミュニティ・アーカイブをつく
ろう !  せんだいメディアテーク「3 
がつ11 にちをわすれないために
センター」奮闘記

甲斐賢治（せんだいメディアテーク ア
ーティスティック・ディレクター） 、
北野 央（公益財団法人仙台市市民文化
事業団 主事） 、佐藤知久
2018年9月28日

22.  NETTING AIR FROM THE LOW 
LAND 空を編む―低い土地から

渡部睦子（アーティスト）
ライブ・パフォーマンス | MAMIUMU
2018年10月4日

23.  日本の録音史（1860年代~1920
年代）

細川周平（国際日本文化研究センター
教授）、古川綾子（国際日本文化研究
センター助教） 
2018年10月11日

24.  特集展示「鈴木昭男 音と場の探
究」をめぐって

奥村一郎（和歌山県立近代美術館学芸
員）、鈴木昭男（サウンド・アーティ
スト） 
2018年12月16日

25.  シリーズ：トラウマとアーカイブ
vol.1｜《シャンデリア》自作を語
る―近代歴史の中で生き残った
人々の話から

裵 相順（美術作家）
2019年10月8日

26.  シリーズ：トラウマとアーカイブ
vol.2｜parallax（視差）―「向こ
う側」から日本を見る

高嶋 慈（芸術資源研究センター非常勤
研究員）
2019年10月24日

よりあいのまとめ
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このように現代の図書館像は多様化してい

るが、それを佐々木氏は、〈共時的〉と〈通時

的〉という異なる時間軸に属するふたつの役

割から整理する。〈共時的役割〉とは、「同時

代の社会における知識・情報・コミュニケー

ションの媒介機関」としての図書館の役割（場

所としての機能）であり、〈通時的役割〉とは、

「記録の保存と累積によって、世代間を通じ

た文化の継承と発展に寄与する社会的記憶装

置」としての図書館の役割である（記憶機関

としての機能）。そしてどれほど情報を伝達

するやり方が変わっても、さまざまな資源を

整理して検索可能な形にし、利用者が必要な

資源にたどりつくことを助ける専門職者がい

る。そうした人的資源によって、これらの機

能が支えられている記憶機関、それが図書館

なのだと佐々木氏は指摘する。

まとめるならば、大学図書館とは、大学ご

とに特色ある資源を蓄積し、それを教育・学

術資源として活用しつつ、その成果をさらに

蓄積して発信・公開するための、媒介機関／

社会的記憶装置となる。芸術大学について言

えば、これからの芸術大学の図書館とは、大

学の中にあるさまざまな組織が、それぞれに

深めてきた文化芸術資源を広く集約していく

一種のプラットフォームになるだろう。学内

組織それぞれの「深さ」を連携させ、広がり

を持たせることで、大学としての特色ある文

化芸術資源としてまとめていくことができる

のではないか。佐々木氏はそう提案して、発

表を締めくくった。

質疑応答では、検索のためのメタデータ記

述に関する中央集権性の問題や、図書館の使

命を大学全体で共有することの重要性などに

ついて議論が行われた。

（佐藤知久）

第31回アーカイブ研究会
・

美術館の資料コレクションは誰のもの？

講師： 松山ひとみ（大阪中之島美術館／学芸員・
アーキビスト）

2020年11月10日｜オンライン配信

松山ひとみ氏は美術館の資料コレクションの

観点から発表を行った。これまで美術館は所蔵

している資料を主に展覧会や論文で公開してき

たが、2022年開館予定の大阪中之島美術館で
は、利用者による閲覧の制度を整備し海外の研

究者にも活用されるよう、情報発信を行うこと

を基本方針に定めている。美術館がこうした方

針を打ち出すのは中之島美術館が先駆で、国内

には明確なノウハウがないため、主に北米の情

報を参照しながら進めてきた。国内では全国美

術館会議によって、資料の所在情報をまず共有

する試みが先ごろ行われ、美術館全体で資料を

活用する機運が高まっている。

美術館に関わる資料には、機関に関わる資

料と、作品や作家に付随する収集アーカイブ

ズがあるが、収集資料の受入れのプロセスが

具体的に説明された。管理番号の付与、資料

群の特徴と目的を決める作業指針の策定、資

料に付随する各種のメタデータを国際標準化

された基準に沿って付与していくが、カタロ

グ化するまでの注意点などを、アーカイブ担

当者は、予算や人出、需要に応じて決めてい

くことになる。必ずしも収蔵作品に関わらな

い美術関連資料であっても、新たな創作のた

めに閲覧されることがあり、情報資源をさら

なる価値創出へ還元する可能性を秘めてい

る。

後半の討議では、作品と資料の曖昧なもの

や、作品の評価や保存には関わらない周縁的

な活動の資料保管の意義、アーティストが独

自に分類した資料群の寄贈の可能性、研究者

やアーティストによる利活用の可能性も含め

て、いかに美術館のアーカイブを社会に開か

れた場所にできるかが議論された。

（石谷治寛）

第32回アーカイブ研究会
・

世界劇場モデルを超えて

講師： 桂英史（東京藝術大学大学院映像研究科／ 

メディア研究、図書館情報学）

2020年11月16日｜オンライン配信

アーカイブとは単なる資料の集積ではな

く、資料を提供するシステムや物的・人的資

源をふくめた組織である。したがってアーカ

イブについては、どのような組織や資源（人

や棚やコンピュータや建物…）によって運営

され、どのような「システム」によって支え

られているかを考えねばならない―そう、桂

英史氏はいう。

第一に、アーカイブは、どのような公共性

と関係をもつのか。それは功利主義的な公共

性なのか、それとも個々人それぞれに異なる

効用にかかわる自由主義的な公共性なのか。

あるいは、市場経済の欠陥を是正する福祉・

厚生主義的な観点からみた公共性なのか。

第二に、アーカイブは、どのようなイデオ

ロギー（あるいは思想）に支えられているの

か。その近代的な起源のひとつは、フランセ

ス・イエイツが『世界劇場』（1969）で述べた
ルネサンス期ヨーロッパにある。そこでは神

秘主義と科学が同居し、世界全体についての

知識を得ることができるという思想から生じ

たさまざまな「知」が、書物や図表や演劇と

して、物理的・建築的空間に具現化されてい

た。図書館や劇場は、こうした思想を強化す

る一種の記憶装置として機能する。この全能

的な思想―桂氏はそれを「世界劇場モデル」

と呼ぶ―を、これからのアーカイブも継承し

ていくのか。

第三に、アーカイブは、どんな秩序に沿っ

て提示されるのか。アーカイブ資料は分類と

整理をほどこされ、一定の秩序を備えた資料

体として並べられる。その配列し秩序化する

論理―桂氏はそれを「棚の論理」と呼ぶ―自
体は、どのように構成されるのか。レッシグ

の『CODE』（2000）を参照しつつ、検討すべ
き問いが提起される。それは社会的に統一さ

れた「法」なのか。行動原理としての市場性

なのか。それとも、環境管理型権力に通じる

可能性をもつ「アーキテクチャ」か。あるい

は相互的に醸成される規範なのか。

第四に、アーカイブにおける「財」とは何

か。アーカイブされた資料が何らかの価値を

もつ「財」であるならば、その価値はどのよ

うな仕組みによってつくられ、管理・調整さ

れるのか。たとえ物資が豊富に存在しても、

それを幸福や自由に変換する能力には、社会

や個人間で差があると主張した経済学者、ア

マルティア・センの議論を引用しつつ、アー

カイブの〈財としての活用法〉を検討すべき

ではないか。

最後に桂氏は、現在開発中の、映像コン

テンツの上映権と公衆送信権の売買システム

（追求権の行使を可能にし、映像活用の記録

にもなる）「ACIETA」を紹介しながら、ものが
つくられるごちゃごちゃとした現場と、アー

カイブとが一体化した組織の可能性について

語った。整然と分類された秩序の美しさだけ

ではない、ローカルなマイクロアーカイブの

美しさ―現場で発生したもののありようにつ

いて自分たちで決め、それが共有され組織化

されることから生じる美しさもあるのだ、と。

（佐藤知久）

第33回アーカイブ研究会
・

360°展覧会アーカイブ事業
「ART360」の実践を通した考察

講師： 辻勇樹（Actual Inc. 代表取締役 ／ART360 

ディレクター）

2020年12月18日｜オンライン配信

時空間を記録して残す方法は、この数百年

間、基本的には変わっていないのではないか。

絵画から高精細なデジタル映像に至るまで、

視覚的な記録の形式は、ある視点から見た立

2020年度活動報告｜アーカイブ研究会
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アーカイブ研究会

芸資研では、2020年の秋から冬にかけ、「芸
術」「大学」「記憶機関 memory institutions」
を主題とする連続研究会とシンポジウムを開

催した。

「記憶機関 memory institutions」とは、過
去の出来事に関する記憶や記録を、未来へ向

けて継承するための社会的・文化的な機関や

制度を指すことばである。具体的には〈図書

館〉〈ミュージアム（博物館・美術館）〉〈アーカ

イブ〉、さらには〈ギャラリー〉なども、現在

そして過去の活動や経験を現在と未来に伝え

るための〈記憶機関〉と見なすことができる。

本企画は、これからの芸術にとって、ある

いはこれからの芸術をつくる人材を育てる芸

術大学にとって、 記憶機関はどのようなもの
であるべきか？について、具体的に考えてみ

ようという試みである。

近年あらゆることがらのデジタル化が展開

し、記憶機関のあり方だけでなく、私たちの

記憶やコミュニケーションのあり方も大きく

変化した。新しい技術の実装により、知識を

蓄積する基盤としてのインターネットがひと

つの巨大な記憶機関となりつつある。図書館

や学術資源は続々と電子化され、オンライン

のギャラリーやミュージアムも出現している。

しかし他方では、長期間の保存に耐える物

質的記録や、人間が交流し、協働し、共に創

造的な活動に従事する物理的空間を再評価す

る動きもある。COVID-19の影響下で、ます
ますデジタル-分散-協働的な生活様式が編み
出されていくなか、「手応えのある物質を共

有する、開かれた物理的な公共空間」として

の図書館、ミュージアム、ギャラリー、アー

カイブなどの意義があらためて問われる。

記憶を継承し、次世代の創造活動を支え

るインフラストラクチャーとしての記憶機関

は、今後どのようなものとなっていくのだろ

うか。そして人びとは、そこでどのように他

者の記憶や経験をたどり、何を経験していく

のか。さまざまな方々とともに考察した。

（佐藤知久）

て、その実践を動画配信プラットフォーム

YouTubeで配信する作業も進めている。アー
カイブ作成のプロセスを、ゲスト参加のヴィ

デオログとして定期的に発信することで、遠

隔での参加も含めたアーカイブの方法を模索

することが、本プロジェクトの目的となる。

失敗もともなう具体的な実践を通して、その

新たな可能性を模索したい。

（石谷治寛）

・「京都工芸アーカイブ」の活動は本編106頁を参
照。

・お休み中のプロジェクト
「戦後日本美術のオーラル・ヒストリー」
「原版と銅版画作品のアーカイブ」
「感覚のアーキペラゴ」
「京都・近代絵画の記憶」

第29回アーカイブ研究会
・

デジタル時代の〈記憶機関 memory 
institutions〉―イントロダクション

講師：佐藤知久

2020年10月16日｜オンライン配信

佐藤知久氏は、5日にわたる研究会とシン
ポジウムの前提となるイントロダクションに

ついて説明した。図書館、博物館、アーカイ

ブは、それぞれ携わる人々の専門性によっ

て、見えない壁があるように思えるが、文化

資源を扱うという点に関して共通の特性があ

り、過去の記録を扱う施設や機関の総称とし

て「記憶機関」という言葉を使うことによっ

て、その垣根を崩して議論できる利点がある

という。あわせて2023年の京都市立芸術大
学の移転を契機に、従来の付属施設の担う役

割を捉え直して、新たに連関させる機構の構

想が進められていることも説明された。これ

からの芸術や芸術大学にとって記憶機関はど

のようなものでありうるべきか？という問い

が本企画の大きなテーマである。

佐藤氏はデジタル時代に記憶機関がいかに

変化してきたか、そのとき、図書館がどのよ

うな場所として捉え直されているか、そして

芸術大学において記憶機関がどういう役割を

果たせるか、事例の紹介と問題提起を行っ

た。たとえばジョージア工科大学の改装され

た図書館のように、ストレージは外部にある

書物のない図書館が開設されている。この場

合、デジタル知識へのアクセスを担保するの

が図書館の役割となる。というのも北米での

公共図書館の役割は、「市民社会の情報イン

フラストラクチャー」であり、教養に資する

だけでなく、何らかのアクションを促すため

の場所だと捉えられているからである。他方

で日本の公共図書館の役割は、教養の提供の

場から地域づくりの核となるものに変わって

いった歴史がある。芸術大学の図書館はテキ

ストベースの調査の場所だと考えられがちだ

が、系列的にモノが蓄積されてきた履歴に潜

りこみながら、その物質性を新たな創造につ

なげることにあるのだという。芸術大学の図

書館・博物館・アーカイブの連携の可能性を

本研究会では探っていく。

（石谷治寛）

第30回アーカイブ研究会
・

プラットフォームとしての図書館の役割
コロナ禍で露呈した物理的な公共空間としての弱さ

講師： 佐々木美緒（京都精華大学人文学部／ 

図書館情報学・図書館員養成）

2020年10月28日｜オンライン配信

佐々木美緒氏の発表は、「図書館とは何か」

という問いからはじまった。

日本では、各種図書館それぞれのあり方が、

関連する法令によって定められている。大

学図書館のばあい、「大学設置基準」（文部省

省令、1956年）がそれにあたる。近年では、
情報公開（レポジトリやオープンアクセスな

ど）、学習支援（ラーニング・コモンズ）、学

内外の他機関との連携（MLA連携）などの諸
機能も求められている。けれども、各大学固

有の使命に沿って、必要な資料を系統的に蓄

積し、教育研究に役立てる場所という図書館

のあり方そのものは変わっていないと、佐々

木氏はいう。

一方で前回の研究会同様、交流やコラボ

レーションなど、さまざまな活動のための場

所として図書館が注目されていることを佐々

木氏も指摘する。たとえば近畿大学の「アカ

デミックシアター」（2017年開設）。ラーニ
ング・コモンズ、産学連携、国際交流などの

ための専門施設をつなぐ「あいだ」の空間に、

松岡正剛氏が監修した「近大INDEX」と呼ば
れる独自の分類法に沿って配架された、マン

ガをふくむ数万冊の書物がならぶ。そこは文

字通り、学生が行き交い議論する場所になっ

ている。

2020年度活動報告｜アーカイブ研究会

沓掛キャンパスの写真記
録を残すプロジェクトの
YouTubeチャンネルを開
設しました。ウェブサイト
から写真の投稿と過去の
動画をご覧いただけます。
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映像配信のアーカイブ実験室

2020年はアーカイブとライブ性について
再考する時間をもたらしたことが、本プロ

ジェクトを立ち上げた経緯につながってい

る。プロジェクトの概要について述べる前に、

簡単に振り返っておきたい。

2016年から2019年までに、石谷はAIDS
危機の時代の芸術実践についてのアーカイブ

に携わってきた。さまざまな過去の映像・写

真資料のデジタル化、開催されるイベントの

写真・映像記録などを行うなかで、森美術

館や京都精華大学の展覧会での関連イベント

での映像や字幕の作成なども手伝いながら、

アーカイブの作業や資料展示の実践を進めて

きた。多くの当事者にとって集中して取り組

むべき課題は、過去の出来事の整理よりも、

現在の活動にある。ライブイベントにとっ

て、映像記録をパッケージ化する目的がなけ

れば、記録やアーカイブは副次的なものに過

ぎず、照明のあたる舞台の傍らで偶発的にな

される残余に過ぎない。パフォーマーの動き

に観者が反応し、それに応えてパフォーマー

はフィードバックの渦をいっそう激しくかき

混ぜていく。そうしたフィードバックの渦が

ライブイベントの一回限りの体験を生み出し

てきたと言えるが、すでにソーシャルメディ

アの浸透は、そのフィードバックを身体言語

から切り離し、写真や映像のシェア、テクス

ティングやソーシャルボタンに置き換えはじ

めていた。

新型コロナウィルスによる感染予防として

のソーシャルディスタンスは、その置き換え

を強化したに過ぎないと言える。近接や接

触による身体言語、ひとつの場所をシェア

することで生み出される安心感は掘り崩さ

れ、個々人を小部屋に分断し、監視のテクノ

ロジーを通して規律訓育するという近代以

来の独房化のプロジェクトの完遂であり（公

衆衛生は社会的安全を確立する近代のテクノ

ロジーとともに発展してきた）、孤立と分離

のスペクタクルの徹底であり、これこそソー

シャルディスタンスとウェブ・ミーティング

が、かつての日常を置き換えて、常態化した

非常事態として私たちが直面している日常で

ある。管理社会や監視資本主義の強化という

ネガティブな展望があるとはいえ、他方で、

慣習的な業務形態の見直しや通勤時間の短

縮は、私的な生活環境に注意を向け直すポジ

ティブな余白をも生みだしたかもしれない。

感染予防の観点から飲食店の夜間営業が制

限されただけでなく、制限の対象が、劇場

やライブハウスやダンスクラブなどにもおよ

んだのは、ライブイベントを生業としている

人々にとっては大きな試練になった。ライブ

配信は、その緊急の代替として行われるよう

になった。

クラブメトロで毎月第4金曜日に行われて
いるドラァグクイーン・パーティーDiamonds 
Are Foreverが、5月29日に予定されていた
パーティーを初のライブ配信で行うことに決

めた際に、上記のアーカイブ・プロジェクト

での経緯から、映像面での簡単な助力をす

ることになった。密を軽減するために現場

に参加できないクイーンが自室で撮影した

パフォーマンスの映像を編集し、そのブルー

バックの背景を舞台の映像と合成する、パ

フォーマーの登場にあわせて名前を画面に表

示させる、といった簡単な作業である。必要

に迫られてとはいえ、ライブパフォーマンス

に合わせてリアルタイムに複数のカメラ映像

やフッテージを切り替えて配信するためのノ

ウハウは身近になり、ライブ・スイッチャー

の安価な機材（ATEM Miniなど）やオープン
ソースのストリーミング・ソフトウェア（OBS 
Studio）を使うためのTipsが流通しはじめて
いた。クラブメトロでも、運営するスタッフ

らによって手探りで配信のための方法が模索

されていた。現場でパフォーマーのためにDJ
が流す音と、ストリーミングで配信される音

のボリュームは細心の注意を払いながら調整

される。楽曲のイントロやリズムに合わせて、

用意していた映像素材を再生する。複数のカ

メラで撮影された映像や素材はスイッチャー

を使って切り替えられたり合成されたりし

てひとつの配信番組が出来上がる。配信中パ

フォーマーやスタッフたちは緊張感をもって

それぞれの役割を粛々とこなすが、3時間の
配信を終えた後の充実感は、5月半ばまでの
一月の外出自粛期間中に何が失われたかとい

うことを実感させられた。それは、共同作業

の現場で生まれる相互的な信頼だろう。その

後も数回のクラブイベントを手伝うことにな

り、その都度のイベントでは異なる工夫がこ

なされた。言及したい事柄はいろいろあるが、

ここではとりわけ7月12日にメトロから配
信された故・古橋悌二生誕祭“LOVERS 60” 
Teiji Lovers Birthday Bashについて述べてお
きたい。

本イベントは2020年で第5回目をむかえ
たが、今回は観客人数制限のうえでのオン

ライン配信を、音楽面で古橋氏とコラボレー

ターだった山中透氏を中心に、パフォーマー

の砂山典子氏、ブブ・ド・ラ・マドレーヌ氏

らとともに行うことになった。私はアーカイ

ブからの編集素材の送り出しを担当した。映

像はパフォーマーの背後のスクリーンに映さ

れ、その様子を撮影した映像が配信される。

プログラムと音楽の流れのアイデアは山中氏

によって組まれ、The OK GIRLSの新作映像
のほか、これまで公開されたことのないダム

タイプ海外公演時の記録映像に、山中氏の解

説と二人が共作した音楽が加えられた。ダン

スタイム時には、DJ南琢也氏の選曲にあわせ
て過去のクラブイベントのフッテージが組み

合わされる。最後は山中透氏によるミニコン

サートで締めくくられた。スクリーンに投影

される過去のダンスフロアのイメージにイベ

ント時に訪れた観客が踊る映像が重ねられ、

そこに古橋悌二／ミス・グロリアスの姿が現

われる。また、公演のバックヤードを記録し

た映像は古橋悌二氏が手持ちで撮影した長回

しの映像である。それによって、その視野と

身体性が亡霊のように立ち上がってくるよう

に感じられた。過去のアーカイブ映像や資料

が、現在進行形の状況のなかでプレゼンテー

ションされるとき、複数の視点や時間が、現

在の時間に折り重ねられ合成される。ドラァ

グクイーンは過去に歌われた音源にあわせ

て、口パクでその身体性を同期させることに

よって、現在の時間のなかに生き生きとした

情動のイリュージョンを創り出す。アーカイ

ブ資料の展示が、鑑賞者の非同期的な想起を

通した論争の空間や批評的思考を育むのに対

して、ライブ配信は、アーカイブ資料のいわ

ばリップシンクの可能性を示しているように

思える。投影した映像は主に1990年前後に
撮影された一時期の映像素材が中心となった

が、事前準備のために映像素材を編集する必

要があった。大容量のデータのシェアとプレ

ビュー確認のためにNASを使ったクラウドス
トレージが活躍したのだが、一連の共同作業

のためのデータサーバーから素材の編集、そ

して配信までのワークフローを効率化するた

めの仕組みの構築も重要である。

本プロジェクトはそうした実践を通してラ

イブハウスから芸術資源研究センターへと、

ストリーミング配信のノウハウを移植するこ

とを通して、写真や動画などのアーカイブ映

像をライブ性を持ったかたちで配信すること

による、新たなアーカイブ活用の可能性を模

索するものである。「実験室」と名付けている

のは芸資研のカフェスペースも含めたオフィ

スを配信スタジオも含む新たな実験の場とし

て再構想することも含まれているからだ。9
月からコロナ禍での遠隔メディアの活用を芸

資研での研究活動に活かす方策が模索され

た。配信には特に専門的な技能はいらない。

数人のチームがあれば気軽に複数のカメラと

コンピュータからのHDMI入力を切り替え合
成して配信することのできる環境として芸

資研を利用できる。2020年度のアーカイブ
研究会は、従来の研究会を、ライブ配信とオ

ンデマンドの記録映像で発信する端緒となっ

た。これまでも研究会の記録映像のマルチカ

メラ編集を行ってきたが、今後はリアルタイ

ムで編集された映像を記録できる。

他方で、学内特別研究助成で進められて

いる、2023年の移転までに沓掛キャンパス
の写真データベースを参加とシェアを通し

て積み上げていくというプロジェクトにおい

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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者にとっての資料としての観点など、はじめ

から複数の関心の絡み合いがあり、ミーティ

ング時にはさまざまな方法が挙げられた。そ

の上で、すべての上演作品の記録を均一に記

録・蓄積していくことを目指すという劇場側

の意向を踏まえ、どういう作品が、いつ、ど

のように上演されていたのか、というデータ

的な意味での記録を揃えることをとりあえず

の目標にかかげることにした。

具体的な方法としては、劇場で上演される

それぞれの演目に対して、以下の資料の提供

を各カンパニーに依頼した：

・ 記録映像（カンパニーが独自に撮ったもの、
あるいは学生スタッフによる定点撮影をカ

ンパニー側が選択）

・ 公演の記録写真10枚程度
・フライヤーデータ

・台本等、内容に関わるテキストデータ

・ 舞台美術、照明、音響等テクニカルに関わ
る図面

これらのうち、カンパニー側の許可がでた

資料のみをアーカイブとして蓄積していっ

た。作り手の方針、作品の特性などにより、

アーカイブとして保管されなかった資料もあ

る。上演作品以外の対談やレクチャーなどの

イベントも劇場で起こった出来事として可能

なかぎりアーカイブ化に努めた。

記録映像に関して、学生スタッフによる撮

影の場合は、劇場の客席奥中央から定点カメ

ラで舞台全体を撮影した。カット割りなどは

せず、全編一本で撮影を行なった。作品の舞

台構成などによっては、カメラ2台を使用し
た。使用機材については、カメラは当初ハン

ディカム（HDR-CX630V）を使用していたが、
ハンディカムでは記録の質が不十分であると

判断し、SONYα6400に変更した。変更後
のカメラのスペックとしては4Kでの撮影も
可能だが、ストレージの問題もあり、現在は

HDで撮影を行っている。撮影された映像は
劇場事務所にあるHDDに保管する方法をとっ
た。写真、フライヤーデータ、テキストデー

タ、図面についても、カンパニーから提供さ

れた資料を整理した上で、映像と同じくHDD
に保管していった。このようなフォーマット

で2020年1月から12月にかけて34公演の記
録がとられ、アーカイブ化された。

今後の課題（現場より）

今後増え続ける映像を保管するストレー

ジ・スペースをどうするかが大きな問題とし

てある。現状はHDDへデータを保管している
が、果たしてその方法が最適かどうかはまだ

検証しきれていない。データ量やデータ形式、

保管方法など、持続性への検討はひきつづき

必要となる。

またアーカイブ作業の人員確保も課題のひ

とつである。現状では、撮影作業をのぞくカ

ンパニーへの許可取り、提供されたデータの

保存作業などは、劇場事務所のスタッフが公

演準備の一環として行なっている。どれもそ

れぞれは小さな作業だが、毎週行なわれる公

演の対応に追われながらの仕事であるため、

通常業務を多少なりとも圧迫している。

今後の課題（プロジェクト全体として）

E9アートカレッジ第0回公演「世界が平和でありますように」
撮影：佐古晴弘

あごうさとし「ペンテジレーア」撮影：金サジ

リソースの問題以外にも、そもそも記録方

法が現時点のもので良いのかという問題が

ある。それは一方では、現在のフォーマット

について最適化・修正すべき点（たとえば定

点撮影では取りこぼす要素が必ずあるため検

討の余地がある、など）に関わるが、現在の

フォーマットをそれじたい考え直すことも議

論されている。すなわちすべての公演に関し

て、その個別の内容にかかわらずおしなべて

ひとつのフォーマットに沿ってデータを蓄積

していくことが果たして本プロジェクトが主

眼に置くべきことなのか、という最初のミー

ティングから浮上していた問題である。もち

ろんフォーマットを定めることによって、そ

のつどの公演内容に左右されることなく、流

れ作業的にアーカイブ化を進めることができ

るため、人員リソースの不足とも考え合わせ

ると、効率という点においては最適な手段で

あるようにも思われる。しかし、個々の作品

内容に応じた記録方法を模索する方が、作り

手にとってより刺激的であり、またアーカイ

ブ学にとっても常に新しいアーカイブのモデ

ルを考えつづけることで研究が活性化される

のではないだろうか。別の言い方をすれば、

現在の方法ではまず「作品」があり、それと

は切り離された形で「記録」が考えられてい

るが、そもそも作品と作品の記録とはそれほ

ど明確に分けられるものなのだろうか。

皮肉なことに、作品と記録の未分化性をめ

ぐる問いは、コロナ禍にともなって多くの作

り手が余儀なくされた作品形態の変化によっ

て、より際立ってきているように思える。た

とえば劇場側とのミーティングで話し合われ

たひとつの例として、「演劇作品」を特定の送

り先に郵送するメール演劇という試みがある

が、このように既存の劇場において一般の観

客を相手とするのではないパフォーマンスに

おいては、データ的な記録がそもそもとれな

いことだけでなく、そもそもなにを記録とみ

なすのかが問題となる。そしてなにを記録と

みなすかという問いの背後に構えるのが、そ

もそもなんのために記録を残すのかというパ

フォーマティブな（作品の効果に関わる）問

いであることを考えると、既存の劇場におい

て一般の観客を相手にしているように見える

作品の多くでも、じつは同じ問題を抱えてい

ることが見えてくる。

じっさいこのような問題は、THEATRE E9 
KYOTOで公演を行なったあと、自分の記録
がどのように扱われるのかについて話したい

という申し出をしてきた山下残さんと10月
に行なった議論のなかでも噴出した。そこで

出てきたアイデアのひとつに、「再演」とい

う観点から記録の問題を捉え直すというアプ

ローチがある。「再演」ということを念頭に

おけば、資料の選択（や排除）を含めて、そ

もそもなにを「作品」とみなすのかという作

品の本質についてのそれじたいパフォーマ

ティブな反省（と決断）が作り手側やアーカ

イブ側に求められるだろう。山下さんとの議

論のなかでは、こうした考えの延長として、

THEATRE E9 KYOTOにおいて「再演」をテー
マにするシリーズ公演（ある作品を複数の別

の作り手が再演する、それを伝言ゲーム的に

つなげる、など）を企画することも話し合わ

れた。以上のようなプロジェクト全体の関心

を現場におけるリソース不足とどのようにう

まく折り合わせていくかが、今後最大の課題

になると思われる。

余波・対外的活動

THEATRE E9 KYOTOの運営団体であるアー
ツシード京都が、京都市の「京都駅東南部エ

リア活性化方針」にもとづいた機運醸成事業

を受託し、「映像でつづる東九条2020-2021」
というイベントを開催することになった。そ

のため12月初頭に、このイベントで作成し
た映像作品を、劇場上演される公演と同じよ

うにアーカイブの対象としたいという協力要

請を受けた。このような形で、外部のイベン

トとも接点を結びながら、固有の劇場のあり

方にできるかぎり即しつつ、パフォーマンス

作品のアーカイブをめぐる思考一般にも示唆

を与えるような実践的研究をひきつづき展開

していきたい。

（中井 悠）

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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アノからかけ離れた音色になっている物も多

く、信頼性が疑われる場合も見受けられる。

そこで我々は、ショパンの教えを引き継ぐ直

系の弟子の歴史的録音を使ってショパン本来

の演奏スタイルや音色を推測するという、新

たな方法を提案したい。19世紀後半に活動
していたショパンの直弟子達の演奏は、残念

ながら録音では残っていないが、まだ継承

された演奏スタイルが色濃く残る孫弟子達の

録音は幸い多く残されている。現在はCDや
YouTube等によりその演奏に触れる事も出来
るが、デジタル化された音は余りにも情報量

が圧縮され、録音した演奏家が意図した本来

のニュアンスを汲み取る事は難しい。

そこで今回は、孫弟子達の演奏が録音され

た当時のオーディオ装置（1930年製の大型
蓄音器）とオリジナル音源（SPレコード）を
使って聴くスタイルを実行した。蓄音器は梅

岡所有の1930年英国製EMG社markⅨとい
う機種を使用、電気再生のオーディオが普及

し始めた時代にあえて電気を使わないアコー

スティック再生の音色に拘り、紙を素材とし

た巨大ホーン使用という特異な設計の蓄音

器である。使用したレコードはピアノ史研究

家の松原氏が長年に渡り収集した貴重なコレ

クションからの提供で、共に今回東京から持

ち込んだ。幸い残響豊かな会場と電気増幅を

全く使わない90年前の蓄音器が奏でるアナ
ログサウンドの相性も良く、予想以上に生々

しいピアノ演奏を参加者に聴いて頂く事が出

来た。20世紀の科学の進展により駆逐され
てしまったアナログサウンドが今のデジタル

サウンドに比較しても決して劣る音質では無

かった事を若い世代に伝える事が出来た事

も、今回の収穫である。

今回はまず蓄音器の説明を兼ねて、同じ曲

でのCDとSPレコードの聴き比べを行い、90
年前の録音の情報量の豊かさを提示した。そ

して次にショパンが実際に演奏に使ったピア

ノの外見や構造を、内部写真も含めて紹介し

た。初期のワルシャワ時代に弾いたと思われ

るウィーン式メカニックのピアノは、まだ鉄

骨等の補強も無く小さな皮巻きハンマーで低

い張力の弦を叩く構造で、音量は余り大きく

ない代わりに軽妙で繊細な表現が得意であっ

た。パリ時代のエラール、プレイエルという

フランス製のイングリッシュ式メカニックの

ピアノは鉄骨で補強され、強い張力の弦を大

きなハンマーで叩く構造となり強靭な音色と

音量を得る事が出来たので、晩年のショパ

ンはこのフランス製ピアノを愛用し続けた。

ショパンの孫弟子達もこのフランス製のピア

ノを始め、現代とはかなりキャラクターが違

う20世紀初頭のピアノを演奏して録音して
いた。

次にショパンの孫弟子達の演奏をオリジナ

ル音源で掛け、現代のピアノとの音色や演

奏スタイルの違いを検証した。ショパンの弟

子の中でポーランド派に分類されるローゼン

タール、コチャルスキー、フランス派のジル、

ラドワン、コルトーなどの演奏はそれぞれ個

性の違いはあるもののショパン自身の演奏ス

タイルを色濃く受け継ぐ部分も存分に確認出

来た。

次に直接の指導を受けた弟子ではないが、

ショパン存命中に生まれその影響を多大に受

けたピアニストとしてパハマンを紹介した。

20世紀初頭最高のショパン弾きと絶賛され

レクチャーの様子

会場の様子

た演奏を聴くと、直系の弟子でなくてもその

演奏スタイルを濃厚に引き継ぐ者がいた事が

確認出来る。今回は最後に蓄音器のモーター

のトラブルが発生して予定していた最後のレ

コードが掛けられなかったが、ショパンの演

奏スタイルを継承していた弟子達の歴史的演

奏を充分検証して頂けたと思う。

最後に今回掛けた歴史的録音で演奏された

ピアノと、現代のピアノの違いにも言及した。

今回聴いた演奏で使用していた20世紀初頭
の欧米のトップメーカーのピアノは、まだ19
世紀の手工芸品的な製造スタイルを交えて丁

寧に作られていたが、2つの世界大戦で業界
全体が大きなダメージを受けてからは工業生

産品としての側面が強くなり、音量と精密な

メカニックのみ優先される個性乏しい存在に

なってしまった。そういう意味では今回、ショ

パンの伝統を引き継ぐ演奏と共にピアノ黄金

時代最後の音色を聴いてもらったとも言える。

これから演奏活動を目指す若い世代が今回の

ような忘れ去られていた過去の貴重な音楽的

財産に触れる事で、今後の演奏スタイルの可

能性を存分に広げられていく事を願っている。

（梅岡俊彦）

THEATER E9 KYOTO上映作品アーカイブ

本研究プロジェクトは、東九条に2019年
6月にオープンしたTHEATRE E9 KYOTOで上
演される舞台芸術を記録し、後世に残してい

くアーカイブを作成することを目的として今

年はじめられた。また単に外部の研究機関

として粛々とアーカイブを構築するのではな

く、THEATRE E9 KYOTOの固有性を考慮にい
れた上演記録の方法論と仕組みづくりを劇場

と共同で行なうところに特色がある。そして

そのような共同作業を踏まえながら、3年後
には劇場のみで自律的にアーカイブを続けて

いける環境を整えていくことを最終的な目標

として据えている。

以上のような見込みのもと、昨年度末から

劇場側とのミーティングや学生スタッフの選

抜など準備作業を進めてきたが、開始早々コ

ロナ禍に見舞われ、劇場における作品の上演

じたいが中止ないし修正を余儀なくされるな

か、プロジェクトのあり方も様々な形で変更

を被らざるをえなかった（たとえば、コロナ

禍にともなう授業のオンライン化のため東京

在住のプロジェクト・リーダーである中井が

京都に行く機会を失い、実践的なレベルで関

わることができなくなった）。そのような状

況下においても、THEATRE E9 KYOTOで上演
される作品に関しては、劇場側との話し合い

にもとづいてフォーマットを定めた上で記録

作業を行なった。

記録方法

なにをどう記録するかに関しては、個々の

作り手の作品コンセプトに即した観点、研究

蓄音機

撮影：新 良太
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響彫刻が1年かけて東京、神奈川、大阪、京
都と大移動しながら、それを用いたコンサー

トやワークショップを伴う展示が開催される

予定であった。芸資研バシェ・プロジェクト

もそれぞれの展覧会に惜しみなく協力するつ

もりで予定を組んでいたが、コロナ禍により

神奈川（川崎市岡本太郎美術館 4月24日～7
月12日）でのコンサートやワークショップは
中止、大阪（EXPO'70パビリオン 8月25日～
9月13日）での展覧会やコンサートも中止に
追い込まれた。したがって「バシェ音響彫刻

　特別企画展」（11月7日～12月20日、会場
／京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、主
催／京都市立芸術大学、共催／東京藝術大学

ファクトリーラボ、企画／本学芸資研バシェ

音響彫刻プロジェクト、助成／2020年度日
本万国博覧会記念基金事業）の京都開催は

我々バシェ関係者の悲願となり、ついに開催

できたことは何よりの幸運だった。

バシェの音響彫刻は大型で金属部分が多い

ので、解体・搬送・組立の段取りをうまく組

むことと、安全に作業するための人集めが必

須となる。10月29日に二手に分かれて、万
博パビリオンと本学とでそれぞれ解体作業を

行なった。万博の2基はその日のうちにギャ
ラリー＠KCUAへ搬入。遅れて11月2日朝、
本学の2基と東京藝大の1基が搬入された。
午後、一気に組立て作業を行い、夕刻には

ギャラリーに5基の音響彫刻が並んだ。総勢
12人の力の結集であった。

11月7日のオープニング・コンサートを皮
切りに、週末毎に7回のコンサート、3回の
ワークショップほか、ギャラリートーク、オ

ンライン国際シンポジウム…など、会期中は

おそらく一般的なギャラリーでは見られない

賑やかさだったに違いない。

11月21日の「子どものためのサウンド・
ワークショップ」は、その一部が本学のFD研
修会にもあてられた。

11月22日の国際シンポジウムは、当初フ
ランス、スペインから2名のバシェ研究者を
招聘する予定であったが、新型コロナウィル

スの感染拡大によりそれは実現されなかっ

解体した音響彫刻の搬出

黒川岳氏によるアーティスト・パフォーマンス

子どものためのサウンド・ワークショップ

万博パビリオン（大阪）、東京藝大、本学から集まった

4基のバシェ音響彫刻（もう一基はエントランスに展示）

た。しかし、オンライン・シンポジウムに変

更したことにより、フランスやスペインだけ

でなく、カナダからも研究者の参加が叶い、

それぞれの国のバシェ音響彫刻、バシェ教育

音具（パレット・ソノール）に関わる活動報

告がなされた。そしてこれからのバシェ研究

と新しい教育、芸術の創造、さらに各国協働

へつながる流れが確認できたことは、大変有

意義であったと思う。

また、マスコミでも複数回にわたり取り上

げられた。例えば朝日新聞（11月8日朝刊）、
京都新聞（11月20日朝刊）、京都新聞デジタ
ル版（11月30日）、関西ラジオワイド（12月
1日）、NHK総合テレビ「ニュース630～京い
ちにち」（12月8日）、朝日新聞デジタル版（12
月12日）などである。これらによってバシェ
の音響彫刻に興味を抱き、ギャラリー＠KCUA
へ足を運んだ人も少なからずいたことだろう

（会期中の来館者数は、のべ3128人）。
来館者に最も人気の高かったのが、やはり

自分で触れて音の出せるコーナーであった。

本学の特別研究助成を受けて、この2年間で
フランスのバシェ協会から取り寄せた11種
類のパレット・ソノールと、2015年本学で
の音響彫刻修復の際に修復者のマルティ・ル

イツ氏と彫刻専攻の学生たちによって作られ

た3台のミニ音響彫刻「冬の花」である。不思
議な形をしたオブジェから自分の手によって

音が鳴った瞬間の、来館者の驚愕と感嘆の表

情は、いつ見ても楽しい。新型コロナウィル

ス感染対策にもきめ細かな神経を使いながら

の体験コーナー開設であったが、多くの人々

がバシェ音響彫刻の造形と響をただ鑑賞する

だけでなく、音は空気の振動であることを体

感し感動している様子にたくさん出会えたこ

とは、まさに開催者冥利につきる。

また美術ギャラリーにも関わらず、来館者

は美術家のみならず作曲家、演奏家、舞踊

家、演出家、音響工学の研究者、医学療法士、

万博研究者、特別支援学校の子どもたちや教

員、障害者アートの企画者、学生、家族づれ

など、様々な職種の、広い年齢層の老若男女

が行き交い、文化と教育と社会の交差点でも

あったことの意味は大きい。バシェの音響彫

刻はそういう多種多様な人々を呼び寄せる魅

力を持っていることを、改めて感じたバシェ

展であった。

今後、この偉大なる芸術遺産をどのように

保護し、どのような方法で後世に伝え、そし

て新しい創造活動に生かしていくかが大きな

課題となっていくだろう。お祭りのように華

やいだバシェ展を終えて、今再びスタート地

点に立ち戻っていることを、私はひしひしと

感じている。

（岡田加津子）

歴史的音源で検証する

20世紀ピアノ黄金期の音色

歴史的音源で検証するピアノ黄金時代の音色

「ショパンが弾いたピアノは

どんな音色だった？」

講師：梅岡俊彦・松原聡

2020年11月13日  大学会館ホール 

ショパンの演奏を追及する方法として楽譜

や人物研究からという従来の方法の他に、最

近は作品と同時代のピアノ（ピリオド楽器）

で演奏するという古楽的なアプローチが広ま

りつつある。まだ日本でも数少ない19世紀
製のピアノを使っての演奏は確かに有効な手

段ではあるが、長年の経年変化や後世の不誠

実な修理改造によりショパンが弾いていたピ

体験コーナーで、パレット・ソノールを鳴らして楽しむ来館者

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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「第17回ヴェネチア・ビエンナーレ
国際建築展  日本館展示」

2年に1度開催されるヴェネチア・ビエン
ナーレ国際建築展。筆者は2020年の第17回
展の日本館展示に参加作家として名を連ねて

いる。建築家・構法計画研究者の門脇耕三が

キュレーターを務める本展は「ふるまいの連

鎖ーエレメントの軌跡」をテーマに、ごく普

通の木造住宅1棟をヴェネチアまで移動させ
部分的にインスタレーションとして再構築す

る。本展では現代における「大量生産・輸送

による構法・空間の均質化」「多品種少量生産

の台頭、物流の多様化」「情報技術の発展、モ

ノ・場所の情報化」「モノ・場所の価値の増

大、観光の隆盛」の4つを課題に、あらゆる
情報にデジタル端末からアクセスすることの

できる時代において、再度物理的に建築する

ことの価値を考えなおす。

筆者は、このプロジェクトにおいてインスタ

レーション設計と、解体した部材の3Dスキャ
ンを活用したデータベース構築を担当してい

る。対象となる木造住宅は、増改築を繰り返

しながら現在に至る。それら増改築の歴史は

日本の戦後産業史と並行して読み取ることが

でき、部材一つ一つにはその痕跡が刻まれて

いる。3Dスキャニングは、そのように部材の
中に蓄積された情報を分析することでうまれ

る歴史研究的価値と、また部材利活用への管

理的価値を担保するように計画されている。

ヴェネチア・ビエンナーレもCOVID-19の
影響をうけ2021年開催に延期が決定された
ように、上記の3つのプロジェクトは、この
世界的なパンデミックの状況下で進められ

た。本研究は、情報空間での作品鑑賞のあり

方を考察するものであり、2020年大きく私
たちをとりまく世界が変容し物理的環境が制

限されたなか、今まさしく社会的な重要性が

増大している。慎重に試行錯誤を繰り返しな

がら研究をすすめ、将来に資する学術研究と

なるようにつとめたい。

（砂山太一）

絵具に問う

保存修復専攻における絵画作品の調査では

画面の細部に関する画像や自然科学的な手法

によるデータを多く得ている。これらのデー

タは絵画の保存や研究をする上で価値のある

資料と考えられるが、これらを公開する仕組

みはなく、専攻でデータをアーカイブする体

制が整っていない状況があった。そこで本プ

ロジェクトでは、絵画からより多くを学ぶ環

境を整えることを目的とし、保存修復専攻の

研究活動によって得られた絵具に関するデー

タのアーカイブを目指す。

初年度の2019年度は、専攻の教員や学生
が行った調査を専攻で把握し、教員や学生が

調査データを専攻に提出する仕組みを構築す

ることを目標とし、芸術資料館所蔵作品およ

び専攻の授業である修復実習で調査をした作

品については調査申請書・報告書・データの

提出によって専攻が調査の実施を把握し、こ

れらを保管することによってデータと共に調

査の記録を残すことにした。この方針に沿っ

て2019年12月に専攻の教員・学生にこれま
での調査の報告書とデータの提出への協力を

依頼し、データを収集した。

2年目の2020年度は、客員研究員の紀芝蓮
氏が2019年度までに実施した芸術資料館所
蔵の明治30年代から40年代にかけての卒業
作品76点、2020年度の修復実習において調
査をした作品4点などのデータを収集した。
2020年度の作品調査については、調査の目
的・対象・方法などを記入する申請書の様式

を作成し、調査者は調査前に記入して教務補

助員に提出するよう学生に周知した。申請書

の様式は、従前から調査で使用している記録

用紙や昨年度に作成した報告書の様式と共

に、本年度から保存修復専攻で運用を始めた

Google Classroomにおいて資料として配布
することで利便性を図った。収集されたデー

タについては、各種写真の撮影条件・蛍光X
線分光分析の測定条件および測定箇所の記録

とデータに齟齬がないかを川下理恵氏が精査

した。これらの作業を通して明らかになった

課題について川下氏を中心に明らかにした。

これを踏まえ、より効率的な運用となるよう

に改善を図る予定である。

（高林弘実）

美術工芸のリソースに関する

アーカイブズの試行

2020年度はコロナ禍の関係もあり、大人
数での集会を断念し、リモートなどを用いな

がら今後に向けての活動を考えることにし

た。

活動の一つとしては京都文化遺産の維持継

承に関する基本的なアクション・プランであ

る「京都市文化財保存活用地域計画」策定委

員会に外部委員として参画し、計画策定に関

わっている。ここでは京都文化遺産の維持継

承にあたって①「見つける」、②「知る」、③

「守る」、④「活かす」の4項目に集約して検討
を進めている。

「見つける」については、「旧家等が保管す

る民俗資料や古文書、近代以降の産業遺産等、

社会状況の変化により急速に失われる可能性

があるものについては、早急な調査方法の検

討を行い、所在の把握と保存の取組に繋げて

いく必要がある」ことから具体的な対応策を

講じることとしている。大学、博物館、企業

等との情報共有と共同による調査・研究を推

進することが京都の良さを活かすことができ

ると考えており、行政や大学、博物館、企業

等の関係主体が、京都文化遺産に関する情報

を共有するためのネットワークを構築すると

ともに、最新の知見や技術を活かして、共同

して京都文化遺産の調査・研究を進める仕組

みをつくっていく必要がある。また、出土遺

物、古文書等の整理、リスト化、公開を推進

することにより広く活用されるものとする。

「守る」については京都文化遺産の保管施設

の確保に向けた検討を進めている。京都市の

美術工芸品、歴史資料、埋蔵文化財、民俗資

料等の保管場所や恒温、恒湿の環境には課題

が多く、それを良好な状態で次世代に託する

ことができる環境整備を行う必要がある。そ

れと共に、民間が所有する指定文化財の買い

上げや京都文化遺産の災害時の受入先（収蔵

施設）の確保に向けた手法の検討を行う。

行政の施策に関わりつつ、具体的なアーカ

イブズの方法を試みている。「京都やきもの

ラウンドテーブル」と題して、京都市文化財

保護課と奈良文化財研究所と連携して京都を

めぐる陶磁器のアーカイブズを行う。そこで

は京都をめぐる陶磁史を紐解くためのヒアリ

ングや研究集会、展覧会及びデータの公開を

企図している。現在準備を進めているのは、

京都市所蔵の京都指定文化財である「三条せ

と物や町界隈出土の「桃山茶陶」」を3Dスキャ
ナーで高精細データをとり、公開することを

今年度から3カ年をかけて実施するものであ
る。3Dデータをそのまま公開するだけでは
なく、茶人や料理人、現代芸術家、日本の古

典的な器を用いることのない人々など多様な

人が注目したところにタグをつけていく。こ

の「視線のアーカイブ」を加えて公開するこ

とにより、広く共有されることを期待するも

のである。

（畑中英二）

バシェの音響彫刻プロジェクト

2020年は1970年大阪万博から50周年と
いうメモリアルイヤーにあたり、バシェの音

11月7日「バシェ音響彫刻  特別企画展」開幕
京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA

2020年度活動報告｜研究プロジェクト



022 023

COMPOST 資料編vol .  02 2021

崇仁小学校をわすれないためにセンター

2020年3月20日から31日にかけて「崇仁
小学校展：記憶のひきだし 見返りすうじん」
を元・崇仁小学校にて開催した（主催：京都

市立芸術大学・崇仁小学校の記録と記憶を

継承するプロジェクト／共催：崇仁自治連

合会・崇仁発信実行委員会）。京都市立崇仁

小学校は、1873年（明治6）に柳原小学校と
して創立され、2010年（平成22）に閉校し
た。2023年度の京都市立芸術大学および京
都市立銅駝美術工芸高等学校の移転に向け、

2021年度から解体作業が開始されたため、
本展は多くの人にとって崇仁小校舎に触れう

る最後の機会となった。

同展では、①美術家伊達伸明氏が制作した

巨大な顔面立像《ミカエルさん》の展示、②

創立から現在に至る歴代校舎の写真や設計

図・崇仁教育に関する資料展「崇仁小学校を

わすれないためにセンター」、③来場者それ

ぞれが思い出深い校舎の一角にシールを貼っ

ていく参加型展示「校舎のかけら―ここで何

があった？―」、④崇仁小学校の卒業生・教

員の写真や現在の崇仁地域を伝える資料の展

示、⑤崇仁小をアトリエとして利用した劇団

三毛猫座の舞台美術・衣装展、等を開催した。

COVID-19による最初の緊急事態宣言直前の
開催となったため、人が集まるイベントは行

わず、モノの展示を中心に実施した。会期中

は校内を解放し、卒業生や地元の方たちをは

じめ京都芸大関係者や学外・地域外の方々な

ど、多数の来場者があった。なお本展につい

ては、記録集の配布、校舎の一部を再活用し

て伊達伸明氏が制作したウクレレのお披露目

（「建築物ウクレレ化保存計画」）、卒業生や地

元の方々に贈るための記念品の頒布会などを

年度末に行う予定だったが、再び緊急事態宣

言が出たため次年度に実施を延期した。

校舎の解体作業は、2020年8月24日から
開始された。崇仁小の跡地をふくめた建設予

定地は現在は、更地になっている。解体の様

子は許可をとって映像および写真で記録し、

本センターにて保管している。

ちなみに2020年には東京オリンピックの
開催が予定されていたが、崇仁地区はオリ

ンピックとも無縁ではない。崇仁地区では、

1964年10月1日に開業した東海道新幹線の
建設（同10日より東京オリンピック開催）の
ために、数多くの住宅が除却されている。2
度のオリンピック開催に合わせたかのように

崇仁地区が「更地」となり、町の風景が一変

したのは偶然ではないのではないか。

柳原銀行記念資料館の2020年度企画展「夢
の新幹線、苦闘の住宅建設運動～自主映画

「東九条」の世界3～」（主催：京都市／柳原銀
行記念資料館運営委員会、2021年3月3日～
31日）は、こうした都市の度重なる「再開発」
について考える試みである。この展示では、

新幹線開通以前の崇仁地区やその周囲の様子

を記録した写真や映像を展示する。2021年
の崇仁地区に広がる空隙の真ん中で、住宅改

良事業が本格的に実施される以前（1950年代
末ないし60年代初頭）の濃密な都市の風景を
見ることは、「今ここ」にある場所がもつ意味

について考えるための絶好の機会となるだろ

う。それはまた、「戦後日本の復興」の象徴で

あり「震災からの復興」をテーマとしたはず

の、「2つの東京オリンピック」の意味につい
て再考する機会にもなるはずである。

復興とは何か。開発とは何か。「見返りす

うじん」展は、解体が予定されている校舎の

なかでかつての校舎の風景を見る展示だっ

た。「夢の新幹線、苦悶の住宅建設運動」展

は、幾重にもわたって解体された住宅の跡地

で、それらの開発の前にそこにあった住宅の

すがたを見るものとなる。「今ここ」の現在

を、別の歴史の可能性を通して考えるという

意味で、両者は通底しあうものとなるだろう。

本プロジェクトでは2021年2月から3月にか
けてこれら古い写真群のデジタル化と整理作

業を行い、同展示の会場設営に協力する予定

である。

 （佐藤知久）

タイムベーストメディア作品アーカイブに

おける鑑賞性の保存・修復・再創造

本研究は、主にフィルム、ヴィデオ、スラ

イド、コンピュータ、パフォーマンスなどで

用いられ鑑賞経験が時間的に展開する媒体で

あるタイムベーストメディアを使用した芸術

作品のアーカイブに関して、その鑑賞性の保

存・修復・再創造という観点から研究をすす

めている。2019年度までは、芸術資源研究
センターで構築したダムタイプ作品《pH》の
デジタル・アーカイブと仮想現実（VR）シミュ
レーターの活用可能性について研究してき

た。本年度は、そこで培った知見をもとに、

より広範な領域での実装活動を展開した。

「搬入プロジェクト」を山口で実施する

2019年度より参画している山口情報芸
術センター［YCAM］主催の研究『「搬入プロ
ジェクト」を山口で実施する』では、前年度

行ったいくつかの実験・研究報告として展覧

会「搬入プロジェクト 山口・中園町計画」が
YCAMで開催された。
アーティストの故・危口統之主宰の劇団・

悪魔のしるしの代表的な演劇プロジェクトの

ひとつ「搬入プロジェクト」は、任意の建物 
にぎりぎり入る物体を制作し、複数人で協力

しながら搬入するパフォーミングアート作品

である。主要な作者が故人となっており、作

品自体がパブリックドメインとして著作権が

放棄されているため誰でもいつでも「搬入プ

ロジェクト」をおこなってよいものとなって

いる。

本研究プロジェクトの目的は、そのような

パブリックドメイン化されたパフォーミング

アート作品を、アーカイブという観点から実

施マニュアル・制作支援ツールなど、「搬入

プロジェクト」を公演するにおいて暗黙知と

なっている知見を形式化し、共有知となすこ

とにある。

2020年度では、YCAMでの展覧会開催に
際して研究プロジェクトメンバーによる再演

が見込まれていたものの、COVID-19の影響
により2021年度に先送りとなった。展覧会
では、再演に向けて行われていた市民ワーク

ショップやその審査会の報告、昨年度すすめ

てきた設計支援ツール、YCAMが形式化をす
すめているビールケースを用いた物体制作の

プロセス説明などが展示された。

筆者は、設計支援ツールの開発および展覧

会会場設計、市民ワークショップの審査会に

参加し、制作主体が消失したパフォーミング

アート作品の再制作および展示に関した実践

を遂行した。

「Virtual Art Book Fair 2020」空間デザイン

2009年にスタートしたアジア最大級の
アートブックフェアTokyo Art Book Fairが、
今年はCOVID-19の影響を受けてオンライン
開催となり、筆者はオンライン上の仮想空間

の空間デザインに参画した。

空間デザインをおこなうにおいて、多くの

店舗が参加するブックフェアであることか

ら、全体を見渡せる一望性の確保と、個々の

ブースの多様性の担保が課題となった。また、

COVID-19の影響がなければ東京都現代美術
館で開催される予定だったことから、現実空

間に存在する場所性を、いかにオンライン上

で創出するかということも争点となった。デ

ザインにあたっては、建築の設計をおこなう

木内建築計画事務所とすすめた。具体的に

は、東京都現代美術館の3Dモデルを作成し、
今回のTABFがオランダ特集だったことから、
エントランスにアイキャッチとなる大きな

じゃがいもを配置した。来場者がそのじゃが

いもをクリックすると、店舗がずらっと並ん

だ空間に移動し、各店舗を閲覧できるような

形式にした。各店舗のデザインは、テーブル

一枚と壁一枚の画像からなり、各出店者がそ

の画像を自由にデザインできる仕組みとした。

この制作を通じて、これまで本研究では具

体的に検証をすることができなかった、多く

のユーザーが介在して鑑賞・閲覧する身体性

のオンライン空間での実装をおこなうことが

できた。

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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堂の陶彫」が各地を巡回し、これによって辻

に関する研究が進展した。ご遺族、担当学芸

員、鳥取県立博物館などへ定期的に連絡をと

り、来年度以降の資料調査へつなげたいと考

えている。

牧田は、上野リチが創作の基盤としたウィー

ン工房時代の実地調査を予定していた。しか

し、折り悪しく新型ウィルス感染拡大のため

海外渡航ができなくなり、この計画は来年

度以降に回すことなった。ただ、幸いなこ

とにウィーン工房入所以来のリチ作品の多く

はWEBサイトにて公開されており、1913年
から1930年の退所（実際は工房閉鎖の31年
まで作品は作られている）までのほぼ全作品

（410点）を閲覧することができる。これをダ
ウンロードし、年代別、モチーフ別に分類整

理して、その全容把握に努めた。一方でイン

ターネットによる調査の限界も痛切に感じて

おり、この基礎的研究の成果を生かして、リ

チ作品のより深い理解と本校での教育の原理

を把握するため、来年度は現地調査の可能性

を図りたいと考えている。加えて、今年度後

半には図書館が利用できるようになったた

め、京都新聞その他のアーカイブを閲覧して、

京都におけるリチの活動を実証することに努

めた。

状況を鑑みながらではあるが、次年度は実

地調査を中心に研究を深め、十分な対策を検

討して研究会を実施する。ここで得た知見は

4年目の活動へと反映させたい。最終年度は
大学内外から識者を招き、シンポジウムを実

施することを予定している。

（菊川亜騎）

現代美術の保存修復／再制作の事例研究
―國府理《水中エンジン》

再制作プロジェクトのアーカイブ化

國府理（1970～2014、京都市立芸術大学 
美術研究科 彫刻専攻修了）が福島第一原発事
故の1年後に発表した《水中エンジン》（2012）
は、自作した水槽の中に軽トラックのエンジ

京都美術の歴史学―京都芸大の1950年代― 

本研究では戦後の占領期・復興期の京都に

おける本学教員の教育改革について、美術

史・社会史からの横断的な観点に基づき再検

証を進めている。研究員の菊川と牧田はそれ

ぞれ彫刻専攻、デザイン専攻における教育の

研究を行っており、昨年に引き続き、今年度

も各科の中心となった教員の活動について個

別的な調査研究を行い、年度末には本学の教

員や学生、これまで聞き取りを実施した関係

者を招聘し、研究会を実施する予定であっ

た。しかし、新型ウィルスの感染拡大にとも

ない、基本的な資料調査が困難になるばかり

か、本研究をすすめるのに不可欠な、関係者

への聞き取りや一次資料の調査の中止を余儀

なくされた。また、準備をすすめていた研究

会は、研究成果を報告するばかりでなく、京

都市立芸術大学の各研究室や個人の手元に残

る一次資料を持ち寄り、対話のなかで在りし

日の教育について再考することが目的であっ

た。しかし、対面での研究会実施の見通しが

立たない状態が続いたため、やむをえず今年

度は活動を休止とする判断に至った。

以上のように研究計画は大幅にずれ込むこ

ととなった。しかし、来年度に向けた基礎研

究を各々で積むことができた。今年度、菊川

は関東を離れて調査することがかなわなかっ

た。そのため、京都という場を相対化するた

めの基礎的な研究として、1950年代前半に
神奈川と東京に設立された近代美術館を舞台

とした、抽象彫刻をめぐる批評家の言説につ

いて、神奈川県立近代美術館の展覧会資料と

美術雑誌を中心に整理をすすめた。また彫刻

科の教員であった辻晉堂は充実した資料群を

のこしており、それはアジア・太平洋戦争中

の彫刻家の思想や本学での教育を検討するう

えで極めて重要である（同僚の彫刻家・堀内

正和と交わした書簡についてはすでに調査を

行い、本学の美術学部紀要（2016年）にて論
文にまとめている通りである）。今年度、辻

の生誕110年を記念する回顧展「異彩　辻晉

ンを沈め、水中で稼働させる作品である。水

槽内の水にはエンジンの排熱によって対流が

生まれ、排気管からマフラーを通った排気ガ

スが室外へと排出される。浸水や部品の劣化

などのトラブルに見舞われた國府は、展示期

間中、来場者の前でメンテナンスを施しなが

ら稼働を試み続けた。

國府の創作上においても、「震災後のアー

ト」という位相においても重要な《水中エン

ジン》だが、発表の2年後に國府が急逝し、
使用されたエンジンも廃棄されていたため、

展示はほぼ不可能となっていた。だが、キュ

レーターの遠藤水城の企画により、2017 年
に再制作が行なわれた。國府の存命中に同作

品の展示に友人として携わったアーティス

トの白石晃一が作業を担当し、アートメディ

エーターのはがみちこ、そして筆者が記録

担当として参加した。國府は設計図や稼働

マニュアルを残していなかったため、記録写

真や映像の調査、遺族や関係者へのヒアリン

グ、エンジン専門のエンジニアにアドバイス

をいただき、試行錯誤しながら再制作は進め

られた。現存するのは「水槽」のみであるた

め、オリジナルと同じ車種・型番の中古エン

ジンを使用し、計2台のエンジンの再制作を
行なった。

この再制作2台はそれぞれ、オリジナルが
発表された京都のアートスペース虹での「國

府理 水中エンジン redux」展（2017）の前期・
後期で展示された。また、関連イベントとし

て開催されたトークシリーズの採録を、本年

度の紀要に掲載しているので参照されたい。

本年度は、美術評論家の椹木野衣の企

画・監修による「平成美術：うたかたと瓦
デ ブ リ

礫

1989–2019」展（京都市京セラ美術館、
2021）に再制作プロジェクトチームが「作家」
として参加した。この展覧会は、平成の30
年間を、「災害・事故と美術」というキーワー

ドで振り返り、コレクティブな活動形態をも

つ作家群を通して時代への応答を提示する

ものである。本展では、①展示室内でのエン

ジン稼働と水の持ち込み不可、および②アク

リル水槽の保存の観点から、作品の完全な再

現展示を諦めざるをえなかった。その代わり

に、オリジナルと再制作の両方が展示された

アートスペース虹の空間サイズを忠実に再現

し、水中稼働時の「エンジン音」を流すこと

で、さまざまな「不在」―オリジナルのエン

ジン、國府自身、水槽を満たす水、そして閉

廊したアートスペース虹―を想起させること

を試みた。併せて、國府によるオリジナル発

表時のステートメントやドローイングを展示

し、國府へのオマージュや作家の思考への理

解につなげられるようにした。

さらに、展示の一部として、プロジェクト

の詳細なドキュメントをPDFカタログとして
まとめ、芸術資源研究センターのウェブサイ

トで公開している。

構成内容は、オリジナル／再制作の展示歴、

稼働の動画記録、再制作の作業記録、「國府

理 水中エンジン redux」展のトークシリーズ
の採録、そして再制作作業を担当した白石晃

一による技術面の論考、國府によるドローイ

ングである。併せて、対となる2つのステー
トメント―遠藤水城による再制作プロジェク

トのステートメント、國府理によるオリジナ

ル発表時のステートメント―を再掲し、《水

中エンジン》という作品およびその「再制作」

の試みが、現代社会とアートの双方へ投げか

け続ける問いを読者と共有する契機とした

い。

http://www.kcua.ac.jp/arc/wp/wp-content
/uploads/2020/12/EitW.re-creation.
document.pdf

 （高嶋 慈）

展示風景「平成美術：うたかたと瓦礫  1989–2019」
京都市京セラ美術館/平成美術展実行委員会、2021年

撮影：木奥惠三
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象に行うものでした。一昨年実施した「日本

文化を考える～令和からまなぶ～」は美術学

部の学生を対象に、彬子女王殿下の「日本文

化における歌」の基調講演をふまえ、「自分が

好きな歌」を美術作品にして発表する形式で

した。今年度はそれを音楽学部作曲専攻の学

生を対象に行ない、音楽作品にして発表する

形式を予定していました。この特別授業は来

年度、仕切り直して実施予定です。また彬子

女王殿下のプロジェクトもテーマを「うつし」

から「日本文化～記憶から伝承へ～」（仮）と

し、彬子女王殿下の活動や特別授業との融合

をはかり、記憶を具現化した創造的な伝承を

アーカイブし、次代への継承の形を模索して

いきます。

（森野彰人）

音楽学部・音楽研究科アナログ演奏記録

デジタル・アーカイブ化

2019年度は休止していたこのプロジェク
ト、本来ならば2020年度よりデジタル化し
たデータを整理して目録等を作成しアーカイ

ブの完成を目指すべきところであるが、従事

者の山本毅の退職（2021年度末）までに行い
得ることを検討した結果、2020年度から「音
楽学部・音楽研究科DAT演奏記録データ抽出
と保存」を先に行うことにした。DATの再生
機器もすでに製造がとまり、製造元の補修部

品保有も危うくなっており、このままでは本

学のDAT録音記録を再生することが早晩困難
になることが確実視されるからである（不可

能にはならない。なぜなら費用を度外視して

でもDATデータを有償で扱い続ける機関は少
数ながら存在するはずだからである。ただし、

費用は当然驚くほどの高額になる）。

4月から山本の所有するDATデッキを用い
てまずは定期演奏会と卒業演奏会の録音デー

タ抽出を始めたが、そのデッキがすぐに破損

し再生不能になった。そこで音楽学部にある

DATデッキを調べたところ、まだ使用可能な
ものが3台あることがわかり、さっそくその

内の1台を用いて作業を再開した。デッキは
3台あるとはいえいずれも耐用年数を大幅に
超えており、いつまで使えるかは何とも言え

ない。

そういう中でさらに作業を続けていこうと

したが、録音データを抽出するだけで作業が

完了するなら問題ないのだが、抽出したデー

タを検聴して確認することが必要であり、そ

れには非常に時間がかかる。当然のことなが

ら山本の本業である打楽器研究の合間にしか

時間がとれず、思ったようには作業が進まな

いもどかしさの中、新型コロナ禍に対する対

応としての遠隔授業への取り組みが始まり、

それに忙殺されたこともあって、結局今年度

はほとんど作業を続けることができなかっ

た。遠隔授業のための準備作業もようやく慣

れてきて、2021年度には何とか作業を再開
できるのでないかと期待しているが、今のと

ころどのくらい時間をとれるかが未知数であ

る。前述したように、最も重要なことは抽出

したデータの検聴作業であり、そのためには

静かな集中できる時間が必要である。それは

当然ながら本務である打楽器音楽研究のため

にも最適な時間となるので、実際に作業がど

のくらい進められるのかなんとも言えない。

しかし、2022年度以降は山本が退職する
ので、その時はボランティアスタッフとして

でも作業を進め、少なくとも重要な録音記録

についてはデータ抽出と検聴を終えて次世代

の研究者に渡したいと考えている。

（山本 毅）

「奥行きの感覚」のアーカイブ

2012年よりテーマ演習を通じて「奥行きの
感覚」の研究を、学生と課題を共に考え制作

するというスタンスで継続してきた。2016
年度からは、新たに科研に採択され、海外研

修や外部講師を招き、より幅と深さのある

研究が可能となった。本年度はその科研の最

終年度ということもあり、今までの研究をま

とめた展覧会をギャラリー＠KCUAにて12月

に行う予定だった。ところが、その準備をし

ている時期にCOVID-19の発生があり開催の
見通しが怪しくなり、やむなく4月に展覧会
の中止を決定した。その代わりに8年間にお
よぶ作品をできるだけ漏らさないでアーカ

イブデータを芸資研資料として残すことにし

た。数えると8年間で47課題を立案し952点
の作品数で、撮影は写真だけで5600枚を超
えた。今後に利用可能なアーカイブを作るた

めには、その撮影方法や系統立てた保存形式

を考える必要があり、石原友明教授や佐藤知

久教授には撮影の具体的な技術指導や方向性

についての貴重な助言を頂いた。また事務局

からは鬼頭謙氏の心温まる作業の申し出もあ

り、この場を借りて感謝をしたい。この作業

はCOVID-19により学生の協力は頼れず、前
述の人々と、我々教員メンバーだけで行うこ

とになった。全作品を整理して撮影が終わっ

たのは作業の開始から約40日が経過してい
た。撮影後の作品写真の番号付けや系統立て

た研究データ整理の煩雑な仕事は平田万葉氏

（彫刻専攻非常勤講師）にお願いした。併せて

感謝したい。

我々が行ってきた奥行きの研究は、ラス

コーの洞窟壁画、マチスの切り絵、長谷川等

伯の水墨画、ジャコメッティの彫刻、縄文式

土器、果ては日本庭園など、世界のあらゆる

地域、あらゆる時代、あらゆるジャンルにま

たがる芸術作品を横一列に並べて、各作品を

等しく比較できる準拠枠をつくることであっ

た。我々人類には脳の中に「奥行き」に反応

する特別な部位があるらしく、この普遍的に

共通する感覚の手掛かりから、各時代の様式

や文化圏の違いから判断されてきた作品評価

の枠を超えて、一段と広がりと深さを持った

人類史的な造形美術史の位置付けをするとい

う大胆な構想であった。これまでの研究の蓄

積を明らかにするため9名の科研研究員のそ
れぞれの論考に加えて、授業で招いた3名の
講師の寄稿も集め書籍としてまとめることに

なった。さらに47の課題の中から9課題を本
の中に紹介することになった。この本が手掛

かりになって、美術制作に対する興味が深ま

り、新しい視点で美術史が眺められるように

なることが我々全員の願いである。

ちなみに私ごとではあるが、2020年の3月
をもって大学での任期が終わり、この1年は
芸資研での客員研究員として過ごさせていた

だいた。この奥行きの研究は、私にとって彫

刻空間とは如何なるものかを言語化し考察す

る研究でもあり、実に楽しい思索と実験の時

間ともなった。このありがたい時間を頂いた

ことを感謝し結びの言葉としたい。

（中ハシ克シゲ）

作品整理の様子

撮影の様子

2020年度活動報告｜研究プロジェクト



016 017

COMPOST 資料編vol .  02 2021

困難であることが判明した。名簿が欠落した

り、課題に関する書類を記録アルバムに貼り

込んだりというふうに、原資料の保存形態が

多様であることも一因だが、データをそのつ

ど確認・修正することを怠ってきた当方にも

責任がある。

第2に、アーカイブ公開にあたってはデー
タを公開用に再整理する必要があり、その処

理は技術的に統一された方がよいため、芸資

研の作業班に引き継ぐことを前提にして作

業を続けてきた。だが、芸資研内にそうした

チームが設けられる予定は当分なく、アーカ

イブ公開のための統一的なプラットフォーム

もつくられず、公開方法も個々のチームに委

ねるとの方針が表明された。前提が変わった

ため、アーカイブの方法を再考しなければな

らなくなった。

上記の点をふまえ、 基本目的を保持しつ
つ、次のように作業目標と内容を再設定する。

（1） 作業目標：研究室内で閲覧・検索に対応
しうるアーカイブシステムを構築する。た

だし特定のデータベース・アプリケーショ

ンは使わず、将来、芸資研で統一的な公

開システムが形成されたときにスムーズに

連携・移行できるようにしておく。

（2） 作業内容：上記の目標のために作業を次
の二段階にわたって行う。作業日・作業

内容・作業者名も別途記録していく。

2-1.  従来の作業ライン：スキャニングに
よる原資料のデジタル化とファイル

管理

2-2.  新しい作業ライン：2-1のデータを
表示・検索用に処理し（各種補正、

軽量化等）、CSV ファイルによる ID 
表を作成する。ID 表は次の10項目
からなる。

・ ファイル名（西暦_ソース_ファイル番
号） 
・実施年（西暦・和暦）

・ ソース（出所：紙媒体／ネガ／スライ
ド等）

・ 分類（課題／研修旅行／アンケート等
の区別）

・課題番号

・課題名

・ キーワード（課題内容に関わる用語で、
課題説明文等から抽出する。検索の鍵

ともなる）

・ 担当教員（主たる担当者と担当教員チーム）
・学生名（課題作品の作者）

・備考

今年度は、着実に作業を引き継いでいくた

めの作業マニュアルを再編し、また1987～
88年（昭和62～63）に関して上記の作業内容
のモデルケースを作成する。

このように作業目標と内容を再設定するこ

とは、次の展望につながる。すなわち着実

なアーカイブ作業を軸にして、総合基礎実技

研究室が自立した研究室として位置づけら

れ、年度毎に担当が変わる運営委員会を支え

つつ、カリキュラムの持続的充実を図る主体

になることである。人員が固定しないことは

不安定要因であるが、逆にその流動性によっ

てカリキュラムの固定化・形骸化の危険を免

れうることが、これまでの作業から明らかに

なっている。本学で芸術を学ぶ基盤を開拓す

るという総合基礎実技の理念とその多様で柔

軟な実現が、継続的なアーカイブ作業によっ

て支持・促進される。それは本学に関わる若

手作家たちのクリエイティヴ・コミュニティ

の形成にも寄与するだろう。このことの理解

と継続的支援を切に願う。

（井上明彦）

アーカイブの表示用サンプル“1987_03_0036”：
1987年度第1課題【作るⅠ〈触覚〉】

「タッチボックス」の制作（指導するのは彫刻専攻・福嶋敬恭教授）

の現地での眼差し、すなわち仏教図像調査の

ための撮影であるというよりも、むしろ図像

を含む神秘的な寺院空間全体に対する関心に

よって生み出されたものであるという、この

資料の特性に基づいて構築されたことを特徴

として挙げておきたい。ここにアーカイブ構

築における客観性と創造性という二律背反的

な性質について考察し得る要点があるだろ

う。これらの研究成果については、第42回
文化財保存修復学会にて研究発表を行った

（2020年6月20、21日に熊本城ホールで開催
予定であったが、新型コロナウイルス感染症

拡大に伴い中止となった。代案として要旨集

が作成、配布された）。一方で、井上隆雄資

料全体としては、資料室としていた元・崇仁

小学校が取り壊しとなったため、京都市内の

元・淳風小学校へ移送した。

この二つのアーカイブ活動は、今後も管

理・保管している実資料を対象に、データ

ベース構築という実践的活動を通して、美術

関連資料からの美術・文化史研究への方法論

をより多面的に検討していく。

（山下晃平）

うつしから読み取る技術的アーカイブ

昨年度までは、「うつし」に関する技術や関

連資料のアーカイブを行うことで、本学の貴

重な記憶として継承していくことを目的に研

究を行なってきました。今年度はコロナ禍の

影響でこれからの研究活動のあり方を再考す

るいい機会になりました。実は、これまで彬

子女王殿下をプロジェクトリーダーに「うつ

し」をテーマに研究活動を実施してきました

が、彬子女王殿下が本学で行なっている特別

授業との乖離が出て来ており、昨年度から彬

子女王殿下をプロジェクトリーダーとした研

究の内容変更を考えていました。コロナ禍で

今年度、彬子女王殿下の特別授業を実施する

事は出来ませんでした。実施予定だった内容

は、これまで美術学部の学生を対象に行なっ

てきた授業を、今年度は音楽学部の学生を対

美術関連資料のアーカイブ構築と活用

本プロジェクトは、次の二つのアーカイブ

活動の総称である。一つは、名画の中の人物

や著名人に扮する作品で知られる森村泰昌

(1951-)の文献資料を対象とする「森村泰昌
アーカイブ」(2000年5月～)であり、もう一
つは仏教美術、京都の文化、また美術作家の

作品や展覧会の記録など幅広く撮影し続けた

写真家の井上隆雄(1940-2016)の写真資料を
扱う「井上隆雄写真資料に基づいたアーカイ

ブの実践研究」(2017年4月～)となる。
今年度「森村泰昌アーカイブ」では、デー

タベースの改良と公開用サイト作成を行っ

た。合わせて資料の活用につとめ、また不足

資料の拡充や追加訂正作業も継続中である。

「井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブ

の実践研究」は、昨年度に続き、本学の正垣

雅子（美術学部准教授、日本画模写）、加須屋

誠（芸術資源研究センター・客員研究員、仏

教美術史）との共同研究である、井上隆雄が

残したインド・ラダック仏教壁画資料のグラ

フィック的観点からのアーカイブ構築を進め

た。継続的に、ラダックにある15の寺院別
にポジフィルムのデジタル化を進め、とりわ

け井上隆雄が選定した重要なブローニーにつ

いては全てのデータ化を完了した。昨年度に

注目したアルチチョスコル寺院三層堂の「般

若波羅蜜仏母」については、デジタルデータ

を活用し、今年度は具体的な描写や筆致につ

いて考察するため模写制作を行った。また

ポジフィルムの寺院別の分類が完了したこと

で、共同研究者の正垣雅子が過去に調査を行

なっているアルチチョスコル寺院とサスポー

ル石窟廃寺をまずは対象とし、壁画のデータ

ベース構築を行った。撮影された壁画が、ど

の堂宇に、どの方角に位置していたかという

情報は重要であるため、データベースのため

のIDは、空間配置の情報、すなわち東西南
北と階層、そして壁に対する図像の高低を判

明する範囲で付与することとした。この方法

論は、これらの写真資料が写真家・井上隆雄

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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得て、延期した公開ワークショップの開催を

期したい。

今年度は「記譜法」に関する理論的な枠組

みを構築するという目的を掲げ、各研究員の

専門領域と関心に結びついた先行研究の内容

紹介（翻訳紹介）とその批判的考察・討議を

重視することとを予定していた。しかし、コ

ロナ禍という状況に直面してしまったため

に、年度はじめに予定していたような月例研

究会の開催ができず、結果的に大学の後期授

業が終了した２月に、オンライン上で集中的

に開催せざるを得なかった。研究会の開催が

できなかった理由は、筆者をはじめとして、

所属する各研究員が本プロジェクトに関わる

ことができる時間が減少してしまったことが

大きい。積み残すことになってしまった課題

は、次年度に改めて取り組みたい。

（竹内 直）

富本憲吉アーカイブ・辻本勇コレクション

一昨年、2019年1月に『わが陶器造り』を
出版しました。出版から約2年経ちました。
非常にマニアックで地味な本ですが在庫が約

300冊になったと知り、改めて富本憲吉の偉
大さを感じると共に、出版した甲斐があっ

たと実感しました。また、芸術資源研究セン

ター紀要『COMPOST』Vol.1には『わが陶器
造り』に関する私と客員研究員である前﨑信
也先生の研究ノートが掲載されておりますの

で、併せて読んでいただけるとより富本憲吉

に関して理解が進むと思います。

今年度は、継続して富本憲吉記念館からの

寄贈資料の整理を地道に行いました。特に今

まで手付かずだった富本憲吉記念館の館長を

されていた山本茂雄氏の辻本勇・富本憲吉コ

レクションに関するメモ書きなどの資料整理

を実施しました。これで、寄贈された書簡に

関して、翻訳、書簡の概要などの公開もほぼ

終わり、今後これに山本メモなどの追加を検

討しています。その他、寄贈を受けて撮影な

ども終わっていましたが、まだ公開出来てい

ない、富本の背広、学生時代に使用していた

マンドリン、「東西觸接」などの書の他、意匠

図などその他、諸々の寄贈品も「近現代陶磁

器資料データベース」として公開していく予

定です。

また、今年度はコロナ禍を活かす活動とし

てオンラインシンポジウム「富本憲吉『わが

陶器造り』」を実施しました。京都、東京、ア

メリカを簡単に結べるオンライン環境は本研

究において非常に有用なものでした。これま

で、富本憲吉について多くの工芸評論家や研

究者が論じてきましたが、本研究で目指して

いるのは富本を個人作家という視点からのみ

の評価ではなく、時代性や地域性など多角的

に調査を行い、これまでにはない富本像とそ

の時代性を浮かび上がらせていく事こそが現

代において有用性が高い研究になり、様々

なアーカイブと有機的に結びつき、より立体

的な研究になると考えています。その為に

も様々な視点の研究を持ち込み、研究を多

層化させる事が必要になります。まさにオン

ラインシンポジウムは物理的な障害を取り払

い、容易にシンポジウムや合同研究会を開催

できる非常に有効な活用方法でした。今回の

参加者は京都からは、作品制作を行う立場

の私と近代窯業や工芸史を専門とする前﨑
信也先生、東京からは、お茶の水女子大学

准教授で比較文化論が専門でありバーナー

ド・リーチに関する研究をされている鈴木禎

宏先生、アメリカからはAlfred University准
教授で世界陶磁史研究者であり西洋、日本の

陶磁器に詳しいMeghen Jones先生です。鈴
木先生、Jones先生には『COMPOST』Vol.01
を事前におくり、私と前﨑先生の研究ノート
を読んでいただき、私と前﨑先生の『わが陶
器造り』に関しての考え方を共有していただ

きました。シンポジウムは最初に前﨑先生、
Jones先生によるプレゼンテーションを行っ
ていただきました。前﨑先生からはこれまで
の研究概要や成果の他に、これからの富本の

研究がいかに時代に則した研究としてなされ

ていくのかという大きな研究課題が報告され

ました。Jones先生は「富本憲吉『わが陶器造

り』と西洋」という題目で、バーナード・リー

チのA Potter’s Bookとの類似点などを挙げ、
『わが陶器造り』を通してスタジオポッターは

西洋の芸術運動ではないことを理解し、モダ

ニズムなどの再解釈が西洋でなされる可能性

に言及し、『わが陶器造り』と富本の研究が西

洋においても非常に重要であるという内容で

した。その後はこれらの内容を踏まえ4人で
ディスカッションを実施しそれぞれの観点で

『わが陶器造り』について、また富本憲吉に

ついて様々な意見をいただきました。詳細に

ついてはYouTube「京都市立芸術大学芸術資
源研究センターチャンネル」で公開していま

すのでそちらをご覧ください（https://youtu.
be/6k8iYGoysUA）。
シンポジウムの配信はZoomで録画したも

のを後日YouTubeにアップする方法を取り
ました。後の編集でなんとかなるだろうと

楽観的に考えていましたが、録画された映

像がギャラリービューではなく、スピーカー

ビューで録画されており致命的な初歩的ミス

を犯していました。今から考えると限定同時

配信し、録画画面を確認すべきであったこと

など、反省すべき点も多くありますが、場所

の確保や遠距離の移動などの物理的障害から

の解放は、これからの研究活動の発展に取り

込んでいけそうだと実感しています。

（森野彰人）

総合基礎実技アーカイブ

2014年度から始まった美術学部総合基礎
実技のアーカイブ化の作業は、今年で7年目
となる。毎年50万円の予算（人件費）枠の
中で非常勤講師2名が資料のデジタル化を進
める体制は変わらない。現在、1971年から
1986年までの資料のデジタル化をほぼ完了
し、今年度は黒木結（総合基礎実技非常勤講

師）、寺岡波瑠（総合基礎実技非常勤講師）の

2名が1987～1988年度の資料に取組み、現
在（2021年1月15日）も作業中である。
ここであらためて総合基礎実技アーカイブ

の基本目的を確認しておく。

（1） 総合基礎実技の過去から現在にいたる課
題群とその流れを展望できるようにする。

（2） 課題の把握と批判的考察を通して本カリ
キュラムの継承と発展に資する動的資源

を形成する（課題の捉え直し、読み替え、

融合等による新しい課題の創出など）。

（3） 課題は専門分野を越えた教員チームから
創出され、時代の美術思潮や担当教員

の芸術観・関心を反映する側面を持つ。

よって美術教育史資料であるとともに芸

術の歴史的理論的な研究材料として課題

群へのアクセスを可能にする。

上記の目的から、アーカイブは次のような検

索に応じるよう構造化される。

（1） 年代から検索（例：○○年の課題はどう
いうもので、担当教員・受講生は誰だっ

た か？等）
（2） 内容から検索（例：自然素材を用いる課

題はこれまでどういうものがあったか？

等）

（3） 教員から検索（例：○○教員はいつどの
ような課題に関わったか？等）

（4） 学生から検索（例：○○はいつ入学し、
そのときの課題はどういうものだった

か？等）

また、この数年間の作業を通して明らか

になったことのひとつに、アーカイブがもた

らす非常勤講師の意識へのフィードバックが

ある。従来、総合基礎実技の非常勤講師は運

営委員である教員の補佐とクラス運営の立場

だったが、アーカイブ作業を通して過去の課

題やその成果に触れるなかで、総合基礎実技

の意義や問題点を自ら捉え直し、カリキュラ

ムに関してもより積極的・主体的に担う姿勢

が醸成されてきた。 
しかし同時に、今期の作業を始めてまもな

く二つの大きな問題に直面した。

第1に、作業主体の非常勤講師が1年半毎
に交代するため、引継マニュアルをつくって

きたにもかかわらず、スキャン後のデータ処

理（保存方法やファイル名、ID規定）にばら
つきがあり、そのままではアーカイブに適用

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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研究プロジェクト

記譜プロジェクト

「伝統音楽の記譜法からの創造」

昨年度から筆者が担当しているのは、古琴

における記譜法と創造に関する普及とアーカ

イブである。

昨年度は古琴の伝承とその芸術性につい

て、北京在住で中国の国家級非物質文化遺産

古琴芸術代表性伝承人の吳釗氏にお越しいた
だき、2019年11月7日（木）正午より、京都
市立芸術大学新研究棟2階大会議室にて講演
会を実施した。

内容は、記譜法の変化について、唐代の琴

譜と明代の琴譜の相違、記譜の方法、記譜と

実際の音との関係性、記譜と口伝の奏法の相

違点、楽器の特性と音など、記譜を軸としな

がら多岐にわたるものであった。

約2時間に渡る講演・質疑応答であったが、
1回では古琴の芸術性をすべて語り尽くすこ
とは到底できず、第2回が望まれていた。し
かし、残念ながら、2020年1月以来の新型コ
ロナウイルス流行の影響で、吳釗氏に来日し
ていただくことはおろか、講演会を企画する

こともかなわない状況となった。また中国の

事情から、オンライン開催も難しく、今年度

に講演会を実施することは叶わなかった。

そこで、今年度は、昨年度の講演会の記録

をアーカイブ化することにした。昨年度の講

演会は平日の日中、大学という環境であった

ため、来ることができる方が限られていた。

しかし、中国でも古琴の研究者としても伝承

者としても第一人者である吳釗氏の講演に参
加したかったという声を多く聞いた。そこで、

吳釗氏の許可を得て、昨年度の講演会の映像

をアーカイブ化することにした次第である。

アーカイブにあたって、次のように実施す

ることにした。

・吳釗氏の講演を全て収録する。
・質疑応答についても全て収録する。
・通訳部分はカットする。
・�吳釗氏の講演および応答部分について、日
本語字幕を付ける。

講演は2時間に及んだが、2時間の映像は
視聴がなかなか難しい可能性がある。した

がって、通訳部分をカットすることにした。

通訳部分をカットすれば時間を半分以下に短

縮できる。約1時間であれば、視聴が楽にで
きると考えた。また、字幕を付けることで、

より正確な内容を発信することができると考

えた。質疑応答についても同様である。

そして、完成した映像は、芸術資源研究セ

ンターのHP上のアーカイブで公開する予定
である（2021年3月頃を予定）。
来年度には、コロナ収束を願い、第2回講

演会を実施したいと考えている。

（武内恵美子）

記譜プロジェクト「音と身体の記譜研究」

本研究プロジェクトは「記譜法（ノーテー

ション）」をテーマとして、芸術資源研究セン

ターの発足時から継続しているプロジェクト

である。当初の研究テーマは「西洋音楽の記

譜研究̶書かれたものと響くもの」であり、

2017年度からは「音と身体の記譜研究」を研
究テーマに設定している。

本研究プロジェクトでは記譜法（ノーテー

ション）の概念を、演奏し、記録するための、

いわゆる「楽譜」という枠組みにとどめては

いない。「書かれたもの（スクリプト）」を手

2020年度活動報告

がかりに、人類学者のフィールド・ノート、

民謡の採譜（トランスクリプション）、音声の

録音記録、身振りや舞踊の記譜などをも対象

としながら、記譜法を幅広い視野から捉え、

考察することを目的としている。2020年度
は新たにポピュラー音楽の研究者を共同研究

員に加え、新しい角度からのアプローチも試

みることにした。

本プロジェクトでは、これまで様々な研究

領域、研究テーマをもつ研究者を共同研究員

として招き、定期的に研究会を行いながら、

各々の専門領域から「音と身体の記譜」につ

いて多角的に検討、議論しながらプロジェク

トを進めてきたほか、外部から講師を招いて

のワークショップや講演なども度々行ってき

た。今年度はリュート奏者の笠原雅仁氏にお

越しいただき、「リュートの『音と身体の記

譜』～休符の存在しない楽譜、リュートタブ

ラチュア」と題して、リュートのタブラチュ

ア（奏法譜、タブ譜）に関するお話を伺った。

これは当初、年度内に開催を予定していた

ワークショップを延期する代わりに、２月に

開催したオンライン上の研究会で講演をして

いただいたものである。

内容は、リュートの歴史と変遷（16世紀
から18世紀）、時代によって異なる楽器と
様々なチューニング、地域ごとに異なるタブ

ラチュア（記譜法）の違いとその仕組み、同

時期（17世紀）のバロック・ギターのタブラ
チュアとの比較に続いて、16世紀のリュー
トのタブラチュアを中心に、舞曲（パヴァー

ヌ）や声楽曲（シャンソン）の伴奏楽器として

の用例、声楽作品のリュート編曲の事例と多

岐にわたるものであった。

休符は音楽的な句読点と言い換えることが

できようが、講演の中心的な話題となった

時期の、休符の存在しないリュートのタブラ

チュアには、その句読点の場所が明示されて

いない。それゆえ、演奏する際には、その隠

された句読点を探し当て、適切な形でリアリ

ゼーションをしなければならない。適切に再

現をするためには、楽器の（発音されてすぐ

に減衰していく）特徴や休符を書き込まない

記譜による実践の背後にある、その時代の音

楽家であれば身体に染み付いていたであろう

習慣に対する知識が大切である̶例えば、声

楽作品の編曲であれば、原曲の歌詞の韻律を

知った上で取り組む必要がある。後代になれ

ばなるほど、誤読を避けるために、できるだ

け多くの情報を譜面に書き込むようになる

が、それと比較すると、講演で主に取り上げ

られた16世紀から17世紀にかけてのリュー
トのタブラチュアは、一見すると休符を記

すことのできない「不器用な記譜」ではある。

しかし、今回の講演を通して実感したのは、

休符がないということは、当該の時代におい

ては、それを記譜しなくても構わなかったと

いうことを意味するということである。様々

な情報が幾重にも織り込まれたリュートのタ

ブラチュアの譜面を「読み下す」ことは難し

くもあるが、同時にそこから浮かび上がるテ

クスチュアの綾を考える機会ともなった。笠

原氏の講演は、ときに実演を交えながら、質

疑応答も活発に行われ、全体で２時間を超す

非常に充実したものとなった。いずれ時機を

2020年度活動報告｜研究プロジェクト
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リュートの実演をする笠原氏
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2020（R2）2019（H31/R1）

・「京都画壇のオーラル・ヒストリー」の名称で開始

・「西洋音楽の記譜研究 書かれたものと響くもの」の名称でスタート

・「法隆寺金堂壁画における
  「複写と模写」」の名称でスタート

・「京焼海外文献アーカイブ」の名称でスタート ・現プロジェクト名に変更
・「京都工芸海外アーカイブ」に名称変更

・「美術教科書コレクションアーカイブ作成」の名称でスタート

重点研究プロジェクト変遷

戦後日本美術のオーラル・ヒストリー

フルクサスのオーラル・ヒストリー

富本憲吉アーカイブ・辻本勇コレクション

加須屋明子・山下晃平・正垣雅子

「奥行きの感覚」のアーカイブ

ASILE FLOTTANT 再生～ル・コルビュジエが見た争乱・難民・避難～

深谷訓子・菊川亜騎・牧田久美

京都市立芸術大学附属図書館　美術教科書コレクションアーカイブ事業

重点研究プロジェクト変遷
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2020-
歴史的音源で検証する20世紀ピアノ黄金期
の音色
歴史的音源と大型蓄音器を使い20世紀前半
のピアノ黄金期の音色の魅力をオリジナルの

サウンドで検証します。当時の巨匠達が愛用

した欧米のトップピアノメーカーの個性溢れ

る音色を解説を交えて最高級蓄音器の音で紹

介。エラール、プレイエル、ベヒシュタイン

など今や殆ど聴く機会の無いピアノの銘器11
社の音色の聴き比べを予定しています。

●梅岡俊彦

THEATRE E9 KYOTO 上演作品アーカイブ
2019年6月にオープンしたTHEATRE E9 
KYOTOで上演される舞台芸術を記録し、後
世に残していくアーカイブを作成します。そ

のための方法論と仕組みづくりを劇場と共同

で行い、3年後には劇場のみで自律的にアー
カイブを続けていける環境を整えていくこと

を目指します。

●中井 悠

映像配信のアーカイブ実験室
本プロジェクトを映像の撮影・編集・アーカ

イブ・配信のための実験室として運営します。

動画や写真や音楽（将来的には3D点群スキャ
ン画像など）を、ネットワークサーバー上に

構築したアーカイブ・データベースで管理す

ることを通して、過去の資源を再活用する方

法を確立します。それらを通して、芸資研を

スタジオとし、映像配信とそのアーカイブを

蓄積するシステムやワークフローを整備し、

開かれた実験室とします。

●石谷治寛

2. センターとしての研究事業

2015
タイムベースト・メディアを用いた美術作品
の修復／保存に関するモデル事業
（文化庁 平成27（2015）年度 メディア芸術連
携促進事業）　
せんだいメディアテーク、ダムタイプオフィ

ス、国立国際美術館と連携して実施した事

業である。本事業では、タイムベースト・メ

ディア作品の典型として、古橋悌二《LOVERS
―永遠の恋人たち―》(1994 年)の修復・
保存作業を行なった。また、海外機関におけ

る先行事例の調査を、ドイツ・カールスルー

エ市のカールスルーエ・アート・アンド・メ

ディアセンター(ZKM)、 イギリス・ロンドン
市のテートにて行なうとともに、国立国際美

術館との共催で、シンポジウム「過去の現在

の未来 アーティスト、学芸員、研究者が考
える現代美術の保存と修復」を、また修復さ

れた《LOVERS》の公開とワークショップ「メ
ディアアートの生と転生 保存修復とアーカイ
ブの諸問題を中心に」を開催した。

2016
タイムべースト・メディアを用いた美術作品
の修復・保存・記録のためのガイド作成
（文化庁 平成28（2016）年度 メディア芸術連
携促進事業）　
2015年度に行った《LOVERS》の修復と保存
事業を実施する過程で得られた、タイムベー

スト・メディアを用いた作品の保存・修復・

記録についての知見を他の美術作品にも応用

できる「ガイド」にまとめた事業である。ガ

イドは「タイムベースト・メディアとは」「ガ

イドの概要」「修復／保存の歩み」「資料」「用

語集」「保管」「展示」「修復」「リーガル・デザ

イン」「来たるべきネットワーク」から成る。

執筆者：石谷治寛、小川絢子、加治屋健司、

砂山太一、水野祐、山峰潤也。

以下URLにて公開中。http://www.kcua.ac.jp/ 
arc/time-based-media/

芸術資源研究センター  研究活動一覧

2017-2018
ダムタイプ《pH》のシミュレーター制作と関
連資料アーカイブ
（文化庁 平成29（2017）年度＋平成30（2018）
年度 メディア芸術アーカイブ推進支援事業）
パフォーマンス、インスタレーション、出版

などマルチメディアで展開された、ダムタイ

プの作品《pH》（1990-）のアーカイブ化事業
である。「未来において《pH》を再演するとき
何が必要か？」という課題を設定し、「再演の

ためのスコア」としての3Dシミュレーターの
作成と、再演に必要な資料のデジタル・アー

カイブ化を実施した。2015年から行ってい
るタイムベースト・メディア研究を、生身の

身体動作をふくむパフォーマンス作品へ発展

させたものである。デジタルなアーカイブの

作成に加え、学生や若いアーティストが作業

に参加することによる教育的効果や、オリジ

ナル作品の制作スタッフやパフォーマーと記

憶を共有するエコシステムの形成も進められ

た。
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これらのデジタル化を進め、整備活用のため

に調査を行います。

●山本 毅

「奥行きの感覚」のアーカイブ
絵画や彫刻をはじめとするさまざまな芸術作

品に感じられる「奥行きの感覚」が研究対象

です。この感覚の背後には、視覚にとどまら

ない共通感覚や、複雑な仕方で読み解いてい

る多様な情報や質が存在します。そうしたも

のを検討・整理、アーカイブしながら「奥行

きの感覚」の客観化を目指します。　

●中ハシ克シゲ

京都市立芸術大学附属図書館　美術教科書コ
レクションアーカイブ事業
（＊2016年度「美術教科書コレクションアー
カイブ作成」から変更、2019年度終了）
本学美術教育研究会が長年にわたり収集した

明治時代からの図画工作・美術教科書は図書

館に寄贈され、現在1400冊以上のコレクショ
ンを形成しています。美術だけでなく教育や

社会の歴史を辿るうえでも非常に重要かつ貴

重なこれらの教科書は、経年劣化が著しいた

め、アーカイブ化し、今後のさまざまな活用

に向けての道を拓きます。

●横田 学

Sujin Memory Bank Project
（＊2018年度「映像アーカイブの実践研究」
から変更、2018年度終了）
過去を保存し未来へと継承することは、アー

カイブに期待される機能の一つです。残され

たものの事後の検証・活用に、写真を含む映

像が果たす役割や可能性について、実践的な

立場で研究に取り組み、ワークショップ等で

考察を深めます。

●林田 新

京都工芸アーカイブ
（＊2018年度「京焼海外文献アーカイブ」、20 
19年度「京都工芸海外アーカイブ」から変更）
少子高齢化による工芸の担い手不足は京都の

伝統産業において最も深刻な課題となってい

ます。本プロジェクトでは未来の学生や研究

者が、過去を知り制作や研究に活かすことの

できる工芸情報をアーカイブすることを目的

としています。

●前﨑信也

2016-
美術関連資料のアーカイブ構築と活用
名画の中の人物や著名人に扮する作品で知ら

れる森村泰昌（1951-）や、仏教美術、京都の
文化、また美術作家の作品や展覧会の記録な

ど幅広く撮影し続けた写真家井上隆雄（1940-
2016）らの、各種関連資料のアーカイブ構築
と活用について実践的に取り組みます。

「森村泰昌アーカイブ」
●加須屋明子

「井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの
実践研究」
●正垣雅子、山下晃平

2017-
現代美術の保存修復／再制作の事例研究―
國府理《水中エンジン》再制作プロジェクト
のアーカイブ化
2014年に急逝した國府理（本学美術研究科 
彫刻専攻修了）の《水中エンジン》（2012年）
の再制作プロジェクトの記録と関連資料の

アーカイブ化を行います。また、動態的な作

品における「同一性」「自律性」の問題や、作

品がはらむ本質的な批評性と「再制作」の関

係など、この再制作のプロセスが提起するさ

まざまな問いについても検討します。

●高嶋 慈

みずのき作品群の保存とアーカイブ作成への
協力と作業支援（2018年度終了）
社会福祉法人松花苑（京都府亀岡市）による

みずのき美術館（同市）所蔵作品群の保存状

況の改善とアーカイブ作成（保存の為の再

整理作業、画像撮影、作品記録リスト作成、

引っ越し作業等）への協力および作業支援を

通じて、「みずのき寮絵画教室」とその作品群

の実態調査を行ないます。

●中原浩大

ASILE FLOTTANT 再生～ル・コルビュジエ
が見た争乱・難民・避難～（2017年度終了）
ル・コルビュジエがデザインした 難民収容
船のリノベーションが完成することを機に、

「ル・コルビュジエが見た争乱・難民・避難」

をテーマとした展覧会とシンポジウムを東京

で開催した。また、パリのセーヌ川に係留さ

れている船の内部で現代日本建築家展を行

い、出版も行う。

●辰巳明久

京都美術の歴史学– 京都芸大の1950年代― 
本学の戦後の再出発となった1950年代に焦
点をあて、新たに実施された教育カリキュラ

ムについて、美術史・社会史・教育史の横断

的観点から研究します。

●菊川亜騎、深谷訓子、牧田久美

2018-
崇仁小学校をわすれないためにセンター
京都市崇仁地区では、2023年の芸大移転に
ともなって、建築物やモノや風景のありよう

が、急速に変化しています。記憶を呼び起こ

す物質的な「よすが」と、それによって喚起

される個々人の記憶の両方を創造的に記録・

保管・継承する方法を、コミュニティ・アー

カイブ的な手法を用いながら実践的に研究し

ます。

●佐藤知久

2019-
美術工芸のリソースに関するアーカイブズの
試行
美術工芸品を形作る制作道具やそれを用いた

技は、作品のリソースとして極めて重要な存

在ですが、保存活用の手立てに十分な仕組み

がありません。そこで、公共機関や地域・所

有者などと協働しつつ、資料調査のあり方や

実物保存および活用の方向性の仕組みの構築

を試みます。

●畑中英二

バシェの音響彫刻プロジェクト
1970年の大阪万博で制作された17基のバ
シェの音響彫刻のうち、これまでに修復さ

れた6基の音響彫刻の構造と響きを体系的な
アーカイブに残し、部材の劣化を防ぐメンテ

ナンスを施すと共に、まだ復元されていない

部材についても調査します。またそれらを用

いた新たな創造活動の可能性を探っていきま

す。

●岡田加津子

原版と銅版画作品のアーカイブ
著作権等の問題から通常は廃棄されてしまう

銅版画の原版を、技法・素材など関連資料の

記録や、刷られた作品とともに保存すること

で、高度な技術力を必要とする銅版画技法を

継承し、実践的な資料として研究し活用しま

す。

●大西伸明

絵具に問う
絵画を彩る絵具は、画家が描いた痕跡です。

よって我々は、画家が用いた材料や技法、表

現の意図、画家がおかれていた状況などを絵

具に問うことができます。本プロジェクトは、

絵画からより多くを学ぶ環境を整えることを

目的とし、保存修復専攻の研究活動によって

得られた絵具に関する調査データのアーカイ

ブを目指します。 
●高林弘実

タイムベーストメディア作品アーカイブにお
ける鑑賞性の保存・修復・再創造
芸術資源研究センターで構築したダムタイプ

作品《pH》のデジタル・アーカイブと仮想現
実（VR）シミュレーターの更なる活用方法に
関して研究します。シミュレーター内でのパ

フォーマンスの再現および情報技術を用いた

アーカイビングの技法を探求し、VRによる
作品鑑賞を介したアーカイブ閲覧の今日的可

能性について検証します。

●砂山太一

芸術資源研究センター  研究活動一覧
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2020年度芸資研の活動について

森野彰人

2020年度の活動はコロナ禍における研究活動となり、予定していた計画をやむなく
断念した一方で、様々な試行がなされた。2020年4月7日に7都道府県に出された緊急
事態宣言は16日には全国が対象になり、これを受けて京都府から府下大学に対して大
学施設の使用制限が要請された。オンラインを活用した遠隔授業を中心に大学として

新しい教育体制の構築を実施したが、多くの教員が新しい教育形態の構築に手を取ら

れ、研究活動における新しい形態を模索するには時間を要した。コロナ禍において、多

くのプロジェクトは予定していた調査研究並びに研究成果発信の実施が難しくなった。

ギャラリー@KCUAで展覧会を中止した「奥行きの感覚のアーカイブ」、成果発表の舞台
であった熊本城ホールでの第42回文化財保存修復学会開催が中止された「美術関連資
料のアーカイブ構築と活用」、対面での研究会実施や現地調査の見通しが立たず、活動

を休止とする判断に至った「京都美術の歴史学̶京都芸大の1950年代̶」、YCAM
での展覧会における研究プロジェクトメンバーによる再演が延期となった「タイムベー

ストメディア作品アーカイブにおける鑑賞性の保存・修復・再創造」など、 コロナ禍の
状況は芸資研の研究活動に多大な影響をもたらした。しかし、オンラインを活用する事

で新しい研究成果発信の形態とノウハウが蓄積できたことは今後の発展に大きな期待

が持てる。YouTube配信を行った2020年度芸資研シンポジウム「デジタル時代の〈記憶
機関〉 ─芸術／大学における図書館・美術館・アーカイブ 」、また「アーカイブ研究会」
や、「富本憲吉アーカイブ・辻本勇コレクション」のシンポジウム「富本憲吉『わが陶器

造り』」、リモート活用の積極的な検討をおこなった「美術工芸のリソースに関するアー

カイブズの試行」など、平時における物理的な障害の軽減や、アーカイブへのアクセス

の新しい形の模索など、オンラインの活用は、研究成果発信の新たな手法としてのみ

ならず、アーカイブ構築においても新しい視座をもたらした。これらとは反対に、「バ

シェの音響彫刻プロジェクト」と「歴史的音源で検証する20世紀ピアノ黄金期の音色」
の2つのプロジェクトは感染防止策を設け、リアルにその存在感と音源を伝えた。近年、
我々が耳にする音楽のほとんどがデジタル化された音源、もしくはデジタル処理された

音源である。その状況下において「音」という「アーカイブ」にとって、臨場感がもたら

す効果が確認できた有意義な成果発表であった。これらの経験が芸術資源研究センター

にとって非常に大きな経験・記憶（アーカイブ）となり今後の調査・研究・発信活動の更

なる発展の起点となったと、10年、20年先に確認される事を願います。

1. 重点研究プロジェクト

●印＝プロジェクトリーダー

2014-
オーラル・ヒストリー
芸術関係者に聞き取り調査を行い、口述され

た内容をオーラル・ヒストリー（口述資料）

として記録・保存、研究します。本学ゆかり

の作家を中心に、「戦後日本美術」「京都画壇」

「フルクサス」に焦点を当てた研究活動を展開

しています。

「戦後日本美術のオーラル・ヒストリー」
●加治屋健司

「京都・近代絵画の記憶」（＊2018年度「京都
画壇のオーラル・ヒストリー」から変更）

●松尾芳樹

「フルクサスのオーラル・ヒストリー」
（2018年度終了）
●柿沼敏江

記譜プロジェクト
西洋音楽の記譜法、日本の伝統音楽や民俗芸

能を研究し、その解析や再現を進めます。同

時に、作品や創作プロセスを含めて記譜法を

広く捉え直し、記譜を新たな芸術創造の装置

とみなし、表現の多様性を探ります。

「音と身体の記譜研究」（＊2017年度「西洋音
楽の記譜研究 書かれたものと響くもの」から
変更）
●竹内 直
「感覚のアーキペラゴ」（＊2018年度「未完の
記譜法」から変更）
●高橋 悟
「伝統音楽の記譜法からの創造」（＊2018年度
「伝統音楽・芸能の記譜研究」から変更）

●武内恵美子

富本憲吉アーカイブ・辻本勇コレクション
富本憲吉記念館創設者辻本勇氏からコレク

ションの寄贈を受け、本学の前身である京都

市立美術大学に陶磁器専攻を創設した元学

長富本憲吉ゆかりの書簡等の資料を調査研究

し、中間成果として書籍「富本憲吉『わが陶

器造り』」を2019年に刊行しました。
●森野彰人

総合基礎実技アーカイブ
本学美術学部の新入生全員が各専攻に分かれ

る前に受講し、分野を横断する柔軟な基礎力

の育成を図る授業「総合基礎実技」の課題と

成果を資料化し、芸術教育に新たな展望を開

くことを目指します。

●井上明彦

2015-
うつしから読み取る技術的アーカイブ
（＊2017年度「法隆寺金堂壁画における「複
写と模写」」から変更）

「高細密複写」と違い、「写し」や「模写」はそ

の行為を通じ作品の背景を読み解き、技法、

素材を後世へと引き継ぐ大事な役割がありま

す。「写し」「模写」を技術、技法、素材から

考察し、そのアーカイブの可能性と汎用性を

模索します。

●彬子女王殿下

音楽学部・音楽研究科アナログ演奏記録デジ
タル・アーカイブ化
（＊2016年度「音楽学部演奏記録アーカイブ
作成調査」から変更）

本学には音楽学部創設以来の貴重な演奏記録

が保存されていますが、収録当時の記録媒体

は寿命が短く、劣化が激しいものがあります。
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